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ニコンデジタルカメラ D 2 X には次の使用説明書び付属しています。製品をご使 
用になる前に、これらの使用説明書をよくお読みになり、内容をご理解のうえ、 
正しくお使いください。 

簡単操作ガイド 

簡単操作ガイドは、 D 2 X での撮影•再生から、撮影した画像をパソコンに 
転送するまでの基本操作をステップごとに簡単に紹介しています。 

使用説明書 

使用説明書（本書）は、 D 2 X の操作ち法と撮影した画像の楽しみ方につい 
て基本操作から応用操作へと順を追って詳しく説明しています。使用説明 
書の構成はち記のとおりです。操作内容に合わせて次のステップにお進み 
ください。 

円 ctureProject ソフトウエア使用説明書 （ CD - ROM ) 

PictureProject ソフトウエア使用説明書は、 D 2 X に付属している 
CD - R 日 M 内に収録されています 。 Pi ctureProject の内容については、 
円 ctureProject ソフトウエア使用説明書およびこの使用説明書の「接続」 
の章をご覧ください。 


商標説明 

• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国 
における登録商標です。 

• Macintosh®、Mac OS . QuickTime は米国およびその他の国で登録された米国アップル]ンピュータ 
社の商標です。 

• Adobe、Adobe Acrobat は Adobe Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標また 
は特定地域における同社の登録商標です。 

• Micr 日か ive ® は Hitachi Global Storage Technol 日呂 ies の登録商標です。 

• Pentium は米国インテル社の登録商標です。 

• PictBridge □ゴは商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 




ご使用になる前に はじめに 

この使用説明書の使用方法やカメラ各部の名称、 

撮影前の準備ち法について説明しています。 


各部の名称と機能 


撮影前の準備 


基本操作 

基本的な撮影、再生方法について説明しています。 


撮影の基本ステップ 


基本的な再生 


撮影機能の詳細 

「撮影の基本ステップ」で説明されている撮影方法 
をマスターしたら、より高度な撮影を行ってみま 
しよう。カメラの各機能を操作することにより、撮 
影者の意図を反映した撮影を行ラことびでさます。 


ク□ップ高速 


動作モード 


画質モードと画像サイズ 


撮像感度 


ホワイトバランス 


画像の調整 


フオーカス 


測光-露出 


スピードライト撮影 


画像合成と多重露出 



インターバルタイマー撮影 


セルフタイマー撮影 


非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 


GPS を使用した撮影 


ツーボタンリセット 



便利な再生機能について詳しく説明しています。 再生機能の詳細 


音声メモ機能について詳しく説明しています。 


音声メモ機能の詳細 


メニュー画面を使用して各種設定を行います。 


メニューガイド 


カメラをパソコンやテレビ、プ U ンタに接続します。 接続 


カメラの手入れち法や各種情報を記載しています。付録 

























































































給表巧の例 


Z \ 記号は、を意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具体 
的なま意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近くに 
具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

• 記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）が描かれています。 


A 警告 (カメラについて） 


分解禁止 


分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 




落下などによって破損し、内部が露出したとさは、露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

接触禁止電池、電源を抜いて、ニコンサービスセンターに修理を依頼して<ださい。 


〇 

すぐに修理依頼を 


安全上のご注意 


ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。こ 
の「安全上のごを意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。お読みに 
なつた後は、お使いになるちびいつでち見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は、次のようになっています。 


A ADO この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ 
可能性が高いと想定される内容を示しています。 

A 啓か この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死じまたは重傷を負ラ 

胃 C 可能性が想定される内容を示しています。 

A ：±& この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が 

想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A ® ® 


II 











1 A 警ち (カメラについて） 

€ 

電池を取る 

〇 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに充分を意して < ださい。 

電池を抜いて、ニコンサービスセンターに修理を依頼してください。 

. すぐに修理依頼を 


(§) 

水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発火したり感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

引乂-爆発のおそれのある場所では使用しないこと 

プ□ノ くンガス、 ガソリ ンなどの弓1 乂性ガスや粉塵の発生する場所で使用すると、 
爆発や火災の原因となります。 

0 

使用禁止 

レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となります 

0 

発光禁止 

車の運転ち等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となります。 

0 

発光禁止 

スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

視力障害の原因となります。 

特に乳幼児を撮影するときは] m 上離れてください。 

A 

保管注意 

幼児の□に入るルさな付属品は、幼児の手の届かないところに置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

A 

警告 

ストラップが首に巻さ付かないようにすること 
特に幼児-児童の首にストラップをかけないこと 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 

0 

使用禁止 

AC アダプタ使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに触れないこと 

感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れてください。 

A 

警告 

指定の電池または専用 AC アダプタを使用すること 

指定け外のわのを使用すると、火災•感電の原因となります。 


Hi 













































A 注意（カメラについて） 

[A 

感電注意 

めれた手でさねらないこと 

感電の原因になることびあります。 

A 

保管注意 

製品は幼児の手の届かないところに置くこと 

ケガの原因になることびあります。 

A 

使用しないとさは、レンズにキャップを付けるか、太陽光のあたらない所に保管 
すること 

保管注意 

太陽光び焦点を結び、火災の原因になることびあります。 

A 

移動注意 

兰脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりして、ケガの原因となることびあります。 

A 

使用注意 

飛行機内で使ラとをは、航空会社の指示に従ラこと 

本機器び出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響を与えるおそれびあります。 

病院で使う際ち、病院の指示に従ってください。 

0 

禁止 

長期間使用しないときは電源（電池や AC アダプタ）を外すこと 

電池の液をれにより、火災、ケガや周囲を巧損する原因となることびあります。 

© 

プラグを巧く 

AC アダプタで使用されている場合には、 AC アダプタを取り外し、その後電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。乂災の原因となることびあります。 

0 

禁止 

本機器や AC アダプタは布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと 

熱びこわりケースび変形し、火災の原因となることびあります。 

0 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くなる 
場所に放置しないこと 

放置禁止 

内部の部品に悪い影響を与え、火災の原因となることびあります。 

0 

、 禁止 

付属の CD-ROM を音楽用 CD プレーヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大きな音びして聴力に悪影響を及ぼす場合びあります。 

J 


iv 

























A を巧（専用リチウムイオン巧電池について） 

I 0 

禁止 

電池を乂に入れたり、加熱しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

分解禁止 

電池をショートさせたり、分解しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

危険 

専用の充電器を使用すること 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

危険 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちのと一緒に持ち運んだり、保管しないこと 

ショートして液われ、発熱、破裂の原因となります。 

持ち運ぶとさは端テカバーをつけてください。 

0 

使用禁止 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 は、 D 2 X に対応しています。 EN - EL 4 
に対応していない機器には使用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

危険 

電池からもれた液が目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、医師の治療を受け 
ること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 
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A 警告（専用リチウムイオン巧電池について） 

[ A 

保管注意 

電池は幼児の手の届かない所に置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

水かけ禁止 

水につけたり、めらさないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

変色•変形、そのほか今までと異なることに気づいたときは、使用しないこと 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

充電の際に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合には、充電をやめること 

液われ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

電池をリサイクルするとさや、やむなく廃棄するときはテープなどで接点部を絶 
縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。 ニコン サービスセ 
ン ターや U サイクル協力店へご持参くださるか、お住まいの自治体の規則に従つ 
て廃棄してください。 

A 

警告 

電池か5もれた液び皮膚や衣服に付いたときはすぐにきれいな水で洗うこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因になります。 


A 注意（専用リチウムイオン巧電池について) 

A 電池に強い衝撃を与えたり、投げたりしないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となることびあります。 

ま 意 


A 

危険 


A JbRSI (時計用リチウム電池について） 

電池からもれた液び目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、医師の治療を受け 
ること 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 
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A (時計用 U チウム電池について） 

0 

禁止 

電池を义に入れたり、加熱しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

. 分解禁止 

電池をショートさせたり、分解しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

電池に表示された 警告- を意を守ること 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

A 

警告 

使用説明書に表示された CR 1616 型リチウム電池1；!外を使用しないこと 

液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 

水かけ禁止 

水につけたり、めらさないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

保管注意 

電池は幼巧の手の届かない所に置くこと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 

A 

警告 

電池の「+」と「一」の向きをまちがえないようにすること 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 

0 

禁止 

充電式外は充電しないこと 

液ちれ、発熱の原因となります。 

A 

警告 

電池を廃棄するときはテープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。お住まいの自治体 
の規則に従って正しく廃棄してください。 

A 

警告 

電池からちれた液が 皮膚 や衣服に付いたときはすぐにきれいな水で洗ラこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因になります。 
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ご巧認<ださい 


♦ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのご注意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス目情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあります。使用説明書に従って正 
しい取り扱いをしてください。 

♦保罰書とカスタマ登録カードについて 

この製品には「保証書」と「カスタマ登録カード」び付いていますのでご確認ください。「保証書」 
は、お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっております。「ご愛用を氏名」 
および「住所」「ご購入年月曰」「ご購入店」びすベて記入された保証書を必ずお受け取りください。 
「保証書」をお受け取りになりませんと、ご購入]年し义巧の保証修理び受けられないことになります。 
わし、お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請ホください。 

• カスタマ登録は下記のホームページからわ登録でさます。 

https :// reg . nikon - image.conn 

♦大切な撮影を行ラ前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）を行う前には、必ず試し撮りをしてカメラび正常に機能する 
かを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利 
益喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

♦著作権についてのご注意 

あなたびデジタルカメラで撮影したわのは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利ちに無 
断で使用できません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であってわ、 
撮影を制限している場合びありますのでごを意ください。また、著作権の対象となっている画像は、 
著作権法の規定による範囲内で使用するし^外は、ご利用いただけませんのでごを意ください。 

♦あらかじめご承知いたださたいこと 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、堅くお断りいたします。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

•使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 

参 Design rule for Camera Ale system (DCF) Version 2.0 について 

D 2 X は 、 Design rule for Camera Ale system ( DCF ) Version 2.0に準拠しています 。 DCF は、 
各社のデジタルカメラで記録された画像ファイルをネ目互に利用し合ラための記録形式です。 

• Exif 《 Version 2.21 について 

D 2 X は 、 Exif Version 2.21 および sYCC 色空間に対応しています 。 Exif Version 2.2] は、デ 
ジタルカメラとプ U ンタの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指した規格 
です 。 Exif Version 2.21 対応のプ U ンタを使用することで、撮影時のカメラ情報をまかし、プ U 
ンタび最適なプ I 」ント出力を提供することびでさます。プ U ンタの使用説明書をお読みのラえご使 
用 < ださい。 

《 Ex げ二 Exchangeable image file format for digital still cameras 


via 



♦本製品を安/こ X してご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー（レンズ、スピードライト、バッテリー、バッテリーチャージャー、 
AC アダプタなど）に適合するように作5れておりますので、当社製品との組み合せでご使用ください。 

•他社製品との組み合せ使用により、事故•故障などび起こる可能性びあります。その場合、当社の 
保証の対象外となりますのでごを意<ださい。 

♦カメラやコンパクトフラッシュカード （ CF カード）を譲渡/廃棄するときの 
ご注意 

コンパクトフラッシュカード内のデータはカメラやパソコンで初期化または削除しただけでは、完 
全には消去されません。譲渡/廃棄した後に市販のデータ修復ソフトなどを使ってデータび復元さ 
れ、重要なデータび流出してしまう可能性びあります。コンパクトフラッシュカード内のデータは 
お客様の責任において管理してください。 

コンパクトフラッシュカードを譲渡/廃棄する際は、市販のデータ消去専用ソフトなどを使ってデー 
夕を完全に消去するか、初期化後にコンパクトフラッシュカードびいっぱいになるまで、空や地面 
などの画像で置き換えることをおすすめします。なお、プ U セットホワイトバランスの画像 (の P .79) 
わ、同様に別の画像で置さ換えてから譲渡/廃棄してください。コンパクトフラッシュカードを物 
理的に破壊して廃棄する場合は、周囲の状況やけびなどに充分ごを意ください。 


♦デジタルカメラの特性について 

さわめて希なケースとして、表示パネルに異常な表示び点灯したまま、カメラび作動しなくなる 
ことびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことび考えられます。 
万一このような状態になった場合は、カメラの電源スイッチを OFF にしてバッテ U - を入れ直し、 
再度電源スイッチを ON にしてカメラを作動させてください。その際、カメラを長時間使用して 
いますとバッテ U —び熱くなっていることびありますので、取り扱いには充分にごを意ください。 
AC アダプタをご使用時は、いったんカメラから取り外して再度カメラに取り付け、電源スイッチ 
を ON にしてカメラを作動させてください。また、この操作を行ラことでカメラび作動しなくなっ 
た状態のときのデータは、失われるおそれびありますび、すでにコンパクトフラッシュカード （CF 
カード）に記録されているデータは失われることはありません。この操作を行ってもカメラに不具 
合び続く場合は、ニコンサービスセンターにお問い合わせください。 

♦撮像素子表面ゴミ付着について 

ニコンデジタルカメラは撮像素テ表面に付着するゴミについて、当社の品質基準に基づさ製造およ 
び出荷しています。しかし、 D 2 X はレンズ交換ち式のため、レンズを交換の際、カメラ内にゴミ 
やホコ U 等び入り込むことびあり、入ったゴ S やホコ U び撮像素テ表面に付着した結ま、撮影され 
た条件によっては画像に写り込む場合びあります。カメラ内へのゴミやホコ U の侵入を防止するた 
め、ホコ1」の多い場所でのレンズ交換は避けるよラにしてください。レンズを外してカメラを保管 
するとさは、付属のボディキャップを必ず装着するようお願いいたします。その際、ボディキャッ 
プのゴミやホコ U の除去ち必ず行うようにしてください。撮像素テ表面に付着したゴミは、「カメ 
ラのお手入れについて」（田 P .34 已）にしたびってク U —ニングしていただくか、ニコンヴービ 
スセンターにク U —ニングをお申し付け<ださい。なお、撮像素テ表面に付着したゴ三の写り込み 
は、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 し U 降）や画像加エアプ U ケーシヨンなどを使って修正す 
ることび可能です。 

参高温-低温下での液晶表示について 

上面/背面表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低温 
下では液晶の応答速度び多少遅くなることびあります。なお、常温時には正常に戻ります。 
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:'使用に巧る前に 



この章は次の3部で構成されています。 

はじめに （35 P.2 〜 3) 

この使用説明書で使用しているマークについて説明し 
ています。 

各部の名称と機能（阻 P.4 〜1 7) 

D2X の各部の名称とコマンドダイヤルの機能につい 
て説明しています。 

撮影前の準備（田 P. 18〜 30) 

バッテ IJ 一やコンパクトフラッシュカードの入れち、 
ストラップやレンズの取り付けち、日時の設定ち法 
など、このカメラをはじめてご使用になる前に、準備 
する内容を説明しています。 






はじめに 


ニコンデジタルカメラ D2X をお買い上げいたださ、誠にありびとうございます。 
この使用説明書はレンズ交換式一眼レフデジタルカメラ D2X で撮影をお楽しみに 
なるために必要な情報を記載しています。ご使用の前に、この使用説明書をよく 
お読みの上、内容を充分に理解してから正しくお使いください。お読みになった 
後は、お使いになるちびいつでを見られるところに必ず保管してください。 


本文中のマークについて 

この使用説明書は、次の記号を使用しています。必要な情報を探すとさにご活用 
<ださい。 


巧 

カメラの故障を防ぐために、使用前に 
注意していたださたいことや守ってい 
たださたいことを記載しています。 

巧 

カメラを使用する場合に、便利な情報 
を記載しています。 


カメラを使用する前に知っておいて 
いたださたいことを記載しています。 

の 

関連肩報を記載した参照ページを記載 
しています。 

圍 

液晶モニタに表示されるメニュー画 
面で各種設定び変更でさます。記号 
の横にメニュー名を記載しています。 

图 

カスタムセッティングで各種設定び 
変更でさます。記号の横にある数字 
は、カスタムセッティングの項目番 
号です。 


の カスタ マーヴ ポート 

下記アドレスのホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

http :// www . nikon-ima 旨 e . com / jpn / support / index.htm 
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^ご使用になる前に—はじめに 

































コンパクトフラッシュカードの表記について 

この使用説明書では、コンパクトフラッシュカードを CF 力ードと表記しています。 

r 初期設定 J について 

この使用説明書では、カメラご購入時に設定されている機能やメニューの設定状 
態を「初期設定」と表記しています。 



る 

前 

に 

I 


は 

じ 

め 

に 


[5 カメラなどの点検サービスについて 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜日年に1度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• 点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのレンズや 
スピードライトなども併せて点検依頼されることをおすすめします。 

巧使用説明書の再発行について 

使用説明書を紛失した場合は、新しい使用説明書を ニコン サービスセンターでお求めください 
馆料)。 


3 


各部の名称と機能 


カメラ 本体の名称や機能に ついて 紹介します。詳しい説明は各部に記載され ている 
M ページをご参照ください。 


I ご 

使 

■用 
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名 

称 

と 

機 
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カメラ本体 



lliii 


アクセサリーシユ 
(田 P .156) 


露出モードボタン(田 P . 11 7) 
フオーマツ トボタン FORMAT^ (ffi P .29) 


動作モードダイヤル 
□ックボタン 
( の P. 已 3) 


動作モード 
ダイヤル 
( の P. 己 3) 


吊り金具 
(田 P .19) 


オートブラケティ 
ングボタン巧5^ 
(の P .132) 

シンク□モード 

ボタンを 
(田 P .151) 

コマンド□ック 

ボタン度 f 
(の P .127) 


距離基準マーク- 0- 
畑 P .113) 


電源スイッチ 
(田 P .33) 

シャッ タ— 
ボタン 
(田 P .39、 
41) 

露出補正 
ボタン 
(西 P .131) 

吊り金具 
(田 P .19) 


上面表示パネル 
(西 P .8) 

測光モードダイヤル 
(SB P .115) 


視度調節ノブ 
畑 P .38) 


測光モードダイヤル 
□ックボタン 

(SB P .115) 


ロイルミ ネーター 

イル三ネーターを点灯させると、暗いところで表示パネルび確認しやすくなります。電源ス 
イッチをイルミネーターこまで回すと、半押しタイマー(田 P .33、 2目 2) び作動すると 
とちに、上面表示パネル•背面表示パネルび照明されます。電源スイッチを放すと電源スイッ 
チは日 N の位置まで自動的に戻りますび、イルミネーターは半押しタイマーの作動中は点灯 
し続けます。ただし、シャッターをきった直後には消灯します。 
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環境光センサー 


セルフタイマー表示 LED 
(田 P .173) 

シンク□ターミナル 
(田 P .156) 

10ピンターミナル 
(田 P .337) 

オーディオビデオ出力端子/ 
DC 入力端子カバー 
畑 P .312、332) 

レンズ取り外しボタン 
(田 P .27) 

US 目端子 カバー 
畑 P .316、319) 

フオーカスモード 
セレクトダイヤル 
(田 P .98) 

バッテリー着脱ノブ 
(曲 P .20) 


国 

ご 

使 

用 

に 

な 

る 

前 

に 
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各 

部 

の 

名 

称 

と 

機 

能 



プレビューボタン 
(SH P .117) 


サブコマンドダイヤル 
(の P .14) 


兰脚ネジ穴 


フアンクシヨンボタン 
(田 P .278) 


縦位置サブコマンド 
ダイヤル 
(田 P .14) 


縦位置シヤツターボタン 
(田 P .38) 

縦位置シャッターボタン 
□ックレバー 


ワイヤレストランス 
ミッター WT -2/ 
WT -1 用接点カバー 
(田 P .332) 
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カメラ本な;（つづを) 


アイピースシャッターレバー アイピース 

(田 P .38、 1 72) (田 P .38) 



削除ボタン® 

(の P .195) 

フオーマツトボタン F 0 画苗 
(の P .29) 


再生ボタン〇 
(の P .184) 


液晶モニタ 
( SEP . 19、 340) 


メニユーボタン 
畑 P .47) 


サムネイルボタン© 
(田 P .190) 


プ□テクトボタン® 
(田 P .194) 

ヘルプボタン巧） 

(田 P .49) 


実行ボタン® 
畑 P .48) 

拡大再生ボタン 
畑 P .193) 


スピーカー 
(の P .203) 


背面表示パネル 
畑 P .10、267) 

感度ボタン （ ISO ) 
(の P .67) 


画質モードボタン （QUAD 
(田 P. 已 8) 


7イク 
(田 P .198) 


ホワイトバランスボタン ( WB ) 
(田 P .73) 


【石マイク、スピーカーについてのごを意 

マイクやスピーカーに磁気カード、マイクロドライブなどの磁気製品を近づけないでください。 
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国 


ファインダー接眼窓 



メインコマンド 
ダイヤル 
畑 P .14) 


7ルチセレクター 
(の P .17) 

フオーカスエ U ア 
□ックレバー 
(田 P .100) 


(田 P .38) 


AE/AF □ックボタン® 

(田 P .1 10、 128) 

AF 作動ボタン 
(田 P .99) 


CF カードアクセス 
ランプ 
(田 P .41) 


CF カードカバー 
(の P .28) 


開閉□ックボタンカバー 
(の P .28) 


音声ボタン因 
畑 P .198) 


AF エ U アモード 
セレクトダイヤル 
(の P .102) 


縦位置メインコマンド 
ダイヤル 
(西 P .14) 


縦位置 AF 作動ボタン曾 
(田 P .101) 


ご 

使 

用 

に 

な 

る 

前 
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部 

の 

名 

称 

と 

機 

能 


オーディオビデオ出力端子/ 
DC 入力端子カバーの裏側 
には、シンク□ターミナル 
キャップ、および10ピン 
ター三ナルキャップを収納 
でさるホルダーがあります。 
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上面表巧/ (ネル 
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〇- 
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COMMENT 
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11111111111111111111111111111111111111 ^ 
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が 3 SS ), 
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I シャッタースピード .P.1 17 

露出補正値 .P.131 

オートブラケティングコマ 数.. .P. 133 
W 巨ブラケティングコマ数 ....... P.140 

インターバル回数 .P.16 已 

非 CPU レンズ焦点距離 ......... P.174 

撮像感度 .P.67 

ビジー表示 .P. 已2 

シャッタースピード□ックマーク 
.P.127 

プ□グラムシフトマーク .......P.1 18 

露出モード表示 .P.1 17 

CF 力ードマーク .P.28 

フオーカスエ U ア表示 .P.100 

AF ェ U ァモード .P.102 

シンク□モード表示 .P.1 已日 



撮影可能コマ数 .P.33 

連続撮影可能コマ数 .P. 已4 

PC カメラモード表示 .P.317 

絞り込み段数マーク 
.P.1 ]8、12]、122、12已 

絞0値 .P.1 17 

絞り込み段数 

.P.1 ]8、12]、122，]2已 


オートブラケティング補正値 ...P. 133 
WB ブラケティング補正値... .P. 140 


インターバルコマ数 .P.1 目已 

非 CPU レンズ開放絞り値 ..... P.177 
PC モー様示 .P.317 

バッテ U- チェック表示 .P.33 

撮影コマ数 .P.29 
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FV □ックマーク . P .1 己4 

シンク□マーク . P .1 己2 


16 


時計用バッテ U —チェックマーク 
. P .25 


B GPS 通信マーク . P .179 

ク□ップ高速マーク . P . 已〇 


20 


21 

22 


多重露出マーク . P .160 

絞り□ックマーク . P .127 


23 


画像コメント入力設定マーク. . P .29 日 


24 


オートブラケティングマーク.. . P . 133 
WB ブラケティングマーク… . P . 14日 
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露出インジケータ . P .12 已 

露出補正インジケータ . P .131 

オートブラケティングインジケータ 

. P .133 

WB ブラケティングインジケータ 

. P .140 

PC モードインジケータ . P .317 
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唯 


—0 


ぶ 


ISO-AUTOREMf 


iBBBM 



M 


晒 - 

を 

AM 


I- 


CUSTOM 


SHOOT 


WB-BKT 


r 


0^0 な ななみ 

ご使用になる前に—各部の名称と機能 
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I カスタムメニュー設定表示.. . P .24 日 

撮影可能コマ数マーク . P . 己4 

撮影メニュー設定表示 . P .223 

撮像感度マーク . P .67 

感度自動制御設定マーク ....... P .2 己3 

撮像感度 . P .67 

増感設定表示 . P .67 

撮影可能コマ数 . P .54 

音声メモ録音/再生残り時間.. . P .1 99 
ホワイトバランス微調整量 ...... P .74 

ホワイトバランスプ U セツトデータ 

番号 . P .79 

ホワイトバランス色温度 . P .77 

PC モー様示 . P .317 



国 

] 日日日コマ じ(上補助表示 . P . 已已 マ、 

ホワイトバランス色温度表示 
. P .77 巧 ■ 

画質モード . P .56 

画像サィズ . P .61 I 

W 目ブラケティングマーク… . P . 14 日 

撮影モード音声メモ録音設定表示 I 
. P .200 惡 

音声メモ録音状態表示 . P .199 I 

音声メモ録音モード表示 ....... P .200 g 

ホワイトバランスモード表示 ...... P .70 旨^ 
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O 00000 ( E ) ，甲 甲 甲甲甲 す 
00 ふ 0 去 


ファインダー内 
下表示 


0装着スクリーンについて 

上のファインダースク U —ンのイラストは、ご購入時に 
標準装備されている V 型ク U アマットスク U —ンの （ D 2 X 
専用）装着時の場合です。付属の目型ク U アマットスク 
U —ンのや別売の E 型方眼マットスク U —ン皿こ交換 （SB 
P .341) した場合、ク□ップ高速参照エ U ア（イラスト中 
〇で示される範囲）の四隅のみび表示されます。 
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ク□ップ高速参照エリア 
























中央部重点測光参照エ U ァク 8 mm 
.P.1] 已 

フオーカスエ U ア（フレーム）表示 


. P .100 

スポット測光エ U ア . P .1 1已 

ク□ップ高速参照エ U ア枠 ....... P . 已〇 

ピント表示 . P .39 

測光モード表示 . P .1 1已 

オートブラケティングマーク.. . P . 133 

AE □ックマーク . P .128 

ク□ップ高速マーク . P . 已〇 

シャッタースピード□ックマーク 
. P .127 

シャッタースピード . P .1 17 

絞り値□ックマーク . P .127 

絞0値 . P .1 17 

絞り込み段数 

. P .1 ]8、12]、122、]2已 

露出モード表示 . P .1 17 

露出補正マーク . P .131 

撮影コマ数 . P .29 

撮影可能コマ数 . P .33 

連続撮影可能コマ数 . P . 己4 

露出補正値 . P .131 

PC モー様示 . P .317 


1 日日日コマ iU 上補助表示 . P. 已已 

レディライト . P.1 己目 

バッテ U —チェック表示 . P.33 

FV □ックマーク .P.1 己 4 

シンク□マーク . P.1 己 2 

絞り込み段数マーク 
.P.1 ]8 、 121 、 122. 12 已 

露出インジケータ . P.12 已 

露出補正インジケータ . P.131 

音声メモ録音状態表示 . P.199 

WB ブラケティングマーク… . P. 140 
ホワイトバランスモード表示 ...... P.70 

画像サイズ . P.61 


国 

に 

な 

る 

前 

に 
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部 

の 
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称 

と 

機 

肯^ 
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28 

29 


画質モード . P.56 

撮像感度マーク . P.67 

感度自動制御設定マーク ......... P.2 己 3 

撮像感度 . P.67 
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コマンドタイヤルについて 

M コマンドダイヤル（メインコマンドダイヤル-サブコマンドダイヤル）を回すと、 

■ g ボタンとの組み合わせまたは単独操作で、次のよラな機能を設定でさます（縦位 
i 置メインコマンドダイヤルはメインコマンドダイヤルと、縦位置サブコマンドダ 
胃イヤルはサブコマンドダイヤルと同じ機能です)。 


る才ートブラケティング 露出モード露出補正サブコマンド 



感度ボタン画質モードホワイトバランス 
ボタン ボタン 


画質モードと画像サイズ 


画質モードの設定（曲 P .56) _ @ 



巧 


画像サイズの設定（田 P .61) 
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ホワイトバランス 


圈抖ザ 


ホワイトバランスモードの設定 
(西 P .70) 


— ha ) 


Bte 


ホワイトバランスの微調整/色温度選 
択/プ U セツトホワイトバランスデー 
夕選択（曲 P .74、 77、 79) 


阿。を 


撮像感度 




撮像感度の設定 （ IS 日換算） 
(SB P .67) 


雨 




露出モードの設定 

(SB P . 11 7) 


可に‘5巧.5 



m 








プ□グラムシフト 

(プ□グラムオートモード時：田 
P .118) 

叫ぶ〇 f 5 

ra み【"?] 

シャッタースピードの設定 
(シャッター優先オートまたはマニュ 
アルモ-ド時：田 P . 12日、 124) 

5_幽_ F •ィ 

L。」••] 

絞りの設定 

(絞り優先オートまたはマニュアル 
モード時：の P . に 2 、 124) 

Pi S o [ fB 

ご 

1 — ~~ 1 REM 

L【]」[；) 

露出補正量の設定 

(SB P .131) 

-卜な 3 

因 



シャッタースピードの□ック 
(シャッター優先オートまたはマニュ 
アルモード時：田 P . 127) 


が>?5〇け 


□ 

囚 


パ SM ;] 



^ご使用になる前に—各部の名称と機能 
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露出（つづさ） 



絞り値の□ック 

FI 

5〇禪 

藏目^^ 

(絞り優先オートまたはマニュアル 
モード時 ：田 P . 127) 

□ 

口 

REM 

sr" •‘] 


オートブラケティングの設定/解除 
/撮影コマ数の設定 
(田 P .133、140) 

[ 3 f 1 0.3 



. i 1 f - I 

1 皿 1 1 


オートブラケティングの補正値の設定 


が1 C .3 II 

1眉 W 漏 

(曲 P .133、 14日） 


. iTi . 1 

皿 I 


スピードライト 


關 


シンク□モードの設定 

(別売スピードライト使用時：の 

P .1 已〇) 


回 


^ご使用になる前に—各部の名称と機能 
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マルチセレクターの基本的な機能 

D 2 X は、マルチセレクターを使用して次の操作び行えます。 


メニュー操作時： 

上の項目を選択（の P .47) 

メニューのヘルプ表示時： 

画面を上方向にスク□—ル（の P .49) 

撮影時： 

上のフオーカスエリアを選択 
(の P .100) 

1コマ再を時： 


前の画像を表示（田 P .42) 

4コマ/9コマ再生時： 

上の画像を選択（の P .190) 


メニュー操作時： 

キャンセルまたは前の画面に 
戻る （田 P .47) 

撮影時： 

左のフオーカスエリアを選択 
(の P .100) 

1コマ再生時： 



画像情報のページ切り換え 
(の P .18 己） 

4コマ/9コマ再を時： 

左の画像を選択（の P .190) 


メニュー操作時： 

決定 （の P .47) 

撮劇き： 

中央のフォースエリアを選択 
(の P .100) 

再生時： 


表示コマ数の切り換え（田 P .190) 


ニュー操作時： 

決定または次の画面に進む 
(田 P .47) 

撮影時： 

ちのフオーカスエリアを選択 
(田 P .100) 

コマ再生時： 

画像情報のページ切り換え 
(田 P .185) 

4コマ/9コマ再生時： 

ちの画像を選択（の P .190) 


メニュー操作時： 


下の項目を選択（の P .47) 

メニューのヘルプ表示時： 

画面を下方向にスク□ール（田 P .49) 
撮影時: 

下の フォー カスエリアを選択 （の P .100) 

1コマ再生時： 


次の画像を表示 （の P .42) 

4コマ/9コマ再生時: 

下の画像を選択（の P .' l 90) 


^マルチセレクターの操作について 

通常、メニューのミ夫定はマルチセレクターの►や中央部のほか、実行ボタン®でち行えま 
す。上記マルチセレクターの操作は基本的な操作例です。場合によっては操作方法び異なる 
場合びあります。 


^ご使用になる前に—各部の名称と機能 


77 





























撮影前の準備 
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ご 

使 

用 
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カメラを初めてご使用になる前に、次の準備を行う必要びあります。 

^^^^1ストラップを取り付ける ® P .19 

パッテ U - を入れる ® P .2 日〜21 

バッテ U - や使用できるその他の電源については次の項目をご覧ください。 

•バッテ IJ - の取り扱いについて . 西 P .3 已日 

•付録；別売アクセサ U -. 田 P .332 

1場所と日時を設定する K P .22 〜2己 

時計用電池の交換ち法については次の項目をご覧ください。 


•付録；カメラのお手入れについて . 田 P .343 〜344 

レンズを取り付ける の P .26 〜27 


D 2 X で使用でさるレンズについては次の項目をご覧ください。 

•付録；別売アクセサ IJ -. の P .328 〜331 


力ードを入れる が P .28 〜3日 

D 2 X で使用でさる CF カードについては次の項目をご覧ください。 

•付録；別売アクセサ U -. 西 P .339 

CF カードのフオーマツトについては次の項目をご覽ください。 
•メニューガイド：セツトアップメニュー . 曲 P .286 
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ステップ 1 :ストラップを取り付ける 

ストラップは下図のように取り付けます。カメラボディの2箇所ある吊り金具!^ 

に、確実に取り付けてください。 S 

使 



の 


^ LCD モニタ カバー BM-3 

D 2 X の液晶モニタには、透明なプラスチック製の LCD モニタカバー（じ(下、モニタカバー） 
び付属しています。カメラをご使用にならない場合や持ち運ぶ場合は、液晶モニタの巧れや 
破損を防ぐため、モニタカバーを取り付けてください。 

モニタカバーを取り外す場合は、カメラをしっかりと支 
え、ち図のよラにモニタカバーの左ちをつまんでゆっく 
りと外します。モニタカバーを液晶モニタから少し離し 
(①)、斜め下の方向に引いてください（⑥)。 


モニタカノ く一を装着する場合は、液晶モニタ部の上にあ 
る2つの溝にモニタカバーの上部をはめ込み（①)、モ 
ニタカバーの透明な部分び液晶モニタと重なるよラに置 
さ、カチッと音びするまで上から軽く押してください 
(⑤) 。 
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^ステップ2 :バッテリーを入れる 

図 

2.1 バッテリーを充電する 

• Li-ion U チャージャブルバッテ IJ - EN - 
EL 4 は、出荷時にはフル充電されていま 
せん。ご使用前にクイックチャージャー 
MH -2] でフル充電してください。残量 
I のない状態のバッテ U —を充電する場 

m 合、約]日日分で充電び完了します。充 

I 電方法はクイックチャージャーの使用説 

の 明書をご覽ください。 




2.2 カメラの電源スイッチを OFF にする 

• バッテ U —の挿入•取り出しを行うとさ 
は、必ずカメラの電源スイッチを日 FF に 
して < ださい。 





2.3 バッテリー室カノ（一を取り外す 

• バッテ U — 着脱ノブを^ち向に回し 
(①)、バッテリー室カバー目 L -1 を取りが 
します (( D ) 〇 



2.4 バッテリー室カノ(一をバッテリーに取り付ける 
• 詳しくは、 Li-ion U チャージャブルバッ 
テ U - EN - EL 4 の使用説明書をご覧くだ 
さい。 

• バッテ U —はバッテ U —室カバーを取り 
付けた状態でを充電することびでさます。 
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2.5 バッテリーを入れる 


• バッテ U —は左のイラストで示されてい 


る向さで入れてください。 



2.6 バッテリー着脱ノブを□ックする 

• バッテ IJ 一着脱ノブを図のように回します。 
• カメラの操作中にバッテリーびがれない 
ように、バッテ U —着脱ノブびしっかりと 
□ックされていることをご確認ください。 



0バッテリーを取り出ずには 

バッテリーをカメラから取り出す場合は、電源スイッチを日 FF にし、バッテ U- 着脱ノブを 
g 方向に回してバッテ U —を引さ出します。 

カメラの電源スイッチが OFF の場台の表示について 

バッテ U —び入っている状態では、カメラの電源スイッチ 
び日 FF のときも CF 力ードマーク、撮影可能コマ数、撮影コ 
マ数表示部び点灯します。 CF カードの種類によっては、電 
源スイッチび日 FF のとさに CF カードを挿入しても、まれに 
CF カードマーク、撮影可能コマ数、撮影コマ数表示部び点 
灯しないことびあります。この場合、カメラの電源スイッチ 
を日 N にすると点灯します。 CF カードび入っていない状態 
では、 CF カードマーク、撮影可能コマ数、撮影コマ数の数 
値は表示されません （SH P.30)。 

回 Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL4 について 

Li-ion リチャージャブルバッテリ ーEN-EL4 は、対応した機器との接続により、バッテリー 
に関する情報について通信を行ラ ことびでさる U チウムイオンバッテ U —です。 この通信機 
能により、バッテリーの状態をカメラで確認したり、クイックチャージャー MH-21 でバッ 
テリーの状態に応じた充電/表示を行うことびできます。 EN-EL4 をこのカメラで使用した 
場合、上面表示パネルで目段階の残量表示を行う （SB P.33) ほか、セットアップメニューの 
「電池 チェック」 により、液晶モニタに詳細な電池残容量や、直前の充電からの合計撮影回数、 
電池劣化度などを表示させることびでさます。 


^ご使用になる前に—撮影前の準備 
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ステップ3:場所と曰時を設定する 

撮影するすべての画像には撮影日時び記録されます。正しい日時を記録するた 
め、ご使用の前に次の手順で場所と日時を設定してください。 



3.2 



1 巧を X ニュ - 1 

▲ 


巧影乂ニユー切り巧え 
リセッ 

A 

記録フスルタ 

100 

ファイル名設定 

DSC 

画質モ-ド 

NORM 

画像サイス 

巧 

ク□ッブ富ま 

OFF 

JPE G 狂巧 

ミ y: 




メニューボタン!#を巧します。液晶モ 
二夕にメニュー画面が表示されます（メ 
ニュー項目がすでに選択（八イライト）さ 
れている場合は、マルチセレクターの◄を 
巧して選択を解除してください)。 






液晶モニタの明るさ 
クリ-ニンク巧-け7 
ビデオ出力 


巧 ワールドタイム 

I 言語 (Language) 
画をコ乂ント 
が横の置情巧の記録 


颐 

曰 

皿 

ON 


マルチセレクターの▲または▼を操作して マルチセレクターの►を押すとセットアップ 

セツトアップメニュー画面を表示させます。メニュー項目を選択できるよラになります。 




3.6 




マルチセレクターの▲または▼を操作して 
「ワ-ルドタイム」を選択します。 


マルチセレクターの►を巧すと「ワールド 
タイム」画面が表示されます。 


ぶ 












































マルチセレクターの►を巧すごとに、「月」 
旧」「時」「分」「秒」の選択び順まに切り曾わ 
ります。それぞれの項目について、マルチセ 
レクターの▲または▼で数値を合わせます。 


マルチセレクターの►を巧すと「日時の設 
定」画面が表示されます。 



この状態では「年」の数値が選択されていま 
す。マルチセレクターの▲または▼で「年」 
の数値を合わせます。 




マルチセレクターの►を巧すと「現在地の 
設定」画面が表示されます。 


3.10 



序 

セットアッブ乂ニユー? 




な 

現をぉの設ま 


を 

曰獻臨 


曰巧の表示顺 


1 

夏時間 ：0 FF 



Tokyo , Seoul 



UTC +9 


藝 

2005/01/01 00:00:00 



実行ボタン®を巧します。現在地の場所がま 
定して「ワールドタイム」画面に戻ります。 


セットアップ乂ニコ 


3.7 



セットアップ乂ニュ ー 

? 


圓 

I 南を お ホ曲亩 


I 研な巧り J は化 

—曰時の設定 ■■■■■ 


日付のま示厢~ 


夏時間 

Tokyo . Seoul 

UTC +9 

2005/01/01 00:00:00 

:0 FF 


マルチセレクターの▲または▼を操作して 
r 現在地の設定」を選択します。 



マルチセレクターのイまたは►を操作して 
視在地のあるタイムゾーンを選択します。 


3 


.11 



1 

圍 


セツ S グツ:>> 乂 ニユ ー 

口 JBBBgM 

現をせの設定 
日8§©設* 


曰が 

夏時間 

Tokyo . Seoul 
UTC +9 

2005/01/01 00:00:00 


マルチセレクターの▲または▼を操作して 
r 日時の設定」を選択します。 


3.13 







日時の設定 


現を巧のを定 



日の秒 W 
ち化分 W 

巧化 • 時 W 
2 






S ご使用になる前に—撮影前の準備 
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3.17 



尼 

セツトアツブXニユ— 

■ゴ日り化‘^ 

む 



k ホ/月 /A wmm 

を 

月/曰/年 

1 

曰/月/年 


マルチセレクターの►を巧すと「日付の表 
示順」画面び表示されます。 


3.19 



マルチセレクターの►を巧すと表示の順序がミ夫 
定して「ワールドタイム」画面に戻ります。 


3.15 



尼 

セットアッブ乂ニユー? 




Cl 

現をせの設定 

白巧の!か巧 


を 

圖 

曰巧 

夏時間 ：〇肝 

Tokyo . Seoul 

UT む 9 

2005/01/10 10:00:00 



日時の設定が終わったら、実行ボタン®> 
を巧して、数値を確定します。同時に r ワー 
ルドタイム」画面に戻ります。 



3 


.16 



1 


圍 


セットアップX二 


現をせの設定 
.B 時の設定 

' 夏時間 ：OFF 

Tokyo . Seoul 
UT む 9 

2005/01/10 10:00:00 


マルチセレクターの▲または▼を操作して 
「日付の表示順」を選択します。 


3 


.18 




マルチセレクターの▲または▼を操作して、 
年、月、曰を表示する順序を選択します。 


3.20 



1セットアップ乂ニユ -? 11 

力ードフスー7、ソト 
液晶モニタの明るさ 

T1 

クリ-二'ノクミう-むブ 

-- 1 

ビデオ出力 

晒 ■ 

1 言語 (Language) 

ぶ A 、 vJ 、•し 



メニューボタン®!を巧すと、ワールドタ 
イムが完了し、セットアップメニュー画面 
に戻ります。 


^ご使用になる前に—撮影前の準備 
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0 夏時間について 

夏時間とは、夏の間だけ1時間繰り上げて、曰中の明るい時間を有効利用する趣旨で、現在!^ 
約7日ヶ国で採用されている制度です。カメラで夏時間を設定すると、設定時刻び1時間進 ご 
みます。 隹 

夏時間に設定するには、「ワールドタイム」画面でマルチセレ 
クターの▲または▼を操作して「夏時間」を選択し、►を押し 
ます。「夏時間」画面び表示されますので、マルチセレクター 
の▲または▼を操作して 「 ON 」 を選択します。マルチセレク 
ターの►を押すと夏時間に設定され、「ワールドタイム」画面 
に戻ります。 

• 夏時間びない場合や、現在地の時刻び夏時間ではない場合 
は 「 OFF 」 （初期設定）を選択します。 

• カメラの内蔵時計を夏時間に合わせて設定する場合は、「日時の設定」の前に「夏時間」を 
「 ON 」 に設定してください。 

• 夏時間の地域と、夏時間ではない地域の間を移動する場合、「夏時間」の設定の切り換えび 
行われないと、正しい時刻び記録されませんのでごミち意ください。 

@時計用電池について 

カメラの内蔵時計は、市販の CR 1 目1目型電池で作動しており、寿命は約4年です。半押し 
タイマー作動時間中に上面表示パネルに時計用バッテ U —チェックマーク（巧因 93) び点灯 
した場合は、電池残量び残りわずかですので、市販の新しい CR 1 目1目型 U チウム電池に交 
換してください。時計用電池の交換方法については、「付録一カメラのお手入れについて」 

(田 P .343) をご覧ください。 

0カメラ内蔵の時計について 

カメラの内蔵時計は、出荷時には曰時設定されておりますび、一般的な時計（腕時計など）ほ 
ど精度は良くありません。定期的に日時設定を行うことをおすすめします。 

P 選択したタイムゾーンについて 

「現在地の設定」画面に表示される rUTCJ の数値は、選択したタイムゾーンと UTC 
に 00 rdinated Universal Time 二協定世界時）の時差を表しています。例えば日本のタイム 
ゾーン ([ Tokyo , Seoul 」） 選択時に表示される 「UTC + 9」 は、日本の時刻び UTC よりも9 
時間進んでいることを表します。 

圓ワ-ルドタイム （ 西 P .289) 

カメラの現在地と日時は、セツトアップメニューの「ワールドタイム」で設定しなおすことび 
でさます。 



m I 

に 

な ■ 

る 

前 

に 

I 

撮 


刖 


25 








ステップ 4 :レンズを取り付ける 

^カメラの機能を充分に活用するためには、 G または D タイプの CPU レンズの使 
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用をおすすめします。 



あります。 



4.1 カメラの電源スイッチを OFF にする 

• レンズの取り付け•取り外しを行うとさ 
は、カメラの電源スイッチを OFF にして 
<ださい。 



4.2 レンズをカメラに取り付ける 

• レンズの着脱指標とカメラの着脱指標を 
合わせ、時計と反対回りにカチッと音び 
するまでレンズを回します。 

• レンズ取り外しボタンは押さないでくだ 
さい。 
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絞りリンクを最小絞りにセットする 

( G タイプ m 外の CPU レンズの場合） 

• 絞り U ングを最小絞り（最大値）にセッ 
卜 して、□ックします。 

• CPU レンズでは最ル絞りにセットされ 
ていない場合、カメラの電源スイッチを 
ON にすると上面表示パネルとファイン 
ダー内に巧をび点滅し、撮影すること 
びでさません。 

• 絞り U ングのない G タイプレンズを使用 
する場合、最小絞りにセットする必要は 
ありません。 


レンズの取り付け-取り外しを行うときのごを意 

ボディキャップやレンズの取り付け、取り外しをする場合は、カメラ内部にゴ三や異物び入 
らないように、カメラのレンズ装着部を下向さにしてください。ゴミや異物び入ると、画像 
に悪影響を及ぼす恐れびあります。 

【りカメラか5レンズを外しておくときは 

カメラからレンズを外しておくとさは、ミラーやファイン 
ダースク U — ンなどへのゴ三やホコ U の付着を防ぐため、 

付属のボデイキヤップ B F - 1 A を装着してカメラ内部を保護 
してください。 


E レンズを取り外ずには 

カメラの電源スイッチを日 FF にして、レンズ取り外しボタ 
ンを押しなびら時計回りにレンズを回します。 





^ご使用になる前に—撮影前の準備 
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ステップ已： CF 力ードを入れる 

このカメラは、 CF 力ードに画像を記録します。ここでは CF 力ードの挿入、 フォー 
マットの手順について説明します。使用可能な CF カードについては、「付録一別 
売アクセヴ U —」の推奨 CF カードー覧 （の P .339) をご確認ください。 



カメラの 電源 スイッチを OFF にする 

• CF カードの挿入-取り出しを行うとさ 
は、必ずカメラの電源スイッチを日 FF に 
してください。 



に.2 CF カー ド カバーを 開ける 

• 開閉□ックボタンカバーを開き（①)、開 
開□ックボタンを押します（②)。 CF 力一 
ドカバーび開きます (③)。 



5.3 CF カードを入れる 

• CF カードは左図のような挿入ち向で CF 
カードス□ットの中に入れます。 

• 向きを間違えて挿入すると、カメラおよ 
び CF カードび破損するおそれびありま 
す。正しい方向で挿入しているか、再度 
ご確認ください。 

• CF カードのうら面を液晶モニタ側に向 
け、奥まで確実に押し込んでください 
(①)。正常に挿入されると CF カードアク 
セスランプ（緑色）び点好し、 CF カードイ 
ジェクトレパーび出てさます（風)。 

• 挿入後、 CF カードカバーを閉めます。 
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の巧ぶ 


フオ ー ^ 

ネルの撮影コマ数び（となり、撮影可能コ 
マ数表示部に撮影巧能コマ数び表示され 
ます。 

For (フォーマット）表示び点滅しているときに F 0 画巧ボタンじ(外の 
ボタンを巧すと、フオーマットは解除されます。 


REM 面,过 

パ•-《[ 1 ] 


Jj 



A CF カードをフォーマットする 

• CF カードを使用するには、フォーマットする必要びあります。 

• フォーマットするには、カメラの電源スイッチを ON にして、2つの 
F 0 画巧ボタン（露出モードボタン^と削除ボタン@)を同時に約2 
砂じ(上押します。 

• 上面表示パネルとファインダー内下表示に For (フォーマット）と 
いう文字び点滅したら、再度2つの F 0 画巧ボタンを巧します。 CF カー 
ドのフオーマツトび始まります。 
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【り CF 力ードを入れる場台のごを意 

CF カードは正しい向きに入れてください。また、無理に押し込まないでください。カメラ破 
損の原因となります。 

【り CF 力ードを フォーマッ トずる前に 

CF カードをフォーマットすると、カード内の画像はすべて消去されます。必要な画像びある 
場合は、 フォー マットする前にパソコンなどに保存してください。 

巧 CF 力ードフォーマット中のご注意 

CF カードのフォーマット中は、カメラの電源スイッチを日 FF にしたり、バッテ U —や CF 
カードを取り出さないでください。 
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【り CF 力ードを取り出ずには 

^ CF カードアクセスランプの消好を確認し 、カメラの電源ス 
ご イッチを日 FF にします。開閉□ックボタンカバーを開さ、 

使開閉□ックボタンを押して CF 力ードカバーを開け、 CF 
i 力ードイジェクトレバーを奥に押し込むと（①)、 CF 力ード 
も を取り出すことびできます（⑥）( アクセスランプ点灯中は、 

を 絶対にカードを取り出さないでください。 データ消去 、力一 
ド破損、カメラの不具合の原因となります)。 

I また、 CF 力ードと CF 力ードイジェクトレバーの両方を同 
U 時に押すと、カメラおよび CF カードを破損するおそれびあ 
m りますのでごミち意ください。 

の一 

準巧 CF 力ードの取り践いについて 

^ カメラをご使用後、 CF 力ードび熱くなっていることびあります。取り出しの際は、ごミち意く 
ださい。 

gj CF 力-ドび入っていない場合 

カメラに充電されたバッテ U —を入れたり、 AC アダプタ 
EH-6 (別売）をつないだ時点で CF 力ードび入っていない 
場合、上面表示パネルおよびファインダー内の撮影コマ数 
表示には卜？ -] マークび表示されます。 

@大容量の CF 力ードを使用ずる場合 

すでにたくさんのフォルダや画像び記録されている CF カードを使用する場合、 CF カードを 
挿入したとさや、カメラの電源スイッチを日 N にしたとさなどに行われるファイル検索に時 
間びかかるため、撮影や再生するまでに時間びかかる場合びあります。 

圓 CF 力ードのフォーマット（阻 P. 286 ) 

CF カードはセツトアップメニューでちフオーマツトすることびでさます。 


-- [ィ-] 
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この章は次の 2 部で構成されています。 

撮影の基本ステップ（曲 P .32 〜41 ) 

オートフオーカスやプ□グラムオートを使用した簡単 
な撮影ち法を説明しています。プ□グラムオートによ 
る撮影は、ほとんどの撮影状況に対応します。 

基本的な再生（田 P .42 〜 43) 

撮影した画像を液晶モニタに表示するための、基本的 
な再生ち法について説明しています。 
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ここでは撮影 


影の基本的な手順を6つのステップに分けて説明します。 


バッテ U —の残量と撮影可能コマ数の確認 


W P .33 〜：34 


各メニュー項目の設定を初期状態に戻すには次の項目をご覧ください。 

•撮影機能の詳細；ツーボタン U セット . 巧 P .181 〜182 

•メニューガイド：撮影メニュー「1」セット」 . 田 P .22 己〜226 

• メニューガイド：カスタムメニュー「カスタムのリセット」.函 P .241 〜242 

I 撮影に関する設定をする 


E P .35 〜37 


各機能の設定についての詳細は次の項目をご覧ください。 


• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 
• 撮影機能の詳細 

構図を決める 


ク□ップ高速 . 

動作モード . 

画質モードと画像サイズ.. 

撮像感度 . 

ホワイトバランス . 

画像の調整 . 

フ オー カス . 

測光•露出 . 


の 


P . 已〇~已2 
P . 己3~已已 
P . 己6〜66 
P .67 〜69 
P .7 日〜 9] 
P .92 〜97 
P .98 〜]]4 
P .1 1己〜143 

P .38 


被写界深度の確認方法（プレビュー）については次の項目をご覧ください。 

• 撮影機能の詳細：測光-露出 . 曲 P .1 17 

ファインダー用アクセサ U —については次の項目をご覧ください。 
•付録；別売アクセサ IJ -. 田 P .333 〜334 


1ピントを合わせる の P .39 

フオーカス機能についての詳細は次の項目をご覧ください。 

•撮影機能の詳細：フオーカス . 西 P .98 〜114 

露出を確認する @ P .40 

露出の調整については次の項目をご覧ください。 

• 撮影機能の詳細：測光•露出 . 西 P . 11己〜143 

スピードライトについての詳細は次の項目をご覧ください。 

• 撮影機能の詳細；スピードライト撮影 . 田 P . 144〜]己6 


撮影する の P .41 

多重露出と画像の合成ついては次の項目をご覧ください。 

•撮影機能の詳細；多重露出と画像の合成 . 田 P .1 已7〜]目4 

インターバルタイマー撮影については次の項目をご覧ください。 

•撮影機能の詳細：インターバルタイマー撮影 . の P .1 目己〜 17] 

セルフタイマーについては次の項目をご覧ください。 

•撮影機能の詳細：セルフタイマー撮影 . 田 P .172 〜173 
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ステップ 1 :バッテリーの残量と撮影可能コマ数の確認 

撮影を始める前に、バッテ U —の残量と撮影可能コマ数を確認してください。 



1.1 カメラの電源スイッチを ON にする 

• 上面表示パネル、背面表示パネル、ファ 
インダー内の表示び点灯します。 


1.2 バッテリーの残量を確認する 

• 上面表示パネルまたはファインダー内下 
表示のノ くッテ IJ ーチェック表示を確認し 
ます。 


基 
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本 
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バッテ U —び減 
り始めました。 


操作び行われないまま約6秒（初期設定）経過 
すると、半押しタイマーびされて上面表示パ U 
ネルのシャツタースピード/絞り表示とフアイ I 
ンダー内のすべての表示び消なします。シャツ 
夕ーボタンを半押しする婚く巧す）と、半巧 
しタイマー(曲 P .262) び再び作動してこれ 
らの表示び再点打します。 




バッテ U —残量は 
残りわずかです。 


バッテ U —交換の準備をしてください。 


(点滅） 


l-EI 

(点滅) 


バツ X U — を父 
換してください。 


半押しタイマーは作動せず、 
れな < なります。 


シヤッターはさ f 


• AC アダプタ EH -6 (別売）を使用した場合、バッテ U —チェック表示は表示 
されません。 


P バツテリーチエツク表示について 

上面表示パネルのバツテ U —チてツク表示の目盛りび約]秒ごとに増減する場合は、電池残量 
の計算中です。この場合、正確なバッテ U —チェックび表示されるまでに約3秒かかります。 


ロバッテリーチエック表示び点滅ずる場合について 

上面表示パネルに亡つ、およびファインダー内下表示に ES び点滅する場合、そのバッテ 
U —は使用でさません。ニコンサービスセンターにご相談ください。 
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.3 撮影可能コマ数を確認する 

• 上面表示パネルで撮影可能コマ数を確認 
します。 


撮影可能コマ数びゼ□の場合、上面表示 
パネルの撮影コマ数、撮影可能コマ数表 
示の〔(、じ]、およびファインダー内下表 
示に〔>ゴび点滅します。撮影する前に、 
画像を削除するか、別の CF カードに交 
換してください。 



0基本操作—撮影の基本ステップ 
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ステップ 2 :撮影に関する設定をする 

この「基本操作」では、各機能を初期設定状態にして撮影を行います。初期設定状 
態から撮影者の好みに合わせて設定を変更する場合は、「撮影機能の詳細」をご覽 
ください。なお、「基本操作」では G または D タイプレンズを装着した場合の操作 
例について説明しています。 


2 


.1 カメラの初期状態を確認する 



ホワイトバランスI 


フオー カスエリアI 


上面表示パネル 


背面表示パネル 


ご購入時は画質モード、画像サイズ、撮像感度、ホワイトバランス、 
露出モード、フオーカスエ U アび次のように設定されています。 


機能 

設定 

内容 

4 

み 

画質 

モード 

NORMAL 

通常のスナップ写真などの撮影に適して 
おり、画質とファイルサイズのバランス 
に優れています。 

P . 已6 

〜 P .6 日 

画像 

サイズ 

L 

画像は4288 X 2848ピクセルの画素数 
で記録されます。 

P .61 

〜 P .66 

撮像感度 

100 

IS 日]日0に相当する撮像感度で撮影しま 
す。 

P .67 

〜 P .69 

ホワイト 

バランス 

A 

けー ト） 

照明光の種類に応じて、カメラび自動的 
にホワイトバランスを調節します。 

P .70 

〜 P .91 

露出 

モード 

P 

(プ□グラ 
ムオート） 

撮影状況に応じて最適露出となるよラに 
プ□グラム線図にしたびって自動的に露 
出制御を行います。 

P .117 

〜 P . に目 

フオーカ 
スエ U ァ 

中央 

シャッターボタンを半押ししたとさに、 
中央のフォーカスエ U アと重なる被写体 
にピントを合わせます。 

P .100 

〜 p.im 


露出 

モ-ド 



0基本操作—撮影の基本ステップ 
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2.2 動作モードダイヤルを S (1 コマ撮影）に 

設定する （as P .53) 

• 動作モードダイヤル□ックボタンを巧し 
なびら（①)、動作モードダイヤルを回し 
て 、 S (1 コマ撮影）に合わせます（⑨)。 
1コマ撮影はシャッターボタンを巧すた 
びに]コマずつ撮影するモードです。 


2.3 AF エリアモードを〔【】〕（シングルエリア 
AF ) に設定する（田 P .102) 

• AF エ U アモードセレクトダイヤルを、 
カチッと音びするまで回し、[ 【】 〕に合わ 
せます。 ]] 力所のフオーカスエ U アの 
中から、撮影者自身び選択した]つの 
フオーカスエ U アだけでピント合わせを 
行ラモードです。 


2.4 フォー カスモードを S (シングル AF ヴー 
ボ）に設定する（田 P .98) 

• フォーカスモードセレクトダイヤルを、 
カチッと音びするまで回し、 S に合わせ 
ます。このモードでシャッターボタンを 
半巧しすると、選択されたフォーカスエ 
U ア内の被写体に自動的にピントび合い 
ます。被写体にピントび合っている場合 
のみ、撮影でさます。 





























測光モードをマルチパターン測光に設定す 
る （の P .115) 

• 測光モードダイヤル□ツクボタンを押し 
なびら、測光モードダイヤルを&】（マル 
チパターン測光）の位置にセツ ト します。 
この測光モードでは] 日日己 分害 URG 目 セ 
ンヴーにより得られるさまざまな情報に 
基づいて、最適な露出値を決定します。 
さらに D または G タイプレンズを装着 
した場合には、画面内の最大輝度、輝度 
差情報に加え、カメラから被写体までの 
距離情報を加味して測光の精度を高めた 
r3D-RG 目マルチパターン測光 II 」となり 
ます。 

• ファインダー内下表示に！^び表示され 
ます。 


0基本操作—撮影の基本ステップ 
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ステップ 3: 憤図を巧める 

構図を決める場合は、わさを締め、ひじを軽く体につけ、カメラを構えます。ち 
I 手でカメラのグ U ップを包み込むように持ち、左手でレンズを支えます。片足を 
1軽く踏み出すと、上半身び安定します。 

f • 縦位置シャッターボタン （ SEP . 己）を使用すると、縦位置に構えたとさに撮影 



人物などを縦位置で撮影する 
場合は、カメラを縦位置に構 


えます。 


口視度調節機能について 

視度調節機能により、ファインダー内の像を見やすくでさ 
ます。視度調節ノブを引さ出し（①)、ファインダーをの 
ぞさなびらファインダー内のフ オーカ スフレーム、または 
ファインダー内表示び最もシャープに見える位置まで回し 
ます（⑥)。ファインダーをのぞさなびら視度調節ノブを回 
す際、目に近い位置での操作となりますので、指先やので 
目を傷つけないよラにミち意してください。 

視度調節は一3〜+ Im -] (近視〜遠視）の間で可能です。また、別売の接眼補助レンズは 
— 3 〜+ 2 m - 1の間で己種類び用意されています（田 P .333)。 

gj アイピースを取り外ずには 

接眼補助レンズ（別売）を取り付けるには、アイピース 
( DK -17) を取り外す必要びあります。アイピースを取り 
外すには、アイピースシャッターを閉じて□ックを解除し 
(①)、アイピースを図の方向に回して取り外します（②)。 
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ステップ 4 :ピントを合わせる 

フオーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）設定時は、シャッターボタンを半巧 
しすると、選択したフオーカスエ U ア内の被写体にピントび合います。被写体を 
フオーカスエ U アの中必に合わせて、シャッターボタンを半巧ししてください。 



回 

基 



の 

基 

本 

ツ 

プ 


ファインダー内 
ピント表示 

意味 

参 

(点灯） 

被写体にピントび合っています。 

► 

(点な） 

目的の被写体よりを手前にピントび合っています。 

◄ 

(点灯） 

目的の被写体よりを後方にピントび合っています。 

1 

y 

1 

オートフオーカスでピントを合わせることびでさません。 


• ピントを合わせたい被写体びフォーカスエ U アから外れる構図で撮 
影する場合は、マルチセレクターでフォーカスエ U アを選択し直すか 
( ggp . i 日日)、フォーカス□ック撮影 (SB P . 11 0) を行ってください。 
• ピントを合わせることびでさない場合の対処ち法については「オート 
フオーカスの苦手な被写体について」 （の P .1] 2) をご覧ください。 
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回ス テッつ s : 度出を巧認ずる 


露出モードび P (プ□グラムオート）の場合、 
シャッターボタンを半押しすると、自動的に 
シャッタースピードと絞り値びセットされま 
す。撮影をする前に、ファインダー内のシャッ 
タースピード表示と絞り表示を確認してくだ 
さい。被写体び明るすざる、または暗すざる 
場合は、上面表示パネル、ファインダー内下 
表示に下の表示び点灯します。 


手ブレとシャッタースピードについて 

手ブレを防ぐには、一般にシャッタースピードを「1/装着しているレンズの焦点距離」秒よ 
り高速にします。たとえば己 Omm レンズの場合、シャッタースピードを1/己0秒より高速 
にすると手ブレをある程度防ぐことびできます。シャッタースピードを低速にしたい場合は、 
三脚または VR レンズの使用をおすすめします。 

0被写体が暗い場台 

被写体び暗い場合やシャッタースピードび1/60秒より低速になる場合などは、手ブレの 
おそれびあります。このよラな場合は、撮像感度を上げるか、別売のスピードライト （SB 
P .144) または三脚の使用をおすすめします。また、 VR レンズを使用すると、手ブレを軽減 
することびでさます。 
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1 表示 

意味 

hi 1 

被写体び明るすざます。 ND (光量調節用）フィルター（別売）をご1 
使用ください。 

i Cl 

被写体び暗すざます。スピードライト（別売）を使用するか、撮像 
感度を高く設定してください。 



基本操作—撮影の基本ステップ 




















ステップ 6 :撮影する 



シャツタ-ボタンを下まで押し込むと、撮影できます。? 



撮影すると、 CF カードに撮影した画像の記録び行 g 
われている間、 CF カードアクセスランプび点灯し本 
ます。点打び消えるまで、カメラの電源スイッチを P 
OFF にしたり、 CF カードやバッテ IJ 一を取り出したッ 
り、 AC アダプタ EH -6 (別売）を取り外したりしな^ 
いで < ださい。 


n 撮影をする際のごを意 

太陽を直接撮影するなど、高輝度被写体の撮影は避けて < ださい。過度の光照射は撮像素子 
を劣化させるおそれびあります。また、高輝度被写体を撮影した画像には、真っ白くにじみ 
び発生することびあります。 
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基本的な再生 


このカメラは、ワンタッチで CF カードに記録した画像を再生できます。撮影済 
@1みの画像を再生するには再生ボタン （§ を押します。最後に撮影した画像び液晶 



基 
本 
i 菓 
作 
I 

基 

本 

的 

な 


モニタに表示されます。 



画像を選択する 



• マルチセレクターの▲または▼を押すと、撮影画像のコマ送り 
びでさます。▲を巧すと、現在表示されている画像の前に撮影 
した画像び、▼を巧すと、後に撮影した画像び表示されます。 

マルチセレクターを押し続けると、画像を連続的にコマ送りし 
て表示でさます。 

• 最後に撮影された画像び表示されている場合にマルチセレクターの▼を押す 
と、先頭画像を表示します。先頭画像を表示している場合に▲を押すと、最終 
画像を表示します。 

不要な画像を削除ずる 

• 削除する画像を表示させ、削除ボタン©を押すと、表示中の画像を削除する 
ことびでさます。削除確認画面の表示中に再度削除ボタン©を押すと、表示 
中の画像び削除されて再生画面に戻ります。 


I)削除しますな？ 

^はいの 

• 削除確認画面で、マルチセレクターのいずれかのち向を押すと、画像の削除を 
キャンセルでさます。 
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撮影モードに戻る 

• 再生ボタン®を押す、またはシャッターボタンを半押しすると、液晶モニタ 
の表示画面び消え、撮影可能状態になります。 


回 


基 
本 
i 案 
作 
I 

基 

本 

的 

な 


圓縦位置自動回転（曲 P .221) 

再生メニューの「縦位置自動回お」では、縦位置で撮影された画像を、液晶モニタでち縦位置 
で再生するように変更できます。ただし、セットアップニューの「縦横位置情報の記録」 （SB 
P .292) を「記録しない」に設定して撮影した画像は、「縦位置自動回転」の設定にかかわら 
ず、すべて横位置で表示されます。 

圓撮影直後の画像確認（の P .2 1 9) 

撮影後、画像の記録中に撮影画像を液晶モニタに表示させる場合は再生ボタン®を押しま 
す。また、再生メニューの「撮影直後の画像確認」を 「 ON 」 に設定すると、再生ボタン®を 
押さなくても、撮影した画像を CF カードに記録しなびら自動的に液晶モニタに表示します。 

圓削除 ( 阻 P . 206 ) 

再生メニューの「削除」では、複数の画像を選択して削除したり、全画像を一括して削除する 
ことびでさます。 
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詳細 





このカメラでは、撮影状況に合わせてさまざまな機 
能を撮影者自身で設定することびでさます。この章 
では、これらの機能の設定ち法を説明します。 







GPS を使用した撮影 iGPS 







撮影機能の詳細 


因 

撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 


ここでは各機能を設定して撮影する場合の目的別の操作を説明します。 


メニューの使い方 

巧 

P .47 

ク□ップ高速/1コマ撮影/連続撮影の設定をする 

時ク□ップ高速 

田 

P . 已〇~已2 

時動作モード 

田 

P . 已3~已已 


画像の使用目的にをわせる 


時画質モードと画像サイズ 田 P . 已6〜66 

時画像の調整 田 P .92 〜97 

時撮影メニュー 田 P .222 〜236 


撮影時の照明光に合わせる 

時撮像感度 曲 P .67 〜目 9 

時ホワイトバランス 田 P .70 〜 9] 

ピントを被写体に合わせる 

時フォーカス 田 P .98 〜114 

被写体の明るさを計測する 

時測光-露出：測光モード の P.1 巧〜 11 目 


シャッタースピードと絞り値を組み合わせる 

時測光-露出：露出モード BB P .1 17〜126 

露出の微調整をずる 

時測光•露出：露出補正 の P .131 

時測光-露出：才ートブラケティング 田 P . 132〜143 

スピードライトを使用する 

時スピードライト撮影 阻 P . 144〜]已6 


多重露出撮影-画像の合成を行ラ 

時多重露出と画像合成 の P .1 已7〜164 

インターバルタイマー撮影-セルフタイマー撮影を行う 

時インターバルタイマー撮影 の P .1 目己〜] 7] 

時セルフタイマー撮影 田 P . 172〜173 
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メニュー画面の表お方法 

カメラの電源スイッチを日 N にした状態でメニューボタン！®を巧すとメニュー 
画面び表示されます。 




.一の使い方 


メニユー画面の選択 

メニューボタン (# を押すと、前回使用していたメニュー画面び表示されます。 
メニュー画面は次の方法で選択します。 



据を乂ニユ- 


巧を乂ニュー切 y 巧え 
リセット 
記録つィルブ 
ファイルち設定 
酉質モ-ド 
函巧サイス 
ク□ッブ育巧 
JPEG 圧な 


2 



1セットアップ乂ニユ- 1 

力ードフス ー 7ッ S 


液晶モニタの明るさ 
クリ-二'ノクミトむブ 

0 

ビデオ出力 
ワールドタイム 

呵 

言語 ( Language ) 

国をコ乂ン S 
がちの置情報の記録 

曰 

OFF 

ON 


メニュー画面内のメニュー項目がすでに題択マルチセレクターの▲または▼を操作して、 
(八イライト）されている場合は、マルチセ使用するメニュー画面を選択します。 

レクターの◄を巧します。 


3 



1 nrl セットアッブだユ- 1 

1^1力ードフイーマット ー m 

H 液晶モニタの明るさ 

0 

■ クトつ巧-けブ 

〜 

PP ビデオ出力 

颐 

巧 ワールドタイム 

— 

h 言語 ( Language ) 

曰 

圖@を〕乂ント 

OFF 

g が横位置情巧の記録 

ON 


マルチセレクターの►で、選択したメニユ - 
画面にカーソルを表示させます。 


E 撮影機能の詳細—メニュ I の使い方 
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メニュー頂目の実行 

メニュー項目を実行するち法は次のとおりです。 



セツトアツブ乂ニユー 


力ードフォ ー7 ッ S 
巧晶モニタの明るさ 
クリ-こパミト?ッブ 
ビデオ出力 
ワールドタイム 
言語 (Language) 
画像コ乂ント 


2 



セットアジブ乂二 


お位置-巧位置情巧の記録 


記録しない 


マルチセレクターの▲または▼を操作して、 
メニュー項目を選択します。 


マルチセレクターの►を巧し、メニュー項目 
の詳細を表示させます。 


3 




マルチセレクターの▲または▼を操作して、 


メニ 


-項目の詳細を選択します。 


4 



セツトアツブ X ニユ- 


液晶モニタの巧るさ 
7リ-つクミう-けブ 
ビデオ出力 
ワールドタイム 
言語 language) 

画像コ乂ント 


マルチセレクターの►を巧すと、選択を実 
行し、メニュー画面に戻ります。 


• 撮影した画像を CF カードに記録している間は、設定できないメニュー項目び 
あります。 

• 選択をキャンセルする場合はマルチセレクターの◄またはメニューボタン 
を押します。 

• マルチセレクターの►の代わりに中央部、または実行ボタン®を巧してちメ 
ニュー項目の選択び実行でさます。マルチセレクターの►び使用でさない場合 
は、マルチセレクターの中央部または実行ボタン®を使用してください。 

• メニュー項目にはサブメニュー項目び表示される場合びあります。この場合 
は、上記手順の3および4を繰り返して選択を完了してください。 
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0 最近設定した項目について 

メニュー画面の選択で、一番下にある圖マークの表のされて 
いる「最近設定した項目」画面を選択すると、撮影メニューと 
カスタムメニューのラち、最後に使用したメニュー項目から 
順番に8つのメニュー項目び表示されます。マルチセレクター 
のまたは▼を操作してメニュー項目を選択し、►を押すと 
メニュー項目の詳細画面び表示されますので、頻繁に使用す 
るメニュー項目をすぐに呼び出すことびできます。 

0 メニュー画面のヘルプ機能について 

メニュー 画面で項目を選択していると さな ど、画面のち上にヘルプ マーク な）び表示されて 
いる場合は、ヘルプ機能び使用できます。プ□テクト（ヘルスボタン®を押している間、 
その項目の説明び表示されます。 


|| 最ぉ設定した巧目 


1ク□，リブ高を 

OFF 

記録フスルブ 

100 

ホワイトバランス 

A 

d 4 ま香モ—ド 
巧巧晶モこ夕のり-わ 

JPEG 汪巧 

OFF 

鄉 

ミミ： 

を合い調整 

0。 

画を合成 

三 


n 

\ 巧影乂ニユー ( 

式 ] 

な 

階調補正 
を空間 

SR 加 

り 

カラ-設定 

I 


を合い調整 

0。 

，一' 

面を合ぶ 

― 


1る重盛化 

OFF 


インターバルタイ 7- 

ropT 


しンス情報手動設定 

111 




回 

1 撮を乂二：!一 tI 


a を重器化 

た 

連続しで据をされた複巧コマを 


1 画巧に重ねます。撮影を中で 

ク 

30 秒経過するじを重岳出を途中巧 

-- 

除し、それまでじ巧をされた画な 

[- 

を合ぶしで巧をします。「自動グ 


イン補正」じより、巧ち時に 

昼 

(1/ コ 7 致）のグインで合ぶし 

ます。夕重淀化設定を、巧を前に 


ヘルプ内容び画面に収まっていない場合、プ□テクト（ヘルプ）ボ'タン®を押しなびらマ 
ルチセレクターの▼を押すことにより、ヘルプ画面を下方向にページ単位で切り換えて内容 
全体を見ることびでさます。 



E メニュー画面を終了ずるには 

• メニュー画面表示中にメニューボタン參を押すと、メニュー画面び終了し、撮影モード 
に戻ります（メニュー項目びすでに選択されている場合は、メニューボタン111を二度押 
すとメニュー画面び終了します)。 

• 再生ボタン@を押して再生モードにするか、カメラの電源スイッチを日 FF にした場合ち 
メニュー画面を終了でさます。 

. メニュー画面表示中にシャッターボタンを半押しすると、メニュー画面を終了して撮影準 
備状態（撮影モード）に切り替わります。 


E 撮影機能の詳細—メニュ I の使い方 
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ク□ップ高速 


<<撮影時にク□ップ高速を 「 ON 」 に設定すると、画面 
HI 全体のうち、ファインダー内のク□ップ高速参照エ IJ 
撮アのみを画像として記録することびできます。このと 
^さ、通常よりを高速の連続撮影速度（最大8コマ/秒） 
能と、多<の連続撮影コマ数で撮影び行えます （as 
霉 P.53)o 

m 

I 

ク 
□ 

ツ 

プ 
局 
速 



OFF 

(初期設定) 


ク□ップ高速参照エリア 


ク□ップ高速に設定しません。撮影時にフアインダーで見える範囲全 
体を画像として記録します。 


Ip 

m?5 fS.S 

?つ 

UJ 

1 REM 

1 •ィ-け〔リ 


roN 」 に設定するとク□ップ高速とな 
り、上面表示パネルのフオーカスエ IJ 
ア表示部にク□ップ高速マークび点灯 
し、ファインダー内下表示にク□ップ 
高速マークび点滅します。ファインダー 
内でフオーカスフレームび点灯すると 
さは、同時にク□ップ高速参照ェリア 
の四隅にある枠び点灯します。 


ク□ップ高速の設定は撮影メニューの「ク□ップ高速」で行ラち法、およびファンク 
シヨンボタンとメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 


撮影） 


I -の r クロップ高速 J で設定する場合 



撮影メニユー画面で「ク□ツプ高速」（田 P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


つク□ップ高速設定画面び表示されますので、 
—マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより roFFj または roN 」 を選択します。 
マルチセレクターの►を巧すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 
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カスタム乂ニュー _ 


アンクシヨンポタンの巧能 


を S 己発光禁止 
m BKT 自動連写 
固マ I けが-ン測光商易設定 
回中央部重点簡易設定 
曰スホット;1光簡易設定-— 

〇ク n ッブ 高巧節易設霊»巧3 


カスタムセッティング f 4 「フアンクシヨンボ 
タンの機能」 （田 P .278) を 「ク□ップ高速簡 
易設定」 に設定します。 


2 


ファンクシヨンボタンを巧しなびら、メインコマンドダイヤルを回して上 
面表示ノ くネルのク□ップ高速マークを点灯/消灯（ファインダー内のク□ッ 
プ高速マークを点滅/消灯）させます。 

• 多重露出撮影の実行中（上面表示パネルに多重露出マーク国!び点滅して 
いる間）は、この操作は行えません。 



P に '5 f5.S 

卜 1 

REM 

•パ3( •‘) 



0ク□ップ高速撮影時の フォー カスエリアについて 

「ク□ップ高勘を 「 ON 」 に設定すると、]]力所あるフォーカスエ U アのうち、実際に撮影さ 
れる範囲（ク□ップ高速参照エリア）より外側にある2力所（左端およびち端）のフォーカスエ 
U アを使用でさません（田 P .104)。 

0ク□ップ高速撮影時の画像サイズについて 

同じ画像サイズに設定されている場合でち、「ク□ップ高速」の設定により、撮影画像のピク 
セル数び変化します。詳しくは「撮影機能の詳細一画質モードと画像サイズ」（田 P . 目 1) を 
ご覧ください。 


フアンクシゴ ンボタンとメインコマンドダイヤルで設定する場合 


u 撮影機能の詳細—ク□ップ高速 
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^ ビジー表示について 

M 画像の記録中 （ CF カードアクセスランプ点灯中）に「ク□ッ 


撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 

が 

■ッ 

プ 

局 

速 


プ高速」の 「 ON 」 と 「 OFF 」 を切り換えると、上面表示パネル 
にビジー表示 （buSy ) び点滅し、撮影を行ラことびでさま 
せん。画像の記録び完了するか、「ク□ップ高速」をちとの設定 
に戻すとビジー表示は消灯し、次の撮影を行ラことびでさます。 

gS カメラの電源スイッチび OFF の場合の表示について 

「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定すると、カメラの電源スイッ 
チび日 FF のときも、バッテ U - び入っている状態では上面表 
示パネルにク□ップ高速マークび点なします。 


\ 

1 1 / 

P - と … 53 — 
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[] 
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REM 
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1 REM 

1 H13 [ •‘) 


52 














動作モード 


動作モードダイヤルにより、撮影動作を S (1 コマ撮影)、 Cl (低速連続撮影)、 
Ch (高速連続撮影)、公（セルフタイマー撮影)、 M-UP (ミラーアップ撮影）から選 
択できます。また、撮影メニューの 「ク□ップ高速」（阻 P .222) を 「 ON 」 に設定 
することで、ファインダー内のク□ップ高速参照エ U ア内を、より高速の連続撮影 
速度と、より多くの連続撮影コマ数で撮影することびでさます。 

動作モードの切り換え 

動作モードを変更するには、動作モードダイヤル□ックボ 
タンを巧しなびら、動作モードダイヤルを回してセットし 
ます。動作モードは、次のとおりです。 


S 

1コマ撮影 

シャッターボタンを押すたびに]コマずつ撮影と記録び行われ、 
記録中はアクセスランプび点なします。連続撮影可能コマ数び 
日になるまで、すぐに次の撮影び可能です。 

Cl 

低速 

連続 

撮影 

「ク□ップ 
高速」び 

「 OFF 」 

の场口 

(初期設定） 

シャッターボタンを押 
し続けると、約]〜4 
コマ/秒※で連続して 
撮影び行えます。 

連続して撮影でさるコマ数は、画質モー 
ドによって次のようになります（撮像感 
度びに日1日日の場合)。 

非圧縮 RAW 画像+ JPEG 画像16つマ 
圧縮 RAW 画像+ JPEG 画像 ] 目コマ 
非圧縮 RAW 画像 ]7コマ 

圧縮 RAW 画像 17コマ 

TIFF ( RGB ) mm ] 目コマ 

JPEG 画像 22 ]7 

Ch 

局速 
連続 
撮影 

シャッターボタンを押 
し続けると、約已コマ 
/砂^で連続して撮影 
び行えます。動さのあ 
る被写体などに使用す 
ると便利です。 


0連続撮影時の構図の縦位置.横位置情報について 

連続撮影時の構図の縦位置-横位置に関する情報は、連続撮影開始時の情報び記録されます。 
連続撮影中に構図を変えても、反映されませんのでごを意ください。 

P dl :低速連続撮影時の撮影速度（曲 P .263) 

Cl (低速連続撮影）設定時の連続撮影速度を]〜 7 コマ/秒の範囲で選択でさます。「ク□ップ高 
逝び 「OFF」 の場合、 7 コマ/秒、目コマ/砂、己コマ/砂を選択しても、 4 ] マ/砂に設定されます。 
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内容 


動作モード 



HI 撮影機能の詳細—動作モ—ド 


























「クロップ 
高逝び 
roN 」 の 

+曰厶 

妨口 


シャッターボタンを押 
し続けると、約]〜7 
コマ/秒※で連続して 
撮影び行えます。 


シャッターボタンを押 
し続けると、約8コマ 
/秒^で連続して撮影 
び行えます。動さのあ 
る被写体などに使用す 
ると便利です。 


連続して撮影でさるコマ数は、画質モー 
ドによって次のようになります（撮像感 
度び IS 日 1 日日の 場合)。 


非圧縮 RAW 画像+ JPEG 画像 

28 コ 7 

圧縮 RAW 画像+ JPEG 画像 

28 コ 7 

非圧縮 RAW 画像 

29 コ 7 

圧縮 RAW 画像 

29 コ 7 

TIFF ( RGB ) 画像 

28 コマ 

JPEG 画像 

3 己コマ 


セルフタも-撮影 


手ブレを軽減したい場合や撮影者自身を被写体として加わりた 
いよラな場合はセルフタイマー撮影び行えます（田 P .172)。 


M-UP 

ミラーアップ撮影 


シャッターボタンを]回押すとカメラ本体のミラーアップを行 
い、をラー度押すと1コマ撮影してミラーび戻ります。 （1 回目 
のシャッターボタンを押した後約30秒経過した場合は、自動 
的にシャッターびされます。）撮影時にミラーアップの振動によ 
るブレを防ぐことびでさます。ミラーアップ中は、オートフォー 
カス、測光、ファインダーで構図を確認することびでさません 
のでご注意ください。 


※連続撮影速度は、フオーカスモード C、 露出モード S または M、 1/2已〇秒じ(上の高速シャツター 
ス ピー ドでの値です。 


@連続撮影可能コマ表示について 

シャッターボタンを押し続けている間、または半押しして 
いる間、連続撮影可能なコマ数び上面表示パネ J レとファイ 
ンダー内に表示されます。連続撮影可能 コマ 数は、撮影を 
行うごとに1 コマず つカウントダウンします。 S [1 コマ 撮 
影]モード時には、繰り返し撮影び可能な コマ 数び表示され 
ます。 


P に '5 

fS.S 

□ 

C-REM 1 

い」 

l-Jl 




SR 


動作モー 


ds 


sii 
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0 連続撮影時の記録時間 

• 記録時間の目安はソ下のとおりです （SanDisk 社製 CF 力ード SDCFH シ U- ズ （Ultra の 
]GB 使用時で、撮像感度び IS 日100の場合)。 


「ク□ップ高速」び 「OFF」 の場合： 

画質モード RAW (非圧縮）+ BAS に、画像サイズ L 
画質モード RAW (非圧縮） 

画質モード TIFF (RGB)、 画像サイズ L 
画質モード FINE、 画像サイズ L 


:約40秒 （1 目コマ） 

:約40秒 （17 コマ） 

:約8分日0秒 （1 目コマ) 
:約20秒 （22 コマ） 


約己0秒 （28 コマ） 

約已日秒 （29 コマ） 

約12分30秒に8コマ） 
約20秒 （3 日コマ） 


「ク□ップ高速」び 「0N_| の場合： 

画質モード RAW (非圧縮）+ BAS に、画像サイズ L 
画質モード RAW (非圧縮） 

画質モード TIFF (RGB)、 画像サイズ L 
画質モード FINE、 画像サイズ L 
連続撮影終了直後に CF カードアクセスランプび点打している間は、カメラ本体から CF カード 
を取り出さないでください（例えば JPEG 画像で3日コマ連続撮影を行った場合、 CF 力ード、 
画質モード、画像サイズによっては、数十秒から]分間程度アクセスランプび点打します)。 
データ書さ込み中にカメラ本体から CF カードを取り出すと、画像データび消失するだけ 
でなく、カメラ本体と CF カードに不具合び生じるおそれびあります。 

CF カードアクセスランプ点灯中に電源スイッチを日 FF にすると、撮影されたすベての画像 
び CF カードに記録されてから電源び切れます。ただし、画像を CF カードに書さ込み中に、 


回 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

動 

作 

モ 

I 

ド' 



削除ボタン©を押しなびら電源スイッチを日 FF にし、そのまま削除ボタン©を1秒じ(上 
押し続けると、まだ CF 力ードに書き込まれていない画働ホ記録されずに電源び切れます。 

• 連続撮影時にバッテ U —の残量びなくなった場合は、新たな撮影動作は行われず、撮影済 
みの画像データび CF カードに記録されて終了します。 

• マイク□ドライブを使用すると、まれに書さ込み速度び低下することびあります。 


P 撮影可能コマ数び1，〇00コマ W 上の場合 

撮影可能コマ数び1，〇00コマ!;!上の場合は、撮影可能コ 
マ数表示は10の位び切り捨てられ、1，〇00コマ!;(上補助 
表示により表示されます。たとえば、約1，2目0コマ撮影 
可能な場合は、 「1.2K」 と表示されます。 

P 各画質モードでの撮影可能コマ数表示について 

上面表示パネルやファインダー内下表示に表示される撮影可能コマ数は、おおよその目安で 
す。画質モードで RAW 圧縮や円 NE/N 日 RMAL/BAS にの圧縮記録を設定した場合は、 
撮影条件によりファイルサイズび異なるため、撮影可能コマ数び増減します。 

Pd 2： 連続撮影時の撮影コマ数制限（田 P .264) 

連続撮影時の連続撮影コマ数を1〜3日コマの範囲で制限することびでさます。 


P に '5 fS.S 

□ 

化の 

[] 

REM 

《 •• 二 ' kI 
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画質モード 

画像を記録する際の画質を選択します。目 AS に、 N 日 RMAL 、 円 NE、TIFF ( RGB )、 
RAW の順に画質び高くなります。 



内容 1 

RAW + FINE 

RAW (非圧縮または圧縮）と FINE ※の、2種類の画像を同時に 
己[廊し永 9 〇 

RAW + NORMAL 

RAW 俳圧縮または圧縮）と NORMAL ※の、2種類の画像を 
同時に記録します。 

RAW + BASIC 

RAW (非圧縮または圧縮）と目 AS に※の、2種類の画像を同時 
に記録します。 

RAW 

撮像素テからの生出力を] 2 bit のデータで記録します。復元には、 
円 ctureProject または別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 必降） 
(函 P .337) び必要です。 RAW には非圧縮 RAW と圧縮 RAW び 
あり、撮影メニューの 「RAW 圧縮」で選択でさます（田 P .6 日)。 

•非圧縮 RAW 

圧縮せずに記録します。 

•圧縮 RAW 

画像を圧縮して記録します。見た目の画質を損なうことなく、 
RAW の非圧縮記録に対して約已日〜6日％のファイルサイズで保 
なすることびでさます（田 P .63)。 また、 RAW の非圧縮記録 
に対して記録時間び短くなります。 

TIFF (RGB) 

画像を 8 bit 非圧縮の TIFF - RG 日形式で記録します。多くの画像 
アプリケーションで復元できます。画像の記録に]コマあたり 
約3日秒かかります （ SanDisk 社製 SDCFH シリーズ （ Ultra の 
] G 己使用時)。 

FINE 

画像データを約]/4の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。※ 

NORMAL 

画像データを約1/8の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。※ 

BASIC 

画像データを約]/16の JPEG 圧縮で記録します（サイズ優先時)。※ 


^撮影メニューの 「 JPEG 圧縮」で、 JPEG 画像記録時にファイルサイズを優先してデータ 
を圧縮（「サイズ優先」）するか、画質の低下を抑えることを優先してデータを圧縮（「画質 
優先」）するかを選択することびできます （SB P . 日9)。 


E RAW 画像と JPEG 画像の同時記録について 

• 画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL」、「RAW + BASIC 」 のいずれかに 

設定して撮影した場合は、カメラでは JPEG 画像のみ再生可能です。 JPEG 画像と同時記 
録された RAW 画像はパソコンでの再生専用になります。 

• RAW 画像と同時記録された JPEG 画像をカメラ上で削除すると、 RAW 画像ち削除されます。 
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画質モードと画像ヴィズ 


^撮影機能の詳細—画質モ—ドと画像ヴィズ 






















画質モードの設定には、撮影メニューの r 画質モード」 で設定するち法、および画 
質モードボタン (QUAD とメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 
RAW 画像の非圧縮/圧縮の選択は撮影メニューの 「RAW 圧縮」 でのみ行ラこと 
びでさます。 


撮影メニュ -の 「画質モード J で設定する場合 


旧 

日 

1 撮影ベニュ- 

^^^^^^^^ 

r 画資モ-ド 

T 

100 

DSC 

NORM 


画像サイス 

に） 


ク□ツブ高ま 

OFF 

(: ! 

JPEG 圧搞 

靖 


▼ 



1 撮影メニュー画面の「画質モード」（田 P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


RAW+FINE 


ク 


ご 


据彭乂ニュ- 


RAW+NORMAL 
RAW+BAS I C 
RAW 

T I FF(RGB) 

FINE 
NORMAL 姑 


BASIC 


2 画質モード選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、設定する画質モードを選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 
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PRAW 画像とホワイトバランスブラケティングの組み台ねせについて 

画質モードを 「 RAW」、「RAW + FINE」、「RAW +NORMAL」、「RAW + BASIC 」 に設定 

している場合は、ホワイトバランスブラケティング （W 巨ブラケティング）の設定びできませ 

ん。また、ホワイトバランスブラケティング設定時にこれらの画質モードに設定するとホワ 

イトバランスブラケティングの設定び解除されます。 

gS ファイル名につし VC 

• このカメラで撮影された画像には DSC_nnnn.xxx (撮影メニューの「色空間」で 
「AdobeRGB」 （の P.94) を選択した場合は _DSCnnrm.xxx) という名称び付きます。 
nnnn には0001〜9999までの数字び、 xxx には選択した画質モードの拡張テび入り 
ます。拡張テは RAW の場合： NEF、TIFF(RG 目)の場合： TIF、FINE/NORMAL/ 
BAS にの場合： JPG、 イメージダストオフデータの場合： NDF となります。 

• 撮影メニューの 「ファイル名設定」 を使用すると、 DSCjinnn.xxx または _DSCnnnn.xxx 
の 「DSC」 の3文字を任意に変更することびできます （SB P.229)。 

• 同時記録された RAW 画像と JPEG 画像のファイル名は同じですび、拡張テびそれぞれ 
NEF、JPG になります。 
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画質モードボタンとメインコマンドダイヤルで設定ずる場合 


凹 
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能 

の 

詳 

細 

I 

画 
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モ 

I 

ド' 

と 

画 

像 

ヴ 
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画質 モー ドボタン (QUAD を押しなびら、メイン 
コマン ドダイヤルを回して使用する画質 モー ドを背 
面表示ノ くネルおよびフアインダー内ち表示に表示さ 
せます。 





背面表示ノ くネル フアインダー内ち表示 


• 背面表示パネル、ファインダー内ち表示では、次のよラに画質モードび表示さ 
れます。 


画質 背面液晶ファインダー I 画質 背面液晶ファインダー 


モード パネル 内ち表示 


RAW 

RAW+FINE 

持 F 

+ 

FINE 



RAW 

RAW+ 

持 N 

+ 

NORM 

NORMAL 



RAW 

RAW+ 

技 

+ 

BASIC 

BASIC 



RAW 

R 

RAW 



モード パネル 内ち表示 


TIFF 

(RGB) 

TIFF 

■厂 

FINE 

FINE 

F 

NORMAL 

NORM 

iS ； 

BASIC 


巧 


BASIC 


• RAW 画像の場合、画質モードボタン （QUAD とメインコマンドダイヤルで 
は非圧縮と圧縮の選択はでさません。 RAW 画像の非圧縮と圧縮を選択する場 
合は撮影メニューの 「RAW 圧縮」 （06 P .60) で選択してください。 

• JPEG 画像の場合、画質モードボタン （QUAD とメインコマンドダイヤルで 
は圧縮時の優先内容の選択はでさません。 JPEG 画像圧縮時の優先内容を選択 
する場合は撮影メニューの 「JPEG 圧縮」（田 P . 己 9) で選択してください。 


己8 













































JPEG 圧縮の設定 

画質モードを 「RAW + FINE」、[RAW + NORMAL].「RAW + BASIC 」、「 FINE 」、 
「 NORMAL」、「BAS に」に設定して撮影した JPEG 画像の記録時に、ファイルサイ 
ズを優先してデータを圧縮するか、画質の低下を抑えることを優先してデータを圧縮 
するかを選択することびできます。 


I 設定 

内容 1 

サイズ優先 

(初期設定） 

JPEG 画像を、ファイルサイズびほぼ一定になるようにデータを圧 
縮します。 

画質優先 

JPEG 画像を、画質の低下を抑えるように、画質モードに合わせて 
最適化した圧縮を行います。 


それぞれの設定による効果の度合いは、 」 PEG 画像の絵柄によって異なりますび、 
次のような場合は効果び大さくなります。 

• 複雑な絵柄の場合 

• 画質 モー ドび 「RAW + BASIC 」 または 「 BASIC 」 に設定されている場合 
• 撮像感度（田 P .67) び高い場合 
• 輪郭強調 （0 B P .92) び強い場合 

JPEG 画像圧縮の設定は撮影メニューの 「JPEG 圧縮」で行います。 

1撮影 メニュー画面の 「JPEG 圧縮」 （SB P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 



つ JPEG 圧縮選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、 「サイズ 優先」または「画質優先」を 
選択します。マルチセレクターの►を押すと、 
設定び有効になり、撮影メニュー画面に戻り 
ます。 
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非圧縮 RA W と圧縮 RA Wm 


ホワイトバランス 
長秒時ノイス除去 
高感度ノイス踪モ 
I so 設定 
搞郭強調 
階調補正 
I を空間 



撮影メこュー画面の 「RAW 圧縮」（田 P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


つ RAW 圧縮選択画面び表示されますので、マル 
" チセレクターの▲または▼を操作することに 
より、「非圧縮 RAW 」 または r 圧縮 RAW 」 を 
選択します。マルチセレクターの►を巧すと、 
設定び有効になり、撮影メニュー画面に戻り 
ます。 


「RAW 圧縮」の設定は、画質モードび 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL 」、 
「 RAW + BASIC 」 、「 RAW 」 の場合のみ有効です。 

RAW 画像の非圧縮/圧縮の選択は、撮影メニュー 「RAW 圧縮」でのみ可能で、 
画質モードボタン (QUAD とコマンドダイヤルではできません。 


H 撮影機能の詳細—画質モ—ドと画像サイズ 


60 





















画像サイズ 

画像を記録する際のサイズ（大ささ）を選択します。 D 2 X では、3種類の選択び可 
能です。一般的に画像サイズび大きければ、大きいサイズでの出力（プ U ント） び可 
能になります。 

• 同じ画像サイズでも、撮影メニューの 「ク□ップ高速」（田 P . 己 0) び 「 OFF 」 に 
設定されている場合と、 「 ON 」 に設定されている場合では、画像の大きさ（ピク 
セル 数）び異なります。 

r ク□ップ高速 J が 「 OFF 」 の場合 


《出力解像度200 dpi でプ U ントした場合のおおよそのサイズです。 


r ク□ッ プ急速/が 「 ON 」 の場を 


画像サイズ 

内容 

出カサイズ※ 

L 

画像を 32 16 X 2136 ピクセルで記録します。 

40.8 X 27.1 cm 

M 

画像を 24 日日 X ] 目日日ピクセルで記録します。 

3 日.己 X 20.3 cm 

S 

画像を 1 目日日 X ] 日 64 ピクセルで記録します。 

20.3 X 1 3.5 cm 


《出力解像度200 dpi でプ U ントした場合のおおよそのサイズです。 


• 画質モードで RAW を選択した場合は、画像サイズび固定されるため画像サイズ 
の設定はできません。 RAW で保をした画像を PictureProject や別売の Nikon 
Capture 4 ( Ver .4.2 政降）で復元する場合は、4288 x 2848ピクセルサイズ 
(撮影メニューの 「ク□ップ高速」 を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合は 
32]6 X 2^36ピクセルヴイズ）になります。 

画像サイズの設定には、撮影メニューの r 画像サイズ」 で設定するち法、および画 
質モードボタン (QUAD とサブコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 


画像サイズ 

内容 

出カサイズ※ 

L 

画像を 4288 X 2848 ピクセルで記録します。 

己 4 .已 X 36.2 cm 

M 

画像を 3216 X 2136 ピクセルで記録します。 

40.8 X 27.1 cm 

S 

画像を 2] 44 X 1424 ピクセルで記録します。 

27.2 X 1 8.1 cm 
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撮影メニュ ーの 「画像サイズ J で設定する場合 


囚 

撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

画 

質 

モ 

I 

ド' 

と 

画 

像 

ヴ 




視款乂 -1- M 


喘画像サイス 

:✓因サイス L / 4288 x 2848) 
、化2 化 d 



回サイス M / 321 6 x 21 36 
、も 8 M 


回サイス S / 21 44 x 1 424 \ 

、 3. 0 M ! 


1 撮影メニユー画面の「画像サイ; C 」 （田 P.222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


2画像サイズ選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、設定する画像サイズを選択します。 
マルチセレクターの►を巧すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 

•同じ画像サイズでも、撮影メニュー「ク□ッ 
プ高速」の設定により、画像サイズ選択画面 
に表示されるピクセル数および画素数び変化 
します。 


画質モードボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場合 


画質モードボタン (QUAD を押しなびら、ヴブコ 
マンドダイヤルを回して使用する画像サイズを背面 
表示パネル、ファインダー内ち表示に表示させます。 
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背面表示パネル 


ファインダー内ち表示 









































gs 画質モード.画像サイズと撮影可能コマ数について 

撮影された画像のファイルサイズは、画質モードと画像サイズによって決定されます。その 
ため、 CF カードに記録でさる画像のコマ数は画質モードと画像サイズの組み合わせによって 
変化します。 1 GB の CF カードで撮影でさるコマ数は、それぞれの設定でしソ下のよラになり 
ます。なお、撮影メニューの「ク□ップ高速」び 「 OFF 」 に設定されている場合と、 「 ON 」 に 
設定されている場合では撮影可能コマ数び異なります。 


r ク□ップ高速」び roFFj に設定されている場合 


画質モード 

画像 

サイズ 


撮影可能 
コマ 数※ 1 

連続撮影 
可能コマ数※ 7 

RAW (非圧縮） + FINE 《2 

|_《3 

約 26 .目 MB 1 

3目コ7 

1目コマ 

M 《3 

約 24 M 目 

41コ7 

]6コ7 1 

S 《3 

約 22.2 M 目 

4已コ7 

16コ7 

RAW (圧縮） + FINE 《2 

L 《3 

《4 ] 

※巨 

] 目コ7 1 


《4 

《6 

1目コマ 

S 《3 

《4 ] 

※巨 

1目コ7 1 

RAW (非圧縮） + NORMAL 《2 

L 《3 I 

約 23.7 M 目 

41コ7 

1目コ7 

M 《3 I 

約 22.4 M 目 1 

44コ7 

16コ7 1 

S 《3 1 

約21.己 MB 

47コ7 

1 ]6〕7 

RAW (圧縮） + NORMAL 《 2 

L 《3 I 

《41 

※巨 

16コ7 1 

] 

《4 

《6 

]6コマ1 

S 《3 1 

《41 

※巨 

1目コ7 1 

RAW (非圧縮） + BAS に※ 2 

L 《3 I 

約 22.2 M 目 

4已コ7 

1 ]6〕7 

M 《3 I 

約21.目 MB 1 

47コ7 

1目コ7 1 

S 《3 1 

約 21.1 M 目 

48 コマ 

]6コ7 

RAW (圧縮） + BAS に※ 2 

L 《3 

《4 

※巨 

1目コ7 1 


《4 

※日 1 

] 目コ 7 

S 《3 

《4 ] 

※巨 1 

] 目コ 7 

RAW 

非圧縮 

- 

約20.7 MB 

49コ7 

17 コ 7 1 

圧縮 

- 

※己 

※巨 

]7 コ 7 1 
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撮影条件により、撮影可能コマ数は増減することびあります。 

1 コマあたりのファイルサイズおよび撮影可能コマ数は、撮影メニューの 「JPEG 圧縮」 
び「サイズ優先」に設定されている場合です 。 「JPEG 圧縮」を「画質優先」に設定した場合、 
JPEG 画像は「サイズ優先」設定時に対して最大約 1 .8 倍のファイルサイズになり、その 
分撮影可能コマ数び減少します。 

画像サイズは JPEG 画像のみに反映されます。 RAW 画像の画像サイズは指定でさません。 
RAW (圧縮）画像と JPEG 画像のファイルサイズの合計になります。 RAW (圧縮）画 
像は RAW (非圧縮）画像に対して約己日％〜目 0% のファイルサイズになります。 

RAW (非圧縮）画像に対して約己 0% 〜目 0% のファイルサイズになります。 

連続撮影可能コマ数表示部に表示される撮影可能コマ数は、撮影開始時には RAW の非 
圧縮に設定した場合と同じコマ数で表示されますび、 RAW の非圧縮よりもファイルヴ 
イズびルさいため、撮影を行ラとコマ数の減少び少なくなり、実際の撮影可能コマ数は 
撮影開始時よりも多くなります。 

撮像感度び旧010日の場合の数値です。連続撮影可能コマ数は次のよラな場合、減少します。 
-撮影メニューの 「 JPEG 圧縮」を「画質優先」に設定して JPEG 画像を撮影した場合 
-撮像感度をが-《またはトリぶに設定した場合 

-撮像感度を IS 日4001；(上に設定し、撮影メニューの「高感度ノイズ除去」を 「 ON 」 に 
設定した場合 

-撮影メニューの「長秒時ノイズ除去」を 「 ON 」 に設定した場合 
-カスタムセッティング bl 「感度自動制御」を「01\1」に設定し、撮影メニューの「高 

感度ノイズ除去」を「01\1」に設定した場合 


画質モード 

画像 

1コ7あたりの 

撮影可能 

連続撮影 1 

サイズ 

ファイルサイズ 

コ 7数※1 

可能コマ数※ 7, 

1 

L ) 

約36.已 MB 

26コ7 

]6コ7 

1 TIFF ( RGB ) 

M 1 

約 21.2 M 目 

4目コマ 

]6コマ 


S 

約]日. 3 M 巳 

] 日4コ7 

] 目コ7 


L 1 

約己. 9 M 目 

138コ7 

22コ7 

FINE ^2 

M 1 

約 3.3 M 巳 

244コ7 

22コ7 


S ) 

約1.己 M 目 

己38コ7 

22コ7 


L ) 

約 2.9 M 巳 

274コ7 

22コ7 

NORMAL 《2 

M 1 

約 1.7 M 目 

473コ7 

22コ7 


S 1 

約日.7目 MB 

]日0日コ7 

22コ7 


L ) 

約1.己 M 目 

己38コ7 

22コ7 

BAS に※2 

M 1 

約日.8已 MB 

9]9コ7 

22コ7 


S ) 

約日. 39 M 目 

] 90日コ7 

22コ7 
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3 4 己巨 
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「ク□ップ高速」び roNj に設定されている場合 


画質モード 

画像 

サイズ 

1 コ 7 あたりの 
ファイルサイズ 

撮影可能 
コ 7 数※ 1 

連続撮影 
可能コマ数※ 7 

RAW (非圧縮） + FINE 《2 

|《3 1 

約] 4.9 M 目 1 

目4コマ 

28コ7 

1 

約] 3.4 MB 

72コ7 

28コマ ' 

S 《3 1 

約] 2.4 M 目 1 

79コ7 

28コ7 

RAW (圧縮） + FINE 《2 

L 《3 I 

《4 

《6 

[ 28〕マ1 

M 《3 1 

《4 

※巨 

28コマ： 

S 《3 1 

《4 

《6 

28コ7 1 

RAW (非圧縮）+ NORMAL 《 2 

L 《3 I 

約 13.2 M 目 1 

73コマ 

28コマ ' 

M 《3 I 

約 12.已 MB 

78コ7 

[ 28〕7 

S 《3 1 

m 1 2 MB 1 

82〕7 1 

28コマ： 

RAW (圧縮）+ NORMAL 《 2 

L 《3 I 

《4 

※巨 

28コマ ' 

M 《3 1 

《4 

《6 

28コ7 

S 《3 1 

《4 

※巨1 

28コ7 

RAW (非圧縮）+ BAS に※ 2 

L 《3 I 

約] 2.4 M 目1 

79コ7 

28コマ 

M 《3 I 

約 12.1 MB 

82コマ 

28コ7 1 

S 《3 1 

約] 1.8 MB 

84コマ 

28コマ 

RAW (圧縮）+ BAS に※ 2 

L 《3 I 

《4 1 

※巨1 

28コ7 

1 

《4 

※白 j 

28コ7 

S 《3 1 

《4 

※巨 

28コ7 1 

RAW 

非圧縮 

- 1 

約] 1.6 MB 

8目コマ 

29コマ ' 

1 圧縮 

- 

※已1 

※巨 

29コ7 

TIFF ( RGB ) 

L 1 

約 2日.已 MB 

4目コマ 

28コマ 

M 1 

約 1 1.9 MB 1 

83コ7 

28コ7 1 

s 1 

約 己. 8 M 目 

183コマ 

28コマ ' 
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撮影条件により、撮影可能コマ数は増減することびあります。 

1 コマあたりのファイルサイズおよび撮影可能コマ数は、撮影メニューの 「JPEG 圧縮」 
び 「サイズ優先」 に設定されている場合です 。 「JPEG 圧縮」 を 「画質優先」 に設定した場合、 
JPEG 画像は 「サイズ優先」 設定時に対して最大約 1 .8 倍のファイルサイズになり、その 
分撮影可能コマ数び減少します。 

画像サイズは JPEG 画像のみに反映されます。 RAW 画像の画像サイズは指定でさません。 
RAW (圧縮）画像と JPEG 画像のファイルサイズの合計になります。 RAW (圧縮）画 
像は RAW (非圧縮）画像に対して約日 0% 〜目 0% のファイルサイズになります。 

RAW (非圧縮）画像に対して約己 0% 〜目 0% のファイルサイズになります。 

連続撮影可能コマ数表示部に表示される撮影可能コマ数は、撮影開始時には RAW の非 
圧縮に設定した場合と同じコマ数で表示されますび、 RAW の非圧縮よりちファイルヴ 
イズびルさいため、撮影を行ラとコマ数の減少び少なくなり、実際の撮影可能コマ数は 
撮影開始時よりわ多くなります。 

撮像感度び旧 010 日の場合の数値です。連続撮影可能コマ数は次のよラな場合、減少します。 
-撮影メニューの 「 JPEG 圧縮」を「画質優先」に設定して JPEG 画像を撮影した場合 
-撮像感度を卜む - 《またはトリぶに設定した場合 

-撮像感度をに日4001；(上に設定し、撮影メニューの「高感度 ノイズ 除去」を 「 ON 」 に 
設定した場合 

-撮影メニューの「長秒 時ノイズ 除去」を 「 ON 」 に設定した場合 
-カスタムセッティング bl 「感度自動制御」を「01\1」に設定し、撮影メニューの「高 

感度 ノイズ 除去」を「01\1」に設定した場合 


图 d 2 :連続撮影時の撮影コマ数制限（田 P .264) 

連続撮影時の連続撮影コマ数を1〜3日コマの範囲で設定することびでさます。 
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画質モード 

画像 

1 コ 7 あたりの 

撮影可能 

連続撮影1 

サイズ 

ファイルサイズ 

コ 7数※1 

可能コマ数※ 7, 

1 

L ) 

約 3.3M 巳 

244 コ 7 

3 已コ 7 

1 FINE^2 

M 1 

約 1.9M 目 

433 コマ 

3 己コマ 


S 

約日. 84M 目 

9]9 コ 7 

3 已コ 7 


L 1 

約 1.7M 目 

473 コマ 

3 己コマ 

NORMAL 《 2 

M 1 

約日. 9 已 MB 

822 コ 7 

3 已コ 7 


S ) 

約日. 44M 目 

17 日日コ 7 

3 己コマ 


L ) 

約日. 8 已 MB 

9]9 コ 7 

3 已コ 7 

BAS に※ 2 

M 1 

約日. 49M 目 

1 已日日コ 7 

3 己コマ 


S 1 

約日. 23M 目 

3]0 日コ 7 

3 已コ 7 


※※ 


3 4 己巨 
※※ ※※ 
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撮像感度 


撮像感度を標準 （ ISO 1日日相当）よりも高く設定することびでき、暗いところで 
の撮影にも対応します。 

撮像感度はに日]日日〜8日日相当の間で1/3段ステップで設定できます。また、撮^ 
像感度を IS 日8日0相当に対してさらに約]段、または約2段増感でさます。増感を變 
行った状態では、背面表示パネルに撮像感度表示のかわりに； ぶ叫 （ファインダー内® 
ち表示では トト}、 およそ IS 日] 6日0相当）または; ぶ-, P (ファインダー内ち表示で P 
は トト？、 およそに日3200相当）び表示されます。 I 

撮 

撮像感度の設定には、撮影メニューのり SO 設定」で設定するち法、および感度ボ I 
タン ( ISO ) とメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 i 


撮影メニュ ーの 「旧〇設定 J で設定ずる場合 



1 撮影メニュー画面で「旧0設定」（田 P .222) を 
選択して、マルチセレクターの►を押します。 




2に〇設定選択画面び表示されますので、マルチ 
セレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定する撮像感度を選択します。マルチ 
セレクターの►を押すと、設定び有効になり、 
撮影メニュー画面に戻ります。 
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感度ボタンとメインコ アン ドダイヤルで設定ずる場合 


画 

撮 

影 

機 
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度 



• 感度ボタン （ ISO ) を押しなびら、メインコマ 
ンドダイヤルを回して希望する撮像感度を上面 
表示パネル、背面表示パネル、ファインダー内 
ち表示に表示させます。 




上面表示パネル 



背面表示パネル 




ファインダー内ち表示 


• 初期設定 （1/3 段ステップ）では、撮像感度は次のように切り替わります。 
が - r 卜»夕1；(外の各数値はそれぞれに日感度に相当します。 


100 一 
SCO ► SCO ► 

t 

S •-ぶ一 BOO ► 


ISO ► 
が S ► 

も‘-'严一 


t 

だぶ 
hit ぶ 


《ファインダー内ち表示では、それぞれトト《、トト iP と表示されます。 


P 高感度に設定した場台 

撮像感度を高く設定すると、低く設定したとさに比べて、多少ヴラついた画像になることび 
あります。特に、約 1 段増感（トリ- I 、およそ ISOl 目 00 相当）、または約 2 段増感みむ-?、 
およそ IS 日 3200 相当）した設定では、撮影した画像上にヴラつさ、色ムラび発生します。 


圓高感度ノイズ除去 （ の P .233) 

撮影メニユーの 「高感度ノイズ除去」 を 「 ON 」 に設定すると、に日 4 日ソ上の高感度で撮影を行つ 
た場合に、撮影した画像上のヴラつさを低減することびできます。高感度ノイズ除まび機能する 
と、連続撮影可能コマ数び減少します。なお、 「高感度ノイズ除去」 の設定にかかわらず、撮像感 
度をトリ-《またはトリ-3に設定した場合は、常に高感度ノイズ除去び行われます。この場合、 「高 
感度ノイズ除ま」 を 「 ON 」 に設定すると効果び強く、 「 OFF 」 に設定すると効果び弱くなります。 

S8 
















図 bl :感度の自動制御 （ の P .253) 

設定した撮像感度で適正露出び得られない場合、に日100〜800の範囲で自動的に撮像感度 
を変更して適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびでさます。ただし、増感時 
(トリ-《 またはみ> 夕 設定時）は、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「 ON 」 に設定 
できません。また、カスタムセッティング bl 「 感度自動制御」 を 「 ON 」 に設定している場合は、 
トリ-《、卜《い？ を選択できません。 

図 b 2 :に0設定のステップ幅（阻 P .254) 

撮像感度の切り換え段数を1/2段または1段ごとに変更でさます。この場合、撮像感度は次 
のよラに切り替わります。 


1/2段 


llJtJ 4 
550 4 

t 

BOS 4 


•いんコ ◄ — 

— ► 

如 S 

千 

んコ•コ ◄ — 

— ► 

各 

化コ 

hit -1 4 - 

— ► 

ん • 夕 
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I 

撮 

像 

感 

度 



}〇0 4 

1段 800 4 

ぶ-《寺 


>み！:ぶ 

t 

* •ィ SG 

>ん•ぶ 


撮像感度の切り換え段数を変更すると、現在設定されている撮像感度は、同じ撮像感度にな 
る場合はそのままの値を維持しますび、同じ値でない場合は、設定されている感度値に最ち 
近い値に変更して表示されます。 

図 d 日：表示肩報の切り換えの B P .267) 

カスタムセッティング d 己 「表示情報の切り換え」 で、サブメニュー 「背面表示パネルの表示」 
を 「撮影可能コマ数」 に設定している場合、感度ボタン （旧 〇)を押したとさのみ、設定され 
ている撮像感度び背面表示パネルに表示されます。 「旧 0 設定」 に設定している場合は、感度 
ボタン （ ISO ) を押さなくてを感度び表示されます（音声メモ録音/再生時を除く）。 
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微調整び 0 の場合の値です。 

微調整び0の場合の値です。他社製スピードライトを使用する場合、「ホワイトバラン 
スの微調整」（田 P .74) を参考に調節してください。 


人間の目は、晴天、曇り空、白熱電球や堂光好の室内など、光源の色に関係なく 
白い被写体は白く見えます。それに対して、デジタルカメラで人間の目に白く見 
える色を画像でも白く見えるようにするには、照明光の色に合わせて調整を行う 
必要びあります。この調整を「ホワイトバランスを合わせる」といいます。 


ホワイトバランスは次の9種類から選択できます。 


ホワイトバランス 

設定される 
色温度 

内容 

A 

才ート 

約3已〇〇〜 

8000に※！ 

1日日已分割 RG 目センサー、撮像素子、環 
境光センサーで色温度を測り、カメラび自 
動的に調節します。 A (オート）で充分な 
効果を得るには、 G または D タイプレンズ 
のご使用をおすすめします。また、スピー 

K ライト S 巳-800、 SB - 600使用時は、ス 
ピードライト発光時の条件に応じて適した 
ホワイトバランスに調整されます。 

米 

電球 

約3000に※！ 

白熱電球下での撮影に適しています。 

应 

堂光な 

約4200に※！ 

白色堂光な下での撮影に適しています。 


晴天 

約已200に※！ 

晴れの曰の順光での撮影に適しています。 

す 

スピードライト 

約已400に※2 

ニコン製スピードライト撮影に適しています。 

[a 

量 天 

約6000に※！ 

曇りの曰の撮影に適しています。 

お 

晴天曰陰 

約8000に※！ 

晴れの曰の曰陰での撮影に適しています。 

因 

色温度設定 

約2已〇〇〜 
1000 0 K 

設定する色温度を数値で選択します （田 
P .77)。 

PRE 

プ U セット 

— 

撮影者び被写体や光源を基準にホワイトパ' 
ランスを合わせたり、 CF カード内の画像と 
同じホワイトバランスに合わせることびで 
さます （SB P .79)。 


ホワイトバランス 


12 
※《• 


y 撮影機能の詳細—ホワイトバランス 
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• ほとんどの場合は A (オート）で撮影でさますび 、 A (オート）では対応でさな 
い場合や、特定の照明光に固定したい場合は、適応する特定のホワイトバラン0 
スを選択してセットします。また、「ホワイトバランスの微調整」 （ aBP .74) 饱撮 
温度設定時、プ U セットモード時を除く）や、撮影者自身びホワイトバランスを I 
セットする「プ U セットホワイトバランス」 （の P .79) も使用可能です。 能 

• ホワイトバランス調整に際し、 D 2 X は 3 つのセンサーからの情報を活用します。言^ 
「1日日己分割 RG 目センサー」、「撮像素子」の2つのセンサーからの情報に加え、を P 
環境光を測定する「環境光センサー」を使用してホワイトノ くランスを測定します。ホ 
• スタジオ用スト□ボを使用する場合は 、 A (オート）に設定していても適正な S 
ホワイトバランスび得られない場合びあります。その場合は、ち（スピードラ 
イト）モードにして微調整を行うか、プ U セットホワイトバランスをご使用くラ 
ださい。 ^ 


0色温度について 

光の色には、ホ昧を帯びたちのや青昧を帯びたちのびあり、人間の主観で光の色を表すと、 
見る人によって微妙に異なってしまいます。そこで、光の色を絶対温度 （K ;ケルビン）とい 
ラ客観的な数字で表したのび色温度です。下図のよラに色温度び低くなるほど赤味を帯びた 
光色になり、色温度び高くなるほど青昧を帯びた光色になります。 

青は大、 


2000 3000 4000 5000 6000 80001000012000 [K] 




快晴の空 


曇天 


息宪色 


晴天昼光 

息 I 白色 


白色 

温白色 

八□ゲン電球 
白熱電球 
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ホワイトバランスの設定には、撮影メニューの 「ホワイトバランス」 で設定するち 
法、およびホワイトバランスボタン (WB) とメインコマンドダイヤルで設定する 
方法びあります。いずれの場合も、設定されたホワイトバランスのアイコンび背 
面表示ノ（ネルとフアインダー内ち表示に表示されます。 



背面表示パネル 



ファインダー内ち表示 


撮影メニュ -の 「ホワイトバランス j で設定ずる場合 


I 撮影 X ニュ- ? 

HM ホワイトバランス A 


長巧時ノイス除去 
高感度ノイス除去 
I so 設定 
輪郭強調 
階調補正 
を空間 


1撮影メニュー画面の 「ホワイトバランス」 （as 
P .222) を選択して、マルチセレクターの ► 
を押します。 



撮影乂ニュー ? 1 

1 9ホワイトバランス選択画面び表术されますの 

で、マルチセレクターの▲または▼を操作す 

e 

ゾ A イ—卜 

ク 

ホ 

篤を光灯 
み晴天 

V スピー ドライト 

ることにより、設定するホワイトバランスを 
選択し、►を押します。 因饱 温度設定）を選 
択した場合は、色温度設定画面び表示されま 

£ 

A 曇天 
ん 晴天曰陰 

す （SB P.77)。PRE (プ U セット）を選択した 


場合は、 PRE プ U セツト画面び表示されます 
(阻 P .79)。 それ！;(外のモードを選択した場 
合は、ホワイトバランスの微調整を設定する 
画面び表示され、微調整値を決定すると、設 
定び有効となります（田 P .74)。 
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ホワイト J てランスボタンとメインコ アン ドダイヤルで設定ずる場合 


ホワイトバランスボタン ( WB ) を押しなびら、 
メインコマンドダイヤルを回して希望するホワ 
イトバランスのアイコンを選択します。 


I— 

I L 因 PRE J 


國 




背面表示ノ くネル ファインダー内ち表示 

ホワイトバランスは次のように切り替わります。 


A 

(オート） 




情嫩 


\、|レ 

^趙删乃 


(晴方 


►(スピ4ラ仆) 


PRE 

(プリセット）' 


'饱温 I 就)ィ 


5ん 

(晴天曰陰） 


図 e 日 :オートブラケティングのセット （SB P .272) 

カスタムセッティング e 己 「オートブラケティングのセット」 で 「WB ブラケティング」 を選択 

すると、設定したホワイトバランスに対して、自動的に調整量を変化させなびら複数の画像 
を記録することび可能です。詳しくは「オートブラケティング」（曲 P .132) をご覧ください。 
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ホワイトバランスの微調整 

〇 P .72 〜 73 の操作でホワイトバランスを[3(色温度設定)、 PRE (プ U セット） 

I 外に設定した場合は、さらに微調整を行うことびできます。ホワイトバランスの 
i 微調整は撮影メニューの「ホワイトバランス」、もしくはホワイトバランスボタン 
I (WB) とサブコマンドダイヤルで行います。いずれの場合も、微調整値び外 
言幸に設定されると背面表示パネルとファインダー内ち表示にホワイトバランス微調 
糸 f 整表示イ►び点打します。 

ホ 

イ 
卜 
A' 

ン 


ファインダー内ち表示 

• 調整範囲は]段ステップで ±3 段です。 

•] 段は約]日ミレッドに相当します（董光灯モードを除く）。設定される色温度 
は光源の種類によって異なります。 

• 「一」方向に微調整を行った場合は画像び赤味びかり、「+」方向に微調整を行っ 

た場合は画像び青味びかります。 



背面表示パネル 



gj ミレッド （ M 旧 ED ) について 

色温度の逆数を百万倍 （10 巧したちのです。色温度は、同じ色温度差でち、色温度の低い場 
合では色の変化び大さく、色温度の高い場合では、色の変化びルさくなります。たとえば同 
じ1日00ケルビンの違いでを目日00ケルビン付近では変化はほとんどありませんび、3000 
ケルビン付近では1000ケルビンの違いで光色び大さく変わります。三レッドは、その変化 
幅をほぼ同じに表現する尺度であり、色温度補正フィルターの単位としてち利用されます。 

例）色温度の差 （K :ケルビン）：ミレッドの差 （M ;ミレッド） 

4000 K - 3000 K 二1000 K : 吕3 M 

7000 K - 60日日 K 二1000 K : 24 M 
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撮影メニューの「ホワイトバランス J で設定する場合 


を光口 
晴天 

スピー ドライト 
量天 

晴天曰陰 

▼ 


ク 

€ 



1 撮影メニュー画面の 「ホワイトバランス」（田 
P .222) を選択して、マルチセレクターの ► 
を押し、因(色温度設定）、 PRE (プ U セット） 
1；(外の希望するホワイトバランスを選択して 
マルチセレクターの►を巧すと、微調整画面 
び表示されます。 


2マルチセレクターの▲または▼で設定する微 
調整量を一3〜+3の範囲で選択します。マ 
ルチセレクターの►を押すと、設定び有効に 
なり、撮影メニュー画面に戻ります。 


ホワイト J (ランスボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場合 


ホワイトバランスボタン ( WB ) を押しなびら、サフ〕マンドダイヤルを回して希 
望するホワイトバランスの微調整量を背面表示パネルに表示させます。 



A ホワイトバランス 


ホ幾が - A 




y 撮影機能の詳細—ホワイトバランス 
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ホワイトバランスの微調整について 

ホワイトバランスの A (オート）外の各ホワイトバランスで微調整を行うと、設定色温度は 
次のよラに変化します。 



設定色溫度 1 


電球 

堂光え 

晴天 
(自然光） 

スピード 

ライト 

曇天 
(自然光） 

晴天曰陰 
(自然光） 

因 

約2700 k | 約2700 K 

約4800 K 

約4800 K 

約己400 K 

約6700 K 

約2800 k | 約300 0 K 

約4900 K II 約己00 0 K 

約己60 0 K 約7100 K 

区 

約2900 K 

約3700 K 

約己000 K 

約己200 K 

約己800 K 

約7己00 K 

置 

約3000 K 

約4200 K 

約己200 K 

約己400 K 

約6000 K 

約8000 K 

約 3] 00 K | 約己000 K 

約己300 K 

約己600 K 

約6200 K 

約8400 K 

-2 

約3200 K 

約6已〇 0 K 

約己400 K 

約己800 K 

約6400 K 

約8800 K 

-3 

約3300 K 

約7200 K 

約己600 K 

約6000 K 

約6600 K 

約9200 K 


※堂光灯モードの場合、他のモードと異なり多様な堂光灯に対してしソ下のよラに選択でさます。 


厂11整 

色湿度 

適した堂光な 1 

+ 3 

約2700 K 

野球場、体育館などのナト U ウムなの混合光など 

+ 2 

約3000 K 

電球色堂光灯 

+ 1 

約3700 K 

温白色堂光な 

0 

約4200 K 

白色堂光な 

-1 

約已000 K 

昼白色堂光灯 

-2 

約6己00 K 

昼光色堂光好 ' 

-3 

約7200 K 

高色温度の水銀好など 


• 写真用カラーメータで測定した色温度値とカメラの設定色温度は異なる場合びあります。 
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を温度設定 

自然光で撮影する場合、ホワイトバランスで[3(色温度設定）を選択すると、撮 
影者びホワイトバランスに使用する色温度を、 3] 種類の色温度の中から数値で 
設定することびでさます。光源び堂光好の場合や、スピードライト撮影の場合は、 
それぞれ縣（堂光灯）モード、ち（スピードライト）モードを選択してください。 

撮影メニューの「ホワイトバランス」で設定ずる場台 


1 摄影にュ- 1 

A ホワイトバランス 

煞 

を光口 

i 

晴天 

V 

スピードライト 

a 

養天 

ん 

晴天日陰 

田 

任漏を訪ま 1^ 


glPRE プリセット 


1撮影メニュー画面の「ホ ワイトバラ ンス」 （0 B 
P .222) を選択して、マルチセレクターの ► 
を押し、[3(色温度設定）を選択してマルチセ 
レクターの►を巧すと、色温度設定画面び表 
示されます。 
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[T 

撮影乂ニュ- 



6 

田色逊 

冷 

ィ 5 0 0 0 K ‘阔 

5 3 0 0 K 

-■ 

5 6 0 0 K 


5 9 0 0 K 


6 3 0 0 K 

£ 

6 7 0 0 K 


2マルチセレクターの▲または▼で設定する色 
L 温度を 2己日日 K 〜] 日日日日 K の範囲で選択しま 
す。マルチセレクターの►を押すと、設定び 
有効になり、撮影メニュー画面に戻ります。 


口試し撮りについて 

ホワイトバランスで[3(色温度設定）を選択した場合は、試し撮りをして、設定した色温度 
び撮影状況に適しているかどラかを確認することをおすすめします。 
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ホヮ仆 J くランスボタンとヴブコ アン ドダイヤルで設定する場合 

ホワイトバランスボタン ( WB ) を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回して希 
望する色温度を背面表示パネルに表示させます。 



W 撮影機能の詳細—ホワイトバランス 
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プリセツトホワイトバランス 

プ U セットホワイトバランスは、カクテル照明や特殊照明下で、前記のオートや 
電球モードなどの各設定や、色温度設定では望ましいホワイトバランスび得られ 
ない場合に使用します。プ U セットホワイトバランスは、取得またはコピーして 
保をしたプ U セットデータ d - 日〜 cl -4 のいずれかを選択-設定して使用します。 
プ U セットデータの取得、保をを行うには、1；(下の4つの方法びあります。 

カメラで新しくプリセットデータを取得して保存する方法 

(1) 白またはグレーの被写体を基準にし、撮影を行い、撮影データより取得 

して保をする （as P . 81 ) 

( 2 ) 光源を基準にし、環境光センサーにより取得して保をする （as P . 81 ) 

撮影済みの画像のホワイトバランスデータをコピーして保存する方法 

(3) CF カード内の画像で使用されたホワイトバランスデータをコピーして 
保をする（田 P .88) 
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(4) 別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 lU 降）で調整したホワイトバランス 
データをコピーして保をする （SB P .91) 


プ U セットデータにはん日〜 d -4 の己つの保を場所び用意されています。上記 
(1)、 （2) のち法で取得したプ U セットデータは常に d - 日に保をされます。 d - 日 
のプ U セットデータは取得操作を行うたびに上書きされますび、 d -1 〜 d -4 のい 
ずれかにコピーして残すこともできます（田 P .9 日)。また、上記（3)、 （4) のち 
法による場合は、 d -1 〜 cl -4 のいずれかを選択し、プ U セットデータをコピーし 
て保をします。また、ん日〜 d -4 に保をされているプ U セットデータにはコメン 
卜を添付することびでさます （SB P .87)。 
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d - 1〜 d -4 

次のデータをプリセツトデータとして保存します。 


d-0 に保存されているプリセツトデータぶ1 
のコピー ( SEP .90) 



CF カード内の画像で使 
用されたホワイトパラン 
スの〕ピー（田 P.88) 


別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 な降）で調整したホワイトバランスのコピ ー (田 P .91) 


P ずでに設定されているプリセットデータの変更について 

使用するプ U セットデータの保存場所は、撮影メニュー （ A 〜 D ) (SB P .223) ごとに設定す 
ることびできます。ただし、各保存場所にあるプリセットデータ（も〇〜 cl -4) の内容は、す 
ベての撮影メニューで共用しています。したびって他の撮影メニューで使用されているプ U 
セットデータの内容を変更すると、その撮影メニューのホワイトバランスも変更されること 
になります。 d -1 〜 cl -4 の内容を変更する場合に他の撮影メニューでそのプ U セットデータ 
び使用されているとさは、液晶モニタに警告メッセージび表示されます。 

SO 





































プ u セットデータの新規取得 

プ U セツトデータを新しく取得するには、次の2種類の方法びあります。 


方法 

内容 


こんな場合に 

白または 
グレーの 
被写体を昼準 
にする 

撮影した白またはグレー（無彩 
色）の被写体のデータに基いてホ 
ワイトバランスを取得します。撮 
像データを使用するので、高精度 
なホワイトバランスを得ることび 
でさます。 

•高い精度でホワイトバランスを 
合わせたい場合 

•スピードライトを使用する場合 

光源を昼準に 
ずる 

カメラ正面上部の環境光センサー 
によりホワイトバランスを取得し 
ます。白またはグレー（無彩色） 
の被写体を撮影する必要びないの 
で、迅速にプ U セットデータを取 
得することびでさます。 

•スポーツ撮影時など、プ U セッ 
トデータを迅速に取得する必要 
びある場合 

•望遠レンズ使用時など、無彩色 
被写体を撮影しづらい場合 
•カメラ本体と被写体に同じ光源 
からの光び当たっている場合 


• 白またはグレーの被写体を基準にプ U セットデータを取得する場合は、あらか 
じめプ U セットホワイトバランスをセットする照明下で、白またはグレー（無 
彩色）の被写体を用意しておいてください。スタジオ用スト□ボにてプ U セッ 
トホワイトバランスをセットする場合は、被写体をグレー（18%標準反射板) 
にすることをおすすめします。 

• 新しく取得されたプ U セットデータは、常にん日に保をされます。 

• 白またはグレーの被写体を基準にプ U セットデータを取得するときは、いずれ 
の露出モードの場合でも、適正露出で撮影してください。 
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ホワイトバランスボタン ( WB ) を押しなび 
ら、背面表示パネル、ファインダー内ち表示 
に PRE (プ U セット）び表示されるまでメイ 
ンコマンドダイヤルを回します。 

• 取得-保存後すぐにそのプ U セットデータを使用する場合は、ホワイトバ 
ランスボタン ( WB ) を押しなびらサブコマンドダイヤルを回しても日を選 
択します。すぐに使用しない場合は d - 日に設定する必要はありません。 


d-C 巧 

背面表示ノ くネル フアインダー内ち表示 




2 しりたんホワイトバランスボタン （ WB ) から指を離し、再度 
ホワイトバランスボタン （ WB ) を T . 己秒！;(上押し続けます。 
プ U セツト取得モードになり、上面表示パネルとファイン 
ダー内下表示に PrE の文字び、背面表示パネルとファイン 
ダー内ち表示に PRE のアイコンび、それぞれ点滅します。 


P 

に‘5巧ぶ 

り 

REM \ 1 山 ' 夕 / 

[] 

パ, "f FVf- 


•り A 


\\lf 

— PREl — 

ISO 

in n 
nju 

a 

NORM 

/| い 

背面表示パネル 



\l/ 


上面表示パネル 


/ I \ 

ファインダー内下表示 


圖 


ファインダー内ち表示 
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プ u セットデータを取得します。 

白またはグレーの被写体を基準にプリセットデータを取得する場合: 

プ U セット取得モード中に、撮影する照明下で白またはグ 
レー（無彩色）の被写体をファインダーいっぱいにとらえて 
シャッターボタンを押すと、その被写体を基準にプリセット 
データび取得され、 d - 日に保存されます。 

• ピントび合わなくてもシャッターびされ、プ IJ セットデー 
夕び正常に取得されます。 

• シャッターボタンを巧してプ U セットデータを取得して 
も、 CF カードへの画像の記録は行われません。 

光源を基準にプリセットデータを取得する場合： 

プリセット取得モード中に、被写体を照らしている光源か 
らの光び環境光センサーに直接当たるようにしてファンク 
ションボタンを押すと、光源からの光を基準にプリセット 
データび取得され、も日に保をされます。 


/3 



4プ U セットデータび取得されると、上面表示パネルのシャッタースピード 
表示部と背面表示パネルに Ccioci の文字び、ファインダー内下表示の 
シャッタースピード表示部にごぃゴの文字び、それぞれ約3秒間点滅し、プ 
U セツト取得モードを終了します。 



上面表示パネル 背面表示パネル ファインダー内下表示 


• 被写体び極端に低輝度または高輝度の場合、カメラびプ U セットデータを 
取得でさないことびあります。この場合、上面表示パネルとファインダー内 
下表示のシャッタースピード表示部/絞り値表示部および背面表示パネルに 
0 0ごぃこ{の文字び、それぞれ約3秒間点滅し、プ I 」セット取得モード（手順 3) 
に戻ります。 
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光源を基準にプ u セツトデータを取得する場合、一部の人工的な光源では正確 
にプ U セツトデータを取得でさません。この場合、,つ〇 Gd の文宇び表示さ 
れますので、白またはグレーの被写体を基準にプ U セツトデータを取得しなお 
して < ださい。 


上面表示パネル 背面表示パネル ファインダー内下表示 

取得したプ U セットデータは、常にん日に保存されます。他のプ U セットデー 
夕 （ d-l ~ d -4) を選択している場合、そのままでは取得したプ U セットデー 
夕を使用でさません。取得したプ U セットデータを使用するには、プ U セット 
データとしても日を選択してください。 

再度プ U セットデータを取得するとん日に保存され、前のプ U セット値は警 
告なしに上書きされます。 

取得したプ U セットデータは、 d - l 〜 cl -4 にコピーすることびでさます （SB 
P .9 日)。 

出荷時のプ U セットデータ d - 日〜 cl -4 は晴天モードと同じ色温度已2日日 K に設 
定されています。 

白またはグレーの被写体を基準に取得したプ U 
セットデータは、プ U セットデータの保存場所一覽 
画面で、ちのよラな撮影画像のサムネイルで表示さ 
れます。 



TiO 


U Cf 


PrE 


• プ U セット取得モードを解除するには、ホワイトバランスボタン （ WB ) を押 
してください。 
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• 光源を基準に取得したプ U セットデータは、プ U 
セットデータの保を場所一覧画面で、光源を基準に 
取得したことを示すちのようなアイコン（み）で表 
示されます。 
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プ u セットデータの選択 

選択したプ U セットデータを、降の撮影で使用するホワイトバランスに設定し 
ます。 

I 撮影メニュー画面の「ホ ワイトバラ ンス」 （田 
P.222) から PRE (プ U セット）を選択してマ 
ルチセレクターの►を巧すと、プ U セットデー 
夕の保を場所一覧び表示されます。 


撮影乂ニユ- 


PRE @選択 画設定 

■ I 函瞧 




2 


マルチセレクターのイ/ ►を巧して、 
設定するプ U セツトデータを選択します。 

• プ U セツトデータの保存場所一覧び表示され 
ているとさに実行ボタン®を押すと、選択 
されている保存場所のプ U セツトデータびそ 
のまま設定されて、撮影メニューに戻ります。 


* r ‘ ぶ わ 

PRE プリセット 


拓[彭乂ニュ- 


ジ 


包I 


wmm 


つ乂ント編集 
使用する画巧の選択 
d — 0をつ ピー 


3 


マルチセレクターの中央部を押すと、プ U セッ 
トメニューび表示されます。 

• プ U セットメニューの表示中に、設定するプ 
IJ セットデータを変更する場合は、マルチセ 
レクターの▲または▼を操作して保を場所 
(d- 日〜 cl-4) を選択し、►を操作して保を場 
所を切り換えます。 
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4 マルチセレクターの▲または▼を巧して、「設 
定」を選択します。 


マルチセレクターの►を押すと、設定び実行 
されて撮影メニューに戻ります。 


その他のプリセットデータ選択方法について 

ホワイトバランスを PRE (プリセット）に設定している場合は、ホワイトバランスボタン 
( WB ) を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回してプリセットデータを選択することび可 
能です。ホワイトバランスボタン （ WB ) を押している間、選択中のプリセットデータの保存 
先び背面表示パネルに表示されます。 






1 J . n 

Jo U 


PRE 



ジ 


圖 


臟乂ニユ- 

gimag 

PRE ブリセット 
d-1 

m ^ 


wmm 


つ乂ント馬集 
使用する画巧の選択 
d - O をつ ピー 


r^l ? 

liM ホワイトバランス PRE 



C|- U 

(Data 0) 


(Data 1) 


(Data 2) 


cl- 5/ 

(Data 3) 


' ゴ••イ 

に ata 4) 


長秒時ノイス除去 
高感度ノイス除去 
I so 設定 
輪郭強調 
階調補正 
I を空間 


A ホワイトバランス 
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プ u セットデータのコメント編集 

選択したプ U セットデータにコメント（最大3目文字）を入力します。 

1撮影メニュー画面の「ホ ワイトバラ ンス 」 （BE 
P .222) から、 PRE (プ U セット）を選択して 
マルチセレクターの►を巧すと、プ U セット 
データの保存場所一覧び表示されます。 




つマルチセレクターのイ/►を巧して、 
コメントを入力するプ U セットデータを選択 
します。 


□ 

お影乂ニユ- 

〇 マルチセレクターの中央部を押すと、プ U セッ 


PRE プリセ、ジト 

^ トメニューび表示されます。 


d -1 

•プ U セットメニューの表示中に、コメント 

][ 

設定 お 

つ V'v KI 1 M 

を入力するプ U セットデータを変更する場合 


使用する画巧の選択 

は、マルチセレクターの▲または▼を操作し 

鲁 

d -0 をつビー 

て保を場所 （ d - 日〜 cl -4) を選択し、►を操 

作して保を場所を切り換えます。 
t - J 


回 

1据影乂ニユ- 1 


A ホワイトバランス 


PRE プリセット 

ジ 

d -1 


設定 


I コ乂、ル 色產 WM 


使用する函をの選択 

冨 

d — 0 をつピー 


A マルチセレクターの▲または▼を押し、「コメ 
ント 編集」を選択します。 
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撮影乂ニュ - 
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マルチセレクターの►を押すと、コメント入 

力画面になります （as P .29 日)。 



g コメント入力後に実行ボタン®)を巧すと、プ 
U セツトデータの保存場所一覽に戻ります。 


プリセットデータに使用する画像の選択（も1〜も4のみ) 

選択したプ U セットデータの保を場所に、 CF カード内の画像で使用されたホワイ 
トバランスを、プ U セットデータとして コピーし ます。 

I 撮影メニュー画面の「ホ ワイト バランス」 （田 
P .222) から、 PRE (プ U セット）を選択して 
マルチセレクターの►を押すと、プ U セット 
データの保を場所一覧び表示されます。 


■ 撮影乂ニユ三 


PRE 货選択 画設定 

圃函瞧 




2 


マルチセレクターのイ/►を巧して、 
プ U セツトデータをコピーする保を場所を選 
択します。 
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マルチセレクターの中央部を巧すと、プ U セツ 
トメニューび表示されます。 

• プ U セツトメニューの表示中に、保を場所を 
変更する場合は、マルチセレクターの▲また 
は▼を操作して保存場所（も1〜も4)を選択 
し、►を操作して保存場所を切り換えます。 


囚 

撮影乂ニュ- 

A マルチセレクタ ーの ▲または▼を押して、 「使 
用する画像の選択」 を選択します。 

PRE プリセット 

ク 

d -1 

設定 

つ乂ント編集 

_使ちする画像の選が D | 


昏 

d—O をつヒー 



撮影乂ニュ - 


が"^ 


マルチセレクターの►を巧すと、 CF カードに 
保をされている画像び一覽で表示されます。 


E r 使用ずる画像の選択」で選択でをない CF カード内の画像について 

「使用ずる画像の選択」 では、 D 2 X で撮影された画像のみ選択でさます。他のカメラで撮影し 
た画像は、画像の一覧に表示されず、選択でさません。 



6 


マルチセレクターのイ/►を巧して、 
画像を選択します。 

• 選択した画像は、サムネイルボタン©を押 
すことにより拡大して確認することびでさま 
す（再度押すと元の状態に戻ります)。 



設定 _ 姑 

つ乂ント馬集 
使用する画巧の選択 
d — 0をつ ビー 


PRE 货設定 H あ大 
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7実行ボタン®を巧すと、 CF 力ード内の選択 
画像のホワイトバランスデータび指定した保 
存場所に コピー されて、プ U セットデータの 
保を場所一覽に戻ります。 

• CF カード内の選択画像に画像コメント （as 
P.290) びある場合、画像コメントもコピー 
されます。 


d -0 をコピ~ ( d -1 〜も4のみ) 

d- 日で取得したプ U セツトデータを、選択したプ U セツトデータの保を場所にコ 
ピーし ます。 


■ 撮影乂 ユー 7 J 

711 Mtim 


1 撮影メニュー画面の「ホ ワイトバランス」（田 
P.222) から、 PRE (プ U セット）を選択して 
マルチセレクターの►を巧すと、プ U セット 
データの保を場所一覧び表示されます。 





2マルチセレクターの►を巧して、 
プ U セットデータを コピーす る保存場所を選 
択します。 


ぶ 



ぉ影乂ニュ- 



ち 

PRE プリセ、ジト 

ク 

d-l : 


1 設を 词 


つ乂ント編集 


使用する画巧の選択 

C 

d - O をつピー 


*5 マルチセレクターの中央部を押すと、プ U セツ 
^ トメニューび表示されます。 

• プ U セツトメニューの表示中に、保を場所を 
変更する場合は、マルチセレクターの▲また 
は▼を操作して保を場所 （d-l ~d-4) を選 
択し、►を操作して保を場所を切り換えま 
す。 
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据影乂ニユ- 


A ホワイトバランス 


PRE ブリセット 


設定 

つ乂ント編集 
使用する画巧の選択 
d -0 をつ ピー 



4マルチセレクターの▲または▼を巧し、 「 d -〇 
を コピー」を選択します。 




C マルチセレクターの►を巧すと、も日で取得し 
たプ U セットデータを指定した保存場所にコ 
ピーし、保存場所一覧に戻ります。 

• d- 日のプ U セットデータにコメントびある場 
合、コメントもコピーされます。 
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P プリセットデータの変更について 

使用するプ U セットデータのイ呆存場所は、撮影メニュー （ A 〜 D ) (西 P .223) ごとに選択す 
ることびでさます。ただし、各保存場所にあるプリセットデータ （ d - O 〜も4)の内容は、す 
ベての撮影メニューで共用しています。したびって他の撮影メニューで使用されているプ U 
セットデータの内容を変更すると、その撮影メニューのホワイトバランスも変更されること 
になります。 d -1 〜 cl -4 の内容を変更する場合に他の撮影メニューでそのプ U セットデータ 
び使用されているとさは、液晶モニタに警告メッセージび表示されます。 

gS Nikon Capture 4のホワイトバランス操作について 

別売の Nikon Capture 4 ( Ver 4.21；( 降）を使用すると、 D 2 X で撮影された RAW 画像をパ 
ソコン画面で確認しなびらホワイトバランスを調整することびできます 。 Nikon Capture 4 
でホワイトバランスを調整した画像は、プ U セットデータとして直接カメラに保存したり、 
CF カードに記録し、 「使用ずる画像の選択」 を使用してコピーすることもでさます。また、 
Nikon Capture 4で編集されたホワイトバランスのコメントもプ U セットデータのコメント 
としてコピーされます。詳しくは Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 
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画像の調整 
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輪郭強調 

撮影シーンや好みに応じて、記録する画像の輪郭（シャープネス）を設定します。 
輪郭（シャープネス）を強調する度合いを意図的に調整でさます。 


[ 設定 

内容 1 

A 

才 一 S 

(初期設定） 

撮影した画像から、最適な輪郭をカメラび自動的に調整します 
(調整は画像によって異なります)。 A (オート）を充分に活用す 
るために、 G または D タイプレンズのご使用をおすすめします。 

◊ 0 

標準 

標準的なレベルで輪郭強調を行います。 

0-2 

弱 

輪郭強調の度合いは標準よりを弱くなります。 

0-1 

やや弱 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや弱くなります。 

0+1 

やや強 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや強くなります。 1 

0+2 

強 

輪郭強調の度合いは標準よりを強くなります。 

& 

しない 

輪郭強調を行いません。 


輪郭強調の設定は撮影メニューの r 輪郭強調」で行います。 




1 撮影メニユー画面で r 輪郭強調」（阻 P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


2輪郭強調選択画面び表示されますので、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することに 
より、設定する輪郭強調を選択します。マル 
チセレクターの►を巧すと、設定び有効にな 
り、撮影メニュー画面に戻ります。 


P 輪郭強調についてのごを意 

輪郭強調を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適な輪郭の強調度合 
いを適用します。同じよラなシーンを撮影する場合でも、被写体の位置、大ささ、または露 
出び変わると、適用される強調度合いび変化することびあります。輪郭の強調度合いを固定 
して撮影したい場合には 、 A (オート）じ(外の設定を選択することをおすすめします。 
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階調補正 

記録する画像のコントラストを設定します。撮影シーンや好みに応じて次のいず 
れかに変更でさます。 


I 設定 

内容 

A 

才 一 S 

(初期設定） 

撮影した画像から、最適なガンマカーブをカメラび自動 
的に選択します（ガンマカーブの選択は画像によって異な 
ります ）。 A (オート）を充分に活用するために、 G また 
は D タイプレンズのご使用をおすすめします。 

30 

標準 

標準的なガンマカーブです。暗いシーンから明るいシー 
ンまで、さまざまな撮影状況を再現します。 

3 - 

コントラスト弱め 

軟調な画像に仕上げるガンマカーブです。晴天時の人物 
撮影や、顔などの白飛びび気になる場合に適しています。 

か 

コントラスト強め 

硬調な画像に仕上げるガンマカーブです。霞んだ遠景を 
撮影する場合などに適しています。 

3^ 

ユー ザーカスタム※ 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 似降）でユーヴー定 
養し、カメラにダウン□ー ドしたガンマカーブを使用し 
ます。出荷時のガンマカーブは標準に設定されています。 


《ユーヴーカスタムは、別売の Nikon Capture 4 ( Ver 4.2 し:!降）のカメラコント□-ル 
機能を使って定義したガンマカーブを D 2 X にダウン□ー ドでさます。 


0ガンマカーブについて 

被写体の輝度の対数値を横軸に、再生画像の輝度の対数値を縦軸にとって出力特性を表わし 
た場合、出力特性曲線の傾斜角を6として 、 tan 6をガンマ （ y ) といいます。被写体の輝度 
び忠実に再生される場合、つまり横軸（入力）1の増域に対して縦軸（出力）わ1だけ増域す 
るような場合はグラフ上傾斜角4日度の直線となり、 tan 4 己 D 二1でガンマは1となります。 
ガンマび11：!上の場合は、傾斜角度は4日度!;(上となります。被写体コントラストしソ上にコ 
ントラストの強い「硬い」出力画調になり、逆にガンマ11；1下の場合はコントラストの少ない 
フラットな「軟らかい」出力画調になることを意味します。つまり、ガンマは画像再生時の画 
調の硬さの度合いを示すものです。 

0階調補正についてのごを意 

階調補正を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適なガンマカーブを 
適用します。同じようなシーンを撮影する場合でち、被写体の位置、大ささ、または露出び 
変わると、適用されるガンマカーブび変化することびあります。ガンマカーブを固定して撮 
影したい場合には 、 A (オート）じ(外の設定を選択することをおすすめします。 
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撮影機能の詳細—画像の調整 


■ 




















階調補正の設定は撮影メニューの r 階調補正」で行います。 


FT 

1 お影乂ニュー ? 1 

m 

な 

RAW 任箱 
ホワイトバランス 

OFF 1 

A 1 

ろ 

長秒時ノイス除去 

OFF 1 

U 

高感度ノイス除去 

normI 


1 SO 設定 
搞郭強調 

100 1 

A 1 


1階調補正 A 1 



撮影メニュー画面で「階 
を選択して、マルチセレ: 


2階調補正選択画面び表示されますので、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することに 
より、設定する階調補正を選択します。マル 
チセレクターの►を巧すと、設定び有効にな 
り、撮影メニュー画面に戻ります。 


を空間 

記録する画像の色空間を指定します。画像の用途によって、適した色空間び選択 
でさます。 



1 設定 

内容 J 

sRGB 

sRGB 

(初期設定） 

画像を sRG 目色空間で記録します。画像調整などを行わ1 
ずに再生やプ U ントする場合に適しています。 sRG 目を 
選択した場合、撮影メニューの「カラー設定」で「モード 
11」を選択することはでさません。 

Adobe 

AdobeRGB 

画像を AdobeRG 目色空間で記録します sRG 目に比べて 
色域び広いため、商業印刷に適しています。 


2す 
2旷 
2寻 

品 

の対 

(► 

署 
i - 
夕 
间ク 


@撮影機能の詳細—画像の調整 
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色空間の設定は撮影メニューの r 色 空間」で行います。 



臟乂ニユ- 

? 


RAW 任紹 

OFF 

ホワイトバランス 

A 

■ 

長秒'時ノイス除去 

OFF 


高感度ノイス除去 

NORM 

■ 

1 SO 設定 

100 


搞郭強調 

A 

■ 

階調補正 

A 

a 

径空間 

SRGB 


ク 


撮影べ二〕 


VsRGB sRGB 




i AdobeR 郎 


撮影メニュー画面で「色空間」 （as P.222) を 
選択して、マルチセレクターの►を押します。 


2 


色空間選択画面び表示されますので、マルチ 
セレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定する色空間を選択します。マルチセ 
レクターの►を巧すと、設定び有効になり、 
撮影メニュー画面に戻ります。 


0色空間についてのご注意 

• カラーマネジメント機能を持たないアプ U ケーションで画像を開く場合、または印刷する 
場合には、 sRG 目色空間をおすすめします。 

• AdobeRGB 色空間で記録した JPEG 画像は、 DCF オプション色空間に対応しています。 
DCF オプション色空間に対応しているアプ U ケーションやプ U ンタの場合、自動的に正し 
い色空間び設定されます。 DCF オプション色空間に対応していないアプ U ケーションや 
プリンタの場合は、 AdobeRGB 色空間に設定してください。詳細については、アプリケー 
ションやプ U ンタの説明書をご覧ください。 

• AdobeRGB 色空間で記録した TIFF 画像には、に C プ□ファイルび埋め込まれています。 
AdobePhotoshop などのカラーマネージメント機能を持ったアプ U ケーションで画像を 
開く場合、自動的に正しい色空間び設定されます。詳細については、アプ U ケーションの説 
明書をご覧ください。 

• ExifPrint 、 市販プリンタなどのダイレクトプリント、キオスク端末プリント、およびプリ 
ントサービスなどでプ U ントする場合、 sRG 目色空間をおすすめします。 AdobeRG 巨色 
空間で記録した画像でわ、市販プ U ンタなどのダイレクトプリント、キオスク端末プリン 
卜、およびプ U ントサービスで印刷できることは確認していますび、彩度の低下する場合 
びあ0ます。 

E PictureProject または Nikon Capture 4をご使用の場台 

PictureProject または別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 しソ降）をご使用になると、正し 

い色空間での処理び自動的に行われます。 


P 撮影機能の詳細—画像の調整 
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カラー 設定 

記録する画像の色再現を設定します。フィルムカメラでは好みの色調に応じて 
フィルムを選択しますび、 D2X では、カラーモードの選択により色相、彩度を特 
徴づけることびでさます。 


カラー設定は撮影メニューの r カラー設定」 で行います。 

1 撮影メニュー画面で 「カラー設定」（田 P.222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


口 ■ 臟乂ニュ- 


2 


砂 


圖 


[一 I 

モ-ド I WM ^ 


丑 

モード丑 


の 

モードの 


カラー設定選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、設定するカラー設定を選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 


@「モード11」について 


「モード II 」は撮影メニユーの「色空間」び [ AdobeRGBJ に設定されている場合のみ選択で 
きます。「モード11」に設定してから「色空間」を 「 sRGB 」 に変更すると、自動的に前回の 
[ sRGBJ 設定時と同じカラーモードに変更されます。 
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1設定 

内容 1 

I 

モード1 

(初期設定） 

画像調整などを行わなくてを肌の色合いやグラデーションを自然 
で階調豊かに再現します。 

n 

モード II 

素材性を重視した色再現です。撮影した画像を積極的に調整、加工 
する場合に最適です。撮影メニューの「色空間」が 「 AdobeRGB 」 
に設定されている場合のみ選択でさます。 

m 

モード III 

風景撮影に適したモードです。画像調整などを行わなくてを緑や 
青空などの色を鮮やかに再現します。「モード1」に比べ、やや硬 
調の画像に仕上びります。 


撮影機能の詳細—画像の調整 



































2 色合い調整選択画面び表示されますので、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定する色合いを選択します。マルチセレ 
クターの►を押すと、設定び有効になり、撮影 
メニュー画面に戻ります。 


を合い調整 

記録する画像に対して色相の調整び巧能です。色合い調整の数値は約- 9° 〜約+ 9° 
(1 ステップ約 3°) の 7 段階で、 0° び初期設定です。肌色を基準とした場合、+側に 
数値を高くすると黄色みび増し、一側に数値を低くすると赤みび増します。他の色の 
場合、調節の度合いにより多少変化することびあります。 

色合い調整の設定は撮影メニューの r 色合い 調整」で行います。 

1撮影メニュー画面で 「色合い 調整」 （0B P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


图 

撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

画 

像 

の 

調 

整 


0色相とは 

光の3原色（ホ、緑、青）のうち、2色の光を組み合わせると、さまざまな色を作り出すこと 
びでさます。例えば、ホい光と緑の光の分量を変えて混ぜ合わせた場合の色の変化を見ると、 
次のよラになります。 


1ホの光のみ 

ホの光多め 

ホと緑び同量 

緑の光多め 

緑の光のみ1 

ホ 

オレンジ色 

黄色 

黄緑色 

緑色 


同様に、ホの光と青の光を混ぜ合わせた場合は、ホ紫色〜ピンク色〜組色に変化します。ま 
た、緑の光と青い光を混ぜ合わせた場合は、エメラルド色〜水色と変化します。これらの色 
を順番に環状に並べたものを色相、あるいは色相環といいます。 

2色外の3番目の色を混ぜ合わせると、だんだんと色び薄くなっていさます。3つ色び同 
量になると、色はなくなって無彩色となり、白またはグレーになります。 



I ooh 肿肿な 



ク：^ 0 
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フォーカス 


フォーカスモード、フォーカスエ U ア、 AF エ U アモードを設定することにより、 
M カメラのフォーカス（ピント合わせ）機能をコント□ールします。 

撮 

1フォーカスモード 

1フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF 
2 ヴーボ)、または C (コンティニュアス AF ヴーボ）に 
細セットして、シャッターボタンの半押しを続けると、 

丄フォーカスエ U ア内の被写体に自動的にピントを合わ 
才せます。また 、 M (マニュアルフォーカス）にセットし 

ふて、撮影者自身びレンズの距離 U ングを回してピントを合わせることちでさます。 


1フォーカスモード 

^ 内容 

S 

シングル AF サーボ 
(AF-S • フオーカス 
優先モード） 

1 

ファインダー内のピント表示参び点なしているとさのみシャッ 
ターびされるフオーカス優先モードです。ピント表示♦び点な 
した状態でシャッターボタンの半押しを続けると、ピントはそ 
こで固定（フオーカス□ック）されます。ただし、被写体び初 
めから動いている場合には予測駆動フオーカス （西 P.99) に 
切り替わり、被写体の動さに応じてピントを追い続け、ピント 
び合っているとカメラび判断するとシャッターびされる状態に 
なります。シャッターをさる前に被写体び静止した場合は、ピ 
ント表示参び点なして、ピントはそこで□ックされます。 

C 

コンティニユアス 

AF サーボ 
(AF-C . レ IJ- ズ 
優先 t — トノ 

ファインダー内のピント表示♦の点灯/消なにかかわらず、 
いつでをシャッターをさることびでさるレ U —ズ優先のモー 
ドです。いったんピント表示参び点なしてをフオーカス□ッ 
クは行われず、シャッターをさるまでピント合わせの動作を 
続けます。また、シャッターボタンの半押しを続けると、被 
写体び動いている場合には予測駆動フオーカス （田 P.99) に 
切り替わり、被写体の動さに応じてピントを追い続けます。 

M 

マニュアル 
フオーカス 

撮影者自身びレンズの距離 U ングを回してピントを合わせ 
るモードです。開放絞り値び f/ 日.目よりを明るいレンズを装 
着すると、ファインダー内のピント表示♦によって合焦状態 
を確認でさる「フオーカスエイドによるピント合わせ」 （西 
P.l]4) び行えます。また、フオーカス表示の点好/消好に 
かかわらず、いつでをシャッターをさることびでさます。 



ピント合わせ重視の場合は S (シングル AF ヴーボ）に、動さのある被写体を撮影 
する場合は C (コンティニュアス AF ヴーボ）に、オートフオーカスに対応してい 
ないレンズを使用している場合や、オートフオーカスでピント合わせびでさない 
場合は M (マニュアルフオーカス）にセツトしてください。 
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gAF 作動ボタンにつし rc 

AF 作動ボタン®を押し続けるか、縦位置シャッターボタン□ックレバーを解除して縦位置 IE 
AF 作動ボタン曾を押し続けると、シャッターボタンの半押しを続けたときと同様にカメラ撮 

び自動的に被写体にピントを合わせます。 胃 

械 
能 
の 
詳 
細 
I 

P 予測駆動フオーカスについて ミ 

フオーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF ヴーボ)、または C (コンテイニユアス AF I 
ヴーボ）にセットして、シャッターボタンを半巧し、または AF 作動ボタン®または縦位置 AF 作^ 
動ボタン曾を巧し続けてピント合わせを行っているとさ、動いている被写体をカメラび認識する 



と、自動的に予測駆動フォーカスに切り替わります。予測駆動フォーカス作動時は被写体びカメラ 
に向かって近づいてくる場合や、遠ざかっていく場合に、シャッターびされる時点での被写体の到 
達位置を予測しなびらピントを追い続けます 。 S (シングル AF ヴーボ）の場合は、初めから動いて 
いる被写体には予測駆動フォーカスび作動し、被写体び静止した時点で、ピントび□ックされます。 
C (コンティニュアス AF ヴーボ）の場合は、途中から動き出した被写体に対してを予測駆動フォー 
カスに切り替わり、被写体び静止してちピントび□ックされることはありません。 

図 al : AF-C モード時の優先条件（曲 P.243) 

フォーカスモードび C (コンティニュアス AF ヴーボ）のとさに、連続撮影時にでさるだけピ 
ントび合ラよラに連続撮影速度を落としてフオーカス動作を行ったり、フォーカス優先でピ 
ントび合っているときのみシャッターびされるように変更できます。 



図 a 2 : AF - S モード時の優先条件（田 P .244) 

フオーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）のとさに、レ U —ズ優先でピントび合っていな 
くてもシャツターびきれるように変更できます。 


P a 曰：シャッターボタン半巧しによる AF レンズ駆動（阻 P.248) 

シャッターボタンの半押しではオートフォーカスび作動しないよラに変更できます。設定にかかわ 
らず、 AF 作動ボタン#、または縦位置 AF 作動ボタン曾によるオートフォーカスは可能です。 

図 a8 : 縦位置 AF-ON ボタン機能の B P.252) 

縦位置 AF 作動ボタン曾には、押すことによってオートフォーカスを作動させる機能と、押 
しなびら縦位置サブコマンドダイヤルを回すことによってフォーカスエ U アを選択する機能 
びありますび、どちらか一方のみに制限することびでさます。また、オートフォーカスを作 
動させる機能の替わりに、 AE/AF □ックボタン®と同じ機能を割り当てることびできます。 

図 c2 : AE/AF □ックボタンの機能 （の P.261) 

AE/AF □ックボタン®の機能を AF 作動ボタン巧と同じに変更できます。 
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フオーカスエ u アの選択 

M このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする]]力所のフォーカスエ U 
Iアびあります。撮影時には、被写体の位置や構図に合わせてフォーカスエ U アの 
i 位置を選択でさますので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント 
I合わせび行え、フォーカス□ック （as P.1] 日）の手間を省くことびでさます。 

詳 • 撮影メニューの 「ク□ップ高速」（田 P. 己 日）び 「ON」 に設定されている場合は、 
\ 実際に撮影される範囲（ク□ップ高速参照エリア）より州則にある2力所（左端 

フ およびち端）のフォーカスエ U アを選択でさません （asp.i 日 4)。 
f • グループダイナミック AF (の P.1 日 2) び設定されている場合は、 フォー カス 
ミ エ U アのグループごとに選択でさます。 

• 至近優先ダイナミック AF (SB P.1 日 2) び設定されている場合は、フオーカス 
ェ U アは選択でさません。 


マルチセレクタ~でフォ ーカスエ U アを還択する場合 

• フォーカスエ U ア□ックレバーを回転させて□ックを解除すると、マル 
チセレクターびフォーカスエ U アセレクターとして機能します。 

• 撮影モード時には、マルチセレクターの►を巧してフオー 
カスエ U アを選択します。 



• マルチセレクタ ーの 中央部を押すと、中央部のフ オーカ スエ U アまたは 
中央のフ オーカ スエ U アのグループび選択されます。 

• 選択されたフオーカスエ U アはファインダー内で一瞬点灯します。また、 
上面表示パネルにも選択されたフオーカスエ U アび表示されます。 

• フオーカスエリアを選択した後にフオーカスエ U アを選択した位置に固定 
したい場合、フオーカスエ U ア□ックレノく一を回転させて □ ックでさます。 


P フオーカスエ IJ アの選択について 

液晶モニタで画像再生中およびメニュー表示中は、フオーカスエ U アを選択でさません。 

因" :マルチセレクターの中央ボタンの機能（田 P .27 己） 

「撮影モード」により、マルチセレクターの中央部を押したときの機能を、選択したフオーカス 
エリアを点好させたり、マルチセレクターの中央部の機能を使用しないように変更できます。 
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縦位置 AF 作動ボタンと縦位置サブコマンドダイヤルでフオーカスエリアを選択する場合 


• 縦位置シャッターボタン□ックレバーを解除し、縦位置 AF 作動ボタン10 


〇を押しなびら縦位置サブコマンドダイヤルを回すと、フォーカスエ 
IJ アび切り替わります。 



• 縦位置 AF 作動ボタン善を押しなびら、縦位置サブ 
コマンドダイヤルを時計回りに回した場合の、フォー 
カスエ U アの選択順序はちのとおりです。縦位置サブ 
コマンドダイヤルを反時計回りに回した場合は逆順に 
なります。また、]]番目のフォーカスエ U アの次は 
1番目のフォーカスエ U アに戻ります。 

《撮影メニューの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定している場 
合、已番目と]0番目のフォーカスエ U アを選択でさません。 

• 選択されたフオーカスエ U アのフレーム（フオーカスフレーム）はファ 
インダー内で一瞬点打します。また、上面表示パネルにも選択された 
フオーカスエ U アび表示されます。 



10》 


8 

9 

11 

7 

1 

2 

6 

4 

3 


ち※ 



撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 

フ 

才 

I 

力 

ス 



^ a 6 :フオーカスフレームの表示設定 （0 H P .249) 

ファインダー内に表示されるフオーカスフレームについて、次の設定び行えます。 

• 「マニュアル フオー カス時の 表示」により、マニュアルフオーカス時におけるファインダー 
内のフオーカスフレーム点灯を日 FF (点灯しない）にできます。 

• 「連写時の表示」により、連写時におけるファインダー内のフオーカスフレーム点灯を日 FF 
にでさます。 

• 「選択時の表示時間」により、フオーカスエリア選択時のフオーカスフレーム点灯時間を約 
0.2 秒または約1秒から選択でさます。 


^ a 7 :フオーカスエリアの選択を循環方式に（曲 P .2 己 1) 

マルチセレクターの押す位置を変えることなく反対側のフオーカスエ U アの選択び可能にな 
D ます。 


図 a 8 :縦位置 AF -0 N ボタン機能の B P .252) 

縦位置 AF 作動ボタン善には、押すことによってオートフォーカスを作動させる機能と、押 
しなびら縦位置サブコマンドダイヤルを回すことによってフォーカスエ U アを選択する機能 
びありますび、どちらか一方のみに制限することびでさます。また、オートフォーカスを作 
動させる機能の代わりに、 AE / AF □ックボタン®と同じ機能を割り当てることびできます。 
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才—トフォ—カス 

I® フォーカスモードセレクトダイヤルを S (シングル AF ヴーボ)、または C (コン 
i ティニュアス AF ヴーボ）にセットしてシャッターボタンを半巧しすると、オート 
P フォーカスでピント合わせを行うことびでさます。 

能 

を AF ェ U ァモード 

累苗 AF エ U アモードセレクトダイヤルで AF エ IJ アモー 
丄ドを切り換えると、 オー トフ ォー カス時に選択した 
ォフォー カ スエ IJ アだけでピントを合わせる〔 [] 〕（シン 
グル エ IJ ア AF モー ド)、またはすベての フォーカスエ 
ス IJ アを活用してピントを合わせる[与](ダイナミック 

AF モード)、選択したグループに含まれる複数のフォーカスエ U アのラち中央にある 
フォーカスエ U アを優先的に使用してピントを合わせる〔◊〕（グループダイナミック 
AF モード)、すべてのフォーカスエ U アのラち一番近い被写体にピントを合わせる 
H (至近優先ダイナミック AF モード）のいずれかを選択することびでさます。 


["af エリアモード i 上面表示ノ Gg レ 

内容 

い】] 

シングルエ U ア 
AF モード 


撮影者び選択した]つのフオーカスエ U アのみ1 
でピントを合わせるモードです。このモードは、1 
動さの少ない被写体に対して、選択したフオー 
カスエ U ア単独で正確にピントを合わせたい場 
合などに便利です。 


[] 


[【リ 

ダイナミック 
AF モード 


撮影者び選択した]つのフオーカスエ U アから 
ピントを合わせたい被写体び一時的にはずれた 
場合でを、他のフオーカスエ U アからのピント 
情報を利用してピントを合わせることびでさま 
す（ファインダー内のフオーカスエ U ア表示は 
変化しません)。このモードは、動いている被写 
体（特に不規則な動さをする被写体）を追い続け 
るとさなど、被写体をフオーカスエ U アに正確 
におえ続けることび困難な場合に便利です。 


+ + + 

+ +[+]+ + 
+ + + 
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AF エリアモード！上面表示パネル 


グループ 
ダイナミック AF 
モード 


卜 [+ い 


隣り合ラ複数のフオーカスエリアを組み合わせ、 
上下、左、ち、中央の5つのグループを構成し、 
撮影者びそのラちの]つのグループを選択してピ 
ント合わせを行います。選択されたグループの中 
央にあるフオーカスフエリア （[+]) でピントを 
合わせますび、被写体び一時的にはずれた場合で 
を、同じグループに含まれる他のフオーカスエリ 
アからのピント情報を利用してピントを合わせる 
ことびでさます。動さ回る被写体のおおよその位 
置び予測でさる場合などに便利です。 

• 各 グループに 含まれる フオーカスエ U アは次 
のとおりです。 


巧 

上 


卜 I 卜+1 [ +門 

左 中央ち 

し:]: lJ 


〔■〕 

至近優先 
ダイナミック 
AF モード 


すべてのフオーカスエ U アのうち、一番手前に 
ある被写体に重なっているフオーカスエ U アを 
使用して、自動的にピントを合わせるモードで 
す。いずれかのフオーカスエ U アにピントび合 
いますので、ピントのはずれた画像を避けるこ 
とびでさます。 

• 至近優先ダイナミック AF 時は、上面表示パネ 
ル、ファインダー内表示とをにフオーカスエ 
U アは表示されません。また、任意のフオー 
カスエ U アを選択することをでさません。 

• 望遠レンズ使用時および被写体の輝度び低い 
場合には、至近のフオーカスエ U アび選択さ 
れない場合びあります。その際にはシングル 
エ U ア AF モードのご使用をおすすめします。 



® 撮影機能の詳細—フォ—カス 
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0 ク□ップ高速 撮影 時のフォーカスエリアについて 

胃撮影メニューの「ク□ップ高速」（田 P . 日 0) を 「 ON 」 に設 
撮 定すると、11 力 所ある フォー カスエリアのうち、実際に 
B 撮影される範囲（ク□ップ高速参照エリア）より外側にあ 
^る2 力 所（左端およびち端）の フォー カスエ U アは使用で 
をきません。この場合、各 AF エリアモードで次のような制 

詳限びあります。 

細 

I 

フ 

才 



[af エリァモ—ド 

制限 

J 

い】] 

シングルエ U ア 
AF モード 

左端およびち端のフオーカスエ U アを選択でさません。 

E 【リ 

ダイナミック 
AF モード 

左端およびち端のフオーカスエ U アを選択でさません。また、被 
写体びク□ップ高速参照エ U アからはずれて左端またはち端の 
フオーカスエ U アに重なる位置に移動してを、ピントの追従を行 

1 .、ホサ A し 

一 ■ U、 \— / L/ (J 

• 上面表示パネルのフオーカスエ U ア表示に、左端、 

ち端のフオーカスエ U アは点なしません。 

广 + + + 1 
+ [+] + 

し + + + J 

[〇] 

グループ 
ダイナミック AF 
モード 

1いずれのフォーカスエ U アグループにを左端およびち端のフォー 
カスエ IJ アび含まれません。 

• 左やちのフォーカスエ U アグループを選 「/_ 1 
択した場合、グループに含まれるフォー lV J 
カスエ U アび図のようになります。 ~ t ~ 

r +1 1 
+ C+] ■ 

L + J 

ち 

〔■] 

至近優先 
ダイナミック 
AF モード 

左端およびち端のフオーカスエ U アを除く、9力所のフオーカス 
エ U アのラち、一番手前にある被写体に重なっているフオーカス 
エ IJ アを使用して、自動的にピントを合わせます。 

• 上面表示パネルのフオーカスエ IJ ア表示に、左端、 

ち端のフオーカスエ U アは点なしません。 

r + + + 1 
+ + + 

L + + + J 1 
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0 上面表示パネルの AF エリアモード表示について 

•い】](シングルエ U ア AF モード）、阳](ダイナミック AF モード）、 [◊] (グループダイナ IE 
ミック AF モード）の場合は、選択されているフオーカスエ U ア（またはグループ）によっ撮 
て、点灯するフオーカスエ U アの位置び異なります。表のイラストは中央のフオーカスエ g 
U アを選択した場合です。 P 

• [■■]( 至近優先ダイナミック AF モード）の場合は、実際にピントを合わせるフオーカスエ0 
U アは表示されません。 詳 

P マニュアルフオーカス時エリアモードについて ^ 

フオー カスモードび M (マニュアル フオー カス）の場合は、 AF エ U アモードび自動的に い]] 才 
(シングルエリア AF モード）になります。 I 

力 

^ a3 :グループダイナミック AF の設定（の P.244) ス 

グループダイナ三ック AF 時の、各グループに含まれるフオーカスエ U アの組み合わせを変更 
したり、グループ内で一番手前にある被写体に重なっているフオーカスエ U アでピントを合 
わせるように変更することびできます。 


P a 4 : AF □ツクオン（西 P .248) 

通常、被写体との距離び大さく変わった場合、一定時間経過してからこれに追従するよラフオー 
カス動作を行いますび、これを解除して、ただちに追従するよう変更することびできます。 



7 05 


0フォーカス機能の一覧表 ( AF - S ) 

mm 



撮 

影 

機 

フォー カスモード 

AF エ U ア 
モード 

能 

の 

詳 

細 


シングルエ IJ ア 
AF 


上面表の 
ノはル 



フォー カス 
エリアの選択 


手動 


フ 

才 

I 

力 

ス 


AF-S 


ダイナミック 

AF 


卜 [+ い 


手動 


グループ 

ダイナミック 

AF 


手動 

(グループ内の 
フオーカ スエ U アは 
中央に固定） 


至近優先 
ダイナミック 
AF 


自動 


PAF-S (シングル AF ヴーボ）について 

フオーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）のとさは、フオーカス優先となり、ピントび合つ 
ているとさのみシャッターびされます。 

图 a2 : AF-S モード時の優先条件（阻 P.244) 

フオーカスモードび S (シングル AF ヴーボ）のとさに、レ U —ズ優先でピントび合っていな 
くてもシャッターびきれるように変更できます。 
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ピント合わせの動作 

巧のような被写体に 
便利でず 

撮影者び選択したフオーカスエ U アのフレームだけを使用し 
てピントを合わせます。ピントび合うとシャッターボタンを 
半押ししている間はフオーカス□ックされます。 

静止被写体を撮影する場 
合など、一般的な撮影に 
便利です。 

撮影者び選択したフオーカスエ U アのフレームを使用して 
ピントを合わせます。ピントび合うとシャッターボタンを 
半押ししている間はフオーカス□ックされます。ただし、 
ピントび合う前に選択したフオーカスエ U アから被写体び 
はずれると、他のフオーカスエ U アからのピント情報を利 
用してピントを合わせます。 

静止被写体を撮影する場 
合など、一般的な撮影に 
便利です。 

撮影者び選択したグループに含まれるフオーカスエ U アの 
ラち、中央のフオーカスエ U アを使用してピントを合わせ 
ます。ピントび合うとフオーカス□ックされますび、ピン 
卜び合う前にグループ中央のフオーカスエ U アから被写体 
びはずれると、選択したグループに含まれる他のフオーカ 
スエ U アからのピント情報を利用してピントを合わせます。 

スナップ写真などで、ピ 
ント合わせはカメラまか 
せにして、構図を工夫し 
て撮影したい場合に便利 
です。 

すべてのフオーカスエ U アのうち、自動的にいちばん手前 
にある被写体に重なっているフオーカスエ U アを使用して 

スナップ写真などピント 
合わせをカメラまかせに 
して、気軽に撮影する場 
合に便利です。 

ピントを合わせます。ピントび合うとフオーカス□ックさ 
れますび、ピントび合う前にピントを合わせているフオー 
カスエ U アから被写体びはずれると、他のフオーカスエ U 
アからのピント情報を利用してピントを合わせます。 
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® 撮影機能の詳細—フォ—カス 












巧フォーカス機能の一覧表 CAF - C } 

画 


フオー カ スモー ド 


AF ェ U ア 


モード 


の 

詳 

細 

I 


シングル 
エ U ァ 
AF 


上お表の 
ノはル 



フォー カス 
エリアの選択 


手動 


フ 

才 


妾 


AF-C 


ダイナミック 

AF 


卜 [+ い 


手動 


グループ 

ダイナミック 

AF 


手動 

(グループ内の 
フ オー カス 
エリアは中央に固定) 


至近優先 
ダイナミック 
AF 


自動 


P AF-C (コンティニユアス AF ヴーボ）について 

フオーカスモードび C (コンティニユアス AF ヴーボ）のとさは、レ U —ズ優先となり、ピン 
卜び合っていなくてもシャッターびされます。 

图 al : AF-C モード時の優先条件の BP . 243) 

フオーカスモードび C (コンティニュアス AF ヴーボ）のとさに、連続撮影時にでさるだけピ 
ントび合ラよラに連続撮影速度を落としてフオーカス動作を行ったり、フオーカス優先でピ 
ントび合っているとさのみシヤッターびされるよラに変更でさます。 
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ピント合わせの動作 

巧のような被写体に 
便利でず 

撮影者び選択したフォーカスエ U アのフレームだけを使 
用してピントを合わせます。ピントび合ってをフォーカス 
□ックされず、シャッターをさるまでピントを合わせ続け 
On 9 〇 

モータースポーツや陸 
上競技などで、 ] つの 
フオーカスエ U アでとら 
え続ける場合に便利です。 

撮影者び選択したフォーカスエ U アのフレームを使用して 
ピントを合わせます。ピントび合ってをフォーカス□ック 
されません。選択したフォーカスエ U アから被写体びはず 
れると、他のフォーカスエ U アからのピント情報を利用し 
てピントを合わせます。 

被写体の動さを予想しづ 
ら<、 ] つのフオーカスエ 
リアでとらえ続けること 
び困難な場合に便利です。 

撮影者び選択したグループに含まれるフォーカスエ U アの 
ラち、中央のフォーカスエ U アを使用してピントを合わせ 
ます。ピントび合ってをフォーカス□ックされません。グ 
ループ中央のフォーカスエ U アから被写体びはずれると、 
選択したグループに含まれる他のフォーカスエ U アからの 
ピント情報を利用してピントを合わせます。 

動さの激しい被写体を、 
ピント合わせはカメラま 
かせにして、構図を工夫 
して撮影したい場合に便 
利です。 

すべてのフォーカスエ U アのうち、自動的にいちばん手前 
にある被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用して 

動さのある被写体を、ピ 
ント合わせはカメラまか 
せにして、気軽に撮影す 
る場合に便利です。 

ピントを合わせます。ピントび合ってをフォーカス□ック 
されません。ピントを合わせているフォーカスエ U アから 
被写体びはずれると、他のフォーカスエ IJ アからのピント 
情報を利用してピントを合わせます。 
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® 撮影機能の詳細—フォ—カス 












フオーカス□ック撮影 

EH オートフオーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物や物など）びいずれの 
§ フオーカスエ U アからもはずれる構図の場合に使用します。また、オートフオー 
i カスび苦手な被写体 （0 B P.112) にも有効です。操作手順はシングル AF ヴーボ 
旨 I (AF-S) とコンティニュアス AF ヴーボ (AF-C) で異なります。 



1 ピントを合わせたい被写体にフ オーカ スエ U 
アを重ね、シャッターボタンを半巧しします。 
•ピントび合うと、ピント表示•び点好しま 
す。 


ぶ 


2ピント表示♦び点灯したら、フオーカス□ッ 
クを行います。 



シングル AF サーボ ( AF - S ) の場合 

シャッターボタンを半押ししたままにすると、 
ピントびそのまま固定（フオーカス□ック）され 
ます。 

• AE/AF □ックボタン®を巧してフオーカ 
ス□ックを行うことをでさます。次のコン 
テイニュアス AF ヴーボ (AF-C) の場合をご 
覧ください。 


1 W 

























コンティニュアス AF サーボ ( AF - C ) の場合 

シャッターボタンを半押ししたまま、 AE/AF 
□ックボタン®を押すと、ピントびそのまま 
固定（フオーカス□ック）されます。 

•シャッターボタンから指を離しても、 AE/AF 
□ックボタン®を押している間はフオー 
カス□ックされます。また、 AE □ック（田 
P .128) も同時に行われます。 


3フオーカス□ックを行ったまま、構図を決めて 
撮影します。 


画 

撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 

フ 

才 

I 

力 

ス 


•フォーカス□ック後は、主要被写体との撮影 
距離を変えないでください。 


• シャッターボタンの半押しでフオーカス 
□ックした場合は、シャッターをさった後 
ち)シャッターボタンを半押ししたまま再度 
シャッターボタンを押し込めば、ピントを固 
定したまま繰り返し撮影でさます。 AE/AF 
□ックボタン®で フオー カス□ックした場 
合は、 AE / AF □ックボタン敬を押したま 
ま再度シャッターボタンを押せば、ピントを 
固定したまま繰り返し撮影でさます。 



•ピントび固定された後に被写体び動いた（撮 
影距離び変化した）場合は、いったんシャッ 
ターボタンや AE / AF □ックボタン®から 
指を離し、フォーカス□ックを解除してから 
ピントを合わせ直してください。 


図 C 2 : AE/AF □ックボタンの機能 （田 P .261) 

AE / AF □ックボタン®を押したときに、 AF □ックだけ行われるように変更できます。 
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才ートフオーカスの苦手な被写体について 

次のような被写体では、オートフ オー カスによるピント合わせびでさないことび 
あります。このよラな場合は、 フオー カスモードを M (マニュアルフオー カス； 
as P . 1 13) に切り換えてピントを合わせるか、 フオー カス□ック（阻 P . 1 ] 日) 
を利用しておおよそ同じ距離の被写体にピントを合わせ、そのまま構図を元に戻 
して撮影してください。 

明暗差びはっさりしない場合 
(白壁や背景と同色の服をきている人物など） 




義 -、 


V ^ 

1 

1 

" 1 

葦、 


お 



フォーカスエリア内に遠いものと近いものび混在する被写体 
(オリの中の動物や木の前の人物など） 


連続した繰り返しパターンの被写体 
(ビルの窓など） 



フオーカスエリア内の被写体の輝度差び著しく異なる場合 
(太陽び背景に入った日陰の人物など） 


フォーカスエリアに巧してま要被写体び小さい場台 
(フォーカスエリア内に違くの建物と近くの人物び湿在する 
被写体など） 

絵柄びこまかな場合 

(一面の花畑など、被写体がルさいか、明暗差び少ない被写 
体など） 


gj スピードライトのアクティブ補助光について 

被写体び暗い場合、アクティブ補助光を備えた別売のスピードライトを装着することにより、 
オートフォーカスによるピント合わせび行いやすくなります。 
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一撮影機能の詳細—フォ—カス 

















































マニュアルフォーカス 

マニュアルフォーカス（手動）によるピント合わせ 

フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすると、マニュアルフォーカス 

(手動）でピント合わせび行えます。 

• フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュ 
アル）にセットし、レンズの距離 U ングを回して、 

ファインダースクリーンのマット面の像びはつ 
さり見えるように合わせます。ピント表示♦の点 
な•消灯にかかわらず、シャッターをさることび 
でさます。オートフォーカスび苦手な被写体 （0 B 
P.112) を撮影するとさや、 AF ニッコール外 
のレンズ装着時にご使用ください。 

• A-M 切り換えち式のレンズを装着して、 マニ ュ 
アルフォーカスでピントを合わせる場合は、レン 
ズ側ち M にしてください。また、 M/A (マニ ュ 
アル優先オートフォーカス）モード機能を搭載 
しているレンズを装着する場合は、レンズ側は 
M/A または M のどちらにセットしてちフォーカ 
スび巧能です。詳細はご使用になる各レンズの使 
用説明書をご覽ください。 
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P 距離基準マークについて 

距離基準マークは撮影距離の基準となるマークで、カメラ 
内の撮像面の位置を示します。マニュアルフォーカスや接 
写などでカメラから被写体までの距離を実測する場合、こ 
のマークび基準となります。レンズ取り付け面（レンズマウ 
ント）から撮像面までの寸法（フランジバック）は4目.己 mm 
です。 
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フオーカスエイドによるピント合わせ 

I ® フオーカスモードセレクトダイヤルを M (マニ ユア 
胃ル）にセットしたとき、開放絞りび f / 己. 61 U 上の明 
i るいレンズを装着すると、ファインダー内のピント 
I 表示♦によって合焦状態を確認でさる「フオーカス 
i エイドによるピント合わせ」び行えます。 

を P • シャッターボタンを半押しして、半押しタイマー 
y び作動中にレンズの距離 U ングを回し、ピントを 

J 合わせたい物を選択しているフオーカスエ U ア 

ふ を重ねて、ピント表示参を点打させます。シャッ 

人 ターは、いつでちさることびでさます。また、い 
ずれのフオーカスエ U アを選択してもフオーカ 
スエイドび行えます （SB P .1 日日)。 
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測光-露出 


測光モード 

測光モードダイヤル□ックボタンを巧しなびら、測 
光モードダイヤルを切り換えることにより、3つの 
測光モードから、被写体の光の状況に最適な測光 
モードを選択することびでさます。 

• 各測光モードをセットすると、ファインダー内 
に測光モード表示び表示されます。 

• 装着レンズによっては使用でさない測光モード' 
びあります （as P.328)。 


1測光モード 

内容 1 

固 

3D-RGB 
マルチパターン 
測光II 

RGB 

マルチパターン 
測光II 

RGB 

マルチパターン 
測光 

このカメラは]日日已分割 RG 目センサーを採用しています。 

1日日已分割 RG 目センサーから得られた画面全域のさまざまな 
情報を分類して露出を決定する r3D-RG 目マルチパターン測 
光II」び可能です。特に明るい色（白や黄色）の被写体や、暗い 
色（黒や濃い緑色）の被写体び画面全体を大さく占めているよ 
うな場合に威力を発揮し、目で見た感じにより近く再現しま 
す。また、 G または D タイプ外の CPU レンズ装着時は 「RGB 
マルチパターン測光II」、撮影メニューの 「レンズ情報手動 設定」 
(の P.174) でレンズの焦点距離と開放絞り値を設定した非 CPU 
レンズ装着時は 「RG 目マルチパターン測光」となります。 

•AE □ック （田 P.128) や露出補正 （の P.131) を行うときは、 
中央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。 

回 

中央部重点測光 

ファインダー中央部（直径 0 8mm の内側）を重点的に測光して露 
出値を決定しますので、ファインダー内の0 8mm の円を参考に測 
光範囲を決定してください。 

の 

スポット測光 

r スポット測光」はフオーカスエ U アに重なるを 3mm 相当（全画面 
の約2%)を部分的に測光して露出値を決定します。逆光時やコン 
トラストの差び激しいとさなど、フオーカスエ U ア相当の狭い範囲 
での露出を基準にして撮影したい場合に適しています。 

•測光エ IJ アは、選択されているフオーカスエ IJ アに連動するた 
め、撮影したい構図のまま、マルチセレクターを操作して測光エ 

U アを変えることびできます。ただし、非 CPU レンズ使用時は、 
常に中央のフオーカスエ U アに相当する部分を測光します。 

•至近優先ダイナミック AF モード時 （田 P.1 日 2) は、中央の 
フオーカスエ U アに相当する部分を測光します。 

•グループダイナミック AF モード時 （SEP. 102) は、選択したグ 
ループの中央のフオーカスエ IJ アに相当する部分を測光します。 
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0 非 CPU レンズ装着時の測光モードについて 

M • 非 CPU レンズ装着時に測光モードを「中央部重点測光」または「スポット測光」に設定し 
撮 ている場合、撮影メニューの「レンズ情報手動設定」（田 P .174) で焦点距離と開放絞り 
B 値を設定すると、測光の精度び向上します。 

P • 非 CPU レンズ装着時に撮影メニューの「レンズ情報手動設定」（田 P .174) で焦点距離と 
© 開放絞り値を設定しない場合は、マルチパターン測光を選択しても自動的に中央部重点測 
1¥ 光に切り替わります。 

細 

P 露出倍数のかかるフィルターの使用について 

光露出倍数のかかるフィルター(田 P .334) を使用する場合、 3 D-RG 日マルチパターン測光 II 、 
^ RG 目マルチノくターン測光 II 、または RGB マルチノくターン測光の効果び得られない場合びあり 
g ますので、測光モードを中央部重点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。 

図 の節囲の B P .257) 

中央部重点測光時の測光範囲の直径を 0 目 mm、0 8 mm 、 0 1 0 mm 、 0 1 3 mm 、 または画 
面全体の平均のいずれかに変更でさます。 

图 b 7 :基準露出レベルの調節 （as P .258) 

適正露出の基準を測光モードごとに明るめまたは暗めに調節することびでさます。1/目段ス 
テップで、±1段の範囲で設定でさます。 OIU 外に設定してち、露出補正マーク因は表示さ 
れませんのでごを意 < ださい。 
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露出モード 

このカメラには 、 P (プ□グラムオート)、5 (シャッター優先才ート )、 FI (絞り優国! 
先オート)、(マニュアル）の 4 つの露出モードびあります。 酶 

P ： プ□グラムォート 靈 

プ□グラムオート時は、プ□グラム線図 （SB P. 11 9) にしたびって、シャッター空 
スピードと絞りび自動的に制御され、適正露出び得られます。プ□グラムオート li 
は、スナップ撮影など迅速な対応び必要な撮影に適しています。プ□グラムシフ ：^ IJ 
卜、 オートブラ ケ ティング （田 P. 132)、 露出 補正（曲 P. 131) などを併用する 劣 
と、より高度な撮影び楽しめます。 4 

• プ□グラムオートは CPU レンズ装着時のみ撮影でさます。 出 



1 露出モードボタン^を押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回し、上面表示パネルに P 
を表示させます。 


2構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 



gj 被写界深度のプレビュー 

プレビューボタンを押し続けると、露出モードび P (プ□グ 
ラムオート）、5 (シャッター優先オート）のとさは制御され 
る絞りまで、露出モードび FI (絞り優先オート)、 (マニ ュ 
アル）のとさはセットしてある絞りまで、レンズの絞り羽根 
び絞り込まれます。この状態でファインダーをのぞくと、そ 
のとさの絞りのおおよその被写界深度（ピントの合ラ前後 
の範囲）び確認できます。ニコンスピードライト SB -8 日日、 

SB -60 日使用時は、モデ U ング発光び行われます。 

Pe 4： プレビューボタンでのモデリング発光（田 P .271) 

ニコンスピードライト SB - 800、 SB - 目00装着時にモデ U ング発光を行わないようにするには、 
カスタムセッティング目4 「モデリング発光」 を 「 OFF 」 に設定してください。 
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0 レンズの絞りリングについて 

^ CPU レンズ （G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
撮 い場合、上面表示パネルとファインダー内下表示に 巧 E び点滅し、シャッターびされません。 

i 因非 CPU レンズを取り付けた場合 

^非 CPU レンズを装着した場合、露出モードを自動的に fi (絞り優先オート）に切り換えて制 
言羊御します。この場合、上面表示パネルの P び点滅して警告し、ファインダー内下表示に A び 
を P 点灯します。撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」（の P.174) でレンズの開放絞り値を設 
：ilj 定した場合は、上面表示パネルとファインダー内下表示に絞り値び表示されます。この場合、 
光 絞り U ングによる中間絞りの設定は可能ですび、表示は1段単位になります。開放絞り値を 
^設定しない場合は上面表示ノくネルとファインダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示 
S ( JFs 開放絞りは^ FO) となりますので、絞りのセットと確認は、レンズの絞りリングで行っ 
て < ださい。 

gS プ□グラムシフトについて 

プ□グラムオートで撮影中にメインコマンドダイヤルを回す 
と、露出を一定にしたままシャッタースピードと絞りの組み 
合わせを変えることびでさます。この機能により、プ□グラ 
ムオートにセットしたままシャッター優先オートや、絞り優 
先オートのよラな使い方びでさます。プ□グラムシフト中は 
上面表示パネルにプ□グラムシフトマーク木び点灯します。 

解除する場合は、プ□グラムシフトマーク木び消灯するまで 
メインコマンドダイヤルを回す、他の露出モードに切り換え 
る、電源スイッチを日 Fn こする、カスタムセッティング b3 
「露出設定ステップ幅」（田 P .2 日日）の設定を変更する、ツー 
ボタン U セット （SB P.181) のいずれかを行います。 

図 bl :感度の自動制御 （ 田 P.253) 

P (プ□グラムオート）で 「感度自動制御」 を 「ON」 にすると、設定している撮像感度でカメ 
ラの露出制御範囲を超えた場合に、に日100〜に日800の範囲内で自動的に撮像感度を変 
要して、適正露出を得る（ちしくは適正露出に近づける）ことびでさます。ただし、増感時 
(トリ- 《または トリ タ設定時）は、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「ON」 に設 
定できません。また、 「感度自動制御」 び rONJ の場合は増感 （トリ-, < または トリ-?) をセット 
でさません。感度自動制御び機能して撮像感度び変更されている場合は、背面表示パネルで 
旧 0-AUT0 び、ファインダー内ち表示で旧 0-A び点滅します。感度び上びった場合、通常 
の感度で撮影した場合と比較して、画像び多少ヴラつくことびあります。なお、スピードラ 
イト使用時には、感度自動制御は機能せず、設定撮影感度での撮影となります。 
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0 露出警告表示について 

次の警告びファインダー内下表示や上面表示パネルに点灯した場合は、被写体び明るすざた 
り暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

卜《《：被写体び明るすざます。別売の ND (光量調節用）フィルターをご使用ください。また、 
撮像感度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

しご：被写体び暗すざます。別売のスピードライトを使用してください。また、撮像感度 （ ISO ) 
び低く設定されている場合は、高く設定してください。 

gs プ□グラム線図について 

プ□グラム線図はプ□グラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたちのです。 


IS 日100、開放絞り f 1.4 •最ル絞り f /1 6のレンズ 
(例： AF 已 0 mm f /1.4 D ) の場合 

測光範囲 ： EV 0 - 20 

、夕^ >ク乐，、9/、 中ろ ^ <3 <〇 A をみみみ み 
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(シャッタースピード） 

測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

マルチパターン測光では、に日100の場合1が/3を超える EV 値では、すべて1が/3とし 
て制御されます。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 
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/コ：シャッター優巧才ート 

撮影者び好みのシャッタースピード （3 日秒〜]/8日日日秒）をセットすると、力 
メラび自動的に絞りを決定します。スポーツシーンの撮影など被写体の動さを速 
いシャッタースピードで写し止める、または遅いシャッタースピードで強調する 
など、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

• シャッター優先オートは CPU レンズ装着時のみ撮影び行えます。 

1 露出モードボタン^を押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回し、上面表示パネルに5 
を表示させます。 



EMM 



□ 

[] 

REM 

バ•-《（《)' 


つメインコマンドダイヤルで好み 
のシャッタースピード （3 日秒〜 
1/8日日日秒、）をセツトします。 


^構図を決め、ピントを合わせて撮影します 。 J 

13 bu i b び点滅した場台について 

露出モードを/ 1 (マニュアル）にして と , L, Lb にセットした後、 bu Lb を解除しないで 5 
(シャッター優先オート）にセットすると、 buLb 表示び点滅してシャッターはされません。 
5 で撮影する場合はメインコマンドダイヤルを回して bu Lb じ(外のシャッタースピードに 
セットして<ださい。 

0長時間露出の画像について 

シャッタースピードを長秒時（約1/2秒より低速）にセットして撮影した場合は、ノイズび 
発生し、多少ヴラついた画像となる場合びあります。高温時にはヴラつさの傾向び強くなり、 
色ムラび発生することびあります。 

E レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
い場合、上面表示パネルとファインダー内下表示に巧 f び点滅し、シャッターびされません。 

0シャッタースピードの□ックについて 

セットしたシャッタースピードは□ックでさます （SB P .127)。 
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^撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 



























0 非 CPU レンズを取り付けた場合 

非 CPU レンズを装着した場合、露出モードを自動的に/こ!（絞り優先オート）に切り換えて制御 
します。この場合、上面表示パネルの 5 び点滅して警告し、ファインダー内下表示に A び点打撮 
します。撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」（田 P .174) でレンズの開放絞り値を設定した 影 
場合は、上面表示パネルとファインダー内下表示に絞り値び表示されます。この場合、絞り U ン! 

グによる中間絞りの設定は可能ですび、表示は]段単位になります。開放絞り値を設定しない場^ 

合は上面表示パネルとファインダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示 （^ F 、 開放絞りは言羊 
JFG ) となりますので、絞りのセットと確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 細 

0露出警告表示について I 

次の警告びファインダー内下表示や上面表示パネルに点灯した場合は、被写体び明るすざた- 
り 暗すざたり して、カメラの制御範囲を超えています。 ^ 

卜《《： 被写体び明るすざます。シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告表出 
示び消えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してください。また、 

撮像感度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

Lo : 被写体び暗すざます。シャッタースピードをより低速側にセットし、それでち警告表示 
び消えない場合は別売のスピードライトを使用してください。また、撮像感度 （ ISO ) び 
低く設定されている場合は、高く設定してください。 

圍長秒時ノイズ除去 （ 曲 P .232) 

撮影メニューの 「長秒時ノイズ除去」 を 「 ON 」 に設定すると、シャッタースピードを長秒時（約 

1/2秒より低速）にセットして撮影を行った場合に、撮影画面に生じるノイズを低減するこ ■ 

とびでさます。 

図 bl :感度の自動制御の B P .253) 

S (シャッター優先オート）で 「感度自動制御」 を 「 ON 」 にすると、設定している撮像感度で 
カメラの露出制御範囲を超えた場合に、に日100〜に日800の範囲内で自動的に撮像感度を 
変更して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびできます。ただし、増感時 
(hlf - ； または トリタ 設定時）は、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を「01\1」に設 
定できません。また、 「感度自動制御」 び roNj の場合は増感 （トリ-《 または トリぶ をセット 
でさません。感度自動制御び機能して撮像感度び変更されている場合は、背面表示パネルで 
旧 0-AUT0 び、ファインダー内ち表示で旧 0-A び点滅します。感度び上びった場合、通常 
の感度で撮影した場合と比較して、画像び多少ヴラつくことびあります。なお、スピードラ 
イト使用時には、感度自動制御は機能せず、設定撮影感度での撮影となります。 

^ b 3： 露出値の設定のステップ幅 （0 B P .255) 

上面表示パネルとファインダー内下表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を1/2段または1段に変更できます。 

図巧 :コマンドダイヤルの設定（の P .280) 

「メインとサブの 入れ換え」により、サブコマンドダイヤルでシャッタースピードをセットす 
るよラに変更でさます。 
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/ こ I : 絞り優先才ート 

撮影者び絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットすると、カメラび自動的にシャッター 
スピードを制御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなど、被写界深 
度（ピントの合ラ前後の範囲）を優先した撮影に最適です。また、スピードライト 
撮影時には、絞りを変えることにより調光範囲の変更を行えます （as P . 144)。 



つサブコマンドダイヤルで巧みの絞 
"り（最ル絞り〜開放絞り）をセット 
します。 

•セットでさる最ル絞り、開放絞 
りはレンズの種類によって異な 
ります。 


3 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


E レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
い場合、上面表示パネルとファインダー内表示に 巧, 5び点滅し、シャッターびされません。 

0非 CPU レンズを取 D 付けた場台 

非 CPU レンズを装着して撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （巧 P .174) でレンズの開 
放絞り値を設定した場合は、上面表示パネルとファインダー内下表示に絞り値び表示されま 
す。絞りのセットは、レンズの絞り U ングで行ってください。この場合、絞り U ングによる 
中間絞りの設定は可能ですび、表示は1段単位になります。 

• 開放絞り値を設定しない場合は、上面表示パネルとファイ 
ンダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示開 
放絞りは ^ FC ) となりますので、絞りのセットと確認は、 

レンズの絞り U ングで行つてください。 


露出モードボタン誦 aa を押しなびらメインコ 
マンドダイヤルを回し、上面表示パネルに/] 
を表示させます。 


/] 巧 Q レを 

□ 

REM 化の ! 

!_【】」 •‘] 


^撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 
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0 露出警告表示について 

次の警告びファインダー内下表示や上面表示パネルに点灯した場合は、被写体び明るすざた!^ 
り暗すざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 撮 

卜《《：被写体び明るすざます。より大さな数値の絞りにセットして、それでも警告表示び消え I 
ない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してください。また、撮像感 g 
度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 0 

Lo : 被写体び暗すざます。よりルさい数値の絞りにセットして、それでち警告表示び消えな!! 
い場合は別売のスピードライトを使用してください。また、撮像感度り SO ) び低く設7 
定されている場合は、高く設定してください。 

回絞り値の□ックについて 

セットした絞り値は□ックできます （曲 P .127)。 

図 bl :感度の自動制御 （ の P .253) 


I 


露 

出 


巧（絞り優先才ート）で 「感度自動制御」 を「01\1」にすると、設定している撮像感度でカメ 
ラの露出制御範囲を超えた場合に、旧日100〜に日800の範囲内で自動的に撮像感度を変 
要して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびでさます。ただし、増感時 
(トリ-, < または 卜む夕 設定時）は、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「 ON 」 に設 
定できません。また、 「感度自動制御」 び rONJ の場合は増感 （卜む叫 または トリぶ をセット 
でさません。感度自動制御び機能して撮像感度び変更されている場合は、背面表示パネルで 
旧 0- AUT 0 び、ファインダー内ち表示で 旧 0- A び点滅します。感度び上びった場合、通常 
の感度で撮影した場合と比較して、画像び多少ヴラつくことびあります。なお、スピードラ 
イト使用時には、感度自動制御は機能せず、設定撮影感度での撮影となります。 



^ b 3： 露出値の設定のステップ幅（阻 P .255) 

上面表示パネルとファインダー内下表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を1/2段または1段に変更できます。 

図巧 :コマンドダイヤルの設定 （SB P .280) 

「メインとサブの入れ換え」 および 「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 により、メインコマ 
ンドダイヤルまたはレンズの絞り U ングで絞りをセットでさます。ただし、 「サブコマンドダ 
イヤルでの絞値設定」 の設定にかかわらず、絞り U ングのないレンズ （ G タイプレンズ）を装 
着している場合はコマンドダイヤルで、非 CPU レンズを装着している場合はレンズの絞り U 
ングで絞りをセツトします。 
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M ： マニュアル 

シャッタースピード ( bulb および 3 日砂〜 1/8 日日日秒）と絞り（最ル絞り〜開 
放絞り）を、撮影者び自由にセットでさるので、上面表示パネルまたはファイン 
ダー内下表示の露出インジケータを見なびら、撮影状況や目的に合わせた露出決 
定びでさます。長時間露出（バルブ）もこのモードでセットします。 

1 露出モードボタン 竭日 sa を押しなびらメインコ f 
マンドダイヤルを回し、上面表示パネルに 
を表示させます。 


露 

出 



P 露出インジケータ（次ぺ- 
絞りをセツトします。 


-ジ参照）を確認しなびら、シヤツタースピードと 



n だ•。 曲 I ): 

P-U . ■...... 二 - •) 

!【]」 i]i 


シャッタースピード ( bulb および 3 日砂〜]/ 8 日日日砂）はメインコマ 
ンドダイヤルでセットし、絞り（最小絞り〜開放絞り）はサブコマンドダ 
イヤルでセツトします（どちらび先でもかまいません)。 


• シャッタースピードを tiLi Lb にセットしてシャッターボタンを巧し続ける 
と、シャッターび開いたままとなる長時間露出（バルブ）撮影となります。 


^構図を決め、ピントを合わせて撮影します 。 J 

P レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
い場合、上面表示パネルとファインダー内表示に 巧 f び点滅し、シャッターびされません。 

P 長時間露出（バルブ）について 

シャッ タ— スピ— ドを と, l , L と, にセットして シャッ ターボタンを押し続けると、 シャッ タ- 
び開いたままとなる長時間露出 （バルで 撮影となります。 ただし、シャッタースピードを長 
秒時（約1/2秒よりも低速）にセットして撮影を行った場合は、ノイズび発生し、多少ヴラ 
ついた画像になります。このノイズは撮影メニューの 「長秒時ノイズ除去」 （SB P .232) によ 
り低減することびでさます。長時間露出を行ラ場合は、残容量び充分にあるバッテ U —をご 
使用ください。 
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0 非 CPU レンズを取り付けた場合 

非 CPU レンズを装着して撮影メニユーの「レンズ情報手動設定」（西 P .174) でレンズの開 
放絞り値を設定した場合は、上面表示ノくネルとファインダー内下表示に絞り値び表示されま 
す。絞りのセットは、レンズの絞り U ングで行ってください。この場合、絞り U ングによる 
中間絞りの設定は可能ですび、表示は1段単位になります。 

• 開放絞り値を設定しない場合は、上面表示パネルとファイ 
ンダー内の絞り値表示び開放からの絞り段数表示 （^ F 、 開 
放絞りは jjFtj ) となりますので、絞りのセットと確認は、 

レンズの絞り U ングで行ってください。 

0露出インジケータについて 

長時間露出（バルスを除いて、撮影者びセットしたシャッタースピードと絞り値の組み合わ 
せによる露出値と、カメラび測光した露出値との差び表示されます。上面表示パネルおよび 
フアインダー内下表示の露出インジケータの見方は次のとおりです。 


■け だ • o f 加 1 

口 + . i .?. -4 

REM I 

L。」"J 



撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 


I 


露 

出 


1 露出値のステップび 

1/3 段の場合 

露出値のステップび 

1/2 段の場合 

露出値のステップび r 

1 段の場合 1 

適正露出の場合 

適正露出の場合 

適正露出の場合 U 

(上面表示パネル） 

■1- •■■ 書 ♦ 国 ** ■ — 

(上面表示パネル） 

■1- •■■■♦ 国 ** ■ — 

(上面表示パネル） 1 

1 

(ファインダー内下表示） 

+■ . 9 .■- 

1 

(ファインダー内下表示） 

+■■■?■■■■ 

(ファインダー内下表示）1 

+0 

1/3段アンダーの場合 

]/2段アンダーの場合 

1段アンダーの場合 y 

(上面表示パネル） 

■1 . hi . 

(上面表示パネル） 

1 liii 

(上面表示パネル）1 

. Tmiii . 1 

(ファインダー内下表示） 

(ファインダー内下表示） 

(ファインダー内下表示 ） n 

y 

3段似上才ーバーの場合 

3段似上才ーバーの場合 

3段上才ーバーの場合1 

(上面表示パネル） 

■1- ■■■! 聰 — 

^lllllllllllllllllll 

(上面表示パネル） 

■1- — 
^lllllllllllllllllll 

(上面表示パネル） 1 

^lllllllllllllllllll 

(ファインダー内下表示 X ’） 

(ファインダー内下表示） 

(ファインダー内下表示 ） y 

* iiiii 1? …- 1 


※露出値のステップび1/3段の場合、2段し:^上オーバーで、ファインダー内下表示の露出イ 
ンジケータびこの表示になります。 

• 光量びカメラの測光範囲を超えると、露出インジケータび点滅して警告します。 


125 


































g 長時間露出時の電源について 

^シャッタースピードを buLb にセットして長時間露出撮影する場合は、撮影中のバッテ 
撮リー切れを防ぐため、電源としてフル充電した Li-ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 
f| または AC アダプタ EH- 目（別売）のご使用をおすすめします。 

I 因 AF マイク□レンズ装着時の露出倍数について 

言羊 AF マイク□レンズをカメラに装着して、外部露出計の測光値を参考に絞りをサブコマンドダ 
を P イヤルでセットする場合、露出倍数を考慮するぶ、要はありません。レンズの絞り U ングでセッ 
：ilj 卜する場合だけ、露出倍数を考慮した補正びぶ、要になります。 

光圓長秒時ノイズ除去 （ の P .232) 

^撮影メニューの 「長秒時ノイズ除去」 を 「ON」 に設定すると、シャッタースピードを長秒時（約 
&1/2秒より低速）にセットして撮影を行った場合に、撮影画面に生じるノイズを低減するこ 
とびでさます。 

図 bl :感度の自動制御 （ 田 P .253) 

け （マニュアル）で 「感度自動制御」 を 「ON」 にすると、セットした シャッ タースピード、絞 
り値で適正露出び得られない場合に、に日100〜旧日800の範囲内で自動的に撮像感度を 
変更して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびできます。ただし、増感時 
(トリ-,* または トリ タ設定時）は、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「ON」 に設 
定できません。また、 「感度自動制御」 び 「ON」 の場合は増感诚 - 《 または トリ-?) をセット 
でさません。感度自動制御び機能して、撮像感度び変更されている場合は、背面表示パネル 
で 旧 0-AUT0 び、ファインダー内ち表示で ISO-A び点滅します。感度自動制御び機能して 
ち適正露出び得られない場合は、適正露出とのズレの量び露出インジケータに表示されます。 
感度び上びった場合、通常の感度で撮影した場合と比較して、画像び多少ヴラつくことびあ 
ります。なお、スピードライト使用時には、感度自動制御は機能せず、設定撮影感度での撮 
影となります。 

M (マニュアル）で 「感度自動制御」 を 「ON」 にした場合、上述のように適正露出び得られる 
ように撮像感度を変更します。さらに AE ブラケティングを設定した場合は感度自動制御は機 
能せず、設定された撮像感度を基準にして、撮像感度び補正ステップ分変化します。 

图 b 3 :露出値の設定のステップ幅（田 P .2 日己） 

上面表示パネルとファインダー内下表示に表示されるシャッタースピードと絞りのステップ 
を1/2段または1段に変更でさます。 

图巧 :コマンドダイヤルの設定（の P .280) 

「メインとサブの入れ換え」 および 「サブコマンドダイヤルでの絞値設定」 により、メインコマンドダ 
イヤルまたはレンズの絞り U ングで絞りをセットできます。ただし、 「サブコマンドダイヤルでの絞値 
設定」 の設定にかかわらず、絞り U ングのないレンズ （G タイプレンズ）を装着している場合はコマン 
ドダイヤルで、非 CPU レンズを装着している場合はレンズの絞りリングで絞りをセツトします。 
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シャッ タースピー ドと絞りのロック 

5 (シャッター優先オート）ではシャッタースピードを、/](絞り優先オート）では 
絞りを、/"!(マニュアル）ではシャッタースピードと絞りの□ックを行うことびで 
さます。 

• P (プ□グラムオート）では使用できません。 

シトッター スピードのロック 

コマンド□ックボタン巧を巧しなびらメインコマンドダイヤルを回し、上面表 
示パネルとファインダー内下表示にシャッタースピード□ックマーク田を表示 
させます。 



• 解除する場合は、コマンド□ックボタン巧を押しなびらメインコマンド 
ダイヤルを回し、シャッタースピード□ックマーク田を消します。 

絞りのロック 

コマンド□ックボタン巧を押しなびらサブコマンドダイヤルを回し、上面表示 
ノくネルとフアインダー内下表示に絞り □ ックマーク田を表示させます。 



• 解除する場合は、コマンド□ックボタン巧を押しなびらサブコマンドダ 
イヤルを回し、絞り□ックマーク田を消します。 


□ 

I I REM 喧匈 

レ]」 パ •-《〔 •'] 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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AE □ック撮影 

AE □ック撮影は、撮影画面内の特に露出を合わせたい部分をスポット測光など 
により測光し、 AE/AF □ックボタン峨を押してその露出をカメラに記憶させた 
まま、構図を変えて撮影するち法です。露出を合わせたい部分とその周囲とで、 
著しく明るさび異なる場合などに便利です。露出モードは/"I (マニュアル）外 
にセツトしてください。 



1測光モードをスポット測光または中央部重点 f 
測光にセットします。 

• マルチパターン測光は充分な AE □ックの効 
果び期待でさないため、おすすめでさません。 


1 _ _ 


图 cl :シャツターボタン半巧しによる AE □ツク （ aBP .2 巨 0) 

通常は AE/AF □ツクボタン®を押した場合に AE □ツクび行われますび、シャツターボタ 
ンを半押ししたとさに AE □ ツクび行われるよラに変更でさます。 

图 c2 : AE/AF □ツクボタンの機能（田 P.261) 

AE/AF □ツクボタン雜を押した場合に、 AE □ツクだけ行われるように変更できます。ま 
た、 AE/AF □ツクボタン®を押すと、指を離しても AE □ツクの状態び保持され、シャツ 
ターをきる、または半押しタイマーのオフで解除されるように変更でさます。 
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^撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 












2 露出を合わせたい部分にフオーカスエ u アを 
重ねてシャッターボタンを半押ししたまま、 
AE/AF □ックボタン棘を巧して、ピント表 
示参の点灯を確認します。 

• AE/AF □ックボタン峨を押している間は、 
測光モードに応じた部分の露出び記憶（□ッ 
ク）され、構図を変えても露出は変わりませ 
ん（ファインダー内下表示に AE □ック表示 
AE 丄び点灯します)。 

• スポット測光で、測光エ U アとフオーカスエ 
U アび連動する場合（田 P.1] 己）は、選択 
しているフオーカスエ U アを重ねた部分の露 
出び記憶されます。 

•中央部重点測光にセットした場合は、ファイ 
ンダー中央部 （0 8mm の内側）を重点的に 
測光した露出び記憶されます。 

•フオーカスモードびシングル AF ヴーボ 
(AF-S) または コンティニュアス AF ヴーボ 
(AF-C) の場合、フオーカス□ックも同時に 
行われます ので、ピント 表示 参の 点灯 も 確認 
してください。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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3 AE / AF □ックボタン雜を押したまま、構図 
を決めて撮影します。 


0シャツタースピー ドと絞り値の変更 

AE/AF □ックボタ ン疆^ を押している間も次の操作びでさます。 


[ 露出 モード 

操作 

P (プ□グラムオート） 

プ□グラムシフト （田 P .118) 1 

5 (シャツター優先オート） 

シャッタースピードの変更 ) 

fi (絞り優先オート） 

絞り値の変更 1 


• いずれち、変更した後の露出表示にはそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞り値び 
表 TJX されます。 

• AE □ック中は、測光モードセレクトダイヤルを切り換えてち測光モードは変わりません 
(AE □ックを解除すれば変わります)。 
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■ 
























露出補正 

露出補正とは、カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることをいいます 。 in 


たとえば、八イキー（全体的に明るし^卜ーン)、 □ ーキー（全体的に暗い卜ーン） 
など、作画意図に応じた露出表現をしたい場合などに使用します。測光モードは 
中央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。いずれの露出モードでも 
セット巧能です（ただし露出モードびの時は、インジケータ表示び変わるのみ 
で、撮影者びセツトしたシャッタースピードと絞り値は変わりません)。 



露出補正ボタン^巧しなびら、メインコマ 
ンドダイヤルで補正量 （1/3 段ステップで+己 
段）をセットします。 

•補正量をセットすると、上面表示パネルに露 
出補正マーク囚び表示され、補正量の確認 
は露出補正ボタン IS 妻を押すだけで行えま 


撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 


裂 


露 

出 



補正なし（露出補正ボタン 
を巧したとさ） 



一 0.3 段補正 


す。ファインダー内下表示には、+側に補正 
した場合はび、一側に補正した場合は^ 
び表示されます。上面表示パネルとファイン 
ダー内下表示には、露出インジケータび露出 
補正インジケータとして表示され、露出イン 
ジケータの「0」び点滅します。 




+ 2段補正 


• 補正の目安としては、被写体（たとえば人物な 
ど）に対して、背景び明るい場合は+側に、背 
景び暗い場合は一側に補正するのび基本です。 


2構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 露出補正を解除する場合は、露出補正ボタン 
IE 参を巧しなびら、メインコマンドダイヤ 
ルで補正量を日.日にセットするか、ツーボタ 
ン U セット（田 P .181) を行ってください 
(カメラの電源スイッチを日 FF にしても解除 
されません)。 


図 b 4 : 露出補正値の設定のステップ幅（曲 P .255) 

露出補正のステップを1/2段または1段に変更でさます。 


^ b 日：露出補正簡易設定（曲 P .2 已 6) 

露出補正ボタンを使用せずに、コマンドダイヤル（メインまたはサブ）の操作だけで、 
露出補正び行えます。 
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才ート ブラケティング 

^ D 2 X のオートブラケティングには大きく分けて、露出値をずらす AE ブラケティ 
I ング、主要被写体の TTL 調光レベルをずらす S 巨ブラケティング、色温度をずら 
i す W 目（ホワイトバランス）ブラケティングの3種類びあります。 

I • AE ブラケティング： AE ブラケティングをセットすると、シャッターをさる 
m たびにカメラび表示する適正露出値（露出モードびマニュアルの場合は撮影者 
を P びセットした露出値）に対して、セットした撮影コマ数（最大9コマ）と補正 
測 ステップで自動的に露出をずらして（露出補正なしで最大±4段）撮影します。 
^ いずれの露出モードでもセットび可能です。 

露* SB ブラケティング： S 目ブラケティングをセットすると、シャッターをさる 
^ たびに、セットした撮影コマ数（最大9コマ）と補正ステップで、自動的にス 
ピードライトの光量をずらして（調光補正なしで最大±4段）撮影します 。 SB 
ブラケティングは i - TTL モード調光時および絞り連動外部自動調光時に使用で 
さます。 

• WB ブラケティング： W 巨ブラケティングは、 ] 回の撮影で、設定したホワ 
イトバランスに対してセットした撮影コマ数分 （1 回の撮影で最大9コマ）だ 
け自動的に色温度をずらして記録します。複数の光源び混在しているなど、 
ホワイトバランスの決定び難しい場合や、微妙な白の色味を巧みで選びたい 
ときなどに効果的です。ただし、画質モードび RAW 、 または RAW + FINE 、 
RAW + NORMAL、RAW + BAS にの場合は使用できません。また、ホワイ 
トバランスを （3 (色温度設定）または PRE (プ U セット）に設定している場合 
ち使用でさません。 
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4 に SB ブラケテイングの設定 


1 IV 1 カスタム乂二:!一 1 

1 カスタムセッティング e 己 「オートブラケティ 

■1 65 才ートフラクテインクの 
ロ セット 

ングのセット」（田 P .272) でオートブラケ 

^ !ゾ の AE.SB ブラケティ：/ヴホ 3 

ティングを行う内容を、 「 AE-SB ブラケティ 

化 AE 乃巧ィンク こ 

ング」、 「AE ブラケティング」、 「SB ブラケティ 

> SB 乃巧ィンク 

ング」 から選択します。 

— WB WB 乃ケティンク 

L 






がしが 


つ オートブラケティングボタン 巧 5^を巧しなび 
ら、メインコマンドダイヤルを回して撮影コマ 
数 （as P .13 己）を上面表示パネルに表示しま 
す。日コマ外に設定されると、上面表示パネ 
ルに才ートブラケティングマーク回のと才一 
トブラケティングインジケータび、ファイン 
ダー内下表示にオートブラケティングマーク 
商巧び表示されます。 


^オートブラケティングボタン巧をを巧しなび 
^ ら、サブコマンドダイヤルで補正ステップ （SB 
P .13 已）をセツトします。 


図 e 8 :才ートブラケティングの設定方法（阻 P .274) 

オートブラケティングボタン巧をを押しなびらメインコマンドダイヤルを回すとオー 
トブラケティングの設定/解除を、オートブラケティングボタン巧をを巧しなびらサ 
ブコマンドダイヤルを回すと撮影コマ数と補正ステップを組み合わせで選択でさるよ 
ラに変更でさます。 




^撮影機能の詳細—測光•露出 
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I So fB.3 


□ 


t。" J flijMI 
バ 3[ ?] 


AE - S 巨、 AE 、 S 巨ブラクティ 
ング時の上面表示パネル 


■ 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

•撮影中、シャッタースピードと絞りは補正さ 
れた値び表示されます。 

• オートブラケティング時は露出インジケータ 
びオートブラケティングインジケータとして 
表示されます。撮影されたコマを示す表示び、 
オートブラケティングインジケータ上から消 
えます。 

• 動作モード （0 B P . 已 3) を S (1 コマ撮影） 
にセットして撮影する場合、シャッターをさ 
るたびに]コマずつ撮影されます。 Cl (低速 
連続撮影）または Ch (高速連続撮影）にセッ 
卜して撮影する場合は、シャッターボタンを 
巧し続けると、オートブラケティングでセッ 
卜したコマ数び終了した時点でいったん自動 
的に停止します。 

• AE ブラケティングと露出補正 （の P . lSl ) 
を同時にセットすると、両方の補正値び加算 
された AE ブラケティング撮影び行えます。 
± 4段を超える AE ブラケティング撮影を行 
ラ場合に便利です。 

• AE - SB 、 AE 、 SB ブラケティングを解除する 
場合は、オートブラケティングボタン巧をを 
押しなびら、メインコマンドダイヤルで上面表 
示パネルの撮影コマ数を日にセットし、オー 
トブラケティングマーク 回の を消灯させま 
す。この場合、セットした補正ステップは次回 
の AE - S 巨、 AE 、 S 目ブラケティング時まで 
保持されます。また、ツーボタン U セット （as 
P .181) でち解除でさますび、この場合はセッ 
卜した補正ステップは保持されません。 


E カスタムセッティング e 曰の変更について 

撮影中にカスタムセッティング e 己 「オートブラケティングのセット」 を 「WB ブラケティ：^ 

グ」 に変更した場合、残りのコマはキャンセルされます。 

734 























撮影コマ数と補正ステップの組み合わせ （AE • SB 、 AE 、 SB ブラケティング時) 
カスタムセッティング e 己「オートブラケティングのセット」を 「AE . SB ブラケ111 

ティング」、 「AE ブラケティング」、 「SB ブラケティング」に設定した場合は、次 g 
の撮影コマ数と補正ステップびセットでさます（カスムセッティング b 3 「露出設 J 

定ステップ幅」の設定内容により、セットでさる補正ステップび異なります)。 能 

の 

• カスムセッティング b 3 「露出設定ステップ幅」（田 P .2 己己）を「1/3段」（初 P 
期設定）に設定した場合 I 


上面表示パネル 
(撮影 コマ数/補正ステップ/ 

オートブラケティングインジケータ） 

撮影 

コ7 

数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

-卜 3 {こ S .3 -1. iil . . 

3 

+ ]/3 段 

+ 0.3/0/+ 0.7 y 

+ U .1 -1. i'i l . . 

3 

+ 2/3 段 

+ 0.7/0/ + 1.3 1 

-卜が 1.0 . . 

3 

+ ] 段 

+ 1.0/0/ + 2.0 j 

— が G .3 -1-. lii . . 

3 

-]/3 段 

-0.3/-0.7/0 

— が 0.-い . l i'i . . 

3 

-2/3 段 

-0.7/- 1.3/0 

-EIF III ' .?- i - i ■- 

3 

-] 段 

一 1.0/-2.0/0 

113 -1. i ?. . 

2 

+ ]/3 段 

0/ + 0.3 

- hE^F cri -1 . i ?. . 

2 

+ 2/3 段 

日/ + 0.7 1 

牛が 《. s - i パ . . 

2 

+ ] 段 

0/+ 1.0 

〜が G .3 -1. ?i . . 

2 

-]/3 段 

日/-日. 3 リ 

•ぶな^ -1 . ?.i ...■ - 

2 

-2/3 段 

日/-日. 7 ! 

〜が 《ぶ -1 .? .i - 

2 

-] 段 

0/- 1.0 

3 F 123 .1 . ル . . 

3 

± ]/3 段 

0/- 0.3/+ 0.3 

EIF cri -1 . i ? i . - 

3 

±2/3 段 

0/- 0.7/+ 0.7 

3 F III ' パ .. i ...... - 

3 

±1 段 

日/-1.0/+ 1.0 

5 F 0.3 -1 . ii ? ii . . .. - 

己 

±]/3 段 

0/- 0.7/-0.3 / 

+ 0.3/+ 0.7 

5 F 111.1- I . .. i ’ i 个 i . i .. . I - 

己 

±2/3 段 

日/ - 1.3/-0.7 / 

+ 0.7/+ 1.3 
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上面表示八ネル 
(撮影コマ数/補正ステップ/ 
オートブラケティングインジケータ） 


補正 

ステップ 

撮影順序 

± ] 段 

日/-2.0 /-1.0/ 

+ 1 .0/ + 2.0 

±]/3 段 

0/- 1.0/ - 0.7 /-0.3/ 

+ 0.3/ + 0.7/+ 1.0 


5F 1.0 


1F 0.3 


己 

7 


1F til 


±2/3段 


日/-2.0/- 1.3/-0.7/ 
+ 0.7/+1.3/ +2.0 


1F 1.0 


±]段 


0/- 3.0/ -2.0/- 1.0/ 
+ 1.0/ +2.日/ + 3.0 


EIF C.3 


iiTi 


±]/3 段 


0/-1.3/- 1.0/ 
-0.7/-0.3/ + 0.3/ + 
0.7/+ 1.0/+ 1.3 


BF 0,1 


±2/3段 


日/一 2.7/-2.0/ 

- 1.3/-日.7/ + 0.7/ 
+ 1.3/ +2.日/ + 2.7 


EIF 111 i-i 




±]段 


0/- 4.0/-3.0/ 
- 2 . 0 /- 1 . 0 /+ 1 . 0 / 
+ 2.日/+ 3.日/ + 4.0 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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カスムセッティング b 3 「露出 設定ステップ 幅」 （曲 P .2 己己）を「1/2劇に設 
定した場合 


上面表示八ネル 
(撮影コマ数/補正ステップ/ 

オートブラケティングインジケータ） 

撮影 

コ7 

数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

- 卜がな 5 -1.ivi. . 

3 

+ ]/2段. 

+ 0.5/0/ + 1.0 

+ が jn ••パ . . 

3 

+1段 : 

+ 1.0/0/+ 2.0 

— がな 5 -1.ivi. . 

3 

-]/2段: 

-日.己/ - 1.0/0 

— fiF 1.0 -1 . i -i-i- ' - 

3 

- ] 段 : 

一 1.0/-2.0/0 

十,?{こ G.5 ■'. I ? . . 

2 

+ ]/2段: 

0/ + 0.5 

十がミぶ -| パ . . 

2 

+1段 ' 

0/+ 1.0 

… fP な 5 -1 . ?.| . . 

2 

-]/2段: 

0/-0.5 ’ 

— が 《.u -1. 1 -i. . 

2 

-] 段 ' 

0/- 1.0 

3F C.5 .1. | 个 | . . 

3 

±]/2段: 

〇/-日.已/+日.已 

3F III ' i . 个 .1...... - 

3 

±1段 

0/-1.0/+ 1.0 

5F 0.5 -1 IV? Vi - 

己 

±]/2段 

日/ -1.0/ -0.5/ 

+ 0.5/+ 1.0 

5F III | ■- 

己 

±]段 

日/-2.日/ - 1.0/ 

+ 1 .0/ + 2.0 

1F 0.5 -1ri. ル. i.i .. .. - 

7 

± ]/2段 

日/ -1 .己/一 1 .日/一日.己/ 
+日.己/ +1 .日/+ 1 .已 

1F { ぶ - •.パ ..i.i.i- 

7 

±]段 

日/- 3.0/-2 .日/ -1 .0/ 
+ 1.0/ + 2.日/ + 3.0 

SF 0.5 ■' ■••ivivivivi *'- 

9 

±]/2段 

0/-2.0/- 1.5 / 

-1.0/-0. 已 / + 0. 己/ 

+ 1.0/+ 1. 日/ + 2.0 

y 卜 , '.u 

9 

±]段 

0/- 4.0/-3.0/ 
-2.0/-1.0/+ 1.0/ 

+ 2.0/+ 3.0/+ 4.0 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

測 
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• カスタムセッティング b3 「露出 設定ステップ 幅」 （の P.2 己己）を「1段」に設 
定した場合 



上面表示パネル 1 撮影 

, (撮影 コマ数/補正ステップ/ 1 コマ 

オートブラケティングインジケータ） 数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

ずが 《 •S-I-I.i. パ . . 

3 

+ ] 段 

+ 1.0/0/+ 2.0 

-- かく .。 -1. 

3 

- ] 段 

-1.0/ -2.0/0 

卡が 《.S -I …… パ . . 

2 

+ ] 段 

0/+ 1.0 

III -1. T-i - 

2 

- ] 段 

0/- 1.0 

EIF }.C ■...... パ ..i - 

3 

± ] 段 

日 /-1.0/+ 1.0 

5F 1,0 i.-i-.T- i -i ■- 

己 

±] 段 

0/-2. 日 / - 1.0/ 

+ 1.0/+ 2.0 

IF 1,0 T 

7 

± ] 段 

日 /- 3.0/ -2.0/-1. 日 / 
+ 1.0/ +2. 日 / + 3.0 

y 卜 红 •个 

9 

±] 段 

日 /- 4.0/-3 . 日 / 
-2.0/-1.0/+ 1.0/ 

+ 2.0/+ 3.0/+ 4.0 


ロオートブラケティング時の連続撮影について 

動作モードを Cl (低速連続撮影）または Ch (高速連続撮影）にセットして撮影する場合、 
AE - S 目、 AE 、 S 目ブラケティングでは、シャッターボタンを押し続けるとセットしたコマ 
数の撮影び終了した時点でいったん停止します。シャッターボタンを押しなおすと次の連続 
撮影び可能になります。 

gj メモリー残量びなくなった場合/電源スイッチを OFF にした場合 

• AE ’ S 目、 AE 、 S 巨ブラケティングの場合は、撮影中に CF 力ードのメモリー残量びなくなっ 
てち、メモ U —残量のある他の CF カードに交換すれば残りを撮影でさます。 

• AE - S 目、 AE 、 SB ブラケティングの場合は、撮影中に電源スイッチを日 FF にしても、再 
び日 N にすれば残りを撮影でさます。 

図 e 7 :才ートブラケティング撮影時の補正順序（阻 P .274) 

マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるよラに変更でさます。 
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セルフタイマー 撮影 時 

セルフタイマー撮影時（田 P . 172)には、 AE - SB 、 AE 、 S 目ブラケティングでセットした 


撮影コマ数のオートブラケティング撮影び1コマずつ行われます。 

gjAE ブラケティング 

AE ブラケティングの場合は、露出モードによって補正される内容（シャッタースピード/絞 
り値）び異なります。 


1 露出 モード 

変化ずる内容 1 

P (プ□グラムオート） 

シャッタースピードと絞り f 直※] 

5 (シャツター優先オート） 

絞り値 x’l 

R (絞り優先オート） 

シャッタースピード※] 

け （マニュアル） 

シャッタースピード※ 2 


撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 


I 


S 


《1カスタムセッティング bl 「感度自動制御」（田 P .253) び 「 ON 」 に設定され、かつス 
ピードライトび装着されていない場合、シャッタースピードや絞り値び制御範囲を超え 
ると、自動的に撮像感度び変化します。 

《2 • カスタムセッティング e 目「オート ブラケティングの変化 要素」（しソ下参照）により変 
化する内容を変更でさます。 

• カスタムセッティング e 己 「才ートブラケティングのセット」 （SB P .272) び 「 AE * 
SB ブラケティング」 または 「AE ブラケティング」 に設定され、かつカスタムセッティ 
ング bl 「感度自動制御」（曲 P .2 日 3) び 「 ON 」 に設定されてスピードライトび装着 
されていない場合、カスタムセッティング e 目の設定にかかわらず撮像感度のみび変 


化します。 


図 eS :才ートブラケティングの変化要素 （ M モード } ( 田 P .273) 

通常、露出モードび I け（マニュアル）のときに AE • S 目ブラケティングを行うとシャッター 
スピー ドと調光量び、 AE ブラケティングを行ラとシャッタースピードのみ変化しますび、 
シャッタースピードの代わりに、シャッタースピード''と絞り値の両方、絞り値のみ、あるい 
はスピードライトの調光量のみを変化させて撮影するよラに変更でさます。 
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WB ブラケテイングの設定 


■一^-‘ティング目己 「オートブラケ 
ット」（田 P .272) で rWB 
グ」を選択します。 


ティングボタン巧みを押し 
ンコマンドダイヤルを回し 
[を上面表 TJX ノ（ネルに表 TJX し 
外に設定されると、上面 
背面表示パネル、ファイン 
;に w 目ブラケティングマー 
' 謬が!:" / 垣面]び表示 
すこ、上面表示パネルに W 巨 
'グインジケータび表示され 


ティングボタン巧をを押し 
'コマンドダイヤルで補正ス 
1.14 2) をセットします。 
ランス補正ステップの]段 
ミレッドに相当します。 


、W + FINE、RAW + NORMAL 
バランスを[3(色温度設定）また 


カスタム乂ニュ - 


^の AE.SB 乃巧インク 
化 AE 乃ケテインク 
% SB 乃巧インク i 
册— 



が ,' 


I 晒晒 j 


削【伽け 

1のリ巧:!:" 1 

画 

ISO 

い — m 

im 、 



IUU 

NORM 




て|乂タムでツ 

テイングのセ 
ブラケテイン 


2 


オー トブラケ 
なびら、 


メイ 


ます。 

表 TJX ノ（ネル、 
ダー内ち表示 

ク 四3皿 / 

されます。ま 
ブラケテイン 
ます。 


^オートブラケ 
^ なびら、 

テップ （ SHf 
• ホワイ 
は、約]日三 


ヴつ 


トバ 


E WB ブラケティングの制限について 

W 目ブラケティングは、画質モードび RAW 、 または R / 
RAW + 目 AS にの場合は使用でさません。また、ホワイト 
は PRE (プ U セット）に設定している場合も使用でさません。 

740 



が •? 


个 i 



才ートフラクティンクの 
セツ ト 


^撮影機能の詳細—測光•露出 




















































f い'？ 5 巧ぶ 


口 — + 

四 


. 〇 . . 

RtVil / \ 品晴 
-ぉ？-け} 


I 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• W 巨ブラケティングでは、]回の撮影でセッ 
卜されたすべてのコマ数び記録されます。 

• W 巨ブラケティングとホワイトバランスの微 
調整び同時にセットしてある場合、微調整に 
W 目ブラケティングの補正び加算されます。 

• W 巨ブラケティングを解除する場合は、オー 
トブラケティングボタン巧をを押しなびら、 
メインコマンドダイヤルで上面表示パネルの 
撮影コマ数を日にセットし、 W 目ブラケティ 
ングマーク四迅西1を消灯させます。この 
場合、セットした補正ステップは次回の W 目 
ブラケティング時まで保持されます。また、 
ツーボタン U セット（曲 P .181) でも解除 
でさますび、この場合はセットした補正ス 
テップは保持されません。 

• WB ブラケティングの撮影コマ数び撮影可能 
コマ数より多い場合、上面表示パネルの撮 
影コマ数、撮影可能コマ数表示、じ]、および 
ファインダー内下表示にご,ゴび点滅し、レ 
U —ズでさません。新しい CF カードに交換 
すると撮影でさます。 


0画質モードの変更について 

W 巨ブラケティングセット後に画質モードを RAW 、 または RAW + FINE、RAW + NORMAL 
RAW + BASIC にセットにすると W 目ブラケティングの設定び解除されます。 

図 e 8 :才ートブラケティングの設定方法（田 P .274) 

オートブラケティングボタン巧をを巧しなびらメインコマンドダイヤルを回すと、 
オートブラケティングの設定/解除を、オートブラケティングボタン巧をを巧しなび 
らサブコマンドダイヤルを回すと、撮影コマ数と補正ステップを組み合わせで選択で 
さるように変更でさます。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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國 


撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 

測 

光 


露 

出 


撮影コマ数と補正ステップの組み台わせ ( w 巨ブラケティング時) 

カスタムセッティング e 己 「才ートブラケティングのセット」 を 「WB ブラケティ 

ング」 に設定した場合は、次の撮影 コマ 数と補正ステップびセツ ト でさます。 


上面表示八ネル 
(撮影コマ数/補正ステップ/ 

WB ブラケティングインジケータ） 

撮影 

□ 7 
数 

補正 

ステップ 

撮影順序 1 

-トゴトい . ill . 

3 

+1段 

+ 1/0/ + 2 

-トゴトピ -1 . i'i i . 

3 

+ 2段 

+ 2/0/+ 4 

-トゴトゴ I . 

3 

+ 3段 

+ 3/0/+ 6 

--がい . 

•?ii . 

3 

- ] 段 

-1/-2/0 

-3 F E -1 .? i.i - 

3 

-2 段 

-2/-4/0 

-- が 3 -1. ?*1*1■- 

3 

-3 段 

-3/-6/0 

ずがい . 

i ? . . 

2 

+1段 

0/+ 1 1 

卡が f -1 . パ . . 

2 

+ 2段 

日/ + 2 1 

卡が 3 1 1 


2 

+ 3段 

日/ + 3 } 

一？い、 . 

•li . 

2 

- 1段 

日/- 1 ’ 

•ぶ？ 1 . 

个 i . 

2 

-2 段 

日/- 2 

り 1 . 

个 .i . 

2 

-3 段 

日/- 3 ’ 

がい . 

iii . 

3 

± ] 段 

日/- 1/+] [ 

が？ 1 . 

1 1 

3 

±2段 

0/-2/ + 2 1 

が 3 -1 i 

1 1 

3 

±3段 

0/-3/ + 3 

5 F j '. 

1111 

己 1 

± ] 段 

0/-2/- 1/+ 1/ + 2 

5 F E -1 i . 

1 1 1 

己 

±2段 

0/-4/-2/ + 2/ + 4 

5 り --i -i 

1 1 1 

己’ 

±3段 

0/-6/-3/ + 3/ + 6] 


図 e 7 :才ートブラケティング撮影時の補正順序 （ 阻 P .274) 

マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるよラに変更でさます。 
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上面表示八ネル 
(撮影コマ数/補正ステップ/ 

WB ブラケティングインジケータ） 

撮影 

コ7 

数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

J 

{卜 1 -1-. liilMi . 

7 

± ] 段 

0/-3/-2/-1/ 

+ 1/ + 2/ + 3 

ire ' 1 1 1 1 1 1 1 

7 

±2 段 

0/-6/-4/-2/ 

+ 2/ + 4/ + 6 

Ih d ' ? 

7 

±3 段 

0/-9/-6/-3/ 

+ 3/ + 6/ + 9 

か 1 -1- iiiiiiiii 

9 

±] 段 

0/-4/-3/-2/-1/ 

+ 1/ + 2/ + 3/ + 4 

y トピト ' iii'i Ti ' iii ' 

9 

±2 段 

0/-8/-6/-4/-2/ 

+ 2/ + 4/ + 6/ + 8 

y トニ}女 i . . i . i . i . 

9 

±3 段 

0/-12/-9/-6/-3/ 

+ 3/ + 6/ + 9/+12 



ESWB ブラケティング時の連続撮影について 

動作モードにかかわらず、 W 巨ブラケティング時は1回のシャッターボタンの押し込みで1 
回の撮影を行い、セットしたコマ数の記録を行います。シャッターボタンを押し続けても連 
続撮影にはなりません。 

gs 電源スイッチを OFF にした場台 

W 巨ブラケティングの場合は、 CF カードアクセスランプ点灯中に電源スイッチを日 FF にし 
た場合、すべてのコマの記録び終了してから電源び切れます。ただし、削除ボタン®を押し 
なびら電源スイッチを日 FF にし、そのまま削除ボタン®を1秒じ(上押し続けると、まだ CF 
カードに書さ込まれていない画像は記録されずに電源び切れます。 

gs セルフタイマー撮影時 

セルフタイマー撮影時（田 P .172) に WB ブラケテイングを行った場合、一回のセルフタイ 
マー撮影で設定された撮影コマ数び全て記録されます。 
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スピードライト撮影 


D 2 X のアクセヴ U —シューに別売スピードライトを装着することで、スピードラ 
ll イト撮影び可能になります。暗いところではをちろん、昼間の屋外撮影などでち、 
撮逆光の場合や主要被写体の陰影を弱めたいとさ、人物の目にキャッチライトを入 
胃れたいとさなどに、補助光としてち使用でさます。 

® D 2 X はニコンのク U エイティブライティングシステムに対応しており、ク U エ 
P イティブライティングシステム対応の別売スピードライト S 目-8日日、 SB -600 
I (田 P .33 己）との組み合わせにより、アドバンストワイヤレスライティング、 
ろ i-TTL 調光（ちページ) 、 FV □ック（田 P . 1己 4) 、 発光色温度情報伝達 （05 P .7 日)、 
T オート FP 八イスピードシンク□のほか、さまざまな機能び使用できます （as 
i P .147)。 詳しくは各スピードライトの使用説明書をご覽ください。 



P モデリング発光について 

SB - 800、 SB - 600装着時には、 D 2 X のプレビューボタンを押すとモデリング発光び行わ 
れます。アドバンストワイヤレスライティングによる増灯時には、使用するすべてのスピー 
ドライトのモデ U ング発光び行われるので、照射光の効まを簡単に確認することびでさます。 
プレビュー時にモデ U ング発光を行わないよラにするには、カスタムセッティング e 4 「モデ 
リング発光」（函 P .271) を 「 OFF 」 に設定してください。 

144 



別売スピードライトの調光について 

SB-800 / SB- 600。- TTL モード ) 

別売スピードライト SB -8 日日、 S 巨-6日日をカメラに装着し、スピードライト 
を TTL にセットすると、モニター発光を行う専用 TTL モード （ i - TTL モード) 
になり、 i - TTL - 目 L 調光などによるスピードライト撮影びできます。 SB -8 日日、 
S 巨-6日日！;(外のスピードライトでは、 i - TTL モードでの撮影はできません。 
i - TTL モード時は、次のようなスピードライト撮影び行えます。 


可能な 

ぷ.スピ-ド 

内容 

ライト撮影 



マルチパターンによる測光情報ををとにを要被写体と背景 
光のバランスを考慮した目 L (バランス）調光を行います。 
シャッターボタンを押すと、スピードライトびシャッター開 
□直前にモニター発光を行い、画面内の各部から戻ってくる 
反射光をカメラ内の TTL 自動調光用已分割センサーまたは 
1日〇已分割 RG 目センサーび瞬時にモニターし、を要被写体 
i - TTL - 目 L と背景光のバランスを考慮した最適な発光量を決定します。 
調光 • G または D タイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写 

体までの距離情報ち加味した最適な発光量をミ夫定します。 
•非 CPU レンズ装着時は、レンズ情報（開放絞り値、焦点 
距離）を設定することにより、より精度び向上します（田 
P .174)。 

• 測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動的 
にスタンダード i - TTL 調光になります。 


すべての 

レンズ 


スタンダード 
iTTL 調光 


背景の明るさは考慮されず、撮影画面び基準露光量となるよ 
ラに調光されます。主要被写体のみを強調する場合や、スピー 
ドライト撮影で露出補正を行う場合に適しています。 

• 測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動的 
にスタンダード i - TTL 調光になります。また、スピードラ 
イト側でを設定可能です。 



0撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 
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SB-80DX/SB-28DX/SB- 已 ODX (D-TTL モード ) 


曰 

撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

ス 

ピ 

I 

ド' 


謙 


月 IJ 売スピードライト （ S 目-8日 DX 、 S 目- 28 DX 、 SB -50 DX ) をカメラに装着し、 
スピードライトを TTU こセットすると、モニター発光を行う専用 TTL モード （ D - 
TTL モード）によって制御され、 D -3 D - マルチ BL 調光や D - マルチ BL 調光など 
によるスピードライト撮影わくでさます。 S 目- 80 DX 、 SB -28 DX 、 S 目-已〇 0 X 1；( 
外のスピードライトでは、 D - TTL モードでの撮影はできません。 

D - TTL モード時は、装着レンズによって次のようなスピードライト撮影び行えます。 


■ 


装着 

レンズ 

可能な 
スピード 
ライト撮影 

内容 

G または 
□タイプ 
レンズ 

D -3 D - マルチ 
目 L 調光 

マルチパターンによる測光情報ををとにを要被写体と背景 
光のバランスを考慮した目 L (バランス）調光を行います。 
シャッターボタンを押すと、スピードライトびシャッター 
開□直前にモニター発光を行い、画面内の各部から戻って 
くる反射光をカメラ内の TTL 自動調光用已分割センサー 
び瞬時にモニターし、さらにレンズから得られた被写体ま 
での距離情報を加味して、を要被写体と背景光のノ（ランス 
を考慮した最適な発光量を決定します。 

•測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動 
的にスタンタード D - TTL 調光になります。 

上記 iU 外 
のレンズ 

D -7 ルチ 
目 L 調光 

G および D タイプ似外のレンズを装着すると、 D -3 D - マ 
ルチ目 L 調光のレンズからの距離情報を省略された、 D - マ 
ルチ BL 調光になります。 

•非 CPU レンズ装着時は、レンズ情報爛放絞り値、焦点 
距離）の設定により精度び向上します （西 P .1 74)。 

•測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動 
的にスタンタード D - TTL 調光になります。 

すべての 

レンズ 

スタンダード 
D - TTL 調光 

レンズの種類に関係なく使用可能です。背景の明るさは考 
慮されず、撮影画面び基準露光量となるよラに調光されま 
す。主要被写体のみを強調する場合や、スピードライト撮 
影で露出補正を行う場合に適しています。 

•測光モードびスポット測光に設定されている場合、自動 
的にスタンダード D - TTL 調光になります。また、スピー 
ドライト側でを設定可能です。 
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ffi 用巧能なスピードライト 

D 2 X は、組み合わせる別売スピードライトによって、使用でさるスピードライト 
撮影機能び異なります。 

SB -800 / S 巨-600/ SB -80 DX / S 巨- 28 DX / SB -50 DX 

月 IJ 売スピードライ hS 巨-800、 S 目-600、 SB -80 DX 、 S 巨- 28 DX 、 S 目-已 0 DX 
を使用する場合、スピードライトとレンズの組み合わせによって次の機能び使用 
できます。装着レンズ欄の①は G または D タイプレンズ（ IX ニッコールを除く）、 
③は G および D タイプ外の CPU レンズ （ F 3 AF 用を除く）、③は非 CPU レン 
ズを示します。ただし、非 CPU レンズを装着してレンズ情報 （の P .174) を設 
定した場合は③になります。 


SB - 800 
ヴドバン 
ストワイ 
ヤレスライ 
テイング） 




SB - 巨00 

(アドバンス 
トワイヤレ 



SB -80 DX 

SB -28 DX 


因。^2回回国 

闷 。叫圆 HH 

■■巧 
お W ■■巧 B 
■■国圆 


'③ 

③ 

一一 

■国 1 


"1 

1 〇※1 

。叫 

〇※3 

〇※3 

〇※9 

■ 1 


^1 



〇※1び2 


〇※3 


び3び3 


回 

国巧■■国■四 

节ので呵で巧〇 - o-lol 


〇※7 


ぴ11 


ぴ11 


。|| 


〇《- 


I し、- 

回过圓飄:进国 


■国■国■国■■回'里^■三1 

II FV □ック |〇] 〇 |〇] 〇 |〇] 〇 1〇1 | 〇 


〇 〇 
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SB -800 
( II 口） 


SB -600 
( II 口） 


SB -600 

び ドバンス 
トワイヤレ 


SB -80 DX 

SB -28 DX 


SB -50 DX 


①③] I ③■[①③ l [ j ® I の1_③ ③ I の I 

^■■■■1 1 

■■回 ■■■ ■ 

■国 I 国回二立圓 

口。回。回。。巧 

〇 I 〇 I 〇 j 〇 卜 I 


〇 〇 


①③ 
〇※已 

心 


③ 


I 


胃— 


I 


謙 


《1 
《2 

《3 

《4 

※己 

《6 


測光モードをスポット測光!;(外にセットしてください。 

測光モードをスポット測光し U 外にセットしてください。撮影メニューの 「レンズ情報設 
定」 でレンズの開放絞り値と焦点距離を設定すると、調光の精度び向上します。 

測光モードをスポット測光にしてください。また、スピードライト側でも設定可能です。 
スピードライト側で M モードに設定し、手動で FP 発光に切り換えてください。 

AF レンズ装着時のみ可能です。 

アドバンストワイヤレスライティング時、 SB - 目00を U モートスピードライトとして 
のみ使用可能です。 

义1 マスタースピードライトのみ対応します。 

《8絞り連動外部自動調光、外部自動調光の設定はスピードライト側で行ってください。 
《9カスタムセッティング e 3 「外部調光絞値連動」 （田 P .270) を 「 ON 」 に設定してくだ 
さい。 

《10カスタムセッティング e 3 「外部調光絞値連動」（田 P .270) を 「 OFF 」 に設定してく 
ださい。 

《11カスタムセッティング el「SB 撮影時の同調速旣（西 P .2 目 9) を「1/2 己 0 けート 
FP ) J に設定してください。 





P 他社製のスピードライトについて 

他社製のスピードライト（カメラの X 接点に2曰 0 V 1； (上の電圧びかかるものや、アクセヴリー 
シュー部の接点をショートさせてしまラもの）を使用しないでください。カメラの正常な機能 
び発揮でさないだけでなく、カメラおよびスピードライトのシンク□回路を破損することび 
あ0ます。 

gj スピードライト使用時のごを意 

カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「 ON 」 にしても、スピードライト使用時は撮像 
感度の自動制御び行われません。 
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装着レンズ 

①③ 

1 

曼 

1 

7ルチェ1」ア 
アクティブ 
補助光 

〇※己 

RPT 

U ピー 
ティング 
フラッシュ 

〇 

國 

7ルチ 
フラッシュ 


REAR 

後幕 
シンク □ 

巧 

IH 

赤目軽減 
発光 
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③ 〇 
③ 一- 〇 


































その他の別売スピードライト 

下の別売スピードライトを使用する場合、外部自動調光 （ A ) あるいはマニユア 0 
ル発光撮影となります。 TTU こセットすると、カメラのシャッターボタンは□ッ撮 
クされ、撮影できません。装着レンズによって機能び変わることはありません 。 g 


スピードライト 



S 己-2已 SB -24 


A || g 動-調光] 


囚 E 


1[ム1ぃ J 



FP 発光 


國 


後幕 


3■四巧^圓圓影 

の に立]因 山 


<§> 


赤目軽減 
発光 


3圆画^■圓圓 


《 1 SB -2 目はワイヤレス U モート 発光び行えます。 ワイヤレススレーブセレクターを D に 
した場合、カメラのシャッタースピードは自動的に1/200秒より低速側に切り替わ 
ります。 

《2 D 2 X と S 目-27を組合わせると自動的に TTL モードにセットされますび、 TTL モード 
では使用できませんので、 S 目-27を強制 A モードにセットし直してください。 

《3 SB -29 S . 29 . 21 B 使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク □ (目 0 mm • 
1 05 mm - 200 mm • 70〜1 80 mm ) レンズ装着時のみ可能です。 

《4 S 目-11 • 14を使用して、 A モード、または M モードを使用する場合は、 SC -13 に 
SU -2 を併用して、それぞれ接続します。 SB -11• 14とも、 SC -1 1か SC -1 己を使 
用して接続することちでさますび、この場合、カメラのファインダー内表示のレディ 
ライトは使用でさません。また、シャッタースピードの自動切り換えも行われません。 

※己スピードライト側で M モードに設定し、手動で FP 発光に切り換えてください。 
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シンク□モードの種類と特長 

セツトでさるシンク□モードは次のとおりです。 


シンク□モード 

内容 

1 ~ 

先幕シン 
モート 

ク〇 

通常のスピードライト撮影時にはこのモードでセットします。 
露出モードを/ コ （プ□グラムオート）または R (絞り優先オート） 
にセットしてスピードライト撮影を行うと、カメラび適正露出と 
なるようにシャッタースピードを 1/60-1 /2已日秒、（オート FP 
八イスピードシンク□時は！/目日〜1/8日日日秒）に自動的にセッ 
卜します。 

1 ^ 

ぉ LOW 

ス□ーシ 
モート 

/ク〇 

露出モードを/ コ （プ□グラムオート）または fi (絞り優先オート） 
にセットしてスピードライト撮影を行うと、通常はシャッタース 
ピードび1/目日〜1/2已〇秒（才ート FP 八イスピードシンク□時 
は]/目日〜]/8日日日秒）に自動的にセットされますび、このモー 
ドでは、 背景の露出を考慮してシャッタースピードび最長3日秒ま 
で延長されます。これにより、背景を描写しなびらスピードライ 
卜を発光させ、夕景や夜景の雰囲気を活かした撮影び行えます。 
•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 

Irear 

後幕シン; 
モート 

ク〇 

シャッター後幕の走行開始（シャッターび閉じる）直前にスピード 
ライトを発光させます。動く被写体をスピードライトで撮影する 
場合に、その被写体の動さを想像させる光の流れなどを被写体の 
後方に自然な形で表現でさます。 

• 露出モードを P (プ□グラムオート）または/こ!（絞り優先オー 
卜）にセットすると、ス□ーシンク□モードを自動的にセット 
されます。シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに 
注意してください。兰脚のご使用をおすすめします。 

赤目軽減モ 

^ド 

赤目軽減機能付さのスピードライトを使用することにより、暗い 
所で人物の目びホく写るのを軽減することびできます （ S 目-8日日、 
SB - 600、 80 DX 、28 DX 、 28、27、26、2己使用時のみ)。 

• シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないよ 
ラに注意してください（シャッターチャンスを優先するような 
撮影にはおすすめでさません)。 

犀 
お LOW 

LJ 

赤目軽減:^ 
シンク□モ 

リー 

ード 

赤目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされま 
す。露出モードは P (プ□グラムオート）または Fj (絞り優先 
オート）にセッ h して < ださし飞 （ SB - 800、 SB -60 日、 80 DX 、 
28 DX 、 28、27、26、2已使用時のみ)。 

•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 
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シンク□モードの設定 

シンク□モードはシンク□モードボタンをとメインコマンドダイヤルでセット 
します。シンク□モードボタンをを巧しなびら、メインコマンドダイヤルを回 
して希望するシンク□モードを上面表示パネルに表示させます。 



先幕 


シンク □ 

モード — 

S 赤目軽減 


a 


ス □- 
シンク □ 
モ—ド※1 


IREAR 


ス□ーシンク □ ’ 
モ_ド※3、《4 




/ 


後幕 
シンク □ 
モ—ド※2 


赤目軽減 

モ—ド※ 3 


露出モードび S またはけの場合、ス□ーシンク□モードは設定でさません。このモー 
ドを選択した場合は自動的に「先幕 シンク□モード」 に変更されます。 

《2露出モードび P または A の場合は、ス□-シンク□モードも自動的にセットさ厂 
れ、シンク□モードボタンをから指を離すとちのように表示されます。 isLOW 

IREAR 


曰 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

ス 

ピ 

I 

ド' 


謙 



《3スピードライト側び赤目軽減発光機能に対応していない場合は、シンク□モード表示の 
赤目軽減マーク<§>び点滅します。 

《4露出モードび5またはけの場合、赤目軽減ス□ーシンク□モードは設定でさません。 
このモードを選択した場合は自動的に 「赤目軽減モード」 に変更されます。 


P SB -26、 2日、24使用時について 

別売スピードライト S 目-2目、2日、24を使用する場合は、シンク□モードの設定はスピード 
ライト側の設定び優先されます（カメラ側の設定は無効となります）。ただし、 S 目-26、2已 
使用時にカメラのシンク□モードを赤目軽減モードまたは赤目軽減ス□ーシンク□モードに 
設定した場合は、カメラ側の設定び優先されます。 

P スタジオ用大型スト□ボ使用時について 

スタジオ用大型スト□ボでは正しい同調び行えないため、後幕シンク□モードは使用でさま 
せん。 
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別売スピードライト使用時のシャッタースピードと絞り 

露出モードに対してカメラでセツトでさるシャッタースピードと絞りは、下表のとおりです。 


露出モード 

1 _ 

セツト可能な 
シャツタースピード 

セット可能な \1/ 

絞り値 

P (プ□グラムオート） 

カメラび自動的に]/2己日 
〜1/6日秒にセツト※] 

カメラび 
自動的にセツ 

b 

P .117' 

S (シャツター優先才ート） 

]/2已〇〜30秒※2 

P .120 

FI (絞り優先オート） 

カメラび自動的に1/2己日 
〜1/6日秒にセツト※] 

任意の絞り X ’3 

P .122 

(マニュアル） 

1/2已〇〜30秒※2 

P .124 


ス□-シンク□モード、後幕ス□-シンク□モード、赤目軽減ス□ーシンク□モー 
ド選択時は、 シャッタースピードび最長30秒まで延長されます。また、カスタム 
セッティング el「SB 撮影時の同調速度」（田 P .2 目 9) を「1/2 已〇けート FP )」 
に設定して S 巨-800、 SB - 600を装着した場合は、高速側のシャッタースピードび 
1/8日00秒まで制御されます。 

《2カスタムセッティング el「SB 撮影時の同調速度」 P .2 目 9) を「1/2 已〇 (才一 
卜 FP )」 に設定して SB - 800、 SB - 600を装着した場合は、高速側のシャッタース 
ピードび1/8000秒までセットできます。 

《3調光範囲は設定している撮像感度と絞り値によってままります 。 A (絞り優先オート） 
またはけ（マニュアル）時の絞りのセットはスピードライトの調光範囲を考慮して 
行ってください。 

0スピードライト使用時のごま意 

カスタムセッティング bl 「感度自動制御」 を 「 ON 」 にしていても、スピードライト使用時は 
撮像感度の自動制御び行われません。 

el :スピードライト撮影時の同調速度（阻 P.269) 

オート FP 八イスピードシンク□を設定したり、スピードライト使用時のシャッタースピード 
の高速側を1/200秒、1/1目0秒、1/12己秒、1/100秒、1/80秒、1/目〇秒に制限する 
ことびできます。露出モードび5、けの場合にシャッタースピードをこれらの値に固定する 
ときは、最も低速側 （30 秒またはと , U i b ) の次のシャッタースピードを選択してください。 
この場合、上面表示パネルにシンク□マーク X び表示されます。 

^62 :スピードライト撮影時のシャッタースピード低速制限（阻 P.270) 

P (プ□グラムオート）、/](絞り優先オート）で、スピードライト使用時のシャッタースピー 
ド低速側の制限を1/3日秒、1/1己秒、1/8秒、1/4秒、1/2秒、1秒、2秒、4秒、8秒、 
1己秒、30秒に延長することびできます。 
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0 別売スピードライト使用時のを意 

• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

i - TTL / D - TTL び可能な別売スピードライトの使用説明書にカメラ分類表び記載されてい 
る場合は 、 CLS (ク U エイティブライティングシステム）対応カメラ、またはデジタルー 
眼レフに該当する箇所をお読みください。 

• FP 発光を行わない場合、スピードライト使用時の同調シャッタースピードは1/2己0秒じ ( 
下の低速シャッタースピードです。 

• i - TTL / D - TTL やが部自動調光モードにおいて、フル発光でを露出アンダーになる可能性のあ 
る場合には、発光直後にレディライトもび約3秒間点滅し、露出アンダー警告を行います。 

• SB -28 DX のに日表示は1/3段ステップになっています。そのためカメラ側で撮像感度を 
1/2段ステップ設定（カスタムセッティング b 2) の中間値（例えばに日28日）と設定した 
場合 、 S 目- 28 DX の表示パネルのに日表示は正しい値び表示されません。ただし、実際の 
制御は正しく行われます。 

• i - TTL / D - TTL モード時の撮像感度連動範囲はに日100〜800相当です。 

• 撮像感度の増感（トリ-《、トリぶを行った場合には、距離や絞りによっては適正な発光量に 
ならない場合びあります。 

• SB -800. SB - 600し:!外のアクティブ補助光を備えた別売スピードライト使用時は、 
フオーカスモードび AF - S で AF レンズを装着し被写体び暗い場合でも、次の条件ではアク 
ティブ補助光び点灯しません。 

-シングルエ U ア AF モード、またはダイナミック AF モード時に、中央じ(外のフオーカス 
エリアび選択されている状態 

- グループ ダイナ三ック AF モード 時に、中央のフ オーカスエ U アを含まない グループび 
選択されている状態 

• 露出モードび P (プ□グラムオート）の場合、カメラび自動で設定する別売スピードライト 
の開放側の限界絞りは、使用する感度によって下表のように制御されます。 
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撮像感度 ( ISO ) と開放側の限巧絞り （ F ) 


100 125 160 200 250 320 400 500 640 800 



《感度1段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞りび暗い場 


合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 


• i - TTL / D - TTL モード時に、調光コード SC -17、 SC -28、 SC -29 を使用してカメラか 
らスピードライトを離して撮影する場合、スタンダード i - TTL 調光/スタンダード D-TTL 
調光し:>(外では適正露出を得られない場合びあります。この場合は、スタンダード i - TTL 調 
光またはスタンダード D - TTL 調光に切り換えて撮影してください。また、あらかじめテス 
卜撮影を行ってください。 

• i - TTL / D - TTL モード時に、発光面に内蔵パネルまたは付属のバウンスアダプターし外の 
部材（拡散板など）を装着しないでください。カメラ内の演算に誤差び生じ、適正露光とな 
らない場合びあります。 

• D - TTL モード時には、 TTL 増灯撮影びできません。 
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FV □ック 

別売 スピー ドライト S 目- 8 日日、 S 巨-6 日日 使用時は、調光量を □ック （固定）するこ 
とにより、被写体に調光量を合わせたまま構図を変えたり、同じ調光量を維持した 
まま撮影することびでさます。被写体び画面の中央にない場合など、自由な構図で 
適切な調光量の スピー ドライト撮影び 巧 能です。 

• FV □ック中にカメラの撮像感度や絞り値を変更しても、スピードライトの発 
光量び補正されることにより FV □ ックは維持されます。 

• S 巨-8 日日、 SB -6 日日！; (外の別売 スピー ドラ イト 使用時は 、 FV □ック は機能し 
ません。 



1 カスタムセッティング f 4 「フアンクシヨンボ 
タンの機能」（田 P .278) で 、 「FV □ック」 （初 

期設定）または 「FV □ック-レンズ情報設定」 

に設定します。 


2スピ-ドライト SB -8 日日または S 目- 6 日日をカメラのアクセヴ IJ - シュー 
に装着します。 


3スピードライトの 電源を 日 N にし、 TTL または AA にセットします（詳しく 
^ は S 目- 8 日日、 SB -6 日日の 使用説明書をご覧く ださい)。 



A 調光範囲を考慮して、調光量を合わせたい被 
■' 写体び画面の中むになるよラにカメラを構え、 
シャッターボタンを半押しして被写体にピン 
卜を合わせます。 
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D 2 X のファンクシヨンボタンを押します。 

• スピードライトびモニター発光を行い、調光 
量を計算します。 

• FV □ックび行われ、上面表示パネルと 
ファインダー内下表示に FV □ックマーク 
(日 EHa 、日!） び表示されます。 


構図を変更します。 
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シャッターボタンを押して撮影します。 

• FV □ック中は、被写体の露出を一定にしたまま 
複数のコマを撮影することびでさます。必要に 
応じて手順6〜7を繰り返してください。 

D 2 X のファンクシヨンボタンを押します。 
• FV □ックび解除され、上面表示パネルと 
ファインダー内下表示から FV □ックマーク 
(日 Esa 、日!）び消灯します。 


口 FV ロック時の測光エリアについて 

FV □ック時の測光エ U アはし:のようになります。 


1 撮影状態 

発光モード 

測光エリア 1 

1 好撮影時 

i-TTL モード 

画面中央 0 已 mm 相当 

絞り連動外部自動調光 

スピードライトの外部測光エ U ア. 

アドバンスト 

i-TTL モード 

全画面 ' 

ワイヤレス 

絞り連動外部自動調光 


ライティングによる 

外部自動調光 

スピードライトの外部測光エ U ア 

増な時 

(マスタースピードライト） 
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アクセサリ— シュ —/ シンク□夕—ミナル/レデイライト 


撮 アクたサリーシュー 

I スピ-ドライ hSB -800 • SB -600 • 80 DX • 28 DX • 
i 已日 DX .27.23.22 S • 29 S などを使用する場合、 
® アクセヴ U —シューに差し込むだけでコードレスで接続 
i できます。セーフテイ□ック機構にック穴）を備えてい 
I ますので、セーフテイ□ックピン付さのスピードライト 
^ ( SB -80 DX - 27など）を取り付けると、スピードライ 
,1卜び不用意に外れるのを防止でさます。 

シンク□ターミナル 

t シンク□コードを必要とするスピードライト撮影時 
籌に、シンク□コードをシンク□夕ーミナル （ J に -B 
型外れ防止ネジ付さ）に接続してください。ただ 
し、スピードライ hS 目-800 • S 目-600 • 80 DX • 
28 DX • 己 0 DX • 27 • 23 - 22 S • 29 S などをァク 
セヴ U —シューに装着した状態で後幕シンク□を行 
ラ場合には、シンク□ターミナルに他のスピードラ 
イトを接続して増灯撮影などを行わないでください。 

レディライト 



スピードライ [- S 巨-800 • S 巨-6日0 • 8日 DX • 28 DX • 己 0 DX • 27 • 23 - 22 S • 
29 S などを使用している場合、充電び完了して撮影可能な状態になると、ファイン 
ダー内のレディライトちび点打して知らせます。 

スピードライトび i - TTL / D - TTL や外部自動調光モードにセツトされている場 
合、撮影直後にレディライトちび約3秒間点滅したとさは、スピードライトびフ 
ル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影距離、絞り、調 
光範囲などを再度確認して、撮影し直してください。 
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画像合成と多重露出 


D 2 X では、次の2種類の方法で、 ] つのフレームに複数コマを重ねて写し込み、 

1つの画像として記録することびできます。 IS 


1 方法 

内容 

こんな場合に 1 

画像合成 

CF カードに記録されている 
D 2 X で撮影された RAW 画像 
から、選択された2つの画像 
を重ね合わせて]つの画像に 
合成し、元画像とは別の画像 
として記録します。 

•同じ CF カードに記録されている 
RAW 画像であれば、2つの画像 
の撮影時間や場所び異っていて 
を合成することびでさます。 

• 画質モードを RAW に設定して合 
成した画像であれば、さらに別 
の RAW 画像と合成することび 
でさます。 

多重露出 

連続して撮影する2〜10コマ 
を重ねて写し込み、1つの画像 
として記録します。 

•最大で10コマ分を同時に重ね 
合わせることびでさます。 

• すべての画質モードで撮影可能 

ァ'す 

•合成前の画像び残らないため、 
CF カードの容量を有効に使用す 
ることびでさます。 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

画 

像 

ム 

晶 

と 

多 

重 

露 

出 


画像合ぶ 

画像合成は撮影メニューの r 画像台成」で行います。 


• 合成された画像は、設定されている画質モードと画像サイズ （SB P . 己 6) で保 
をされます。画像合成を行ラ前に、これらの設定をご確認ください。合成され 
た画像をさらに別の RAW 画像と合成する場合は、画質モードを RAW に設定 
して<ださい 


[^1 撮影Xニュ- ? 

srgb 

I 

’ 0。 

I 函餐さぶ 一 


多重岳出 

インターバルタイ 7- 
レンス情深手動設定 


IIffI 

OFF 

を 


1撮影メニユー画面で「画像合成」 （SB P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 
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お影乂ニユ - 
画像1 画お2 化む- 


つ 画像合成設定画面び表示され、「画像1」び八 
イライト表示されます。 



つ 実行ボタン®を押すと、 CF カードに記録さ 
一れている RAW 画像のサムネイルー覽び表示 
されますので、マルチセレクターを操作して、 
合成する画像の]コマ目を選択します。 

•サムネイルボタン©を押すと、選択した画 
像を拡大表示することびでさます。 



4実行ボタン©を押すと、選択した画像び設定 
され、画像合成設定画面に画像]とプレビュー 
び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することに 
より、合成する画像の]コマ目のゲイン（出力） 
を設定します。日.1〜2.日の範囲で日.1ごとに設 
定でさます。 

• 各数値は初期設定の1.日（補正なし）を基準 
にした比率です。たとえば日.己に設定すると 
ゲインは約半分になります。 

•「プレビュー」で、設定後の状態を確認でさます。 

C マルチセレクターの◄または►を操作することに 
U より「画像2」を選択します。「画像1」と同様に、 
合成する画像の2コマ目を選択し、ゲインを設定 
します。 , 


I □撮影機能の詳細—画像合成と多重露出 
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画像 1 画像2 

ra 

颗 mm 



7 画像1、画像2の設定び終わったら、画像合成 
■ 設定画面からマルチセレクターのイまたは►を 
操作することにより 「合成」 を選択し、実行ボ 
タン®を押して合成画像の確認画面を表示し 
ます。確認後、保をする場合は実行ボタン® 
を押します。 

• 保を前に画像の選択や「ゲイン」の数値を変 
要する場合は、サムネイルボタン®を押す 
と、画像合成設定画面に戻ります。 

• 確認画面を表示せずに合成画像を保をする場 
合は、マルチセレクターを操作して「保存」 
を選択し、実行ボタン®を押します。合成 
画像び CF カードに保をされ、液晶モニタに 
表术されます。 

•作成された画像は、新規の画像として、元の 
画像とは別に保存されます。 

^「画像1_!、「画像2_|で選択できない CF 力ード内の画像について 

• 「画像1」、「画像2」では、 D 2 X で撮影された RAW 画像のみ選択でさます。機種の異なる 
カメラや RAWI ソ外の画質モードで撮影した画像は、画像のサムネイルー覽に表示されず、 
選択でさません。 

• 撮影メニューの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定している場合、 「 ON 」 に設定して撮影し 
た RAW 画像のみを選択することびでさます。同様に「ク□ップ高速」を 「 OFF 」 に設定し 
ている場合、 「 OFF 」 に設定して撮影した RAW 画像のみを選択することびできます。 「 ON 」 
に設定して撮影した画像と、 「 OFF 」 に設定して撮影した画像を合成することはでさません。 
• 非表示設定されている画像は、画像のサムネイルー覧に表示されず、選択でさません。 

0作成される合成画像の設定について 

• 画質モード、画像サイズ、ファイル名は、画像合成時のカメラの設定び適用されます（ファ 
イル番号は、記録フォルダ内で最大のファイル番号+1になります)。画像合成された画質 
モードび RAW であ机ま'、さらに別の RAW 画像と画像合成することびできます。 

• 作成される合成画像のホワイトバランス、輪郭強調、階調補正、色空間、カラー設定、色合 
い調整の各設定は、「画像1」で選択された画像と同じ設定になります。 

• 元画像の音声メモは複製されません。個別に録音してください。 

0作成されるを成画像の撮影肩報について 

作成される合成画像の撮影データ（撮影曰時、測光モード、シャッタースピード、絞り値、露 
出モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、「画像1」で選おされた画像と同 
じ内容になります。 


I □撮影機能の詳細—画像合成と多重露出 
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を重露出 

I 多重露出撮影の設定は撮影メニュ - 

多重露出撮影の開始 


-の r 多重露出」で行います。 


居 

1撮影乂ニュ-? 1 

因を重窗化 

ク 

設定終了 jesBEiBsa 

1コ7な 


2 


自動グイン補正—* 

g 

する 


撮影メニユー画面で「多重露出」 （0 B P .222) 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 


つ多重露出設定画面び表示されますので、マル 
—チセレクターの▲または▼を押して、「コマ数」 
を選択します。 


^ マルチセレクターの►を押すと、コマ数の設 
定画面び表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼を巧して、一連の多重露出で画像 
を重ねて撮影するコマ数を設定します。 2 〜 
10 コマの範囲で設定巧能です。 


A マルチセレクターの►を押すと、多重露出設 
定画面に戻りますので、マルチセレクターの 
▲または▼を巧して、「自動ゲイン補正」を選 
択します。 


お影べニュ-—? 


— 

な 

▲ 

階調補正 
を空間 


占 

カラー設定 
を合い調整 

I 

0。 


面を合ぶ 

— 


I 多重昆化 OFF 




□ I 撮影機能の詳細—画像合成と多重露出 
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自動ゲイン補正の設定画面び表示されますの 
で、マルチセレクターの▲または▼を押して、 
「しない」または「する」を選択します。 

• それぞれの内容は次のようになります。 



ずる 

(初期設定） 


すべてのコマを設定されている露出条件で撮影したあと、多重露出を 
行うとさに、撮影されたコマ数に合わせて自動的にゲイン（出力）を 
補正します。 

•各コマのゲインは、 [1 -撮影コマ数]となります。たとえば、 
撮影コマ数び2コマの場合は1/2、4コマの場合は1/4となり 
よ9 〇 


しない 


すべてのコマを設定されている露出条件で撮影したあと、補正せずに 
多重露出を行います。 


6マルチセレクターの►を押すと、多重露出設 
定画面に戻りますので、マルチセレクターの 
▲または▼を巧して、「設定終了」を選択しま 
す。 


マルチセレクターの►を押すと、多重露出設定 
び有効になります。 

•多重露出設定び有効になると、上面表示パネ 
ルに多重露出マーク画び点好します。 


0多重露出撮影時のホワイトバランスについて 

ホワイトバランス（田 P .70) を A (オート）に設定して多重露出撮影を行う場合、ホワイ 
トバランスは太陽光での撮影に適した色温度に固定されます。太陽光 I ソ外の光源で多重露 
出撮影を行う場合は 、 A (オート）し:!外のホワイトバランスを光源の種類に合わせて設定 
して < ださい。 



P 

••パ马弓ぶ 

b 

REM 

[] 

J ?-け（•‘] 
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g 構図を決め、ピントを合わせて]コマ目の撮 

影を行います。 

• 多重露出による撮影び開始されると、上面表 
示ノ くネルの多重露出マーク！ ■ び点滅します。 

• 動作モード （の P . 已 3) を S (1 コマ撮影） 
にセットして撮影する場合、シャッターをさ 
るたびに]コマずつ撮影されます。 Cl (低速 
連続撮影）または Ch (高速連続撮影）にセッ 
卜して撮影する場合は、シャッターボタンを 
押し続けると、多重露出で設定された撮影コ 
マ数び終了した時点で画像び記録され、多重 
露出び解除されます。 

Q 2 コマ目降の撮影を行います。 

•操作のないまま3日秒び経過すると、それま 
でに撮影されたコマを重ね合わせた画像を記 
録し、多重露出び解除されます。 


1()設定されたコマ数の撮影び終了すると、一連 
のコマを重ね合わせた画像び記録され、多重 
露出び解除されます。 

• 上面表示パネルから多重露出マーク0び 
消灯します。 


P CF 力ードの交換について 

多重露出による撮影中は、 CF カードの交換を行わないでください。 

0多重露出で撮影された画像の撮影情報について 

多重露出で記録された画像の撮影データ（撮影日時、測光モード、シャッタースピード、絞り 
値、露出モード、露出補正値、焦点距離、縦横位置情報など）は、1コマ目の内容になります。 

E 多重露出で撮影された画像の音芦メモについて 

1回の多重露出で複数のコマに音声メモを録音した場合、最後に録音された音声メモのみ記 
録されます。 
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0 多重露出撮影時の半巧しタイマーについて 

• カスタムセッティング c 3 伴巧しタイマーの作動時亂（の P .262) を「4 秒」、 「6 秒」、 「8 
秒」、 「16 秒」 に設定している場合、多重露出の1コマ目を撮影してから多重露出び解除さ 
れるまで、半押しタイマーの作動時間びそれぞれ30秒延長されます。 

• 多重露出び解除されるまでの時間を30秒じ(上にする場合は、カスタムセッティング c 3 
「半巧しタイマーの作動時間」 を 「制限無し」 に設定するか、 AC アダプタ EH - 目（別売）を 
使用してください。 

P 液晶モニタの点！なについて 

多重露出の撮影途中、画像の再生やメニュー画面の表示で液晶モニタを点巧した場合、液晶 
モニタび消灯してから操作のないまま30秒び経過すると、画像び記録されて多重露出び解 
除されます。 

P 多重露出と才ートブラケティングの設定について 

オートブラケティングを設定してからを重露出を設定すると、オートブラケティングび解除 
されます。また、多重露出を設定するとオートブラケテイングを設定することびできません。 
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P を重露出とインターバルタイマー撮影の組み台わせについて 

多重露出を設定してから]コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮影（田 P .1 目曰）を 
設定すると、設定されたインターバルでを重露出撮影を行うことびでさます。この場合、 「イ 
ンターバルタイマー」 で設定された撮影回数とコマ数 （1 回の撮影コマ数）にかかわらず、設 
定されたインターバルで]コマずつ撮影され、 「を重露出」 で設定されたコマ数の撮影び終了 
すると、画像び記録されて多重露出とインターバルタイマー撮影の両方び解除されます。ただ 
し、多重露出撮影時は、操作のないまま3日秒経過すると撮影び終了します 。 r インターバルタ 
イマー」 のインターバルを30秒より長く設定した場合、次のいずれかを行ってください。 

• カスタムセッティング c 3 「半 巧しタイマーの作動 時間」 （田 P .262) を「制限 無し」 に設定 
する 

• AC アダプタ EH - 目（別売）を使用する 

多重露出び途中で解除された場合はインターバルタイマー撮影わ解除されます。 



P を重露出撮影時に変更できない項目について 

多重露出による撮影中は、1コマ目を撮影してからを重露出び解除されるまで、次の機能を 
セットしたり、設定を変更することびでさません。 

• 「を重露出」 し:^外の撮影メニューの全項目。ただし、多重露出を設定してから1コマ目を 
撮影する前にインターバルタイマーを設定し、撮影を開始した場合、 「インターバルタイ 
マー」 も選択することびできます。 

• ク□ップ高速の切り換え 
• オートブラケティング 
• CF 力ードの フォー マット 

• セツトアップメニューの 「イメージダストオフデータ取得」 
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を重露出撮影の終了 

I □次の場合、一連の多重露出撮影び終了し、その時点で撮影び完了しているコマを重 
ffl ね合わせた画像び記録されます。多重露出撮影は終了した時点で解除され、通常の 
g 撮影待機状態に戻ります。再度多重露出撮影を行ラには、撮影メニューの 「多重露 
能出」 を設定し直してください。 

重羊. 「コマ 数」で設定された撮影コマ数の撮影び終了した場合 
細 

I • 撮影途中で操作のないまま3日秒び経過した場合 

I • カメラの電源スイッチを日 FF にした場合（削除ボタン©を巧しびら電源ス 
歲 イッチを OFF にすると、画像の記録を行わずに終了します。） 

g • バッテ U —の残量びなくなった場合 

I • 撮影画像を再生し、削除ボタン®の操作によって削除した場合 

出.多重露出設定画面で、多重露出撮影設定後に表示 
される 「設定解除」 を選択し、マルチセレクタ ー 
の►を押した場合 


• 多重露出設定画面で、多重露出撮影開始後に表 
示される「中断」を選択し、マルチセレクターの 
►を巧した場合 




P 途中で終了した場合の自動ゲイン補正について 

多重露出の 「自動ゲイン補正」 を 「ずる」 に設定して多重露出撮影を行ったとさに、撮影コマ 
数び設定されたコマ数に満たさずに途中で終了した場合、実際に撮影されたコマ数から補正 
値び計算されます。 

E ツーボタンリセットについて 

ツーボタン U セットでは多重露出設定画面の内容は U セットされません。また、多重露出の 
設定中にツーボタン U セットを行ってを、多重露出は解除されません。 
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インターバルタイマー撮影 


D 2 X は、設定した開始ち法側時または設定時刻）と時間間隔で自動的に撮影を 
行う、インターバルタイマー撮影び可能です。つぼみびゆっくりと開く様テや、 
蝶び羽化する様テなどを記録したい場合などに便利です。 

インターパルタイマー撮影の開始 

1撮影メニュー画面で「インターバルタイマー 」 f 
(0H P .222) を選択して、マルチセレクター 
の ►を押します。 


2インターバルタイマー撮影設定画面び表示され 
ますので、マルチセレクターを操作することに 
より、設定する項目を選択します。 

• 選択された項目び青文宇で八イライト表示さ 
れます。 

• インターバルタイマー撮影設定画面では次の 
順番で設定を行います。 


開始 
卜 U ガー 

インターバルタイマー撮影の開始ち法を選択します。マルチセレク 
ターの▲または▼で「即時スタート」と「時刻設定」を切り換えます。 

• 「即時スタート」：約3秒後に最初の設定コマ数を撮影し、似後設 
定された時間間隔とコマ数で撮影を繰り返します。 

• 「時刻設定」：設定された開始時刻に最初の設定コマ数を撮影し、 
iU 後設定された時間間隔とコマ数で撮影を繰り返します。 

開始時刻 

「開始トリガー」で「時刻設定」を選択した場合の開始時刻を設定し 
ます。マルチセレクターの◄または►で時•分を選択し、▲または 
▼で数値を設定します。 

• 「開始トリガー」で「即時スタート」び選択されている場合は設定 
でさません。 

時間間隔 

インターバルを設定します。マルチセレクターのイまたは►で時 
間•分-秒を選択し、▲または▼で数値を設定します。 


項目 


内容 


辰 

1 撮影乂二:！- ? 1 


階調補正 
色空間 
カラー 設定 
色合い調整 

n 

ぃ j| 

画を合ぶ 

-1 


多重露出 

OFF 1 


1ゴンターバルタイマー 〇杆1 
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ミ凡で 

回数 X コマ 数 

撮影回数とコマ数を設定します。マルチセレクターの◄または ► 
で、撮影回数（左側)、]回の撮影コマ数（ち側）を]巧ずつ選択し、 
▲または▼で数値を設定します。 

• ち側に合計撮影コマ数び表示されます。設定時の CF カードのメモリー 
残量によって、撮影コマ数や撮影回数び制限されることはありません。 

残り 

回数 X コマ 数 

残りの撮影回数（左側）と]回の撮影コマ数（ち側）を表示します。 
この項目を設定することはでさません。 

撮影動作 

インターノりレタイマー撮影の開始動作を選択します。マルチセレク 
ターの▲または▼で 「開始しない」 と 「開始ずる」 を切り換えます。 

• 「開始しない」： インターバルタイマー撮影設定は行われません。 

• 「開始ずる」：「開始ずる」 を選択して実行ボタン® I を押すと、イ 
ンターバルタイマー撮影の待機状態になります。設定された開始 
方法で最初の設定コマ数を撮影し、似後設定された時間間隔とコ 
マ数で撮影を繰り返します。 


31 つの項目の設定び完了したら、マルチセレクター 
を操作して入力部を選択します。 

•必要に応じて手順2〜3を繰り返し、すべて 
の項目を設定します。 

• インターバルタイマー撮影の設定をキャンセ 
ルする場合は、メニューボタンを巧して 
メニュー画面を終了してください。 



4すべての項目を設定したら、「撮影動作」の「開始する」を選択（青文きで八 
イライト表示）した状態で、実行ボタン®!を巧します。 

• カメラを兰脚などで固定することをおすすめします。 

• カメラび撮影の待機状態になります。設定した開始ち法で最初の設定コマ 
数び撮影され、後設定したインターノりレとコマ数で撮影を繰り返します。 

• 設定した全ての撮影回数と撮影コマ数の撮影び完了すると、インターバ 
ルタイマー撮影び終了します。 

• 設定した開始時刻まで T 分！;(内の場合や、露出モードび/" I (マニュアル） 
でシャツタースピードびとり_, Lb (バルブ）にセツトされている場合など、 
インターバルタイマー撮影を開始でさない場合は、警告メッセージを液 
晶モニタに表示してインターバルタイマー撮影設定画面に戻ります。 
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インタ ー J (ルタイマー撮影時の上面表示 J くネルについて 



P 

\18 

び 1 

□ 

Ll 1、 

、画^圓 

[] 


ぶ J 


インターバルタイマー撮影の待機状態では、上面表示 
パネルにインターバルタイマー設定マーク II "口:が/ 

び点滅表示され、撮影直前になるとシャッタースピー 
ド表示部に残りの撮影回数び、絞り値表示部にその回 
の残りの撮影コマ数び、それぞれ表示されます。 

• 待機状態でシャッターボタンを半押しすると、残りの撮影回数と撮影コマ数 
び表示されます。ただし、シャッターボタンから指を離した状態で半巧しタイ 
マーびオンの間はシャッタースピードと絞り値び表示され、撮影回数と撮影コ 
マ数は表示されません。 

• 撮影回数を重ねるごとに撮影回数表示の数値び]ずつ減っていさます。また、 
1コマ撮影するごとに撮影コマ数表示び]ずつ減りますび、次の回に移行する 
とさに設定した撮影コマ数に戻ります。 

巧 試し撮りについて 

インターバルタイマー撮影を開始する前に、試し撮りをすることをおすすめします。特にイ 
ンターパ'ルタイマー撮影では、撮影時間ごと、直前にピントを合わせます。フオーカスモー 
ドび S (シングル AF ヴーボ）で、被写体にピントび合わない場合は、その回の撮影びキャン 
セルされますのでごミち意ください。 

ロインターバルタイマー撮影時の電源について 

インターバルタイマー撮影を行う場合は、撮影中のバッテ U —切れを防ぐため、電源として 
AC アダプタ EH - 目（別売）のご使用をおすすめします。 

ロインターバルタイマー撮影待機が態のインターバル設定画面について 

インターバルタイマー撮影の待機状態で、撮影メニューから 
「インターバルタイマー」 を選択すると、液晶モニタのインター 
バル設定画面にインターバルタイマー撮影の開始卜 U ガー、現 
在時刻、開始時刻、時間間隔、設定した撮影回数と撮影コマ 
数、残りの撮影回数と撮影コマ数、撮影動作び表示されます。 

ただし、「撮影動作」し:^外の設定変更はでさません。 

このとさ、マルチセレクターの▲または▼を押すと、「撮影動 
作」の「停止」と「終了」び選択でさます。実行ボタン®►を巧 
すと選択び実行されます。 

• 「停止」： インターバルタイマー撮影び一時停止状態になります（次ページ参照)。 

• 「終了」： インターバルタイマー撮影を終了して通常の撮影モードに戻ります。 

口連続撮影コマ数の制限について 

インターバルタイマーの 1 回の撮影コマ数を、カスタムセッティング CI2 「連続撮影コマ 数」 
で設定したコマ数より大さく設定した場合は、1回にカスタムセッティング d 2 で設定したコ 
マ数び撮影されます。 



^撮影機能の詳細—インタ—バルタイマ—撮影 


167 

















インターバルタイマー撮影の一時停止と再開 

^次の場合はインターバルタイマー撮影び一時停止状態になります。 

§ • 撮影待機中に実行ボタン®)び押された場合 
g • 「撮影動作」で「停止」び選択され、実行ボタン®!び押された場合 
能 • 電源スイッチを OFF にして、再度 ON にした場合（電源スイッチび OFF にセッ 
§ 卜されている間にバッテ U —や CF カードを交換してち、一時停止状態び持続 
します。） 

こ I ,一時停止状態になると、次のようになります。 

夕 • 設定にかかわらず開始ち法び r 即時スタート」に設定され、開始時刻は U セッ 
j \ 卜されます。ただし、インターバルタイマー撮影設定画面と同様に再度設定し 
ル 直すことび可能です（時間間隔、撮影コマ数、撮影回数は設定でさません)。 

:< • 撮影途中の回で停止状態になった場合、その回の残りのコマはキャンセルされ 
了 ます。再開した場合は、次の回の]コマ目から撮影されます。 

i 一時停止中に再開可能な状態になった場合は、次の操作によりインターバルタイ 
マー撮影の続さを再開することびでさます。 

1マルチセレクターのイまたは►でインターバル f 
設定画面の「撮影動作」を選択します。 


2マルチセレクターの▲または▼で「再開」を選択 
し、実行ボタン®を押します。 


P 「時刻設定」について 

「時刻設定」 を選択して、開始時刻を指定する場合は、あらかじめセットアップメニューの 
「ワールドタイム」 （西 P .22) で日時び正確に設定されていることをご確認ください。 
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インターバルタイマー撮影の終了 

次の場合はインターノりレタイマー撮影び終了します。 

• 「撮影動作」で r 終了」び選択され、実行ボタン®び押された場合 
• ツーボタン IJ セット （SB P .1 81 ) び行われた場合 
• 撮影メニューの「リセット」 （0 B P .225) び行われた場合 
• 才ートブラケティング （ BBp.I 32) びセット、または解除された場合 
• バッテ U —の残量びなくなった場合 

インターバルタイマー撮影終了後は通常の撮影待機状態に戻ります。 


0インターバル（時間間隔）の設定について 

実際のインターバルタイマー撮影には、インターバル時間のほか、シャッタースピードの時 
間やカメラび処理を行ラ時間などび含まれます。そのため、設定したインターバルや画像の 
ファイルサイズによっては、設定した間隔で撮影でさない場合びあります。 

E CF 力ードのメモリー残量がない場台は 

CF カードのメモ U —残量びない場合、撮影時刻ごとにカウントは進みますび、実際の撮影は 
行われません。撮影を続行するには次のいずれかの操作を行ってください。 

• 不要な画像を削除する 

• 電源スイッチを日 FF にしてメモリー残量のある CF 力ードに交換し、再度電源スイッチを 
日 N にしてインターバルタイマー撮影再開の操作を行ラ 

ロオートブラケティングとインタ W ルタイマー撮影の組み合わせについて 

インターバルタイマー撮影とオートブラケティングを同時に行ラ場合は、オートブラケティ 
ングを先にセットしてからインターバルタイマーを設定してください。 

• インターバルタイマー撮影時に AE ‘ SB 、 AE 、 SB ブラケティングを行う場合は、インター 
バルタイマーの「コマ数」の設定にかかわらず、撮影時間ごとにオートブラケティングで 
セットされたコマ数び撮影されます。 

• インターバルタイマー撮影時に WB ブラケティングを行ラ場合は、インターバルタイマー 
の「コマ数」の設定にかかわらず、撮影時間ごとに1コマ撮影し、オートブラケティングで 
セットされたコマ数び記録されます。 


^撮影機能の詳細—インタ—バルタイマ—撮影 


169 



撮影のキャンセル 

^前の回から設定時間間隔び経過し、次の回の撮影開始時刻になったとさに下の 
ffl 状態にある場合、その回の撮影を全コマキャンセルします。撮影はその次の回か 
g ら再開されます。 

能 • 前の回のコマび撮影中、またはセルフタイマー作動中の場合 
P • 連続撮影可能コマ数び日の場合 
^ • CF カードに空さびない場合 

\ • フォーカスモードび S ( AF - S ) で、被写体にピントび合わない場合（撮影時間 
> ごと、直前にピントを合わせます。） 

I 

パ' 

ル 

夕 

イ 
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P を重露出とインターバルタイマー撮影の組み合わせについて 

多重露出（田 P .160) を設定してから1コマ目を撮影する前にインターバルタイマー撮影を 
設定すると、設定されたインターバルでを重露出撮影を行ラことびでさます。この場合、「イ 
ンターパ‘ルタイマー」で設定された撮影回数とコマ数 （1 回の撮影コマ数）にかかわらず、設 
定されたインターバルで]コマずつ撮影され、 「を重露出」 で設定されたコマ数の撮影び終了 
すると、画像び記録されてを重露出とインターバルタイマー撮影の両方び解除されます。ただ 
し、多重露出撮影時は、操作のないまま30秒経過すると撮影び終了します。「インターバルタ 
イマー」のインターバルを30秒より長く設定した場合、次のいずれかを行ってください。 

• カスタムセッティング c 3 「半巧しタイマーの作動時間」（田 P .262) を「制限無し」に設定 
する 

• AC アダプタ EH - 目（別売）を使用する 

多重露出び途中で解除された場合はインターバルタイマー撮影ち解除されます。 

^動作 モー ドに ついて 

動作モードに関係なく、1回の撮影ごとに設定された撮影コマ数び撮影されます。 

• Ch 搞速連続撮影）では己コマ/秒（ク□ップ高速設定時は8コマ/秒)、 S (1 コマ撮影)、 
Cl (低速連続撮影)、 M-UP (ミラーアップ撮影）ではカスタムセッティング dl 「低速連 
続撮影速度」 （田 P .263) で設定された速度で、1回の撮影ごとに設定された撮影コマ数 
を撮影します。 

• み(セルフタイマー撮影）ではコマごとにカウントダウンを行い撮影します。 

• M-UP (ミラーアップ撮影）では、撮影時間直前になるとコマごとに自動的にミラーアップ 
して撮影します。 
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0 インターバルタイマー撮影待機中の各種設定について 

インターバルタイマー撮影の待機中でち、各種設定やメニュー画面、画像再生の操作び可能 [1] 
です。ただし、次のことにごミち意ください。 撮 

• ツーボタンリセット（田 P .181)、 才ートブラケティング （ SHP .132) のセットまたは解影 
除び行われた場合、インターバルタイマー撮影は終了します。 機 

• 露出モードび け （マニュアル）でシャッタースピードび とぃ-1 Lb (バルブ）にセットされた 目^ 
場合は、その後の撮影のシャッタースピードび約1/3秒になります。 § 

. メニュー画面や再生画面を表示している場合、撮影時刻の約4秒前に液晶モニタび消灯 g 
し、撮影モードに戻ります。 I 

• 撮影後の音声メモ自動録音中 （SB P .198) の場合、撮影時刻の2秒前に録音び終了します。 イ 

ン 

P 撮影メニューの切り換えとリセットについて ^ 

インターバルタイマー撮影設定画面の内容は、すべての撮影メニュー （ A 〜 D ) (田 P .223) ノ（ 
で共通です。したびって、撮影メニューの 「撮影メニュー切り換え」 で撮影メニューを切り換 J レ 
えても、インターバルタイマー撮影は続行します。また、撮影メニューの 「リセット」 を実行 ミ 
した場合、確認画面び表示されますので、マルチセレクターの▲または▼で 「はい」 または 「し 1 ^ 
いえ」 を選択してください。 I 

• 「はい」 を選択して►を押すと、すべての撮影メニューでインターバルタイマー撮影設定び 撮 
初期状態（開始卜 U ガー：即時スタート、時間間隔：1分、設定：1回/1コマ、撮影動作：影 
開始しない）に U セットされ、実行中のインターバルタイマー撮影は終了します。 

• 「いいえ」を選択して►を押すと、撮影メニューの U セットは行われず、インターバルタイ 
マー撮影は続行します。 


P アイ ピースシャッター について 

適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光を防ぐため、 
M (マニュアル）じ(外の露出モードでカメラから離れてイン 
ターバルタイマー撮影を行う場合は、アイピースシャッター 
レバーを回してアイピースシャッターを閉じてください。 
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セルフタイマー撮該 


セルフタイマーによる撮影は記念写真など、撮影者自身もいっしょに写りたいと 
囚 さなどに便利です。 



1 兰脚などを使用してカメラを固定します。 


2動作モードダイヤル□ックボタンを巧しなび 
ら、動作モードダイヤルをセルフタイマーの 
にセツトします。 


3構図を決め、ピントを合わせます。 

• フォーカスモードび S ( AF - S ) でピントび 
合っていないとさなど、カメラのシャッター 
びされない状態ではセルフタイマーは作動し 
ません。 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光 
を防ぐため、/1(マニュアル）外の露出モー 
ドで撮影する場合は、シャッターボタンを押 
す前にアイピースシャッターレノ く一を回して 
アイピースシャッターを閉じてください。 

• AF (オートフォーカス）でピントを合わせ 
る場合は、セルフタイマーを作動させるとさ 
にレンズを体などで覆わないようにを意して 
<ださい。 
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4 シャッターボタンを巧します。 

• セルフタイマー撮影を開始すると、セルフタ 
イマー表示 LED び約8秒間点滅、約2秒間 
点打して合計で約]日砂後にシャッターびさ 
れます。 

•解除するとさは、動作モードダイヤルをセル 
フタイマーだ）じ(外にセツトします。 


ロシャッタースピー ドが と化, Lb に セッ トされている場台について 

露出モードび(マニュアル）で、シャッタースピードびと IU L と I にセットされている場合 
は、シャッタースピードび約1/3秒でシャッターびきれます。 

^ c 4： セルフタイマーの作動時間 （0 B P .262) 

セルフタイマーの作動時間を2秒、日秒、20秒のいずれかに変更でさます。 



0撮影機能の詳細—セルフタイマ—撮影 
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非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 


非 CPU レンズ装着時に、装着しているレンズの情報（焦点距離、開放絞り値）を 
M カメラで設定することにより、じ(下の機能び使用できます。 

1 • 焦点距離を設定して使用でさる機能 

i スピードライトの自動ズーミング、再生画面での焦点距離表示（焦点距離に*印 
© び付加されます。） 

g • 開放絞り値を設定して使用でさる機能 

I レンズでセットした絞り値表示（上面表示パネル、ファインダー内下表示）、 
C スピードライトの絞り連動外部自動調光、再生画面での絞り値表示（絞り値に 
P * 印び付さます。） 

、レ • 焦点距離と開放絞り値の両方を設定して使用でさる機能 
X RGB マルチパターン測光※1 

5 レフレックスニッコールなど一部のレンズをご使用の場合、焦点距離と開放絞り値 

t ノ を設定してち RGB マルチパターン測光では充分な精度び得られない場合びありま 

ズ す。中央部重点測光またはスポット測光を選択して撮影してください。 

k • 焦点距離と開放絞り値の両方を設定すると精度び向上する機能 
I 中央部重点測光、スポット測光、 i - TTL-BL 調光 D - マルチ BL 調光 

設 《2測光モードはスポット測光し^外にセットしてください。 

定 

焦点距離の設定 

焦点距離の設定には、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 で設定するち法、お 
よびフアンクシヨンボタンとメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 



設定できる焦点距離は6、8、13、1日、]目、] 8、2日、24、2己、28、 
3己、43、4已、己0、已己、己8、70、80、8已、86、100、 ] 0己、 ] 3己、 
]80、200、300、360、400、己00、600、800、1000、1200、 
1400. 1600、2000、 S 400、 S 800、3200、4000 mm です。 


焦点距離を撮影メニュ -の 「レンズ情報手動設定 J で設定ずる場合 



1 撮影メニュー画面で 「レンズ情報手動 設定」 
(田 P .222) を選択して、マルチセレクター 
の►を押します。 
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撮影乂ニュ - 
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13 

15 

16 
18 
20 
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レンズ情報手動設定画面び表示されますので、 
マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、「焦点距離」を選択してマルチセレ 
クターの►を押します。 


^焦点距離選択画面 （1 ページ目）び表示されま 
一すので、マルチセレクターの▲または▼を操作 
することにより、 r 目〜4己」、 r 己〇〜180」、 
「200〜4000」のうち、装着しているレンズ 
の焦点距離び含まれる項目を選択してマルチ 
セレクターの►を巧します。 


4焦点距離選択画面にページ目）び表示されま 
すので、マルチセレクターの▲または▼を操 
作することにより、装着しているレンズの焦 
点距離を選択します。マルチセレクターの ► 
を押すと、設定び有効になり、レンズ情報手 
動設定画面に戻ります。 


E 該当ずる焦点距離がない場を 

ズームレンズ使用時や、テレコンバーター使用時など、一致する焦点距離び選択項目にない 
場合は、装着レンズの焦点距離に最ち近く、かつ大さい値を選択してください。 

E ズームレンズ装着時について 

非 CPU ズームレンズを装着してズー三ングを行った場合、変化するレンズの焦点距離や開 
放絞り値とカメラで設定されているレンズ情報は連動しません。ズーミングを行った場合は、 
再度レンズ情報を設定してください。 

0設定の記勵こついて 

焦点距離と開放絞り値は一組の値として記憶されます。いったん焦点距離と開放絞り値を設 
定すると、次回からは焦点距離を設定するだけで記憶された開放絞り値び呼び出されます。 
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^撮影機能の詳細—非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 































カスタムセッティング f 4 「フアンクシヨンボ 
タンの機能」（曲 P .278) を 「FV □ック•レ 
ンズ情報設定」に設定します。 


フアンクシヨンボタンを巧しなびら、メインコマンドダイヤルを回して装 
着レンズの焦点距離を上面表示パネルに表示させます。 

•スピードライト S 目-8日日、 SB - 600装着時は、 FV □ックび機能するため、 
スピードライトの電源を日 FF にしないと設定でさませんのでごを意ください。 


田 FV 日リク 

I ゾ些ゴ FV □ック•し'ノス情報 巧 i 

m タヤツタ-•巧値1段進択 
11 AE - L / AF-U のじ同じ 
承 SB 発光禁止 
信 I BKT BKT 自動連亭 


176 


焦点距離をフアンクシ3ンボタンとメインつマンドダイヤルで設定ずる場を 


2 

11撮影機能の詳細—非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 
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開放絞 D 値の設定 

開放絞り値の設定には、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 で設定する方法、 
およびファンクシヨンボタンとサブコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 

• 設定できる開放絞り値は f / l .2、 ] .4、1.8、2、2.己、2.8、3.3、3.已、4、4.己、 
已、己6、6.3、7.1、8、 9. 已、11、13、 IS 、 16、19、22です。 

開放絞り値を撮影メニュ -の 「レンズ情報手動設定 J で設定ずる場合 



1 撮影メニュー画面で 「レンズ情報手動 設定」 
(田 P .222) を選択して、マルチセレクター 
の ►を押します。 


因 

1 撮影乂二： 1— 1 


レンス情報手動設定 

ち 

ク 

焦点を離 

設定なし 


1開か巧値 m 

11 

設定なし 



2レンズ情報手動画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、 「開放絞 値」を選択してマルチセレク 
ターの►を押します。 


3開放絞り値選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、装着しているレンズの開放絞り値を 
選択します。マルチセレクターの►を巧すと、 
設定び有効になり、レンズ情報手動設定画面 
に戻ります。 
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7 77 



























開放絞り値を フアンクシゴ ンボタンとサブコマンドダイヤルで設定ずる場合 


カスタムセッティング f 4 「フアンクシヨンボ 
タンの機能」（曲 P .278) を 「FV □ック•レ 
ンズ情報設定」に設定します。 


フアンクシヨンボタンを巧しなびら、サブコマンドダイヤルを回して装着 
レンズの開放絞り値を上面表示パネルに表示させます。 

• スピードライト S 目-8日日、 SB -6 日日装着時は、 FV □ックび機能するため、 
スピードライトの電源を日 FF にしないと設定でさませんのでごを意くだ 
さい。 



囚[ 


カスタム乂ニユ ー 


■田 FV 日ック ■ 


FVD ツク•レンス 情報謹 _ 
ド'!—巧®タヤツタ-•巧値1段進が ■ 
I 11 AE - L / AF-U のじ同じ 
I 承 SB 発光禁止 
個 !■ BKT BKT 自動連写 
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11撮影機能の詳細—非 CPU レンズのレンズ情報手動設定 
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GPS を使用した撮該 


このカメラは、 ] 日ピンターミナル （as P .337) に接続した GPS 変換コード 
MC -3 己（別売）を介して GPS 機器と通信し、画像データに撮影時の緯度、経度、 
標高 、 UTC (協定世界時）を記録することびできます。 

GPS 機器との接続について 

• データ形式び NMEA 日183《 ve 「.2 .日1を満たす GARMIN 社製、および 
MAGELLAN 社製の GPS 機器と接続び巧能です。 

X. NMEA 二 National Marine Electronics Association 

なの GPS 機器び動作確認済みです。 

GARMIN 社製 : reTrexJ シ U - ズ 

MAGELLAN 社製： TSporTrak 」 シ U - ズ 

• GPS 変換コード MC -3 己は、 GPS 機器メーカーの PC ケーブルに接続します。 
詳しくは MC -3 己の使用説明書をご覧ください。 

GPS 機器との通信について 



撮 

影 

機 
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細 
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S 

を 
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用 


た 
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• GPS 機器の通信形式を、 NMEA に設定してください。 

• GPS 機器の使用ち法については、 GPS 機器の使用説明書をご覧ください。 

• GPS 機器との通信び開始されると、上面表示パネ 
ルに GPS 通信マーク函び表示されます。この状 
態で撮影を行ラと、画像データに撮影時の緯度、 

経度、標高、 UTC び記録されます。 

• GPS 機器との通信中は、半押しタイマーびオフになりません。 

• GPS 機器との通信び2砂上途絶えると、上面表示パネルから GPS 通信マー 
ク函び消灯します。この状態で撮影された画像データには撮影時の緯度、経 
度、標高、 UTC は記録されません。 

• GPS 機器と通信を行って撮影された画像は、再生時の画像情報に GPS デー 
夕のページ （SB P .187) び追加され、記録された撮影時の緯度、経度、標高、 
UTC び表示されます。 


P に'5 f 5 .S 

聞 

1 REM 

1 \], 



^UTC につし VC 

UTC CCoordinated Universal Time 二協定世界時）は、 GPS 機器と接続して取得された 
世界標準時で、カメラで設定されている時刻はとは別に記録され、連動しません。 
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0 GPS を使用した撮影について 

0 S GPS 機器と接続していても、 GPS 通信マーク四び点灯するまで緯度、経度、標高、 UTC 
撮は記録されません。撮影時に上面表示パネルの GPS 通信マーク晒び点灯していることを確 
影認してください。 

P • GPS 機器のスイッチをオンにした直後など、 GPS 通信 
© マーク函び点滅する場合は、 GPS 機器び取得している 
|¥ 情報び確定していません。この場合、撮影を行ってち、緯 
Y 度、経度、標高、 UTC は記録されません。 GPS 通信マー 
G ク晒び点灯するまでお待ちください。 

P 
S 




180 




ツーボタンリセッ 


ツーボタン U セツトにより、簡単に各機能の働さやカメラ各部の設定を初期状態 
に戻すことびでさます。カメラ操作中にいったんカメラを初期状態に戻したい場 
合に便利です。ただし、ツーボタン U セットではカスタムセッティングの U セツ 
卜はでさません。 
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AF エ U アモードびグループダイナミック AF の場合、中央のグループび選択されます。 
《2カスタムセッティング c 2「 AE / AF-L ボタンの 機能」は U セットされません。 

《3撮影コマ数び日に設定されます。 A 巳 SB ブラケティングの補正ステップは1段に、 
W 目ブラケティングの補正ステップは1になります。 


ツーボタン U セットでは、次の撮影メニュー項目の内容ち初期状態に戻ります。 
ただし、初期状態に戻るのは撮影メニュー「撮影メニュー切換」 （ aBP .223) で 
選択されている撮影メニュー （ A 〜 D のいずれか）の内容のみです。現在選択さ 
れていないメニューの項目は初期状態に戻りません。 




初期設定 

ホワイトバランス 
微調整 

解除（日） 

IS 日設定 

100 
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圓リセット(阻 P .225) 

撮影メニューの「リセット」で「はい」を選択すると、「撮影メニュー切り換え」で選択されて 
いる撮影メニューび U セットでさます。 

图 R :カスタムのリセット （as P . 241 ) 

カスタムセッティング R 「リセット」で「はい」を選択するとカスタムセッティング C 「カス 
タム切り換え」で選択されているカスタムセッティングびリセットできます。 


ツ 
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I 詳細 


ここでは、]コマ再生表示、画像情報の表示、ヴムネ 
イル表示、拡大表示、画像のプ□テクトなどボタンに 
よる再生中の操作についての詳細を説明します。 








1 コ 7 再生表お 

^このカメラは、ワンタッチで CF カードに記録した画像を再生できます。撮影済 
胃みの画像を再生するには再生ボタン®を押します。最後に撮影した画像び液晶 
i モニタに表示されます。 



•] コマ再生表示中にメニューボタン I ® を押すと、再生を終了し、メニュー画 

面 （as P .47) び表示されます。 

•] コマ再生表示中に再生ボタン®を巧す、またはシャッターボタンを半押し 
すると、モニタの表示画面び消え、撮影巧能状態になります。 


E マルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行うことびでさます。 

g 撮影直後の画像確認 （as P . 2 1 9 ) 

再生メニューの 「撮影 直後の画像 確認」 を 「 ON 」 に設定すると、再生ボタン恒 I を押さなくて 
ち、撮影した画像を CF カードに記録しなびら自動的に液晶モニタに表示します。 

• 1コマ、セルフタイマー、三ラーアップ撮影時は、1コマずつ表示されます。 

• 高速、低速連続撮影時は、撮影び終了した後に、連写時の最初のコマから順次画像表示を 
行います。 

圓縦位置自動回転（阻 P .221) 

再生メニューの 「縦 位置自動 回転」 では、縦位置で撮影された画像を、液晶モニタでわ縦位 
置で再生するよラに変更でさます。ただし、セットアップメニューの 「縦横 位置情報の 記録」 
(SB P .292) を 「記録し ない」 に設定して撮影した画像は、 「縦 位置自動 回転」 の設定にかか 
わらず、すべて横位置で表示されます。 

Pc 5 :液晶モニタのパワーオフ時間（曲 P .263) 

初期設定では、20秒間何も操作を行わないと、液晶モニタ表示は自動的にオフになりますび、 
自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 
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画像情 s 目の表お 

1コマ再生表示中にマルチセレクターの◄および►を巧すと、次のように撮影情^ 
報の表示び切り替わります。 I 

C ぺ-ジ^ページ2喊 ► ぺージ1 i ►ぺ-ジ目※1、變 

ぺージ 4《 1 i ^ ぺージ已※ M > ぺージ 8《 1 i ^ ぺージ 7》 1 争 J 写 

《1初期設定では表示されますび、再生メニューの 「再生画面設定」 （田 P .218) で非表示 
に設定でさます。 

《2 GPS (SB P .179) を使用して撮影した画像に対して表示されます。 


ぺージ1 

T ] 音声メモの有無 . P .198 

2 プ□テクト設定の有無 . P .194 

3」フオルダ番号ーコマ番号《’ ..... P .209 

《撮影メニユーの 「クロップ 高速」を 「 ON 」 に設定 
して撮影した画像の場合、フォルダ番号とコマ 
番号び黄色 < 表示されます。 


ぺージ2 



2 

3 

4 

5 


音声メモの有無 . P .198 

プ□テクト設定の有無 . P .194 

フォー カ スフレー ム x’l . P .100 

コマ番号/画像数 . P .209 

ファイル名 . P .229 


6 フオルダ名 . P .227 


7 画像サイズ . P .61 


8 

9 

10 
11 
12 


画質モード . P . 己6 

撮影曰付 . P .22 

撮影時刻 . P .22 


ク□ップ高速の日 N / OFF ....... P . 己日 

フオルダ番号ーコマ番号 x ‘2.. P .209 



《 I 再生メニューの「再生画面設定」 （田 P .21 目）で 「フォーカスフレーム」 び設定されている場 
合、 AF エ U アモード （ agP . l 日 2) をシングルエリア AF モードに設定して撮影した画像で 
は、選択したフォーカスフレームをホく表示します。また、ダイナミック AF モード、グルー 
プダイナ三ック AF モード、または至近優先ダイナ三ック AF モードに設定して撮影した画像 
では撮影時のピント合わせに使用したフォーカスフレーム（フォーカスモードび S (シングル 
AF ヴーボ）の場合は、最初に□ックされたフオーカスフレーム）をホく表示します。 


《2撮影メニユーの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フォルダ 
番号とコマ番号び黄色 < 表示されます。 
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ぺージ 3 (撮影情報 1)《1 


の 

音声メモの有無 . 

. P .198 

2 

プ□テクト設定の有無 . 

. P .194 

3 

カメラ名 


4 

測光モード . 

. P .1] 已 

5 

シャッタースピード . 

. P .117 

6 

絞り値 . 

. P .117 

7 

露出モード . 

. P .117 

8 

露出補正値 . 

. P .131 

9 

焦点距離 . 

. P .331 

10 

ク□ップ高速の日 N / OFF ... 

…. P . 已〇 

illJ 

フォルダ番号ーコマ番号 

. P .209 



《1再生メニューの「再生画面設定」（田 P .218) で「撮影情報」び設定されている場合の 
み表示されます。 


《2撮影メニューの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フオルダ 
番号とコマ番号び黄色<表示されます。 


ぺージ 4 (撮影情報 2) 

音声メモの有無 . 

プ□テクト設定の有無 ........ 

撮像感度 X ‘2. 

ホワイトバランス . 

ホワイトバランス微調整…. 

階調補正 . 

輪郭強調 . 

8 力つ一言又も . 

9 画像コメント . 

10ク□ップ高速の日 N / OFF . 


P .198 
P .194 
... P .67 
... P .70 
... P .74 
... P .93 
... P .92 
... P .96 
P .290 
... P . 已日 



ふふ 


1 lJ フオルダ番号ーコマ番号 《3.. P . 209 

《1再生メニューの「再生画面設定」（田 P .218) で「撮影情報」び設定されている場合の 


み表示されます。 


《2感度自動制御び機能して撮影された画像の場合、撮影感度値 （ IS 日）びホく表示され 
ます。 

《3撮影メニューの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フオルダ 
番号とコマ番号び黄色<表示されます。 


186 





























ページ日 （ GPS データ） 


m 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


音声メモの有無 . P .198 

プ□テクト設定の有無 . P .194 

緯度 

経度 

標高 

UTC (協定世界時） 

ク□ップ高速の日 N / OFF ....... P . 已〇 

フオルダ番号ーコマ番号※2 .. P .209 
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《1 GPS (の P .179) を使用して撮影した画像 
に対して表示されます。 


《2撮影メニユーの「ク□ツプ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フオルタ 
番号とコマ番号び黄色 < 表示されます。 


ぺージ目（ヒストグラム表示）※1 

I 音声メモの有無 . P .198 

プ□テクト設定の有無 . P .194 

画像のヒストグラムび表示されます。横軸は 
レベル、縦軸は画素数を表します。 

フォルダ番号ーコマ番号※2 .. P .209 

《1再生メニューの 「再生画面設定」（函 P .218) 
で' 「ヒス ト グラム」 び設定されている場合のみ 
表のされます。 


4 



《2撮影メニユーの「ク□ツプ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フオルダ 
番号とコマ番号び黄色 < 表示されます。 


■ 
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ぺージ7 (ハイライト表示）※1 

~音声メモの有無 . P .198 

プ□テクト設定の有無 . P .194 

画像の八イライト（白とび/色とび）部分び 
各色チャンネルごとに点滅表示されます X ’ 2 。 
八イライト部分び点滅表示されている色 X ’2 
フォルダ番号ーコマ番号《3.. P .2 日9 
《1再生メニューの「再生画面設定」（田 P .218) 
で「八イライト」び設定されている場合のみ表 
示されます。 



《2サムネイルボタン©を押しなびらマルチセレクターの 
◄ または►を押すと、次のよラに点滅表示されるノ\イラ 
イト部分び切り替わります。 




白とび部分 
( RGB ) 



赤色の色とび 
部分 （ R ) 


^緑色の色とび^ 
>部分 （ G ) > 


青色の色とび 
部分旧） 



《3撮影メニューの「ク□ップ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フォルダ 
番号とコマ番号び黄色<表示されます。 



188 














ぺージ 8 (RGB ヒストグラム表示）※ 1 

ll 音声メモの有無 . P .198 

2 プ□テクト設定の有無 . P .194 

3 画像の八イライト（白とび/色とび）部分び 
各色ごとに点滅表示されます X ’ 2 。 

4 フォルダ番号ーコマ番号 .. P .209 
5 八イライト部分び点滅表示されている色 X ’2 

6 RG 巳のヒストグラム x’4 

7 赤色 （ R ) のヒストグラム※4 
8 緑色 （ G ) のヒストグラム※4 

青色（目）のヒストグラム※4 
《1再生メニューの「再生画面設定」（田 P .218) 
いる場合のみ表示されます。 


《2サムネイルボタン@を巧しなびらマルチセレクターの 
◄または►を押すと、次のよラに点滅表示される八イラ 
イト部分び切り替わります。 


白とび部分 
( RGB )' 


赤色の色とび 
>部分の） 


点滅表示なし 



緑色の色とび 
>部分 （ G ) 


《3撮影メニユーの「ク□ツプ高速」を 「 ON 」 に設定して撮影した画像の場合、フオルダ 
番号とコマ番号び黄色 < 表示されます。 

《4横軸はレベル、縦軸は画素数を表します。 


E D 2 X のヒストグラム表示について 

D 2 X のヒストグラム表示は、画像加エアプリケーションで表示されるヒストグラムと異なる 
ことびあります。目安としてご使用ください。 

P f 3 :1コマ再生でのマルチセレクターの上下.ちちの機能入れ換え（函 P .278) 

1コマ再生時にマルチセレクターの►を押して表示画像を、 ▲/ ▼を押して画像情報の 
ページを切り換えるよラに変更でさます。 
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サムネイル表示 

サムネイルボタン©を押しなびらメインコマンド 
ダイヤルを回すと、画面に表示される画像の数を切 
り換えることびできます。設定できるのは、]コマ、 
4コマまたは9コマのいずれかです。4コマと9コ 
マの表示時は、画像はサムネイル（縮ル画像）で一 
覧表示されます。この状態では次の操作び巧能です。 



機能 

操作 

内容 

- 1 

表示コマ数 
の変更 


サムネイルボタン©を押しなびらメインコマンド 
ダイヤルを回すと、表示コマ数 （1 コマ/4コマ/ 

9コマ）び切り替わります。 

1コマ表示 
と4コマ/ 
9コマ表术 
の切り換え 

@ 

4コマまたは9コマ表示時にマルチセレクターの中 
央部を押すと、1コマ表示になります。 ] コマ表示 
時に再度マルチセレクターの中央部を押すと、マ 
ルチセレクターの中央部を押して]コマ表示に切 
り換える前の表示コマ数になります。 

画像の選択 

© 

マルチセレクターの►を押すと、表 
示画面でカーソル（黄色い枠）び移動します。選択 
する画像にカーソルを合わせます。 

ページ送り 


サムネイルボタン©を押しなびらサブコマンドダ 
イヤルを回すと、設定されたコマ数 （4 コマ/9コ 
マ）単位でページ送りされます。 

選択画像の 
削除 

0 

削除ボタン©を押すと 
削除確認画面び表示され 
ます（田 P . 19己)。 

•削除確認画面の表示中 
に再度削除ボタン®を 
押すと画像の削除び実 
行され、サムネイル表 
示画面に戻ります。 

• 削除確認画面の表示中に^ 
れかを押すと、画像の削!? 
ムネイル表示画面に戻り弓 

pi 篇則し骑, 

1 ) 削除しますな？ 

^はいの 

7ルチセレクターのいず 
ををキャンセルして、サ 
ミす。 


E マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 

190 


^重靈の詳細 


■ 




















図。 :マルチセレクターの中央ボタンの機能（阻 P .27 己） 

「再生モード」により、再生時 （1 コマ/4コマ/9コマ表示時）にマルチセレクターの中央 
部を押すと、ヒストグラム表示、または撮影時に使用したフオーカスエ U アを中むに拡大再 
生び行われるように変更でさます。 


[機能 

操作 

内容 1 

選択画像の 
拡大表示 

導) ( q ) 

実行ボタン®!(拡大再生ボタン 9) を押すと選択中 
の画像び拡大表示されます （田 P .193)。 さらに、 
サムネイルボタン©を巧すと、ホいお大工 IJ ア選 
択枠び表示されます。サムネイルボタン©を押し 
ている間、メインコマンドダイヤルを回して拡大 
エ U ア選択粋の大ささを変更したり、マルチセレ 
クターを操作して拡大したい画像の部分にお大工 

U ア選択枠を移動させることびでさます。サムネ 
イルボタン©から指を離すと、お大工 U ア選択枠 
内の部分び瞬時に拡大表示されます。拡大表示中 
に、マルチセレクターを操作すると、画面をスク 
□ールさせて見たい部分に移動でさます。再度実 
行ボタン®を押すと、拡大表示び終了し、サムネ 
イル表示画面に戻ります。 

音声メモの 
録音/再生 

0 

音声メモび録音されていない画像の選択中に、音声 
ボタン@を押し続けている間、選択画像に対して音 
声メモび録音されます （田 P .199)。 音声メモび録 
音されている画像の選択中に、音声ボタン@を押す 
と音声メモび再生され、再度音声ボタン S を押すか 
音声メモび終了すると停止します （田 P .2 日3)。 

表示画像の 
プ□テクト 
設定/解除 


画像の表示中にプ□テクトボタン®を押すと、選 
択されている画像にプ□テクトアイコン H び表示 
され、プ□テクトびかかります （田 P . 194)。プロ 
テクトアイコン H び表示されている画像は、削除 
ボタン©または再生メニューの「削除」では削除で 
さません（ただし、 CF カードをフオーマットすると、 
プ□テクトをかけた画像ち削除されます）。プ□テ 
クトアイコン M び表示されている画像を選択して 
プ□テクトボタン®を押すと、プロテクトアイコ 
ン M び消え、プ□テクトび解除されます。 

メニユー 
画面の表示 

碰 1 

メニューボタン雜を押すと、再生を終了し、メ 
ニュー画面 （BE P .47) び表示されます。 

撮影モード 
に戻る 

シャッターボタン 

再生ボタン®を巧す、またはシャッターボタンを 
半押しすると、モニタの表示画面び消え、撮影可能 
状態になります。 


^重靈の詳細 
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圓撮影直後の画像確認（曲 P .2 1 9) 

M 再生メニューの 「撮影直後の画像確認」 を 「 ON 」 に設定すると、再生ボタン®を押さなくて 
再も、撮影した画像を CF 力ードに記録しなびら自動的に液晶モニタに表示します。 

生 • 1コマ、セルフタイマー、三ラーアップ撮影時は、1コマずつ表示されます。 

P • 高速、低速連続撮影時は、撮影び終了した後に、連写時の最初のコマから順次画像表示を 
0 行います。設定されているコマ数 （1 コマ/4コマ/9コマ）ずつ表示されます。 

ミ羊 

細图 C 日：液晶モニタのパワーオフ時間 P .263) 

初期設定では、20秒間何も操作を行わないと、液晶モニタ表示は自動的にオフになりますび、 
自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 
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拡大表お 

画像の表示中に実行ボタン®な広大再生ボタン勺）を押すと、表示されている画^ 
像 （1 コマ表示時）または選択されている画像 （4 コマ/9コマ表示時）び長さ比再 
で最大約27倍（画像サイズび L の場合)、約2日倍（画像サイズび M の場合）また^ 
は約] 3倍（画像サイズび S の場合）まで拡大表示でさます。この状態では次の操^ 
作び巧能です。 の 


機能 操作 内容 


拡大表示の 
開始/終了 

瓣 （ q ) 

実行ボタン參（拡大再生ボタン巧を押すと、画像び 
拡大表示されます。拡大表示中に実行ボタン®►を押す 
と、破:大表示び終了し、拡大再生前の表示に戻ります。 

お大工 U ア 
の選択 

© 

実行ボタン®で拡大後、サ 
ムネイルボタン©を押す 
と、ホいお大工 U ア選択枠 
び表示されます。この選択 
枠は、サムネイルボタン© 
を押しなびらメインコマン 
ドダイヤルを反時計回りに 
回すとルさくなり、時計回 
りに回すと大きくなります。 
作して拡大したい画像の部分 
移動させ、サムネイルボタン 
大工 U ア選択枠内の部分び瞬 E 

2 

m 

_ / / \ 

マルチセレクターを操 

M こ拡大工 U ア選択枠を 
© から指を離すと、お 

1寺に拡大表示されます。 

拡大画像の 
切り換え 


拡大表示中にメインコマンドダイヤルを回すと、同1 
じ場所を拡大したまま画像を切り換えることびでさ1 
ます。 1 

画像の他の 
部分の表示 

© 

画像の拡大表示中にマル 
チセレクターのイ 
/►を押すと、画面をスク 
□ールさせて見たい部分に 
移動でさます。マルチセレ 
クターを巧し続けると、高 
速移動することびでさます。 

7^ 

( 


句 
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画像のプ□テクト 

^画像にプ□テクトをかけると、その画像を削除することびできなくなります。 
胃これにより、誤って画像を削除してしまうことを防止できます。画像の表示中に 
機プ□てクトボタン^^を押すと、表 TJX されている画像 （ 1コマ表术時、拡大表术 
襲時）または選択されている画像 （4 コマ/9コマ表示時）にプ□テクトびかかりま 


1 ] コマ表示の場合は、プ□テクトする画像を表示します。4コマ/9コマ 
表示の場合は、プ□テクトする画像をマルチセレクターにより選択します。 


2プ□テクトボタン©を巧します。画像にプ□テクトアイコン^国び表示 
されます。 



画像のプ□テクトを解除するには、解除する画像を表示 （1 コマ表示、拡大 
表示の場合)、または選択 （4 コマ/9コマ表示の場合）して、プ□テクトボ 
タン®を巧します。 


P 音声メモ付き画像のプ□テクトについて 

音声メモび録音された画像にプ□テクトをかけると、画像と音声メモの両方にプ□テクトび 
かかります。個別に設定することはでさません。 

口 CF 力ードのフオーマット 

CF 力ードをフォーマットすると、プ□テクト設定した画像も消去されますのでごを意ください。 

gj プ□テクトの一括解除について 

プ□テクトボタン®と削除ボタン©を同時に2秒じ(上押し続けると、再生メニューの「再 
生フォルダ設定」で設定されているフォルダ内のすべての画像のプ□テクトび一括で解除でさ 
ます。 

0プ□テクト画像のファイル属性 

プ□テクト設定した画像は、 D 日 S ファイルフォーマットの「読み取り専用」属性になります。 

194 




















画像の削除 

画像の再生画面では、ボタン操作によって]コマ単位で削除でさます。削除した 
画像は元に戻せません。 

1 1コマ再生表示の場合は、削除する画像を表示します。4コマ/9コマ表 
示の場合は、削除する画像を選択します。 


2削除ボタン®を巧します。削除確認の画面び表示されます。 



再度削除ボタン®を押すと、表示中の画像び削除されます。 
削除ボタン®外のボタンを巧すと、画像は削除されません。 


\ •'••'一! 


レ 


削除しますな？ 

画巧じ音声 itmm 

祝のみ 


0音声メモ付き画像の削除について（田 P.203) 

音声メモ付さの画像を削除する場合は、削除ボタン®を押す 
とちのよラな削除確認画面び表示されます。 

• 「画像と音芦」 を選択して削除ボタン©を押すと、表示中 
の画像と音声メモの削除び実行されます。 

. 「音声のみ」 を選択して削除ボタン®を押すと、音声メモ 
の削除のみび実行されます。 

• 削除確認画面の表示中にマルチセレクターのいずれかを押 
すと、画像の削除をキャンセルして、再生画面に戻ります。 

gs プ□テクト設定/非表示設定された画像の削除 

プ□テクト設定されている画像や、非表示設定されている画像は削除でさません。 

g 画像の削除（田 P.206) 

再生メニューの 「削除」 では、複数の画像を選択して削除したり、全画像を一括して削除する 
ことびでさます。 

圓削除後の次再生画像（田 P.220) 

再生メニューの 「削除後の次再生画像」 では、画像の削除後に表示される画像を、削除された 
画像の 「後ろのコマ」、「前のコマ」、「直前コマ送り方向に従ラ」 から選択することびでさます。 

19日 
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D 2 X にはマイクとスピーカーび内蔵されており、撮影 
した画像に音声メモを録音することびできます。ここ 
では、音声メモの録音や再生の操作ち法を説明します。 









音声メモの録音 

U 撮影された画像に対して、内蔵マイクにより最長で約6日秒の音声メモを録音す 
宣ることびでさます。撮影時は最後に撮影された画像のみに、画像の再生時は選択 
'メ した画像に対して録音でさます。 

f 音声メモの録音方法 

g 撮影時の自動録音 

細 セッ ト アップメニューの 「撮影モード時の録音」 を 「自動録音と手動録音」 に設定 
した場合、撮影直後に音声メモの録音を自動的に開始することびでさます。詳し 
くは「音声メモの録音に関する設定」（田 P .201) をご覽ください。なお、初期 
設定では撮影時に音声メモを録音することはでさません。 

• 撮影後にシャッターボタンを放すと（半押しを解除すると）、撮影された画像 
に対する音声メモの録音び自動的に開始されます。 

• 音声ボタン@を巧すか、設定した時間び経過すると録音を終了します。 

• 再生メニューの r 撮影 直後の画像 確認」び 「 ON 」 に設定されている場合は、自 
動録音は行われません。 

撮影時の手動録音 

セッ ト アップメニューの r 撮影モード時の録音」 を r 手動録音のみ」 に設定した場 
合、最後に撮影した画像に対して、音声メモを手動で録音することびでさます。 
詳しくは「音声メモの録音に関する設定」 (05 P .201) をご覧ください。なお、 
初期設定では撮影時に音声メモを録音することはでさません。 

• 音声ボタン@を押し続けている間、音声メモび 
録音されます。 

• 音声ボタン@を押し続けた時間び約]秒に満た 
ない場合は、音声メモの記録は行われません。 


P 撮影時の音芦メモの上書さ録音について 

撮影時には、最後に撮影された画像の音声メモを手動で上書さ録音する（録音をやりなおす） 
ことびでさます。音声メモを上書さ録音するには、セットアップメニューの「撮影モード時 
の録音」を「自動録音と手動録音」または「手動録音のみ」に設定し、「撮影モード時の上書録 
音」を「許容ずる」に設定することび必要です。詳しくは「音声メモの録音に関する設定」（田 
P . 20 1) をご覧ください。なお、初期設定では音声メモを上書さ録音することびでさません。 
• 録音時の操作方法は上記の「撮影時の手動録音」と同様です。 

• 画像の再生時には上書さ録音はでさません。 
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画像再生時の録音 



音声メモを録音する画像を表示 （1 コマ表示 
時）、または選択 （4 コマ/9コマ表示時）し 
ます。 

• 画像の再生時は、すでに音声メモび録音され 
ている画像（音符アイコンび表示されてい 
る画像）に対して音声メモを録音することび 
でさません。再度録音をする場合は、先に音 
声メモを削除してください（田 P .2 日3)。 



つ音声ボタン@を巧し続けている間、音声メモ 
び録音されます。 

• 音声ボタン@を押し続けた時間び約]砂に 
満たない場合は、音声メモの記録は行われま 
せん。 


E 音芦メモ録音中の表示について 

音声メモ録音中は、背面表示パネル、ファインダー内ち表示でマイクマークみび点滅し、背 
面表示パネルに録音可能な残り時間のカウントダウンび秒単位で表示されます。 



背面表示ノ ネル ファインダー内ち表示 

再生表示時の音声メモ録音中は、画像上にマイクマーク#び 
表71^されます。 



液晶モニタ 


0音声メモ機能の詳細 
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0 音声 メモの 録音終了に ついて 

0次の場合、音声メモの録音び自動的に終了します。 

ち • メニューボタン喔を押してメニュー画面を表示したとき 
声 • 再生ボタン恒Iを押したとき 
メ. シャッターボタンを半押しした とさ 
g • 電源スイッチを日 FF にしたとき 

麗 • インターバルタイマー撮影中に、撮影時刻の約2秒前になったとさ 

§0音声メモ録音後の表示について 

細 最後に撮影された画像に、音声メモ 
び録音されている場合は、背面表示 
パネル、ファインダー内ち表のでマ (mmiL 
イク マーク &び点灯します。 ISO ,n n 

し I LIU 

背面表示ノ くネル ファインダー内ち表示 



再生表示時は、液晶モニタに音声メモび録音された画像に音 
符アイコン^び表示されます。 


P イメージダストオフデータについて 



イメージダストオフデータに音声メモを録音することはでさません。 


音声メモのファイル名について 

このカメラで録音された音声メモのファイルには、 DSC_nnnn.WAV という名称びつきます。 
nnnn には対応する画像ファイルの名称と同じ数字び入ります。たとえば、 DSC_0002.JPG 
といラ名称の画像ファイルに対して音声メモの録音を行った場合、 DSC_C)002.WAV といラ 
名称の音声ファイルび作成されます。音声ファイル名はパソコンで確認することびでさます。 

• 撮影メニューの「色空間」で 「AdobeRGB」 に設定して撮影した画像の場合、音声ファイ 
ル名は _DSCnnnn.WAV になります。 

• 撮影メニューの「ファイル名設定」でファイル名の 「DSC」 の3文字を変更して撮影した画 
像の場合、音声ファイルの 「DSC」 の3文字ち同様に変更されます。 

gs 撮影時の録音設定表示について 

セットアップメニューの「撮影モード時の録音」び「自動録音と手動録音」または「手動録音の 

み」に設定されている場合、背面表示パネルに設定び表示されます。 



自動録音と手動録音 


手動録音 
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音声メモの録音に関する設定 

音声メモを録音するち法に合わせてセッ ト アップメニューの 「撮影モード時の録 M 

音」、「撮影モード時の上書録音」、および r 音声ボタンの録音時の操作」を次のよ宣 


うに設定します。 

撮影時の録音 

撮影時の、音声メモの自動録音および手動録音につ 
いて設定します。 

セッ ト アップメニユー画面（田 P.28 己） から 「撮影 
モード時の録音」 を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、「撮影モード時の録音」I 
示されます。 



メ 

モ 


の 

詳 

細 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


設定 

内容 1 

1 録音しない 

1 (初期設定） 

撮影時には、音声メモを録音することびできません。 


I撮影直後に音声メモの録音を自動的に開始します（田 P.198)。 

ただし、再生メニューの「撮影 直後の画像 確認」び rONJ に設定 
されている場合は、自動録音は行われません。 


「自動録音と手動録音」 を選択し、 

。マルチセレクターの►を巧すと、 

I■自重尬請の時間」の設定:画®び表 
手動錄曰 [示されます。マルチセレクターの 
▲または▼で自動録音の時間を已 
秒、1日秒、2日秒、3日秒、4己秒、 

6日秒から選択してください。マ 
ルチセレクターの►を巧すと選択 
び実行され、セットアップメニュー画面に戻ります。 


手動 録曰 のみ します（函 P 19 8 )。 


4なき動録音の時間 








€ 
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撮影時の上書録音 

撮影モード時に、すでに音声メモび録音されている 
画像に対して、音声メモを上書き録音できるように 
設定します。 

セッ ト アップメニユー画面 （阻 P.28 已）から 「撮 
影モード時の上書録音」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、「撮影モード時の上書録音」の設 
定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



音声ボタンの録音時の操作 

音声メモ録音時の音声ボタン@の操作ち法について 
設定します。 

セッ ト アップメニユー画面 （阻 R28 己）から 情声 
ボタンの録音時の操作」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、「音声ボタンの録音時の操作」の 
設定画面び表示されます。 


ク 


6 

C 


セツトアツブ乂ニユ- 


回音声ボタンの録音時の揉作 


'!» ム巧し続け でいる 巧3 


4と押しで開始/巧了 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


I 設定 

内容 1 

巧し続けている間 
録音 

(初期設定） 

音声ボタン®を巧し続けている間のみ音声メモを録音します 
(最長約60秒)。 

巧して開始/終了 

音声ボタン B を巧して音声メモの録音を開始し、をう一度巧す1 
か、約6日秒経過すると録音を終了します。 
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1設定 

内容 1 

禁止する 

(初期設定） 

すでに音声メモび録音されている画像に対して、上書さ録音す 
ることびでさません。 

許容ずる 

「撮影 モード時の録音」 び 「自動録音と手動録音」 または 「手動 

録音」 に設定されている場合は、最後に撮影された画像に音声 
メモび録音されているとさでを、撮影モード時に音声メモを手 
動で上書き録音することびできます （函 P.1 98)。 


0音声メモ機能の詳細 








































音声メモの再生 

音声メモの再生は、内蔵スピーカーにより、画像の 
再生表示時 （0 B P.183) に行うことびできます。音 
声メモび録音された画像には、音符アイコンび表 
示されます。 

音声メモ付さの画像び表示 （1 コマ表示時）または選 
択 （4 コマ/9コマ表示時）されているとさは、次 
の操作び行えます。 



機能 操作 


音声メモの 
再生/終了 


音声メモの 
削除 


f 音声ボタン g を巧すと、音声メモを再生します。再度音声ボタ 
Iン g を巧すか、録音内容び終了すると再生を終了します。 


f 削除ボタン©を押すとちのような削除確認画面び表示されま 

す。マルチセレクターの▲または▼で 「画像と音声」、「音声の 
み」を選択します。 


0 


•マルチセレクターの▲または▼で 
「画像と音声」 を選択して削除ボタ 
ン©を押すと、表示中の画像と音 
声メモの両方の削除び実行されま 
す。 


削なしますな？ 
画をこ音声 


がのみ 


[tmm 


•マルチセレクターの▲または▼で 


「音声のみ」 を選択して削除ボタン 
© を巧すと、音声メモの削除のみび実行されます。 

• 削除確認画面の表示中にマルチセレクターのイまたは►を巧す 
と、画像の削除をキャンセルして、再生表示画面に戻ります。 


0音声メモの再生終了について 

次の場合、音声メモの再生び自動的に終了します。 

• メニューボタン!®を押してメニュー画面を表示したとさ 

• 再生ボタン©を押すか、シャッターボタンを半押しして液晶モニタび消灯したとさ 
• 電源スイッチを日 FF にしたとさ 

• 他の画像に切り換えた場合 （1 コマ表示時)、または他の画像を選択したとさ （4 コマ/9 
コマ表示時） 


■ 


0音声メモ機能の詳細 
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再生方法と音量の設定について 

0セットアップメニューの r 音声の出力」 では、音声の 
g 出力ち法を設定することびでさます。 

;セッ ト アップメニュー画面（田 P .28 已）から 情声 
I の出力」 を選択して、マルチセレクターの►を押す 
^と、「音声の出力」の設定画面び表示されます。 

詳マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 



設定 

内容 


_ 


1 カメラ本体に内蔵されたスピーカーで音声メモを再生します。 


「スピーカー」を選択し、マルチ 

[F 

1 セットアップ：にユ- III 


セレクターの►を巧すと、再生 
音量レべ J レの設定画面び表示され 
ます。マルチセレクターの▲また 
は▼を押して、音量を1、2、3、 

4、 己から選択してください。選 
択項目を切り換えるごとに、その 


の 音声の出力 II 

スピーカー 

(初期設定） 

C 

0 

圖 

▲ 

且►決定 

▼ 


音量でサンプル音び鳴ります。マ 

ルチセレクターの►を押すと選択び実行され、セットアップメ 
ニュー画面に戻ります。 

ビデオ端子 

オーディオビデオ出力端子から音声メモを一定音量で出力し 
ます。 

出力しない 

音声メモの再生時に、音声の出力は行われません。音声メモび1 

録音されている画像を再生表示すると、^び表示されます。 
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イド 


液晶モ—夕Iし表术されるメ —ュー画面からカメフの 
各種設定を変更できます。 

再生メニュー（田 P .20 目〜 221) 

再生メニューは、 CF カードに記録した画像をスライ 
ドシヨーで再生するなどのメニュー項目び含まれて 
います。 

撮影 メニュー （ aBP .222 〜 23目） 

撮影メニューは、輪郭強調や階調補正など、より高度 
な撮影をする場合のメニュー項目び含まれています。 

カスタムメニュー （ gBP .237 〜 284) 

カスタムメニューは、カメラの各種設定を撮影者の 
好みに合わせて変更する、カスタムセッティングに 
使用します。 

セットアップメニュー（因 BP .28 己〜31 0) 

セットアップメニューは、 CF カードのフオーマット 
や曰付の設定など、カメラの基本的なセットアップ 
に使用するメニュー項目び含まれています。 







再生メニューには、次のメニュー項目びあります。 



• カメラに CF カードび入っていない場合、再生メニューは表示されません。 

削除 

再生メニュー画面から「削除」を選択して、マルチセ 
レクターの►を押すと、削除画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


設定 内容 


選択画像削除 j 選択した画像を削除します。 

全画像削除 画像を削除します。 ^ 

0非表示設定、プ□テクト設定された画像について 

H びついている画像はプ□テクト設定（田 P .194) されているため、削除でさません。ま 
た、非表示設定 （ aBP .213) されている画像はサムネイル表示されないため、削除でさません。 

P マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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1 メ ニュー 項目 

分 J 

削除 

P. 206〜208 

1 再生フォルダ設定 

P.209 

1 スライド シヨー 

P.21 日〜212 

1 非表示設定 

P.2]3 〜2]4 

プリント指定 

P.21 己〜217 

1 再生画面設定 

P.218 

撮影直後の画像確認 

P.219 1 

I 削除後の巧再生画像 

P.220 

縦位置自動回転 

P .221 ’ 


0 メニユ I ガイド—再生メニユ- 




































































選択画像の削除 

r 選択画像削除」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、再生メニュー画面@ 
の 「再生フオルダ設定」 （as P.209) で設定したフォルダ内の画像びヴムネィル 


表术されます。 




マルチセレクターの▲、▼、イ、►を操作 
して削除する画像を選択します。 

• サムネイルボタン©を巧すと、選択して 
いる画像を1コマ表示でさます。再度巧 
すと、サムネイル表示画面に戻ります。 


2 



町 _ 酷 1 

4 JI ^ J 

yoBS 

マルチセレクターの中央部を巧すと選択画 
像の削除が設定されます。削除び設定され 
た画像には ■§ が表示されます。 

• 1と2の手順を繰り返して削除する画像 
をすベて設定してください。 

• 削除の設定を解除する場合は再度マルチ 
セレクターの 中央部を 巧して、® を消し 
ます。 

• 削除設定を行わずに終了する場合は、メ 
ニューボタン<#を巧すと、再生メニュー 
画面に戻ります。 


ガ 


再 

生 

メ 


3 




削除設定した状態で実行ボタン®を押すと 
選択画像削除画面が表示されます。マルチセ 
レクターの▲または▼を操作して、「はい」ま 
たは「いいえ」を選択します。 

• 「はい」を選択してから実行ボタン®を巧 
すと、画像の削除を実行し、削除完了表示 
をして再生メニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」を選択してから実行ボタン®を 
巧すと、画像の削除は行われずにサムネイ 
ル表示画面に戻ります。 

• 音声メモが録音された画像を削除する場合、 
音声メモち同時に削除されます。 


P 削除に必要な時間について 

選択画像削除、または全画像削除を実行する場合、作成されているフォルダ数、および記録 
されている画像ファイル数により、画像の削除び完了するまで数十分の時間びかかる場合び 
あります。 
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を画像削除 

^0 r 全画像削除」 を選択して、マルチセレクターの ► 
と を押すと、ちの画面び表示されます。マルチセレク 
^ a ターの▲または▼を操作して、 「はい」 または 「いい 
!。え」 を選択します。 

: f • r はし、」 を選択して実行ボタン®を押すと、 「再 
生フオルダ設定」（曲 P.209) で設定したフオル 
m ダ内の全画像の削除び実行され、削除完了表示 

f 後、再生メニュー画面に戻ります。 

二 • 「いいえ」を選択して実行ボタン®を巧すと、 
7 画像の削除は行われずに削除画面に戻ります。 
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再生フォルダ設定 

画像を再生するフォルダを設定します。再生メ 
ニユー画面 （曲 P.2 日 6) から r 再生フォルダ設定」 
を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「再 
生フオルダ設定」の画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設 g 

内容 ] 

NCD2X 

D2X で作成されたすベてのフオ J レダを選択します。 

全てのフオルタ’ 

CF カードに記録されている、参照可能なすべてのフオルダを選 
択します。 

現在記録中の 
フオルタ’ 

現在記録に使用されているフオルダを選択します。 



I 

ガ 

イ 

ド' 


I 

再 

生 

メ 


P 記録ずるフオルタ’について 

画像を記録するフォルダは撮影メニューの「記録フォルダ」（田 P.227) で設定してください。 

P 撮影メニューの r 記録フォルタで新しいフォルダを作成した場台 

複数のフォルダを作成した状態で、再生するフォルダ設定を「現在記録中のフォルダ」にする 
と、撮影メニューの「記録フォルタ’」（の P.227) で選択しているフォルダのみび再生の対象 
となります。 
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スライド シヨー 

画像を一定の間隔で順次再生するスライドショーを 
行います。再生 メニ:!一 画面 （as P.2 日 6) から 「ス 
ライドショー」 を選択して、マルチセレクターの ► 
を巧すと、 「スライドショー」 の設定画面び表示され 
ます。 


區 




な 


珍 

’み 

1 ►閱始 对 

〔なおインターバル設定つ 

s 

；音声再生 


里マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


ミ凡み 

欧疋 

内容 j 

開始 

スライドショーを開始します。 

インターバル設定 

画像を切り換える時間間隔を設定します。 

音声再生 

スライドショー中の音声メモ （曲 P .197) の自動再生について 
設定します。 



スライド シヨー の開始 

r 開始」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、スライドショーび始まりま 
す。 r 再生フォルダ設定」 （as P .209) で設定されたフォルダ内の画像び記録され 
た順番で再生されます。ただし、 r 非表示設定」（の P .213) されている画像は再 
生されません。スライドショーの実行中は、次の操作び巧能です。 


機能一 

操作 

内容 

1 コマ進む 

© 

マルチセレクターの▼を押すと、 1 コマ進みます。 

1 コマ戻る 

© 

マルチセレクターの▲を押すと、 ] コマ戻ります。 

画像情報を見る 

© 

マルチセレクターのイまたは►を巧すとスライド 
ショーの再生中に画像情報び表示され、画像情報画面 
の切り換えびでさます。 

一時停止する 

1^) 

実行ボタン®を押すとスライドショーび一時停止し 
ます（音声メモの再生は停止しません)。 
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スライドショーび終了するか、一時停止をした場合 
にはちの画面び表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼でメニュー項目を選択し、►を押すと実 
行されます。 

• 「再開」を選択すると、現在表示されている画像 
の次からスライドショーび再開されます。 

• 「インターバル設定」を選択すると、画像を切り 
換える時間の間隔を設定でさます。 

• 「音声再生」を選択すると、スライドショー中の 
音声メモの自動再生について設定でさます。 

• この状態でマルチセレクターの◄を押すか、メ 
ニューボタン春を巧すと、再生メニュー画面に 
戻ります。 

インターバル設定 

1 コマの画像を表示している時間の変更びでさます。 
スライドショーの開始前、終了後、または一時停止 
中に表示される選択画面から、「インターバル設定」 
を選択します。マルチセレクターの▲または▼を操 
作して、画像を表示している時間を2秒、3秒、己秒、 
1 日砂のいずれかから選択します。 



r 公 2 s 
k を 3 s 


1 

wrnm 


なお 
公化 


インターバル時間を選択した後、マルチセレクターの►を押すと設定び有効にな 
り、スライドショー設定画面に戻ります。「開始」を選択してマルチセレクターの 
►を押すと、スライドショーび始まります。 


1 機能 

操作 

内容 

再生メニューへ 
戻る 

1^1 

メニューボタン參を巧すと、スライドショーを中止 
して再生メニューに戻ります。 

再生モードに 
戻る 


再生ボタン®を押すと、スライドショーを中止して 
再生モードに戻ります。 

撮影モードに 
戻る 

シャッター 
半押し 

シャッターボタンを半巧しすると液晶モニタび消灯1 
し、スライドショーを中止して撮影モードに戻ります。 


メニユ I ガイド—再生メニユ I 
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音声再生 

画像に音声メモび録音されている場合、スライド 
と ショー中に音声メモを自動的に再生することびでき 
^ a ます。スライドショーの開始前、終了後、または一 
!。時停止中に表示される選択画面から、 「音声再生」 を 
5選択してマルチセレクターの►を押すと、ちの画面 
Ip び表示されます。マルチセレクターの▲または▼を 
m 操作して、 「 ON 」 または roFF 」 を選択します。 

5 • roN 」 を選択してからマルチセレクターの►を押 
S すと、スライドショー中に音声メモを再生するよ 
I ラに設定されます。 

音声再生時の表示時間の設定画面び表示され 
ますので、7ルチセレクターの▲または▼を 
操作して、 「インターバル設定優先」 または 惜 
声時間優先」 を選択します。 



區 

g 离生乂二：!— 1 



む 

表示時間 

✓をインターバ儿訪 

■? 

r よさ声時間優先 


[ 設定 

内容 ] 

インターバル設定 
優先 

すべての画像の表示時間を「インターバル設定」で設定した時間 
に合わせます。再生中の音声メモの録音時間び画像の表示時間よ 
りを長い場合、音声メモの再生は途中で終了します。 

音声時間優先 

音声メモの録音時間び、「インターバル設定」で設定した画像の 
表示時間よりを長い場合、音声メモの再生び完了してから次の画 
像の再生を行います。 


音声再生時の表示時間を選択した後、マルチセレクターの►を巧すと設定び有 
効になります。 


• 「 OFF 」 を選択してからマルチセレクターの►を巧すと、スライドシヨー中に 
音声メモを再生しないように設定されます。 
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賊ぉ設定 

画像を非表示設定にすると、その画像は非表示設定 
画面外では表示されなくなります。再生メニュー 
画面（の P .206) から r 非表示設定」を選択して、 
マルチセレクターの►を押すと、「非表示設定」の設 
定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 


選択画像の巧表お設定 

r 設定」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、再生メニュー画面の「再生 
フオルダ設定」（田 P .209) で設定したフォルダ内の画像びサムネイル表示され 
ます。 




マルチセレクターの▲、▼、イ、►を操作 
して非表示設定にする画像を選択します。 

• サムネイルボタン©を巧すと、選択して 
いる画像を1コマ表示でさます。再度巧 
すと、サムネイル表示画面に戻ります。 


2 



irai 再生 乂ニュ- I 

ys33 

マルチセレクターの中央部を巧すと選択画 
像が非表示設定されます。非表示設定され 
た画像には麗 a が表示されます。 

• 1と2の手順を繰り返して非表示にする 
画像をすべて設定してください。 

• 非表示設定を解除する場合は再度マルチ 
セレクターの中央部を巧して、|器を消し 
ます。 

• 非表示設定を行わずに終了する場合はメ 
ニューボタン!#を巧すと、再生メニュー 
画面に戻ります。 
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ミ凡み 

欧疋 

内容 1 

ミ凡み 

欧疋 

選択した画像を非表示にする-しないを設定します。 

一括解除 

非表示設定を一括して解除します。 
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0 非表示画像のファイル属性とコマ番号 


非表示設定画像は、 DOS ファイルフォーマットの「隠しファイル」属性と「読み取り専用」属 
性びセットされます。画像は非表示設定画面しソ外では表示されませんび、コマ番号は付加さ 
れます。また、 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録で撮影された画像の場合、 RAW 画像と 
JPEG 画像の両方に同じ属性びセットされます。 

0プ□テクト設定の解除について 

プ□テクトと非表示の両方び設定されていた画像の非表示設定を解除すると、プ□テクト設 
定を解除されます。 
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非表示設定した状態で実行ボタン®を巧す 
と非表示設定が実行され、再生メニュー画面 
に戻ります。 


—巧解除 

r 一括 解除」を選択して、マルチセレクターの►を巧 
すと、ちの画面び表示されます。マルチセレクター 
の▲または▼を操作して、 「はい」 または 「いいえ」 
を選択します。 

• 「はい」 を選択してからマルチセレクターの►を 
押すと、 「再生フォルダ設定」（田 P .209) で設 
定したフォルダ内の画像の非表示設定び一括して 
解除され、「非表示設定終了」画面び一瞬表示さ 
れて再生メニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」 を選択してからマルチセレクターの ► 
を押すと、非表示設定の一括解除は行われずに再 
生メニュー画面に戻ります。 



























プ u ント指定 

プ U ントする画像の選択、枚数の指定、撮影曰時 
や撮影データの写し込みといった、撮影画像をプ 
IJ ントするための設定をあらかじめカメラでセット 
したり消去したりすることびでさます。これらの設 
定内容は、デジタルプ U ントオーダーフォーマット 
( DPOF ) に対応したプ U ントショップやプ U ンタで 
プ U ントする場合に適用されます。ただし、 RAW 
画像に対してはプ U ント指定はでさません。再生メ 

ニュー画面 （as P .206) から 「プリント 指定」を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、「プ U ント指定」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



ミ凡み 

欧疋 

内容 

ミ凡み 

欧疋 

プ U ント指定を行います。 

一括解除 II プ U ント指定を一括解除します。 


P r プリント指赴び選択できない場台について 

プ U ント指定の設定内容を書さ込むための充分なメモ U —残量び CF カードにない場合は、再 
生メニュー画面で 「プリント指定」 を設定することびでさません。不要な画像を削除して、再 
度操作してください。 

巧 Exif 《 Version 2.21 について 

D 2 X は、 Exif Version 2.21 および sYCC 色空間に対応しています。 Exif Version 2.21 は、 
デジタルカメラとプ U ンタの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指 
した規格です。 Exif Version 2.21 対応のプ U ンタを使用することで、撮影時のカメラ情報 
を活かし、プ U ンタび最適なプ U ント出力を提供することびでさます。プ U ンタの使用説明 
書をお読みのうえご使用ください。 

《 Exif = Exchangeable image file format for digital still cameras 

の デジタルプリン トオーターフオーマット （ DPOF ) 

DPOF (Digital Print Order Format ) は、デジタルカメラで撮影した画像をラボプリント H 

サービスや、家庭用のプ U ンタで自動プ U ントするための記録フオーマットです。これは、 H 
現在の各社独自仕様となっているプ U ント情報を標準化することで、より効率的なプリント 
の実現をするための規格です。 

• ご使用のプ U ンタ-プ U ントサービスび DPOF に対応しているかご確認ください。 
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プリント指定の設定 

10 r 設定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「プリント画像選択」の設定 
メ画面び表示されます。 


ド' 

I 

再 

生 

メ 
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マルチセレクターの▲、▼、イ、►を操作し 
てプリント指定する画像を選択します。 

• サムネイルボタン©を押すと、選択して 
いる画像を1コマ表示でさます。再度巧す 
と、サムネイル表示画面に戻ります。 


2 



マルチセレクターの中央部を巧したり、プ□テクトボタン® 
を押しながらマルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、選択画像のプリント指定を行います。プリント指定 
された画像には g が表示されます。 

• マルチセレクターの中央部を巧すと、プリント枚数が1に 
なります。 

• プ□テクトボタン®を巧しながらマルチセレクターの ▲ 
を巧すとプリント枚数は増加し（最高99枚)、▼を巧すと 
減少します。 

• 1と2の手順を繰り返してプリントする画像をすべて選択 
します。 

• プリント指定を行わずに終了する場合は、メニューボタン 
碰 I を巧すと再生メニュー画面に戻ります。 


ロマルチセレクターによるプリント指定の解除について 

プ U ント枚数び表示されている画像のプ U ント指定を解除する場合は、マルチセレクターの 
中央部を押します。 

0ダイレクトプリントについて 

D 2 X と PictBrid 呂 e 対応プリンタを付属の USB ケーブル UC - E 4 で接続することにより、 CF 
カードに記録した画像を、パソコンを介さずにカメラからの操作で直接プ U ントすることび 
できます。プリンタとの接続時に液晶モニタに表示される [PictBridgeJ メニューで 「DPOF 
プリント」 を選択すると、 「プリント指定」 で設定したプリント枚数で画像をプリントできま 
す。その場合、「プ U ント指定」画面で行った 「撮影情報」、「日付」 の印字の設定は無効にな 
りますのでごミち意ください。 
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プリント指定した状態で実行ボタン參を巧 
すとプリント指定び完了し、「プリント指定」 
画面が表示されます。マルチセレクターの ▲ 
または▼を巧してプリント時に印字する情報 
を選択します。 

• 指定したすべての画像にシャッタースピー 
ドと絞り値をプリントするときは、「撮影情 
報」を選択して►を巧します。撮影情報の 
前の□に/が入ります。 

• 指定したすべての画像の撮影日をプリント 
するときは、「日付」を選択して►を巧しま 
す。日付の前の□に/が入ります。 

• 選択した項目のチェックをがすときは、そ 
の項目を選んで►を巧します。 

• 選択項目の□に/が入った状態で、 r 設定終 
了」を選んで►を巧すと、プリント指定が 
実行され、再生メニュー画面に戻ります。 


プリント指定の一巧解除 

r 一括解除」 を選択して、マルチセレクターの►を押 
すと、ちの画面び表示されます。マルチセレクター 
の▲または▼を操作して、 「はい」 または 「いいえ」 

を選択します。 

• 「はい」 を選択してからマルチセレクターの►を 
押すと、 CF カード内の画像のプ U ント指定び一 
括して解除され、「一括解除完了」画面び一瞬表 
示されて再生メニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」 を選択してからマルチセレクターの ► 

を押すと、プ U ント指定の一括解除は行われずに再生メニュー画面に戻りま 
す。 

0プリント指定を行った場合のごを意 

• プ U ント指定ファイルを作成した CF カード内の画像を、パソコンなどで削除しないでく 
ださい。正しくプ U ントされなくなる場合びあります。 

• プ U ント指定した画像に、後から非表示設定の操作を行わないでください。 

0直接プリントずる場台の注意点 

画像調整を行わずに直接プ U ントする画像は、撮影メニューの「色空間」を 「 sRGB 」 に設定 
して撮影してください（田 P .94)。 
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再生画面設定 

~]0画像を 1 コマ再生する場合の画像情報 （0 H P.1 8 己） 

_^イに、撮影情報やヒストグラム表示、八イライト表示、 

* a フォーカスフレーム表示を表示/非表示に設定しま 
!。す。再生メニュー画面 （as P.206) から 「再生画面 
3 設定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 

K 「再生画面設定」の設定画面び表示されます。 

k 「再生画面設定」 では次の内容を表示/非表示に設定でさます。それぞれの内容に 
と ついての詳細は 、 as ] 8己ページをご覧ください。 


設定 

内容 

撮影情報^ 

画像情報で撮影カメラ、測光、露出、焦点距離、ホワイトバラン 
ス、画像の調整など、撮影時の情報のページを表示します。 

ヒストグラム 

画像情報でヒストグラム表示のページを表示します。 

ノ、イライト※ 

画像情報で八イライト表示（点滅表示）のページを表示します。 

RGB 

ヒストグラム^ 

画像情報で色別（白、ホ、緑、青）のヒストグラム表示のページ 
を表 TJX します。 

フオー カス 
フレーム 

AF エ U アモード （田 P.102) をシングルエ U ア AF モードに設 
定して撮影した画像では、選択したフオーカスフレームをホく表 
示します。また、ダイナミック AF モード、グループダイナミッ 
ク AF モード、または至近優先ダイナミック AF モードに設定し 
て撮影した画像では、撮影時のピント合わせに使用したフオーカ 
スフレーム（フオーカスモードび S (シングル AF サーボ）の場合 
は、最初に□ックされたフオーカスフレーム）をホく表示します。 


《初期設定では表示に設定されています。 


• マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、表示したい内容を選択 
し、►を巧すと、選択した内容の前の□に/び入ります。表示したいすべての 
内容に/を入れてください。 

• 設定を終了する場合は、 「設定終了」 を選択してマルチセレクターの►を押し 
ます。設定び有効になり、再生メニュー画面に戻ります。 



居 

再生べ二；!- ? 

ni£3iiiin; ぉ析^^^^^^ ■ 

む 


設定ま《7 姑 

り 

な 

r 因-撮影情報 1 

□ ヒストクラム - 
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□ フィーカスフレーム 
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撮影直をの画像確認 

通常は再生ボタン®を押すと撮影画像びモニタに 
表示されますび、 「 ON 」 に設定すると CF カードに 
画像データを書き込みなびら、液晶モニタにも自 
動的に撮影画像び表示されます。再生メニュー画面 
(SB P.206) から r 撮影直後の画像確認」を選択し 
て、マルチセレクターの►を押すと、「撮影直後の 
画像確認」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 
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r 設定 

内容 1 

OFF 

撮影後、液晶モニタに画像び自動的に表示されません。画像を表 
示するには再生ボタン®を押します。 

1 ON 

撮影後、液晶モニタに画像び自動的に表示されます。 
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1 图 
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削除をの次再生画像 

画像の再生時に画像の削除 （SB P .195) を行った場 
合の、削除完了後に液晶モニタに表示する （1 コマ 
再生の場合）または選択状態になる（サムネイル表 
示の場合）コマの設定を選択します。再生メニュー 
画面（の P .2 日 6) から「削除後の次再生画像」を選 
択して、マルチセレクターの►を押すと、「削除後 
の次再生画像」の設定画面び表示されます。 



• 巧生乂ニュ - 

む 


ク 

曲をろの〕マ tmM 

邮前の〕マ 

圖 

直前コ7をり方向に巧ラ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


I 設定 

内容 1 

後ろのコマ 

(初期設定） 

再生時の画像削除完了後に、削除されたコマの次のコマを液晶モ 
二夕に表示 （1 コマ再生時）または選択（サムネイル表示時）しま 
す。ただし、削除されたコマび最後のコマの場合、 ] つ前のコマ 
を表示または選択します。 

前のコマ 

再生時の画像削除完了後に、削除されたコマの]つ前のコマを液 
晶モニタに表示 （1 コマ再生時）または選択（サムネイル表示時） 
します。ただし、削除されたコマび最初のコマの場合、次のコマ 
を表示または選択します。 

直前コマ送り方向 
に従う 

直前のコマ送りび、前のコマから後のコマだった場合、「後ろの 
コマ」選択時と同様になります。後のコマから前のコマだった場 
合、「前のコマ」選択時と同様になります。ただし、削除された 
コマび最後のコマの場合、]つ前のコマを表示します。また、削 
除されたコマび最初のコマの場合、]つ後のコマを表示します。 
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縦位置自動回面 

このカメラは、撮影時に構図の縦位置•横位置を 
感知する縦横位置センサーを内蔵しており、セット 
アップメニューの r 縦横位置情報の記録」 び 「記録す 
る」 に設定されている場合、撮影画像に縦横位置の 
情報び記録されます。通常は画像再生時にすべての 
画像を横位置として表示しますび、 「 ON 」 に設定す 
ると、撮影時の縦横位置を反映し、画像を自動的に 


IS m 
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~M^m 


メ 
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回転して液晶モニタに表示します。再生メニュー画面 （SB P .206) から r 縦位置 
自動回転」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「縦位置自動回転」の設 
定画面び表示されます。 
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マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 ] 

OFF 

画像再生時に、すべての画像を横位置として表示します。 

ON 

画像再生時に、撮影時の縦横位置 （曲 P .292) を反映し、画像 
を自動的に回転して液晶モニタに表示します。 


P 縦位置画像の再生について 

撮影画像を縦位置で再生する場合、画像び長さ比で約 2/3 に縮ルされて表示されます。画面 
いっぱいに画像を表示したい場合、 「縦位置自動回転」 を 「 OFF 」 に設定して再生してください。 

H 縦位置.横位置情報の記録（田 P.292) 

セットアップメニューの 「縦横位置情報の記録」 では、撮影するすべての画像を横位置として 
記録するように変更できます。 「縦横位置情報の記録」 を 「記録しない」 に設定して記録された 
画像は、 「縦位置自動回転」 の設定にかかわらず、すべての画像び横位置で表示されます。 
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の ■ 撮影乂ニユー 7 ] 

RAWfflf OFF ; 

A 


ホワイ S バランス 
長を'時ノイス除去 
高感度ノイス除去 
I SO 設定 
輪郭強調 
階調巧正 
を空間 


100 

A 

A 

SRGB 


[Tnl 巧彭乂ニュ- 

m 


[a 

1 SR 細 


I 



ii 


画を合ぶ 
を重摄出 

インターバルタイ 7- 
しンス情報手動設定 



撮影メニューには、次のメニュー項目びあります。 


《ツーボタン U セット （ agp . isi ) を行うと、初期設定に U セットされる項目です。 
撮影メニュー画面は 3 ページから構成されています。マルチセレクターの▼また 
は▲を操作して、すべての項目に移動することびできます。 

E マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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リセット 
記録フイルブ 
ファイル名設定 
画質モード 
画をサイス 
クロ‘リブ高速 
JPEG 庙痛 


1 巧彭乂ニュー 


1巧彭乂—ュー切 y 換え 

" A 1 


1 メ ニュー 項目 

ツー ボタン 
リセット※ 


撮影メニュー切り換え 


P .223 〜22己 

リセット 


P .22 己〜226 

記録フォルダ 


P .227 〜228 

ファイル名設定 


P .229 

画質モード 

参 

P . 己6~已8 

画像サイズ 

参 

P .61 〜62 

ク□ップ高速 


P . 已〇~已2 

JPEG 圧縮 


P . 已9 

RAW 圧縮 


P .60 

ホワイトバランス 

参 

P .7 日〜91 

長秒時ノイズ除去 


P .232 

高感度ノイズ除去 


P .233 

旧0設定 

参 

P .67 〜69 

輪郭強調 


P .92 

階調補正 


P .93 〜94 

色空間 


P .94 〜9己 

カラー設定 


P .96 

色合い調整 


P .97 

画像合成 


P .1 己7〜1己9 

多重露出 


P .160-164 

インターバルタイマー 


P .1 目己〜 17] 

レンズ情報手動設定 


P . 174〜] 78 
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撮影メニューの切り換え 


撮影メニューの設定状態を 「 A 」、 旧」、に」、の」 


撮影乂二： 1- ? 

として記憶させておくことびでさ、撮影状況に合わ 

6 

Ir 易!んリ 

せて、あらかじめ記憶させておいた設定状態を一 

食 

k A ‘网 

己 

括して簡単に呼び出すことびできます。 「 A 」、 旧」、 


C 

rc 」、 「 D 」 には、それぞれ名前をつけることびでき 


D 

ます。 

f 

化 C 夕名前編集 


撮影メニューの項目を変更すると、現在選択されている撮影メニュー （ A 〜 D の 
いずれか）における設定のみ変更され、他の撮影メニューの設定は変更されません 
(インターノりレタイマー、多重露出はすべての撮影メニューで共通です)。 

撮影メニュー画面 （as P .222) から 「撮影メニュー切り換え」 を選択して、マルチ 
セレクターの►を押すと、「撮影メニューの切り換え」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 1 

(初期設定） 

撮影メニュー A に切り換えます。 


撮影メニュー目に切り換えます。 ’ 

じ※ 

撮影メニュー C に切り換えます。 

〇※ 

撮影メニュー D に切り換えます。 

名前編集 

撮影メニュー A 〜 D の名前を編集します（最長20文字)。 


《 「名前編集」 で名前を編集した場合は、編集後の名前ち表示されます。 


0 r 感度自動制御」について 

感度自動制御はに日100〜800の範囲でのみ有効なため、カスタムセッティング bl 「感度 
自動制御」を 「 ON 」 にした後、撮像感度をトリ-,< またはトリタに設定している撮影メニュー 
( A 〜 D ) へ変更した場合、感度自動制御は機能しません。 

gs 撮影メニュー設定表示について 

背面表示パネルに「撮影メニュー切り換え」で設定したメ 
ニュー （ A 〜 D ) び表示されます。 


[「KQA I 

r 10 


luil 


A 


画 
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名前編集 

0 r 名前編集」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、メニュー A 〜 D の名前 
メび一覧で表示されます。 


f 1マルチセレクターの▲または▼を押し、名前 

ガ を変更する撮影メニューを選択します。 

イ 

ド' 

I 


2マルチセレクターの►を押すと、下のような名前編集画面び表示されます。 
2日文宇まで入力でさます。 



キーボー ドエ U ァ 
マルチセレクターを使って 
文字を選択します。マルチ 
セレクターの中央部を巧す 
と、文字が決定します。 


nnl 撮影乂二： L - ■ 

ui ! ~#m’ （） り ，- .n 

/ 012 3 4 5 6 7 8 9: : <= I , 
>? か ABCDEFGH I JKL I / 
叫 ■ MNOPQRSTUVHXYZ[ 1/ 

' I n.abcdefghijklm f/ 

I I noDorstuviixyz {} / 

iiL 11111111111111111111 n 


名前エリア 

入力した文字び表示されま 
す。カーソルを 左ちに移動 
させる場合はサムネイルボ 
タン©を押しながらマル 
チセレクタ ーを 操作します。 


• 名前エ U アの現在のカーソル位置に新しい文宇を入力する場合は、マル 
チセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文宇上にカーソルを 
移動させ、マルチセレクターの中央部を押します。 

• 名前エ U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボタン© 
を巧しなびらマルチセレクターを操作します。 

• 文字はカーソル位置に挿入されます。 

• 文字！;(上入力すると、名前エ U ア （2 日文字）からあふれた文字び削除 

されます。 

• 名前を]文宇削除する場合は、サムネイルボタン©を押しなびらマル 
チセレクターを操作して削除する文宇の上にカーソルを移動させ、削除 
ボタン®を押します。その文字び削除され、それより後方の文字全体び 
繰り上びります。 

• 名前を変更せずに撮影メニューの一覧表示画面に戻る場合はメニューボ 
タンを押します。 
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3 名前を確定し、名前編集を終了する場合は、 
実行ボタン®を巧します。メニュ ー A 〜 D 
の名前一覽表示画面に戻ります。 



■ J セット 

撮影メニューの設定内容を初期設定に戻す場合に 
使用します。ただし、初期状態に戻るのは撮影メ 
ニュー 「撮影メニュー切り換え」（曲 P .223) で選 
択されている撮影メニュー ( A 〜 D のいずれか）の 
内容のみです。現在選択されていないメニューの項 
目は初期状態に戻りません。 

撮影メニュー画面 （0 B P .222) から 「リセット」 を選択して、マルチセレクター 
の►を巧すと、「1」セット」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


設定 

内容 

いいを 

(初期設定） 

撮影メニューの U セットは行いません。 

はい 

撮影メニューを次ページの初期設定に戻します。 


0ツーボタンリセット 

画質モード、画像サイズ、ホワイトバランス、 IS 日設定は、ツーボタン U セット（田 P. 181 ) 
でち U セットされます。 



【•U メニユ I ガイド I 撮影メニユ I 


■ 
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^2 すべての撮影メニューで初期状態（解除、コマ数： 2、自動ゲイン補正：する）に U セッ 
卜されます。なお、多重露出撮影中は、1コマ目を撮影してから解除されるまで、撮影 
メニューの 「リセット」 を選択することびでさません。 

^3実行中のインターバル撮影は終了します。すべての撮影メニューで初期状態（開始卜 U 
ガー；即時スタート、時間間隔；1分、設定；1回 X 1コマ、撮影動作：開始しない) 
に U セツトされます。 


撮影メニューの初期設定 




ファイル名設定 

DSC ] 

画質モード 

NORMAL 

1 画像サイズ 

L 

1 ク□ップ高速 

OFF 1 

1 JPEG 圧縮 

サイズ優先 ' 

RAW 圧縮 

非圧縮 RAW 

ホワイトバランス^1 

A けー ト） 

:.長秒時ノイズ除去 

OFF 

1 高感度ノイズ除去 

ON mm) 

1 ISO 設定 

100 

i 輪郭強調 

A は-卜） L 


微調整した値も U セットされます。 


j 撮影 メニュー 項目 

欄醜 j 

階調補正 ' 

A けー ト） 

色空間 

sRGB 1 

カラー言受定 

モード1 ' 

色合い調整 

0。 ’ 

多重露出 

設定解除^ 2 

インター八'ル 
タィマー※3 

開始しない 

レンズ情報手動設定1 
(焦点距離） 

設定なし 

レンズ情報手動設定1 
(開放絞り値） 

設定なし 


【•こ メニユ I ガイド I 撮影メ I I ユ- 



























































記録フォルダ 

画像を記録するフォルダを設定します。撮影メ 
ニユー画面 （曲 P .222) から r 記録フォルダ」 を選 
択して、マルチセレクターの►対甲すと、「記録フォ 
ルタ'」の設定画面び表示されます。 


I 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 I 

'メ 




画像を記録するフォルダを新規に作 
成します。「新規作成」を選択してマ 
ルチセレクターの►を巧すと、フォ 
ルダ番号設定画面に移行します。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作 
してフォルダ番号の数値を設定し、 
マルチセレクターの►を巧すと、設 
定び有効になり撮影メニユー画面に 
戻ります。次に撮影する画像は、こ 
こで作成した新規フォルダに保存さ 
れます。 


圖 


振を乂ニュ ー 


な巧視作ぶ 




^決定 


既存 
フオルタ’ 
から選択 


画像を記録する既存のフォルタを選 
択します。「既をフォルダから選択」 
を選択してマルチセレクターの►を 
押すと、「既存フォルダから選択」画 
面に移行します。マルチセレクター 
の▲または▼を操作してフォルダを 
選択し、マルチセレクターの►を巧 
すと、設定び有効になり撮影メニュー 
画面に戻ります。次に撮影する画像 
は、ここで選択したフォルダに保存 
されます。 



@ メニユ—ガイド 
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0 フォルダの自動作成について 

S • カスタムセッティング CI 4 「連番モード」 （SB P .2 目目）の設定にかかわらず、撮影中に記録 
メ フォルダ内に999個のファイルび記録された場合、 CF カード内に存在する最大フォルダ 
二 番号+1という番号のフォルダび自動的に作成され、記録フォルダとしてそのフォルダび 
f 選択されます。ただし、999といラ番号のフォルダびすでに存在する場合は、フォルダの 
jj 自動作成び行われず、レ U —ズび□ックされます。 

イ、 • カスタムセッティング CI 4 「連番モード」（の P .2 目目）び 「 ON 」 に設定され、撮影中にファ 
V イル番号び9999となった場合、 CF カード内に存在する最大フォルダ番号+1の番号の 
撮 フォルダび自動的に作成され、記録フォルダとしてそのフォルダび選択されます。ただし、 
影 999というま号のフォルダびすでに存在する場合は、フォルダの自動作成び行われず、レ 
ご U —ズび□ックされます。 

ュ • カスタムセッティング CI 4 「連番モード」（のド.2目目）び「01\1」に設定され、999という 
I ま号のフォルダに9999という番号のファイルまで記録した場合は、レリーズび□ックさ 

れます。 

上記のいずれかの理由でレ U —ズび□ックされても、 CF カードにまだ空さ容量びあれば、次 
の場合、さらに撮影を続けることびでさます。 

• フォルダま号び999しソ下でまだ記録ファイル数び999に達していないフォルダびあり、 
それを記録フォルダとして選択した場合 

• フォルダま号び999しソ下のフォルダの新規作成び可能で、それを記録フォルダとして選択 
した場合 

0ボタン操作によるフォルダの新規作成 

プ□テクトボタン®を押しなびら電源スイッチを日 N にすると、新規フォルダび作成されま 
す。この場合、新規フォルダは、 CF カード内に存在する最大フォルダ番号+1のフォルダま 
号になります。ただし、 CF カードに空のフオルダびすでに存在する場合は作成されません。 
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ファイル名設定 


しリ J JJ 户し巧ス巧ンじ^し/し四尚りし I かし/。レ_1 M M M I ■八八八 

(撮影メニユーの 「色空間」 で 「 AdobeRGB 」 （西 
P .94) を選択した場合は _ DSCnnnn . xxx ) という 
名称び付きます。 「ファイル名設定」 を使用すると、 
DSC _ nnnn.xxx または _ DSCnnnn.xxx の 「 DSC 」 
の3文字を任意に変更することびでさます。撮影メ 
こユー画面 （の P .222) から 「ファイル名設定」 を 
選択して、マルチセレクターの►を押すと「ファイ 
ル名設定」画面び表示され、さらにマルチセレクター 
の►を押すと下の画面び表示されます。 


キーボードエリア 
7ルチセレクターを使って 
文字を選択します。マルチ’ 
tZ レクターの中央部を巧す 
と、文字が決定します。 





夕字表示エリア 
入力した文字が表示されま 
，す。カーソルを 左ちに移動さ 
f せる場合はサムネイルボタン 
© を巧しなびらマルチセレク 
ターを 操作します。 


文字表示エ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合は、マル 
チセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上にカーソルを移動さ 
せ、マルチセレクターの中央部を押します。 

文字表示エ U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボタン©を 
押しなびらマルチセレクターを操作します。 

文字は文字表示エ U アのカーソル位置に上書さされます。 

ファイル名を確定し、文字入力を終了する場合は、実行ボタン®を押しま 
す。画面は撮影メニュー画面に戻ります。 

ファイル名を確定せずに撮影メニュー画面に戻る場合はメニューボタン參を 
押します。 
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+没力-リ A 货入力@決定 
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画質モード 

0画像を記録する際の画質を8種類から選択します。 

と 内容については r 撮影機能の詳細一画質モードと画 

a 像サイズ」をご覽ください（阻 P . 己6)。 

I 

ガ 

イ 

ド' 

I 

撮 

1画像サイズ 

a 画像を記録する際の画像サイズ（大ささ）を選択しま 

I す。撮影メニューの 「ク□ップ 高速」び 「 OFF 」 の場 
合は L (4288 X 2848 )、 M (3216 x 21 3目)、 
S (2144 X 1424) から、 「 ON 」 の場合は L (3216 
X 213 目)、 M (2400 X 1600). S (1600 x 
10 目 4) から選択でさます。内容については「撮影機 
能の詳細一画質モードと画像サイズ」をご覧ください 
(の P .61)。 


RAW+FINE 


を 


RAW+N0RMAL 
RAW+BAS I C 




RAW 

T I FF(RGB) 
FINE 





1 撮影乂二：!一 1 

を国をサイス 

'因サイス L 

/ 4288x2848 \ 1 
M2. 2化^^ 

回サイス M 

/ 321 6x21 36\ 

\ 6. 8M ! 

回サイス S 

1 2144x1424 \ 

'3.0 M > 


ク□ップ高速 

ファインダー内のク□ップ高速参照エ u アのみを 
撮影する、ク□ップ高速の設定と解除を行います。 
roN 」 に設定すると、より高速の連続撮影速度（最 
高8コマ/秒）と、より多くの連続撮影可能コマ数 
で撮影でさます。内容については「撮影機能の詳細一 
動作モード」をご覧ください（曲 P . 已日)。 



ON 


11 
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撮影乂ニュ - 


JPEG 圧縮 

JPEG 画像記録時にファイルサイズを優先してデー 
夕を圧縮するか、画質の低下を抑えることを優先し 
てデータを圧縮するかを選択することびでさます。 
内容については r 撮影機能の詳細一画質モードと画 
像サイズ」をご覧ください （as P . 己9)。 


RAW 圧縮 

画質モードで 「RAW + FINE」、「RAW + N 日 RMAL 」、 
「RAW + BAS に」、 「 RAW 」 のいずれかに設定した場合 
の、 RAW 画像の非圧縮/圧縮を選択します。内容につ 
いては「撮影機能の詳細一画質モードと画像サイズ」を 
ご覧ください（田 P .60)。 


ホワイトパランス 

ホワイトバランスを9種類から選択します。内容に 
ついては r 撮影機能の詳細 ー ホワイトバランス」を 
ご覽ください（阻 P .7 日)。 




A ホワイトバランス 


電を晴ス曇晴 

ホ幾が> * 命 


7 


【参 U メニユ I ガイド I 撮影メニユ I 
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長砂時ノイズ除去 

@シャツ タ—スピ—ドび約1/2秒より低速になると、 

と 画像に星状のノイズび入る場合びあります。「長時 
a ノイズ 除去」を 「 ON 」 にすると、このノイズを低減 
.1。させることびでさます。 

>撮影メニユー画面 （田 P .222) から「長 秒時ノイズ除 
I 去」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「長 
I 秒時ノイズ除去」の設定画面び表示されます。 

ニマルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



OFF 

(初期設定） 


長秒時ノイズ除去は機能しません。 


P [Job 

ご 


nr 


シャッタースピードび約1/2秒より 
低速になると、長秒時ノイズ除去び機 
能します。撮影後のノイズ除去処理中 
は、シャッタースピードと絞り表示部に 
J 〇 b nr び点滅します。撮影後の 
ノイズ除去処理に、撮影時間とほぼ同じ 
時間びかかるため、画像記録するまでの 
時間びその分だけ長くなります。この表示び消えると、撮影び可能にな 
ります。 


REM 喧，公! 

パ•イ 〔 ；) 


P 長秒時ノイズ除去を ON に設定した場台のごミち意 

• 再生メニューの「撮影直後の画像確認」を 「 ON 」 に設定して、撮影と同時に液晶モニタに 
撮影画像を表示する場合、または撮影した後、画像の記録び終了する前に再生ボタン這! 
を押して画像を再生すると、液晶モニタにノイズ除去処理を行ラ前の画像（ノイズび入つ 
た画像）び表示される場合びあります。 

• シャッタースピードにかかわらず、連続撮影可能コマ数は半減します。 
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高感度ノイズ除去 

r 高感度 ノイズ 除去」を 「 ON 」 に設定すると、 

IS 04 日日上の撮像感度で撮影した画像のヴラつさ 
(ノイズ）を低減させることびでさます。 

撮影メニユー画面 （曲 P .222) から 「高感度ノイズ除 
去」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「高 
感度ノイズ除去」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目 


因ん •- 《、；イい？に設定した場台につし VC 

撮像感度をトリ-,*またはトリぶに設定した場合は、「高感度ノイズ除去」の設定にかかわら 
ず、常に高感度ノイズ除去び行われます。この場合、「高感度ノイズ除去」を 「 OFF 」 に設定 
すると 、 「ON (標準)」よりもノイズ除去の効果び弱くなります。 


撮影乂ニュ - 


kNORM ON (11) 


HI 削 ON (強） 
OFF OFF 


高感度ノイス除去 


設定 

内容 1 

ON (標準） 

(初期設定） 

撮像感度び IS 日4日日似上の高感度になると、高感度ノイズ除去び機能 
しよ9 〇 

•カスタムセッティング b ] 「感度の自動制御」 び rON 」 の場合、制御 
される撮像感度びに日4日日似上の高感度になると高感度ノイズ除去 
び行われます。 

• 撮像感度びに日4日日似上の高感度になると、連続撮影可能コマ数は 
数コマ減少します。 

• rON (標準)」 よりも 「ON 備)」 の方び、ノイズ除まの効果び強くな 
ります。 

ON (強） 

OFF 

高感度ノイズ除去は機能しません。 


【参 U メニユ I ガイド I 撮影メニユ I 
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旧 o 設定 

® 撮像感度を撮影状況により標準 （1 日日）よりを高< 
と 設定することびできます。ただし、カスタムセッ 
;ティング bl 「感度自動制御」を rON 」 にしている 
I 場合は、 「 Hl - l 」 （約]段増感）、 rHI -2」 （約2段増 
?感）を選択することはできません。内容については 
Ip 「撮影機能の詳細一撮像感度」をご覧ください（田 
撮 P .67) 。 

影 

メ 

a 輪郭強調 

I 撮影シーンや巧みに応じて、記録する画像の輪郭 
(シャープネス）を7種類から設定します。内容につ 
いては「撮影機能の詳細一画像の調整」をご覧くだ 
さい（の P .92 )o 


階調補正 

記録する画像のコントラストを已種類から選択でさ 
ます。内容については「撮影機能の詳細一画像の調 
整」をご覽ください（田 P .93)。 


を空間 

記録する画像の色空間を sRG 目または AdobeRG 目 
から選択でさます。内容については「撮影機能の詳 
細一画像の調整」をご覧ください （05 P .94)。 





撮影乂ニュ - 


rri 撮彭乂_ユ- ? 



と 

A 

ォ-卜 蔚 

砂 


30 

標を 



3- 

コントラスト弱め 



3+ 

コン!-ラストをめ 

a 


〇夕 

ユーザ-カスタム 


繪郭強調 


iA 


弱強い 
ややな 
一標弱やや強し 

ジジーを 


日ク 


0 
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カラー設定 

記録する画像のカラーモードを3種類から選択でさ 
ます。内容については r 撮影機能の詳細一画像の調 
整」をご覽ください（阻 P .96)。 



ち合い調整 

記録する画像に対して色相の調整び巧能です。約 
-9° 〜約+ 9。 （1 ステップ約 3°) の範囲で、7段 
階から選択でさます。内容については「撮影機能の 
詳細一画像の調整」をご覧ください （as P .97)。 



画像合ぶ 

CF カードに記録されている D 2 X で撮影された 
RAW 画像から、選択された2つの画像を重ね合わ 
せて]つの画像に合成し、元画像とは別の画像とし 
て記録します。内容については r 撮影機能の詳細一 
画像合成と多重露出」をご覧ください （田 P .1 己7)。 



撮影乂ニュ- 


画を1 画像2 プレむ- 


合ぶ 

m 


多重露出 

連続して撮影する2〜1日コマを重ねて写し込み、 
] つの画像として記録します。内容については「撮影 
機能の詳細一画像合成と多重露出」をご覧ください 
(の P . 16日)。 


囚 

1損影乂ニユー? 1 


因を重萬出 


設定お了 1»拥 

食 

コ 7 数 


2 

自動グイン補正 

r 

する 



【参 U メニユ I ガイド I 撮影メニユ I 
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インターバルタイマー撮影 

0設定した時間間隔とコマ数で、自動的に撮影を行い 
と ます。内容については「撮影機能の詳細 ー インター 
;バルタイマー撮影」をご覽ください （ asp . i 6 己)。 

I 

ガ 

イ 

ド' 

I 

撮 

1レンズ情報手動設定 

a 非 CPU レンズを装着した場合に、レンズ情報（焦点 
I 距離、開放絞り値）を設定することによって、マル 
チパターン測光、絞り値表示、 BL 調光など、 CPU 
レンズを装着した場合の機能の一部を使用すること 
びできます。内容については r 撮影機能の詳細一非 
CPU レンズのレンズ情報手動設定」をご覽ください 
(の P.174)o 



撮影べニュ- 1 
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カスタムメニューには、次のカスタムセッティンク 
びあります。カスタムセッティングにより、カメラ 
の各機能の働さやセット内容を、撮影者自身の好み 
にあった状態に変更でさます。 

カスタムメニュー画面は2つの階層で構成されてい 
ます。カスタムメニューで最初に表示される第]階 
層は目次画面で、マルチセレクターの▼または▲を 
操作することにより、カスタムセッティングの項目 
(カスタムセッティング C 「カスタム切り換え」、 力 
スタムセッティング R 「リセット」、 その他のカスタ 
ムセッティングの区分 （ a 〜 f )) を選択でさます。 


す 


カスタム乂ニュー 


C カスタム切り換え 


R リセット 
a オートフォーカス 
b 露出•湖光 
C AE/AF □ック ‘タイマ- 
d 撮影•記録•表示 
e SB 撮影 ‘BKT 提彭 
f 揉作 


1カスタムセッティングの区分 

含まれるカスタムセッティング1 

a 才ートフォーカス 

al 〜 a 8 

b 露出.測光 

b ] 〜 b 7 

C AE/AF □ック*タイマー 

cl 〜 c 己 

d 撮影.記録.表示 

d ] 〜 d 6 

e SB 撮影- BKT 撮影 

el 〜 e 8 

f 操作 

fl 〜 f 7 


IL 

I 


カスタムセッティングの詳細項目 （ al 〜 f 7) (第2階層）を選択するには、第]階 
層でマルチセレクターの▼または▲を操作して、選択したいカスタムセッティン 
グび含まれる区分 （ a 〜 f ) を選択し、►を押します。 


第2階層では選択した区分に含まれるカスタムセッ 
ティング項目び表示されます。なお、第2階層では、 
マルチセレクターの▼または▲を操作して 4] 項目 
すべてのカスタムセッティング （ a ] 〜 f 7) に移動す 
ることびでさます。 

• 第1階層に戻るには、マルチセレクターのィを押 
します。 


カスタム乂ニュー 

— 

AF - C モ-ド時の優先 ® 

AF - S モイ時の優先 

階] 

クル-フタイだック AF 

㈱ 

AF 日ックか 

ON 

半巧し AF レンス駆動 

ON 

3ォ-1|が！/-ムまで 

な 

フトカス I リア觸選択 

OFF 

;が位置 AF - ON がン機能 



0マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


® メ I I ユ I „力\-ド I - RK タムメ I I 
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fc カスタム切り換え 

カスタムの切り換え 

P .24 日】 

IR リセット 

カスタムの U セット 

P .241 了 

て a 才ートフオーカス 



[ a ] AF - C モード時の優先 

AF - C モード時の優先条件 

P .243' 

〔ョ2 AF - S モード時の優先 

AF - S モード時の優先条件 

P .244 

_ [ a 3 グループダイナミック AF 

グループダイナミック AF の設定 

P .244 

1 fa 4 AF □ックオン 

AF □ックオン 

P .248 

1 〇5半押し AF レンズ駆動 

シャッターボタン半巧しによる AF レンズ駆動 

P .248 

( a 目フオーカスフレーム表示 

フオーカスフレームの表示設定 

P .249 

fa ? フオーカスエ U ア循環選択 

フオーカスエ U アの選択を循環方式に 

P .2 己] 

(ョ8縦位置 AF - 日 N ボタン機能 

縦位置 AF - ON ボタン機能 

P .2 已2 

L b 露出.測光 

] " 


[ bl 感度自動制御 

感度の自動制御 

P .2 已 3) 

を2 IS 日設定ステップ幅 

IS 日設定のステップ幅 

P .2 已 4] 

〔 b 3 露出設定ステップ幅 

露出値の設定のステップ幅 

P .2 已己] 

fb 4 露出補正ステップ幅 

露出補正値の設定のステップ幅 

P .2 已已] 

卜已露出補正簡易設定 

露出補正簡易設定 

P .2 已 6) 

卜6中央部重点測光範囲 

中央部重点測光の範囲 

P .2 已 7] 

[ b 7 基準露出レベルの調節 

基準露出レベルの調節 

P .2 已 8] 

〔C AE/AF □ック•タイマ- 1 

( cl 半押し AE □ック 

シャツターボタン半巧しによる AE □ツク 

P .26 日 ] J 

( c 2 AE - L / AF - L ボタンの機能 

AE/AF □ツクボタンの機能 

P .261 

■ c 3 半押しタイマ- 

半押しタイマーの作動時間 

P .262 

( c 4 セルフタイマー 

セルフタイマーの作動時間 

P .262 

〔C 已液晶モニタのパワーオフ 

液晶モニタのノ（ワーオフ時間 

P .263 了 

し d 撮影.記録.表示 

] 


[ dl 低速連続撮影速度 

:低速連続撮影時の撮影速度 

P .263] 

[ d 2 連続撮影コマ数 

:連続撮影時の撮影コマ数制限 

P .264] 


メ I I ユ I ガイド I カスタムメ I I ユ— 
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カスタムセッティング 


【 d 撮影 • i 日録•表ホ 

■ d 3 露出ディレイモード 

露出ディレイモード 

P .26 己】 

■ d 4 連番モ-ド 

連番モード 

P .266】 

■ d 5 表示肩報の切り換ぇ 

表示情報の切り換え 


■ d 6 イルミネ-夕-点灯 

半巧タイマー中のイルミネーター点灯 


[e SB 撮影 . BKT 撮影 


■ elS 目撮影時の同調速度 

スピードライト撮影時の同調速度 


■ e 2 S 日日!シサ7夕-スピ■制限 

スピードライト撮影時のシャッタースピード 
低速制限 

P .270 

■ e 3 S 目が部調光絞臟動 

スピードライト外部調光モードでの絞値連動 

P .270 

■ e 4 モデ U ング発光 

プレビューボタンでのモデ U ング発光 

P .271 

|* e 曰才-トブラケティングのセット 

オートブラケティングのセット 

P .272 

We 6 BKT 変化要素 （ M モ-ド） 

オートブラケティングの変化要素 （ M モード） 

P .273 

■ e 7 BK " 証順序 

オートブラケティング撮影時の補正順序 

P .274 

■ e 8 BKT 設定方法 

才ートブラケティングの設定方法 

P .274 


映ボタンの機能 

マルチセレクターの中央ボタンの機能 

P .275' 

■ f 2 7ルチセレクタ-での起動 

マルチセレクターでの起動 

P .277 

■ f 3 上下左ち機能入れ換ぇ 

1コ7再生での7ルチセレクターの上下- 
左ちの機能入れ換え 

P .278 

| f 4 フのの3ンボタン0機能 

ファンクシヨンボタンの機能 

P .278 

日]7ンドダイヤル設定 

コマンドダイヤルの設定 

P .280 

| f 6 ボタンによる設定ち法 

ボタンによる各操作の設定ち法 

P .283 

17力-ド無時レ1」-ズ禁止 

CF カード未挿入時のレ U —ズ禁止 

P .284 


• カスタムセッティング a ] の 「 AF-C モード時の 優先」を選択しているときに▲を 
押すと、カスタムセッティング f 7 の 「カード無時レリーズ 禁止」に移動します。 

• カスタムセッティング f 7 の 「力ード無時レリーズ 禁止」を選択しているときに ▼ 
を押すと、カスタムセッティング a ] の 「 AF-C モード時の 優巧」に移動します。 


メニユ I ガイド I カスタムメ I I ユ I 
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カスタムセッテイング C :カスタムの切 D 換え 

® カスタムセッティングの設定状態を 「 A 」、 旧」、 

と 「 C 」、「 D 」 として記憶させておくことびでさ、操作 
a 内容に合わせて、あらかじめ記憶させておいた設 
L 定状態を一括して簡単に呼び出すことびでさます。 

ク 「 A 」、 旧」、に」、の」には、それぞれ名前をつける 
Ip ことびでさます。 

ち カスタムセッティングの項目を変更すると、現在選択されているカスタム （ A 〜 D 

夕 のいずれか）における設定のみ変更され、他のカスタムの設定は変更されません。 
ム 

ご カスタムメニュー画面 （SB P .237) の第 T 階層（目次画面）から 「カスタム切り 
; 換え」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「カスタムの切り換え」の設 
' 定画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 j 

八※ 

(初期設定） 

カスタムセッティングの内容をカスタム A に切り換えます。 


カスタムセッティングの内容をカスタム目に切り換えます。 

じ※ 

カスタムセッティングの内容をカスタム C に切り換えます。 

〇※ 

カスタムセッティングの内容をカスタム D に切り換えます。 

名前編集 

カスタム A 〜 D の名前を編集します（最長2日文字)。名前の編集方 
法については、「メニューガイドー撮影メニュー 」 （SB P .224) を 
ご覧ください。 


《「名前編集」で名前を編集した場合は、編集後の名前わ表示されます。 

P カスタムセッティング blr 感度自動制御_!について 

感度自動制御はに日100〜800の範囲でのみ有効なため、撮像感度をトリ-《またはトリ-ミ* 
に設定した後、カスタムセッティング bl 「感度自動制御」を「01\1」にしているカスタム （A 
〜 D ) に切り換えた場合、感度自動制御は機能しません。 


カスタムセッティングを変更した場台の表示について 


初期状態と異なるカスタムカスタムセッティングび設定さ 
れた場合は、背面表示パネルに 【が巧け】 の I と、選択されてい 
るカスタム （ A 〜 D ) び表示されます。また、第2階層!;(下 
のメニュー項目にアスタ U スク （*) び表示されます。 



240 





































カスタムセッテイング R :カスタムのリセット 

カスタム U セットはカスタムセッティングの設定内 
容を初期設定に戻す場合に使用します。カスタムセッ 
ティングに「カスタム切り換え」により選択されてい 
るカスタム （ A 〜 D のいずれか）の設定内容のみび U 
セットされます（例：カスタム A び選択されている場 
合はカスタム A の設定内容び U セツトされます)。 


カスタ!!!^ 


カスタムのリセット 


いい又 




はし、 


カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第]階層（目次画面）から「リセット」を選 
択して、マルチセレクターの►を巧すと、「カスタムの U セット」の確認画面び表 
示されます。 


メ 

IL 

I 

ガ 

イ 

ド' 

ふ， 

ス 

を 

メ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます 。 S 


ミ凡み 

な疋 

内容 J 

いいえ（初期設定） 

カスタムセッティングの IJ セットは行いません。 

はい 

カスタムセッティングを次ページの初期設定に戻します。 


カスタムたッテイ ングの初期設定 


I カスタムセッティング 

初期設定 I 

a 7 

フオーカ スエ U ア 
循環選択 

OFF 

a8 

縦位置 AF - 日 N ボタン 
機能 

AF - 日 N ボタン機能 
AF エ U ァ選択 


感度自動制御 

OFF 

Ib2 

に日設定ステップ幅 

1/3段 1 


露出設定ステップ幅 

1/3段 1 

[ b 4 

露出補正ステップ幅 

1/3段 1 

b 5 

露出補正簡易設定 

OFF 


中央部重点測光範囲 

0 8mm 

Tv 

基準露出レベルの調節 

〇※ ， 


《すべての測光モードで 0 に U セットされます。 



E ツー ボタンリセット 

カスタムセッティングはツーボタン U セツトでは U セツトでさません （SB P.lSDo 
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1カスタムセッティング 

初期設定1 

C1: 

半押し AE □ック 

OFF 1 

c2 

AE - L / AF - L ボタンの機能 

AE - L / AF-L 

c3 

半押しタイマー 

目秒 1 

C4 

セルフタイ7— 

10 秒 

巧 

液晶モニタのパワー 
オフ 

20秒 

dl 

低速連続撮影速度 

3コマ/秒 

|d2 

連続撮影コマ数 

3己コ7 

芯 

露出ディレイモード 

OFF 1 

品 

連番モード 

OFF 

ds' 

1表示情報の切り換え I 


背面表示パネルの 
表示 

に日設定 


ファインダー内の 
表示 

撮影コマ数 


イル三ネーター点灯 

OFF 

IT 

S 日撮影時の同調速度 

1 /250 1 

e2 

SB 時 シャッ ター 
ス ピー ド制限 

1/60 

品 

S 目が部調光絞値連動 

ON 1 

e4 

モデ U ング発光 

ON ] 

e 己 

オートブラケティン 
グのセット 

AE.SB 1 
ブラケティング 


■ 


回メニユ I ガイド I カスタムメI Iユ— 
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カスタムセッテイング al : AF - C モード時の優先 g 

初期設定ではフォーカスモードセレクトダイヤル 
を C (コンティニュアス AF ヴーボ）にセットした場 
合、ピント表示（参）の点灯/消好にかかわらずい 
つでちシャッターをさることびでさますび、ファイ 
ンダー内のピント表示 （♦) び点打するまでシャツ 
ターボタンを押してちシャッターびされないよラに 
変更でさます。 



カスタムメニュー画面 （曲 P .237) の第2階層から 「 alAF-C モード時の優巧」 
を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、 「 AF - C モード時の優先条件」の設 
定画面び表示されます。 


国 

メ 


I 

ガ 

イ 


力 

ス 

夕 

ム 

メ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1設定 

内容 ] 

レリーズ 

(初期設定） 

ファインダー内のピント表示 （♦) の点な/消灯にかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされます。 

レリーズ/ 
フォーカス 

ファインダー内のピント表示 （♦) の点な/消灯にかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされますび、低コントラ 
スト-低輝度の被写体の場合、連続撮影時にでさるだけピントび 
合ラよラ、連続撮影速度を落としてフオーカス動作を行います。 
連続撮影時に撮影速度よりをピント合わせを優先したい場合に有 
効です。 

フォーカス 

ファインダー内のピント表示 （♦) び点好するまで、シャッター 
ボタンを押してをシャッターびされません。 



243 






















カスタムセッテイング a 2 : AF - S モード時の優巧条件 

® 初期設定ではフオーカスモードセレクトダイヤルを 
^ S (シングル AF ヴーボ）にセットした場合、ファイ 
a ンダー内にピント表示 （•） び点灯するまでシャッ 
I ターボタンを押してちシャッターをさることびでさ 
5ませんび、ピント表示 （♦) の点打/消灯にかかわ 
K らずシャッターボタンを押すとシャッターびされる 
ふように変更でさます。 

ス ™ 

一タ カスタムメニュー画面 （as P .237) の第2階層から ra 2 AF - S モード時の優先」 
ち を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、 「 AF - S モード時の優先条件」の設 
-定画面び表示されます。 

' マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



1 設定 

内容 j 

フォーカス 

(初期設定） 

ファインダー内のピント表示 （♦) び点灯するまで、シャッター 
ボタンを押してをシャッターびされません。 

レリーズ 

ファインダー内のピント表示 （♦) の点な/消なにかかわらず、 
シャッターボタンを押すとシャッターびされます。 


カスタムセツテイング a 3 :グループダイナミック AF の設定 


AF エ U アモードセレクトダイヤルを〔◊〕（グループ 
ダイナミック AF :田 P .102) にセットした場合 
の、各フオーカスエ U アグループに含まれるフオー 
カスエ U アの組み合わせを変更したり、各フオー 
カスエ U アグループのラち一番近い被写体に重なる 
フオーカスエ U アでピントを合わせるように変更す 
ることびでさます。 




カスタムメニュー画面 （SB P .237) の第2階層から ra 3 グループダイナミック 
AF 」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「グループダイナミック AF の 
設定」の設定画面び表示されます。 
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マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 「パターン。 または 「パ 
ターン 2」と、 「中央 優先」または r 至近 優先」の組み合わせを選択でさます。初期 P 
設定は 「パターン 1」の 「中央 優先」です。 メ 


「パターン 1」と 「パターン 2」の内容は、それぞれ次のようになります。 


設定 

内容 1 

パターン1 

各フオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ U アの組み 
合わせびパターン1(次ページ）になります。 

パターン2 

各フオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ U アの組み 
合わせびパターン2 (次ページ）になります。 


^1 

r 

IL 

I 


r 中央 優先」と r 至近 優先」の内容は、それぞれ次のようになります。 


ミ凡み 

欧疋 

内容 

中央優先 

選択されたフオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ 

U アのうち、中央にあるフオーカスエ U アでピントを合わせま 
す。グループの中央にあるフオーカスエ U アから被写体び一時 
的にはずれた場合でを、同じグループに含まれる他のフオーカ 
スエ U アからのピント情報を利用してピントを合わせることび 
でさます。「至近優先」のように一番手前にある被写体に重なって 
いるフオーカスエ IJ アをカメラび決定する必要びないため、迅速 
にフオーカス動作を開始することびできます。「中央優先」設定時 
は、各グループの中央にあるフオーカスエ U アび、上面表示パネ 
ルで [+] で表示されます（次ページ)。 

至近優先 

選択されたフオーカスエ U アグループに含まれるフオーカスエ U 
アのうち、一番手前にある被写体に重なっているフオーカスエ U 
アを使用して、自動的にピントを合わせます。そのフオーカスエ 

U アから被写体び一時的にはずれた場合でを、同じグループに含 
まれる他のフオーカスエ U アからのピント情報を利用してピント 
を合わせることびでさます。 
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カスタムセッティング a 3 の設定の組み合わせについて 

カスタムセッティング a 3 の設定の組み合わせによって、各フオーカスエ U アグループに含ま 
れるフオーカスエ U アは次のよラになります。 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ— 


■ 
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f —、 / o 


中央優先 


+ 




+ 


+ 

+ C+] 


+ [+] + 


[+] + 


[+] 

+ 


_ _ 


+ 


+ 


中央 1^2 ち 


中央23 


+ [+] + 
-下- 




至近優先 


左※! 


中央1^2 も※ 


中央2《2 


下 


撮影メニューの 「クロップ 高速」を 「 ON 」 に設定した場合は、左のグループから左端の 
フォーカスエリアが、ちのグループからち端のフォーカスエ U アび除外され、上面表示 
パネルから消灯します。 

《2パターン2設定時は、中央のグループを選択すると、中央1と中央2のラち前回選択さ 
れたグループび選択され、後マルチセレクターの中央部を押すごとに中央1と中央2 
び切り替わります。ただし、カスタムセッティング fl 「マルチセレクターの中央ボタン 
の 機能」で「撮影 モード」 び 「AF エリア中央リセット」 しソ外に設定されている場合、中央 
2は選択でさません。 


各グループに含まれる 
フオーカ スエリア 
(上面表示パネル） 


優先される 
フオー カス 
ェ U ア 


フォーカス 
エリアの 
組み合わせ 


回 メ I I ユ—ガイド—カスタムメニユ 
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回 

メ 


I 

ガ 

イ 

ド' 

^ 1 
巧 
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カスタムセツテイング a 4 : AF □ツクオン 

オートフォーカス撮影時に、被写体との距離び瞬時 
に大さく変わった場合のフォーカス動作について設 
定を行います。 

カスタムメニュー画面（田 P .237) の第2階層から 
ra 4 AF □ツクオン」 を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、 「 AF □ックオン」のメニュー選択画 
面び表示されます。 


Hi カスタム乂二:!一 ? I 

隆 ok 

IC^OFF □ 

111 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


ON 

(初期設定） 


被写体との距離び瞬時に大さく変わった場合、一定時間経過して 
からこれに追従するよラフォーカス動作を行います。被写体と力 
メラの間を障害物び横切るような撮影の場合など、意図に反して 
障害物にフオーカス動作を行うことを防止します。 


OFF 


被写体との距離び瞬時に大さく変わった場合、ただちにこれに追 
従するよラフオーカス動作を行います。距離の異なる複数の被写 
体を次々と撮影するよラな場合に有効です。 



カスタムセッテイング a 已：シャッターボタン半押しによる AF レンズ駆動 

初期設定ではシャッターボタンを半押しするか 、 AF 
作動ボタン#を押すと AF レンズを駆動させてピ 
ント合わせを行いますび、 AF 作動ボタン售のみで 
AF レンズを駆動させるように変更できます。 

カスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
ra 己半巧し AF レンズ駆動」 を選択して、マルチセ 
レクターの►を押すと、「シャッターボタン半押しによる AF レンズ駆動」の設定 
画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



I 設定 

内容 1 

ON 

(初期設定） 

シャッターボタンの半押し、または AF 作動ボタン巧により AF 
レンズを駆動させてピント合わせを行います。 

OFF 

シャッターボタンでは AF は駆動せず、 AF 作動ボタンがのみで 
AF レンズを駆動させてピント合わせを行います。 
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回 ■ 


I カスタム乂ニユ- 


a 6 フイーカスフレームの 
表示設を 


カスタムセツテイング a 目：フオーカスフレームの表お設定 

フアイン ダー 内のフオ ーカ スフ レームの 点灯に関す 
る設定を行います。 

カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第2階層から 
「a 目 フオー カ スフレー ム表示」を選択して、マルチ 
セレクターの►を巧すと、「フオーカスフレームの 
表示設定」のメニュー選択画面び表示されます。 


連写時の表示 
選択時の表示時間 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、「マニュアルフオーカス時 
の表示」、「連写時の表示」、「選択時の表示時間」を選択し、マルチセレクターの 
►を巧すとそれぞれの設定画面び表示されます。 

7二三 アルフオーカス時の表示 


初期設定ではフォーカスモード（田 P .98) にかか 
わらず点灯するフォーカスフレームを、マニュアル 
フォーカス時は点灯しないように変更することびで 
さます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


カスタム乂ニユー 1 


a 6 フイーカスフレームの 
表示設定 


I に]?ルフト》ス時の表示 

OFF 


I 設定 

内容 I 

ON 

(初期設定） 

フオーカスエ U アモードの設定にかかわらず、マニュアルフオー 
カス時にシャッターボタンを半押ししたとさ、ファインダー内の 
フオーカスフレームび点なします。 

OFF 

マニュアルフオーカス時、フオーカスフレームは点好しません。 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


I 選択時の表示時間 1 

k 0. 2 

巧 wmm 

r 1 

巧 ■ 


連写時の表示 

初期設定では動作モード （05 P . 己 3) にかかわらず 
点好するフオーカスフレームを、高速/低速連続撮 
影時は点打しないように変更することびできます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


[7]1 カスタム乂ニュー 

連琴時の表示 


36フイーカスフレームの 
表示設定 


wmm 


OFF 


[ 設定 

内容 ] 

ON 

(初期設定） 

動作モードび Ch (高速連続撮影)、 Cl (低速連続撮影）のとさ、 
ファインダー内のフオーカスフレームび点打します。 

OFF 

動作モードび Ch (高速連続撮影)、 Cl (低速連続撮影）のとさ、 ’ 
フオーカスフレームは点なしません。 


選択時の表示時間 

フオーカスフレームの点灯時間を変更することびで 
さます。 


囚 ■ 


カスタム乂ニユ- 


a 6 フォーカスフレームの 
表示設定 


I 設定 

内容 1 

0.2 砂 

(初期設定） 

フオーカスフレームの点打時間を約日. 2 秒に設定します。 

1 秒 

フオーカスフレームの点な時間を約 1 秒に設定します。 ’ 
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カスタムセツテイング a 7 :フオーカスエリアの選択を循摄方式に 


初期設定では上下、または左ち反対側にあるフオー 
カスエ U アを選択する場合、マルチセレクターの反 
対ち向を押さなければなりません。循環ち式に変更 
すると、マルチセレクターの▲を押すと上ち向に、 
▼を押すと下ち向に、►を押すとちち向に、イを 
押すと左ち向に、それぞれ循環させることびでさま 
す。これによりマルチセレクターの押す位置を変え 
ることなく反対側のフオーカスエ U アの選択び巧能 
になります。 


rrp カスタム乂二:！一 ll 

c2]HE^d9iHHiiV 

ゾ。な wmm 


カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第2階層から「37フオーカスエリア循環 
選択」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「フオーカスエ U アの選択を 
循環ち式に」の設定画面び表示されます。 




メ 


ふ 


ド' 

ふ， 

ス 
夕 I 
ム j 
メ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

フ オーカ スエ IJ ア選択の際、循環方式は使用でさません。 

ON 

フ オーカ スエ IJ ア選択の際、循環方式を使用でさます。 
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カスタムセツテイング as :縦位置 AF - ON ボタン機能 

® 縦位置 AF 作動ボタン®の機能を下の表のよラに 
メ設定できます。 


カスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
ra8 縦位置 AF-ON ボタン機能」を選択して、マル 
チセレクターの►を巧すと、「縦位置 AF - 日 N ボタン 
機能」の設定画面び表示されます。 


カスタム乂ニユ - 


縦位置 AF-0N ボタンが能 


ゾ 哑 AF-ON が :/ 機能 AFa ぶ :11 

m AF-ON ボタンの機能 
II ろ AE/AF-L ボタン機能 I リア選択 
11 AE/AF-U タンの巧能 
远 AFIW 選択のみ 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


\ 設定 

内容 1 

AF-ON 
ボタン機能 

AF エリア選択 

(初期設定） 

縦位置 AF 作動ボタン參は AF 作動ボタン巧と同じ機能となりま 
す。さらに、縦位置 AF 作動ボタン曾を押しなびら縦位置サブコ 
マンドダイヤルを回すことでフオーカスエ U アを選択でさます。 

AF-ON ボタンの 
機能 

縦位置 AF 作動ボタン曾は AF 作動ボタン參と同じ機能となり 
ます。 

AE / AF-L 
ボタン機能 

AF エリア選択 

縦位置 AF 作動ボタン曾は AE/AF □ックボタン®と同じ機能 
となります。さらに、縦位置 AF 作動ボタン曾を押しなびら縦 
位置サブコマンドダイヤルを回すことでフオーカスエ U アを選択 
でさます。 

AE / AF-L 
ボタンの機能 

縦位置 AF 作動ボタン曾は AE/AF □ックボタン®と同じ機能 
となります。 

AF エ U ア 
選択のみ 

縦位置 AF 作動ボタン曾を押しなびら縦位置サブコマンドダイ 
ヤルを回すことでフオーカスエ U アを選択でさます。なお、この 
場合、 AF 作動ボタン巧および AE/AF □ックボタン微の機能 
はありません。 
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カスタムセッティング bl :感度の自動制御 

「 ON 」 を選択すると、撮影時の設定条件では適正露 
出を得られない場合にカメラび自動的に撮影者び選 
択した撮像感度 （ IS 日相当）を制御して適正露出に 
します（または適正露出に近づけます）。撮像感度 
は] 日日〜 8 日日の 範囲で制御します。撮像感度を 
HI - I またはみ*夕に設定している場合、このカス 
タムメニュー項目は選択できません。また、感度自 
動制御を ON にしているときには、撮像感度を卜{;-{、卜{《-^*に設定できません。 

なお、スピードライト使用時には、感度自動制御は機能せず、設定撮像感度でのム j 



撮影となります。 


メ 


カスタムメニユー画面 （曲ド.237) の第 2 階層から 「bl 感度自動制御」 を選択し] ■ 
てマルチセレクターの►を押すと、「感度の自動制御」の設定画面び表示されます。 


Pr 感度の自動制御 J について 

• 「感度の自動制御」 を「01\1」にした後、撮像感度をトリ-《またはトリタに設定している撮影 
メニュー （ A 〜 D ) へ変更した場合、感度自動制御は機能しません。また、撮像感度を 
hll - I またはみ•ぶに設定した後、 「感度の自動制御」 を 「 ON 」 にしたカスタム （ A 〜 D ) 
に切り換えた場合、感度自動制御は機能しません。詳細については、「測光•露出一露出 
モード」をご覧ください（田 P .1 18、121、123、12目)。 

• 露出モードを P (プ□グラムオート）、 /] (絞り優先才ート）、5 (シャッター優先オート）に 
セットして 「感度の自動制御」 を 「 ON 」 にすると、設定している撮像感度でカメラの露出 
制御の範囲を超えた場合に感度び自動制御されます。露出モードび/1(マニュアル）の場 
合、セットしたシャッタースピード、絞り値で適正露出び得られない場合に感度び自動制 
御されます。 

P 高感度で記録された画像 

撮像感度び高くなると、低く設定したとさに比べて、多少ざらついた画像になることびあり 



圓高感度ノイズ除去 （ 田 P .233) 

撮影メニユーの 「高感度ノイズ除去」 を rONJ に設定すると、に日400し:^上の高感度で撮影 
を行った場合に、撮影画面に生じるヴラつさ（ノイズ）を低減することびでさます。 
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マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目か選択できます。 


roNj に設定した場合、背面表示パネ 
ル、ファインダー内ち表示の撮像感度 

表示の上に ISO - AUTO 、 ISO - A び表 

示されます。感度び自動制御されると 

ISO - AUTO 、 ISO - A び点滅し、制御 
された撮像感度び表示されます。 


禪 IBA/ 

ISO-AUTO — 

a 

A 

画 

/ 口巧 n 

W LI U 

NORM 





カスタムセッテイング b 2 :旧〇設定のステップ幅 

初期設定では撮像感度のステップは]/3段 （ EV ) で 
すび、]/2段または]段に変更でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .237) の第2階層から 
化2旧0設定ステップ幅」を選択して、マルチセレ 
クターの►を巧すと、「に日設定のステップ幅」の設 
定画面び表示されます。マルチセレクターの▲また 
は▼を操作することにより、設定を選択します。 ► 

を巧すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の 
第2階層に戻ります。 



設定 

内容 

OFF 

(初期設定） 

露出の状態にかかわらず、撮影者び設定した撮像感度に固定され 
ます。 

ON 

設定撮像感度で適正露出び得られる場合は、撮影者び設定した感 
度で撮影び行われます。設定撮像感度で適正露出び得られない場 
合、カメラは自動的に感度を制御して適正露出にします（または 
適正露出に近づけます)。 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ— 


■ 
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カスタムセッティング b 3 :露出値の設定のステップ幅 

初期設定では露出値（シャッタースピード、絞り、 

オートブラケティング補正ステップ）を]/3段 ( EV ) 

で表示または設定できますび、1/2段または]段に 
変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （SB P .237) の第2階層から 
化3露出設定ステップ幅」を選択して、マルチセレ 
クターの►を押すと、「露出値の設定のステップ幅」 

の設定画面び表示されます。マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定を選択します。►を押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の第 
2階層に戻ります。 
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カスタムセッティング b 4 :露出補正値の設定のステップ幅 


初期設定では露出補正値を1/3段 ( EV ) で設定でき 
ますび、]/2段または]段に変更でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .237) の第2階層から 
化4露出補正ステップ幅」を選択して、マルチセレ 
クターの►を巧すと、「露出補正値の設定のステッ 
プ幅」の設定画面び表示されます。マルチセレク 
ターの▲または▼を操作することにより、設定を選 
択します。►を押すと選択び実行され、カスタムメ 
ニュー画面の第2階層に戻ります。 
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p サブコマンドダイヤル サブコマンドダイヤル 
S サブコマンドダイヤル メインコマンドダイヤル 
FI メインコマンドダイヤル サブコマンドダイヤル 
M 機能しません。 


OFF 


設定 

内容 

OFF 11 露出補正ボタンとメインコマンドダイヤルで露出補正を設 1 

(初期設定）1定します。 1 


コマンドダイヤルのみで露出補正をします。カスタムセッティング 

巧 「コマンドダイヤルの設定>メインとサブの入れ換え」 の設定に 

より、次の表で記載しているダイヤルで露出補正び可能です。 


ング f 己>メインとサブの入れ換え 


カスタムセッティング b 5 :露出補正簡易設定 

® 露出補正ボタンを使用せずに、コマンドダイヤル 
と のみで露出補正でさるように変更することびでさます。 
a 露出補正は+已段の間でセットでさます （ SBP .131)。 

ガカスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
^ 化 己 露出 補正 簡易設定」を選択して、マルチセレク 
I ターの►を押すと、「露出補正簡易設定」の設定画面 
ミ び表示されます。露出補正簡易設定を roN 」 に設定 
夕すると、露出補正値にかかわらず露出インジケータ 
^の「0」び点滅します。 

;マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 



上記 roN 」 の場合と同様に、コマンドタイヤルのみで露出補正び 
ON 行えます。電源スイッチを日 FF にするか、半押しタイマーび才 

(自動リセット） フになると、設定されている露出補正量のうち、コマンドダイヤ 
ルのみで設定した露出補正量びキャンセルされます。 


露出モ—ピ 
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カスタムセッティング b 目：中央部重点測光の轟囲 

中央部重点測光は、ファインダー中央部を重点的に 
測光して、露出値を決定します。中央部重点測光範囲 
の初期設定は0 8 mm ですび、 0 6 mm 、 0 ] 日 mm 、 

01 3 mm 、 画面全体の平均のいずれかに変更でさま 
す。ただし、非 CPU レンズを装着している場合は、 

このカスタムメニュー項目の設定や「レンズ情報手動 
設赴（田 P .174) の設定にかかわらず、測光範囲は 
常に 08mm となります。 

カスタムメニュー画面（阻 P .237) の第2階層から 「b 巨中央部重点測光節囲」 
を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「中央部重点測光の範囲」の設定画 
面び表示されます。マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定 
を選択します。►を巧すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の第2階層に 
戻ります。 



ス 

夕 

ム' 

メ 



257 








カスタムセッティング b 7 :昼準露出レベルの調節 

® 適正露出の基準を撮影者の好みに合わせ、測光モードごとに明るめまたは暗めに 
と 調節することびできます。]/6段ステップで、± ] 段の範囲で設定できます。初 
a 期設定は日で、一側に設定すると適正露出び暗めに、プラス側に設定すると明る 

L めに調節されます。 

力 

7；、1 カスタムメ ニュー 画面 （田 P .237) の第2階 
I 層から化7基準露出レベルの調節」を選択し 

う て、マルチセレクターの►を押すと、「日じ(外 
I 夕 に設定すると、基準露出レベルび変化します 

ち び、露出補正マークは点打しません。設定し 

二 ますか？」というメッセージび表示されます。 

7 基準露出レベルを変更する場合は、マルチセ 

レクターの▲または▼を操作することにより、「はい」を選択して►を巧し 
ます。 

• 基準露出レベルを変更せずにカスタムメニュー画面に戻る場合は、「いい 
え」を選択して►を巧します。 


カスタム乂ニュー 




基峯露出レベルの調節 


1 0むかに設定するじ、基華岳出 
レべルガを化しますヴ、琵出補正 
7—クは点なしまだん。 

設定しますなマ_ 

L いいえ 姑 


I はぃ- 


2測光モードの選択画面び表示されますので、 
マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、「マルチパターン測光」、「中央部重 
点測光」、「スポット測光」から基準露出レベル 
を変更する測光モード選択し、►を押します。 



カスタム乂ニュー 




基を盈化レベルの調節 


0マルチパタ-ン通け6 ■ 


中央部重点測光 I 
スポッ S 測光 



*5 「基準露出レベルの調節」の設定画面び表示 
されますので、マルチセレクターの▲または 
▼を操作することにより、調節値を選択しま 
す。►を押すと選択び実行され、カスタムメ 
ニュー画面の第2階層に戻ります。 

•基準露出レベルの設定は、測光モードごと 
に行ってください。 



2曰8 

































0 基準露出レベルの調節について 

• カスタムセッティング b 7 「基準露出レベルの調節」 の設定は、カスタムメニュー A 、 目、 C 、 
D のラち、選択しているカスタムメニューにのみ保存されます。したびってカスタムセッ 
ティング b 7 の設定を変更した場合、カスタムメニュー間で露出レベルの基準び異なりま 
す。カスタムメニューを切り換える場合は、カスタムセッティング b 7 の設定の違いにご 
ミち意ください。 

• カスタムセッティング b 7 「基準露出レベルの調節」 を0し:^外に設定してち、露出補正マー 
ク囚は表示されませんのでごミち意ください。設定した基準露出レベルの確認は、カスタ 
ムセッティング b 7 の設定画面でのみ可能です。 

• 一般的な露出レベルの変更には、露出補正マークび表示される露出補正（西 P .131) を行 
ラことをおすすめします。 
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カスタムセッテイング cl :シャッターボタン半巧しによる AE □ック 

初期設定では AE/AF □ックボタン®を巧してい 
るときに AE □ックび行われますび、シャッターボ 
タンを半押ししたとさに AE □ックび行われるよう 
に変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （ 0B P.237) の第2階層から 
「cl 半巧し AE □ック」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押すと、「シャッターボタン半巧しによ 
る AE □ック」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



I 設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

AE/AF □ックボタン®で AE □ックします。シャッターボタン 
の半押しでは AE □ックしません。 

ON 

AE/AF □ックボタン®またはシャッターボタンの半巧しで AE 
□ックします。 
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カスタムセツテイング c 2 : AE / AF □ツクボタンの機能 

初期設定では、 AE/AF □ツクボタン®を押すと 
AE □ツクとフオーカス□ツクび同時に行われます 
び、下の表のように変更でさます。 



AE/AFCi リクボタンの機能 


カスタムメニュー画面 （as P.237) の第2階層から 

rc2 AE-L/AF-L ボタンの機能」 を選択して、マルチ 
セレクターの►を押すと、 「AE/AF □ックボタンの 
機能」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


ミ凡み 

欧疋 

内容 1 

AE-L/AF 丄 

(初期設定） 

AE/AF □ックボタン®を巧すと AE □ックとフオーカス□ック1 
び同時に行われます。 

AE-L 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ックのみび行われます。 

AE-L (レリーズ 
でリセット） 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ック状態び維持され、半 
巧しタイマーび日 FF になるか、シャッターをさると AE □ックは 
解除されます。また、再度 AE/AF □ックボタン®を押してを、 
AE □ックは解除されます。 

AE-L ( ホールド） 

AE/AF □ックボタン®を押すと AE □ック状態び維持され、 
シャッターをさっても AE □ックは解除されません。半押しタイ 
マーび日 FF になるか、再度 AE/AF □ックボタン®を押すと、 
AE □ックは解除されます。 

AF-L 

AE/AF □ックボタン®を巧すとフオーカス□ックのみび行わ 
れます。 

AF-ON 

AE/AF □ックボタン®の機能び AF 作動ボタン省!と同じにな 
ります。 


巧® A ヒ - Lt レリ-スで■パリ h ) I 

因み AE-L ( ホ - 化ド） 

を AF-L 
AF AF-ON 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 


■ 
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カスタムセッティング c 3 :半巧しタイマーの作動時巧 

® カメラの電源スイッチを日 N にしたとさやシャッ 
と ターボタンを半押ししたとさの半押しタイマーの作 
-動時間を 4 秒、 6 秒、 8 秒、 ]6 秒、制限無しのいず 
L れかに変更でさます。初期設定は 6 砂です。半押し 
5タイマーを延長すると、バッテ U —の消耗び早くな 
Ip ります。 

う カスタムメニュー画面 （SB P.237) の第 2 階層から rc3 半巧しタイマー」 を選 
夕択して、マルチセレクターの►を押すと、「半巧しタイマーの作動時間」の設定画 
^面び表示されます。マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定 
二を選択します。►を巧すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の第2階層に 
I 戻ります。 

• AC アダプタ EH-6 调 j 売）接続中は、カスタムセッティング c3 の設定にかか 
わらず、半押しタイマーはオフになりません。 



カスタムセッティング c 4 :セルフタイマーの作動時間 

セルフタイマー撮影 （田 P. 172) の際、シャッター 
ボタンを押してから、シャッターびされるまでの時 
間を、 2 砂、 己 砂、 ] 日 秒、 2日 砂のいずれかに変更 
でさます。初期設定は] 日 秒です。 

カスタムメニュー画面（曲 P.237) の第 2 階層か 
ら 「 c 4 セルフタイマー」を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、「セルフタイマーの作動時間」の設定画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を押 
すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の第2階層に戻ります。 
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0 連続撮影速度について 

シャッタースピードび低速の場合、設定した連続撮影速度で撮影でさない場合びあります。 

^3インターバルタイマー撮影速度について 

動作モードを S (1 コマ撮影）または M-UP (三ラーアップ撮影）にセットしてインターバルタ 
イマー撮影を行った場合、カスタムセッティング dl で設定した連続撮影速度で撮影されます。 
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カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第 2 階層から 
rdi お速連続撮影速度」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、「低速連続撮影時の撮影速度」の設定画面び表示されます。マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を押 
すと選択び実行され、カスタムメニュー画面の第2階層に戻ります。 

• 低速連続撮影時、 7 コマ/秒、 6 コマ/秒、己コマ/秒の連続撮影速度は、撮影 
メニューの r ク□ップ高 逝び roN 」 に設定されている場合のみ巧能です。 「ク 
□ップ高速」 び rOFF 」 の場合、 7 コマ/砂、 6 コマ/秒、已コマ/秒を選択しても、 
低速連続撮影速度は約 4 コマ/砂に設定されます （0H P . 己日)。 


カスタムセッティング dl :低速連続撮露時の撮影速度 

低速連続撮影 (Cl) 時の連続撮影速度を、 7 コマ/秒、 

目コマ/秒、日コマ/秒、 4 コマ/秒、 3 コマ/秒、 2 
コマ/砂、]コマ/秒のいずれかに変更でさます。初 
期設定は 3 コマ/秒です。 


カスタムセッティング c 5 :液晶モニタのパワーオフ時巧 

操作を終了してから液晶モニタび自動的にオフにな 
るまでの時間を]日秒、2日秒、 ] 分、已分、 ] 日分 
に設定します。初期設定は2日秒です。液晶モニタ 
の表示時間を延長するとバッテ U —の消耗び早くな 
ります。 


カスタムメニュー画面（阳 P .237) の第 2 階層から 


rc 己液晶モニタのパワーオフ」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 



晶モニタのパワーオフ時間」の設定画面び表示されます。マルチセレクターの ▲ ター 
または▼を操作することにより、設定を選択します。►を巧すと選択び実行され、；^ 


カスタムメニュー画面の第2階層に戻ります。 

• AC アダプタ EH - 目访 Ij 売）接続中は、カスタムセッティング C 己の設定にかかわ 
らず、液晶モニタび自動的にオフになるまでの時間び約]日分に固定されます。 


















カスタムセツテイング d 2 :連続撮影時の撮露コマ数制限 

® 連続撮影時の最大撮影コマ数を、 ] コマ〜 3 己コマ 
と のいずれかに設定でさます。 

f カスタムメニュー画面 （田 P.237) の第 2 階層か 
ガ ら rd2 連続撮影コマ数」 を選択して、マルチセレク 
^ ターの►を押すと、「連続撮影時の撮影コマ数制限」 

^ I の設定画面び表示されます。マルチセレクターの ▲ 

ミ または▼を操作することにより、コマ数を選択しま 
j 夕す。►を押すと選択び実行され、カスタムメニュー 
え 画面の第 2 階層に戻ります。 



与 • 設定された連続撮影コマ数び、実際に連続撮影可能なコマ数（下表）よりも多 
I い場合、設定された連続撮影コマ数は無効になります。この場合、画質モード、 

撮影メニューの 「 JPEG 圧縮」および r ク□ップ 高速」の設定により、次のコマ 
数まで連続撮影び巧能です。 


1 ク□ップ高速 

OFF 

ON 

画 

質 

モ 

1 

非圧縮 RAVV + FINE《/ 

非圧縮 RAW + NORMAL 
非圧縮 RAW + 目 AS に ※ 

16 

28 

圧縮 RAW + FINE《’/ 

圧縮 RAW + N 日 RMAL《/ 

圧縮 RAW + 目 AS に ※ 

16 

- - -- 

28 

非圧縮 RAW 

17 

29 

圧縮 RAW 

17 

29 ’ 

TIFF(RGB) 

16 

28 

FINE《/ NORMAL^/ 目 AS に ※ 

22 

35 ’ 


《連続撮影可能コマ数は、撮影メニューの 「JPEG 圧縮」 び 「サイズ優先」 に設定されている場 
合です 。 「JPEG 圧縮」 を 「画質優先」 に設定した場合、 JPEG 画像は 「サイズ優先」 設定時に 
対して最大約] .8 倍のファイルサイズになり、その分連続撮影可能コマ数び減少します。 
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カスタムセッティング d 3 :露出ディレイモード 

初期設定ではシャッターボタンを押すと同時に 
シャッターびされますび、顕微鏡撮影時などの力 
メラブレを最小限に押さえるため、シャッターボタ 
ンを押すと最初にミラーび作動し、約日.4秒後に 
シャッターびされるように変更でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P.237) の第2階層から 
rd 3 露出ディレイモード」を選択して、マルチセレ 
クターの►を巧すと、「露出ディレイモード」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



国 


メ 

IL 

I 

ガ 


ド' 

ふ， 

ス 
夕> 
ム' 
メ 


1 設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

シャッターボタンを押すと同時にシャッターびされます。 

ON 

ミラーの作動後、約日.4秒後にシャッターびされます。 
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カスタムセツテイング d 4 :連をモード 

連番モードを ON に設定すると、最後に記録を行っ 
たファイル番号びカメラに記憶され、次に撮影を 
行ったとさには記憶内容に従って連番で記録び行わ 
れます。 CF カードの交換を行ったとさには 、力一 
ド内にあるフォルダ番号-ファイル番号を参照し、 

撮影メニューにより選択されているフォルダまたは 
必要に応じて新規に自動作成したフォルダに、その 
中で常に最も大さいファイル番号を付けて画像の記録を行います。このため、複 
数のカードを使用する場合でも撮影後の画像ファイルの管理び容易に行えます。 

カスタムメニュー画面（阻 P.237) の第2階層から 「d4 連番モード」を選択し 
て、マルチセレクターの►を押すと、「連番モード」の設定画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


設定 内容 


OFF 

(初期設定） 

連番モードを無効にします。日 FF の状態で撮影を行った場合、 

フオルダを新規に作成したり、 CF カードを交換するごとに 
0001からファイル番号び付きます。画像を記録するフオルダ内 
に画像ファイルびある場合は、次の番号からファイル番号び付さ 
ます。なお、連番モードを日 N の状態から日 FF にすると、カメ 
ラびファイル番号を記憶した状態で連番モードを無効にします。 

ON 

連番モードを有効にします。 CF カードを交換したり、フオルダ 
を新規に作成してを、画像ファイルには撮影順に連続した番号び 
付さます。 

リセット 

カメラび記憶しているファイル番号を U セットします。 U セット 
した後に撮影を行うと、現在選択中のフオルダにファイルびない 
場合には日 00] から連番でファイル番号び付さます。すでにファ 
イルびある場合にはそのファイル番号+1から連番でファイル番 
号び付さます。 



E ファイル番号について 

• 連番モードび日 FF の場合、撮影メニュー画面の「記録 フォルダ」 でフォルダを新規作成す 
ると、その中のファイルま号び0001番から始まります。 

• 保存を行ラフォルダ内に9999といラ番号のファイルび存在した場合に撮影を行ラと、自 
動的に新規フォルダび作成され、連番モードの設定にかかわらずファイル番号び0001番 
に戻ります。 
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カスタムセッティング d 5 :表お情報の切 D 換え 

背面表示パネル、ファインダー内下表示に表示され 
る内容を選択します。 

カスタムメニュー画面 （as P.237) の第2階層か 
ら rd 己表示情報の切り換え」を選択して、マルチセ 
レクターの►を巧すと、「表示情報の切り換え」のメ 
ニュー選択画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、「背面表示パネルの表示」う> 
または「ファインダー内の表示」を選択し、マルチセレクターの►を押すと、それ 
ぞれの設定画面び表示されます。 と 


背面表示ノ くネルの表示 

初期設定では背面表示パネルに撮像感度 （ISO 換算) 
び表示されますび、撮影可能コマ数び表示されるよ 
うに変更することびでさます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 



設定 

内容 

旧0設定 

(初期設定） 

背面表示ノ（ネルに撮像感度び表示されます。 

撮影可能コマ数 

背面表示パネルに撮影可能コマ数び表示されます。感度ボタン 
( ISO ) を巧すと、撮像感度び表示されます。 



267 

























I ファインダー内の表示 

I初期設定ではファインダー内下表示に撮影コマ数び 
表示されますび、撮影可能コマ数び表示されるよラ 
に変更することびでさます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


カスタム乂ニユー 1 


表示情報の切り巧え 


I ファインブ-内の表示 

•防]撮影コ7が wmm 

む巧影可能コマ数 


I 設定 

内容 1 

撮影コマ数 

(初期設定） 

ファインダー内下表示に撮影コマ数び表示されます。シャッター 
ボタンを半押ししている間、または押し続けている間、連続撮影 
可能なコマ数び表示されます。 

撮影可能コマ数 

ファインダー内下表示に撮影可能コマ数び表示されます。シャッ 
ターボタンを半押ししている間、または押し続けている間、連続 
撮影可能なコマ数び表示されます。 


カスタムセッティング d 6 :半}甲タイマー中のイル S ネーター点な 

初期設定では電源スイッチをイルミネーターイ•ま 
で回すと、上面表示パネル•背面表示パネルのイル 
ミネーターび点灯しますび、半押しタイマーの作動 
中は常にイルミネーターび点灯するように変更する 
ことびでさます。 

カスタムメニュー画面 （08 P.237) の第2階層から 
rd 目イルミネーター点な」を選択して、マルチセレ 

クターの►を巧すと、「半押タイマー中のイルミネーター点灯」の設定画面び表示 
されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



1 OFF 

(初期設定） 

内容 I 

電源スイッチをイルミネーター ’’ jlk こ に合わせると、イルミネー 
ターび点好します。 

ON 

半押しタイマーの作動中は、イルミネーターび点好します（パ'ッ1 
テ U —の消耗は早くなります)。 


図メ 11ユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセツテイング el :スピードライト撮露時の同調速度 


スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調 
速度を、]/2己日〜]/6日秒の範囲で下の表から設 
定することびできます。 

カスタムメニュー画面（曲 P.237) の第2階層から 
relSB 撮影時の同調速度」を選択して、マルチセ 
レクターの►を押すと、「スピードライト撮影時の 
同調速度」の設定画面び表示されます。 


カスタム乂ニユ- 


el スピードライト撮影時の 
同調速度 


i 百一燃 S な-卜觸 


1/200 

1/160 

1/125 

1/100 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1設定 

内容 1 

1/250 

(初期設定） 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/2已日秒 
に設定します。 

1/250 
(才ート FP ) 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/2已日秒に 
設定します。スピードライト S 目-8日日、 S 目-目日日使用時は1/2已日秒 
より速いシャッタースピードでは自動的に FP 発光に切り替わりますX’。 

1/200 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を]/20日秒 
に設定します。 

1/160 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/1目日秒 
に設定します。 

1/125 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/12己秒 
に設定します。 

1/100 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を]/I日日秒 
に設定します。 

1/80 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/8日秒に 
設定します。 

1/60 

スピードライト撮影時のシャッタースピードの同調速度を1/6日秒に 
設定します。 


《露出モードび P 、 A で、上面表示パネル、ファインダー内下表示のシャッタースピード表 
示部び1/2己0秒を示す場合、実際に制御されるシャッタースピードび1/2己0秒よりわ 
ずかでち高速側なら FP 発光に切り替わり、低速側なら FP 発光に切り替わりません。 


^シャッタースピードの同調速度を固定ずるには 


国 

メ 


I 

ガ 

イ 


力 

ス 

夕 

ム 

メ 



露出モードび5、けの場合にシャッタースピードの同調速度を上記で設定した値に固定する 
場合は、最も低速側 （30 秒または とぃ_, Lb ) の次の位置を選択してください。この場合、上 
面表示パネルにシンク□マーク X と上記で設定した値び表示されます。 
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カスタムセッティング e 3 :スピードライトが部調光モードでの絞値連動 

初期設定では、スピードライト SB-8 日 DX、28DX 
で外部調光を行ラ場合、レンズの絞り値に連動した 
絞り連動外部自動調光^になりますび、絞り値に連 
動しない外部自動調光に変更することびでさます。 

なお、 S 巨-8日日の場合はカスタムセッティング e3 
の設定にかかわらず、スピードライト側の設定び優 
先されます。 

カスタムメニュー画面 （田 P.237) の第2階層から re3 SB 外部調光絞値連動」 
を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「スピードライト外部調光モードで 
の絞値連動」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


ON 

(初期設定） 

S 目-8日 DX、28DX で外部調光を行う場合、絞り値に連動した 
絞り連動外部自動調光X’になります。 

OFF 

外部自動調光になります。絞り値のセツトはスピードライトで 
行ってください。 


《非 CPU レンズを装着した場合、絞り連動自動調光を使用するには、撮影メニューの 
「レンズ情報手動設赴 （田 P .174) で開放絞り値を設定する必要びあります。 
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内容 


ミ凡み 

欧疋 
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■ カスタム乂二:!一 I 


カスタムセツテイング62:スピードライト撮誘時のシャツタースピード低速制限 

初期設定では、スピードライト撮影時の露出モード 
び P (プ□グラムオート）または/こ!（絞り優先オート） 

の場合、シャッタースピードの低速側び1/60秒に制 
限されますび、]/6日砂〜3日砂の範囲で]段ステッ 
プで i ミ定することびでさます。ただし、ス□ーシンク 
□モード時や、露出モードび5 ( シャッター優先才一 
卜)、(マニュアル）の場合は、自動的にシャッター 
スピードの低速側の制限び3日秒まで延長されます。 

カスタムメニュー画面 （曲 P.237) の第2階層から re2 SB 時シャッタースピー 
ド制限」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「スピードライト撮影時の 
シャッタースピード低速制限」の設定画面び表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を押すと選択び実行さ 
れ、カスタムメニュー画面の第2階層に戻ります。 


i 
























カスタムセツテイング e 4 :プレビューボタンでのモデリング発光 


初期設定では、 スピー ドラ イト S 目-8日日、 S 目-6日日 
装着時にカメラのプレビューボタンを巧すと、影の 
状況を把握するためのモデ IJ ング発光び行われます 
び、行われないように変更することびでさます。 

カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第 2 階層か 
ら 「 e 4 モデリング発光」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を押すと、「プレビューボタンでのモデ U 
ング発光」の設定画面び表示されます。 


r^i た乂夕し乂ニュ~ ? I 

ON am 

V 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 




メ 

IL 

I 
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ド' 

ふ， 

ス 
夕> 
ム' 
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I 設定 

内容 I 

ON 

(初期設定） 

S 目- 8 日日、 S 目- 6 日 0 装着時にカメラのプレビューボタンを押す 
と、プレビュー動作 （田 P .1] 7) ととをに、モデ U ング発光び 
行われます。 

OFF 

カメラのプレビューボタンではモデ U ング発光は行われません。 
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カスタムセッティング e 5 :才ートブラケティングのセット 

® オートブラケティングセット時の内容を、 AE ブラ 
と ケティングと S 目ブラケティングの同時セット、 AE 
a ブラケティングのみのセット、 S 目ブラケティング 
しのみのセット、またはホワイトバランスブラケティ 
5ングのセットに設定できます。 

ド' 

Iカスタムメニュー画面（田 P .237) の第 2 階層から 
ろ re 己オートブラケティングのセット」を選択して、 

タマルチセレクターの►を押すと、「オートブラケティングのセット」の設定画面び 
え 表示されます。 



a マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 


I 設定 

内容 1 

AE ‘ SB ブラケティング 

(初期設定） 

AE ブラケティングと S 目ブラケティングを同時に行います。 

AE ブラケティング 

AE ブラケティングを行います。 

SB ブラケティング 

SB ブラケティングを行います。 

WB ブラケティング 

ホワイトバランスブラケティングを行います。画質モードび 
「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL」、「RAW + 目 ASIC 」、 
「 RAW 」 の場合、 W 目ブラケティングは使用でさません。 
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カスタムセッティング e 6 :才ートブラケティングの変化要素 （ M モード） 

露出モードを /'I (マニュアル）にセットして AE • 

S 目ブラケティング、 AE ブラケティング、 S 目ブラ 
ケティングを行った場合に、変化させる内容を下の 
表のよラに言ミ定することびでさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .237) の第2階層から 
re 目 BKT 変化要素 （ M モード)」を選択して、マル 
チセレクターの►を押すと、「オートブラケティン 
グの変化要素 （ M モード)」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できま 
す。オートブラケティング時に変化する内容は、カスタムセッティング e 己「オー 
トブラケティングのセット」の設定との組み合わせによって次のようになります。 



ミ凡み 

欧疋 

^ カスタムセッティング e 己「オートブラケティングのセット」 J 

AE-SB 
ブラケティング 

AE 

ブラケティング 

〇巨 

ブラケティング 

’ SB • 

シャッター 
スピード 

、（初期設定） 

シャッタースピードと 
スピードライトの 
調光レベル2 

シャッタースピード 

スピードライトの調光 
レベル《2 

f SB • 

シャッター 
スピード • 

、 絞値 

シャッタースピード、 
絞り値、スピード 
ライトの調光レベル^2 

シャッタースピードと 
絞り値 

スピードライトの調光 
レベル X ’2 

SB - 繳直 

絞り値とスピード 
ライトの調光レベル^’2 

絞り値 

スピードライトの調光 
レベル^2 

SB 

スピードライトの調光 
レベル X ’2 

— 

スピードライトの調光 
レベル X ‘2 


「感度自動制御」び「01\1」に設定され、かつスピードライト 
カスタムセッティング e 目の設定にかかわらず撮像感度のみ 


-ド調光時または絞り連動外部自動 


カスタムセッティング bl 
び装着されていない場合、 

び変化します。 

《2スピードライト調光レベルは、 i - TTL / D - TTL モ- 
調光時のみ変化します。 

E ホワイトバランスブラケティングについて 

カスタムセッティング e 已「オートブラケティングのセット」び 「WB ブラケティング」に設定さ 

れている場合、カスタムセッティング e 目の設定にかかわらず、ホワイトバランスび変化します。 
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メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 





























カスタムセツテイング e 7 :才ートブラケテイング撮影時の補正順ち 

オートブラケティングの補正順序を初期設定の順 
(阻 P .13 己、142)から、マイナス側からプラス側 
の順序に変更でさます。 

カスタムメニユー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
re 7 BKT 補正順序」を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、「オートブラケティング撮影時の補 
正順序」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


I 設定 

内容 1 

初期設定の順 

(初期設定） 

オートブラケティングの補正順序は、初期設定の順（曲 P . 13己、 

] 42) になります。 

一側か5+側へ 

オートブラケティングの補正順序は、マイナス側からプラス側に1 
なります。 


カスタムセッテイング e 日：才ートブラケテイングの設定方法 

初期設定では、オートブラケテイングは補正ステッ 
プと撮影コマ数を別々にセットしますび、所定の組 
み合わせの中から選択することで、まとめてセット 
できるよつ I し変更できます。 


(Til カスタム乂ニユー ] 

^ ゾ a / a 巧 IF 値と]?がを姑 
I み擅組合。だで設定 

ill 


カスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
re 8 BKT 設定方法」を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、「オートブラケティングの設定ち法」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



I 設定 

内容 I 

補正値とコマ数を 
単独設定 

(初期設定） 

オートブラケティングボタン巧をを巧しなびらメインコマンド 
ダイヤルを回して撮影コマ数を、サブコマンドダイヤルを回して 
補正ステップをセットします。 

組み合わせで設定 

オートブラケティングボタン巧をを押しなびらメインコマンド 
ダイヤルを回してオートブラケティングの日 N / 日 FF を設定し、 
サブコマンドダイヤルを回して撮影コマ数と補正ステップの組み 
合わせを選択でさます。 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング fl :マルチセレクターの中央ボタンの機能 

撮影時および再生時の、マルチセレクター中央部を 
押した場合の機能を設定します。 

カスタムメニュー画面（田 P .237) の第2階層から 
rn 中央ボタンの機能」を選択して、マルチセレク 
ターの►を押すと、「マルチセレクターの中央ボタ 
ンの機能」のメニュー選択画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、「撮影モード」または「再 
生モード」を選択し、マルチセレクターの►を巧すとそれぞれの設定画面び表示 
されます。 

撮影モード 

初期設定では撮影時にマルチセレクターの中央部を 
巧すと、中央のフォーカスエ U アを選択しますび、 

下の表のように変更することびでさます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


AF エ U ア中央 
リセット 

(初期設定） 

撮影時にマルチセレクターの中央部を押すと、中央の AF エ U ア 
(グループダイナミック AF の場合は中央のフオーカスエ U アの 
グループ^0を選択します。 

選択 AF エリア 
表示 

撮影時にマルチセレクターの中央部を押すと、ファインダー内で 
選択されているフオーカスエ U ア（グループダイナミック AF の 
場合はフオーカスエ U アのグループ）のフレームび点灯します。 

使用しない 

マルチセレクターの中央部は、撮影時には機能しません。 


《カスタムセッティング a 3 「グループダイナミック AF の設定」 で 「パターン 2」を選択し 
ている場合（田 P .244)、 中央のフオーカスエ U アのグループび選択されている状態でマ 
ルチセレクターの中央部を押すと中央1から中央2に切り替わります。 


0マルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 


内容 


設定 



ド11 カスタム乂_ユー 


f 1 7 ルチセレクターの 
中央ボタンの巧能 


己聽—モ -K 




因奋生モ■ド ■ 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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再生モード 

P 初期設定では再生時にマルチセレクターの中央部を 
と 押すごとに、 ] コマ表示とサムネイル表示 （4 コマ 
与または9コマ）を切り換えますび、下の表のように 
変更することびでさます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
I り、次の項目び選択でさます。 



[ 設定 

内容 ] 

1コ7とサムネイル 
の切り換え 

(初期設定） 

マルチセレクターの中央部を巧すごとに、]コマ表示とサムネイ 
ル表示 （4 コマまたは9コマ）を切り換えます。 

ヒストグラム表示 
有無切り換え 

マルチセレクターの中央部を押すと、表示画像 （1 コマ表示時） 
または選択画像 （4 コマ/9コマ表示時）のヒストグラム（田 
P .187) を表示します。再度マルチセレクターの中央部を押す 
と、元の表示に戻ります。 

拡大画面との 
切り換え 

画像の再生時にマルチセレクター 
の中央部を押すと、表示画像 （1 コ 
マ表示時）または選択画像 （4 コ 
マ/9コマ表示時）を、撮影時の 
フオーカスエ U アを中むに設定し 
た拡大率で拡大表示します。再度 
マルチセレクターの中央部を押す 

1 カスタム乂ニユー 31 

M 拡大画面じの切り換え 

、户 ぉ倍蜜 》 姑 

1 中倍率^^ 

1高倍率 

ご、兀のを术 II 戾リまず。1 扼ス 

画面との切り換え」を選択してマルチセレクターの►を押す 
と、「拡大画面との切り換え」画面び表示されますので、 ▲ 
または▼を操作することにより、「低倍率」、「中倍率」、 
「高倍率」から拡大率を選択し、►を押してください。 
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カスタムセツテイング f 2 :マルチセレクターでの起動 

半押しタイマーびオフのとさにマルチセレクターを 
操作することで、半巧しタイマーまたはオートフオー 
カスび起動するように変更することびできます。 

カスタムメニュー画面（曲 P .237) の第2階層から 
け2マルチセレクターでの起動」 を選択して、マル 
チセレクターの►を押すと、「マルチセレクターで 
の起動」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 





[ 設定 

内容 ] 

半巧しタイマー 
起動しない 

(初期設定） 

半押しタイマーびオフのとさにマルチセレクターを操作してを、 
半押しタイマーは起動しません。 

半巧しタイマー 
起動ずる 

半巧しタイマーびオフのとさにマルチセレクターを巧すと、半押 
しタイマーび起動します。 

AF 起動ずる 

マルチセレクターを押すと半押しタイマーび起動し、押し続けて 
いる間オートフ オー カスび作動します（マニュアルフ オー カス時 
を除さます)。 


ス 

2 ‘ 
メ 

IL 

I 
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カスタムセッティング f 3 : 1 コ7再生での7ルチセレクターの上下 • 左ちの機能入れ換え 

初期設定では、 ] コマ再生時にマルチセレクターの 
▲または▼を押して表示画像を、イまたは►を押し 
て画像情報のページを切り換えますび、機能を入れ 
換えることびでさます。 

カスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
け3上下左ち機能入れ換え」を選択して、マルチセ 
レクターの►を巧すと、「1コマ再生でのマルチセレクターの上下-左ちの機能入 
れ換え」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 



設定 

内容 

OFF 

(初期設定） 

マルチセレクターの ▲/ ▼を押して表示画像を、イ/►を押して 
画像情報のページを切り換えます。 

ON 

マルチセレクターの ▲/ ▼を押して画像情報のページを、イ/ ► 
を押して表示画像を切り換えます。 


カスタムセツテイング f4 :フアンクシヨンボタンの機能 

初期設定ではファンクシヨンボタンを押すと、 FV 吊1 ~ 石瓦にュ- 
□ツク ※ （as P . 1 己 4) を行いますび、ちの表のよラ 
に機能を変更することびできます。 

《 FV □ツクはスピードライト S 目- 800 、 S 目-目 00 装着時 
のみ機能します。 

カスタムメニユー画面 （田 P .237) の第 2 階層から 
け4ファンクシヨンボタンの機能」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、 
「ファンクシヨンボタンの機能」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 


フアンクシヨンボタンのお能 


, EH FV 日ック 

: FV 日ック•レ'ノス m 
m 巧ッタ-•絞値 1 段選択 
11 AE - L / AF - けのじ同じ 
承 SB 発光禁止 
B 机日 KT 自動連写 


FV □ック 

(初期設定） 


スピードライト S 目-8日日、 S 目-目日0装着時は、フアンクシヨン 
ボタンを巧すと FV □ ックを行い、再度巧すと解除します。 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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1 設定 

内容 

1 

FV □ツク- 
レンズ情報設定 

スピードライト S 目-8日日、 S 目-6日日装着時は、フアンクシヨン 
ボタンを巧すと FV □ックを行い、再度巧すと解除します。また、 

具民 CPU レンズ装着時は、スピ ー K ライ hSB - 800、 SB - 600び 
非装着またはオフの場合に、ファンクションボタンを押しなびら 
メインコマンドダイヤルを回すと焦点距離を、サブコマンドダイ 
ヤルを回すと開放絞り値をそれぞれ設定でさます （田 P .1 74)。 

シヤツター.絞値 

1段選択 

露出値のステップ幅の設定にかかわらず、ファンクションボタン 
を巧しなびらメインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルを 
回すことにより、5 (シャッター優先オート]) 巧 （マニュアル）時 
はシャッタースピードを 、 A (絞り優先才ート） 、け （マニュアルが 
時は絞り値を]段ステップで設定することびでさます。 

AE-L/AF-L 
ボタンと同じ 

ファンクションボタンに AE / AF □ックボタン®と同じ機能を 
設定します。 

SB 発光禁止 

ファンクションボタンを押しなびらシャッターボタンを押すと、 
スピードライトを発光禁止にします。 

BKT 自動連写 

オートブラケティング撮影時にファンクションボタンを押しなび 
らシャッターボタンを押すと、動作モードび1コマ撮影に設定 
されていてを、設定したコマ数まで自動的に撮影を行います。低 
速連続撮影/高速連続撮影の場合はファンクションボタンを押し 
なびらシャッターボタンを押し続けている間、同じオートブラケ 
ティングの設定で繰り返し撮影を行います。また、 W 目ブラケティ 
ング撮影時にファンクションボタンを巧しなびらシャッターボタ 
ンを押すと、動作モードび]コマ撮影/高速連続撮影の時は高速 
連続撮影の速度で、低速連続撮影のとさはその撮影速度で連続撮 
影を行い、各コマに対して W 目ブラケティング撮影を行います。 

マルチパターン 
測光簡易設定 

ファンクションボタンを押している間、測光モードびマルチパ 
ターン測光に切り替わります。 

中央部重点 
簡易設定 

ファンクションボタンを巧している間、測光モードび中央部重点 
測光に切り替わります。 

スポツト測光 
簡易設定 

ファンクションボタンを巧している間、測光モードびスポット測1 
光に切り替わります。 

ク□ツプ高速 
簡易設定 

ファンクションボタンを押しなびらメインコマンドダイヤルを 
回すごとに、ク□ップ高速の日 N と日 FF び切り替わります （SB 
P .5 日)。ただし、多重露出撮影を設定している場合、 ] コマ目を 
撮影してから多重露出撮影び解除されるまでこの操作は行えませ 
ん。 



279 
























カスタムセツテイング f 5 : コマンドダイヤルの設定 

® メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルに 
と 関する設定を行います。 

f カスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第 2 階層から 
ガけ已コマンドダイヤル設定」を選択して、マルチセ 
^ レクターの►を押すと、「コマンドダイヤルの設定」 

I のメニュー選択画面び表示されます。 

力 

ろ マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、「回転方向」、「メインとサブ 
• U の入れ換え」、 r サブコマンドダイヤルでの絞値設定」、「再生/メニューモードでの使 

と 用」を選択し、マルチセレクターの►を押すとそれぞれの設定画面び表示されます。 



f " 回輯方向 

シャッタースピード、絞り値、プ□グラムシフト量、 
簡易露出補正、露出モード、露出補正量、オートブラ 
ケティングの補正ステップおよびシンク□モードを操 
作するとさの、メインコマンドダイヤル、サブコマン 
ドダイヤルの回転ち向を逆ち向に変更できます。この 
場合、縦位置メインコマンドダイヤルと縦位置ヴブコ 
マンドダイヤルの回転ち向を変更されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 1 

ノー 7ル 

(初期設定） 

メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルは通常どおりの 
回転操作となります。 

逆方向 

メインコマンドダイヤル、サブコマンドダイヤルとを逆回転操作 
となります。 



メインとサブの入れ換え 

初期設定では、メインコマンドダイヤルでシャッ 
タースピードを、サブコマンドダイヤルで絞りを 
セットしますび、「メインとサブの入れ換え」を日 N 
に設定すると、この機能を入れ換えることびできま 
す。この場合、縦位置メインコマンドダイヤルと縦 
位置サブコマンドダイヤルの機能も入れ替わります。 
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マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


サブコ ァン ドダイヤルでの絞値設定 

初期設定では、 CPU レンズを装着時に露出モード 
び/こ I (絞り優先オート)、(マニュアル）の場合は、 

サブコマンドダイヤルで絞りをセットしますび、レ 
ンズの絞り U ングで絞りをセットするように変更 
でさます。ただし、絞り U ングのないレンズ （ G 夕 
イプレンズ）装着時は、この設定にかかわらず、絞 
りのセットはサブコマンドダイヤルで行います。ま 
た、非 CPU レンズを装着時は、この設定にかかわらず、絞りのセットはレンズ 
の絞り U ングで行います。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 J 

ずる 

(初期設定） 

サブコマンドダイヤルで絞りをセットします （「メインとサブの 
入れ換え」 を roN 」 に設定した場合は、メインコマンドダイヤル 
でセットします）。 

しない 

(絞リングで設定） 

レンズの絞り U ングで絞りをセットします。絞り U ングによる 
中間絞りの設定は可能ですび、絞りの表示は]段ステップにな 
ります。 


カスタム乂ニユ- 


コ7ンドプイヤルの設定 


I サブ]?ンドタけルでのお値設定 


する 


WM3m 


しない嫩リリンクで設定)圍 


[ 設定 

内容 j 

OFF 

(初期設定） 

メインコマンドダイヤルでシャッタースピード、サブコマンドダ 
イヤルで絞りを設定します。また、コマンド□ックボタン巧を押 
しなびらメインコマンドダイヤルを回すとシャッタースピードを、 
サブコマンドダイヤルを回すと絞りを、それぞれ□ックします。 

ON 

メインコマンドダイヤルで絞りを、サブコマンドダイヤルで 
シャッタースピードを設定します。また、コマンド□ックボタン 
0 を押しなびらメインコマンドダイヤルを回すと絞りを、サブ 
コマンドダイヤルを回すとシャッタースピードを、それぞれ□ッ 
クします。 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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再生/メニュ -モー ドでの使用 

P 初期設定では再生時の表示画像の切り換えおよび画 
と 像の選択、またメニュー画面での項目の選択はマル 
与チセレクターを操作して行いますび、メインコマン 
!„ドダイヤル、サブコマンドダイヤルを操作してち行 
5えるように変更でさます。 

ド' 

I マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 



ミじ、 次の項目び選択でさます。 


1設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

再生時の表示画像の切り換え、画像の選択、およびメニュー画面 
での項目の選択はマルチセレクターを操作して行います。 

ON 

再生時 

• 1 コマ再生表示時 

メインコマンドダイヤル：撮影画像のコマ送りを行います。 

サブコマンドダイヤル：画像情報の表示ページを切り換えま 
す。 

• 4 コマ/ 9 コマ 再生表示時 

メインコマンドダイヤル：表示画面でカーソル（黄色い枠）び 
左ちに移動します。 

サブコマンドダイヤル：表示画面でカーソル（黄色い枠）び 
上下に移動します。 

メニュー画面表示時 

メインコマンドダイヤルで選択項目を切り換え、サブコマンドダ 
イヤルを時計方向に回してサブメニューに移動し、サブコマンド 
ダイヤルを反時計ち向に回して前の画面に戻ります。ただし、サ 
ブコマンドダイヤルでは選択項目のミ夫定はでさません。選択項目 
を決定するにはマルチセレクターの►または中央部を押すか、実 
行ボタン®!を巧してください。 


E 拡大表示時について 

再生画像の拡大表示時は、 「再生/メニューモードでの使用」 の設定によって、メインコマン 
ドダイヤル、サブコマンドダイヤルの機能は変わりません。 
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カスタムセツテイング f 巨：ボタンによる各操作の設定方法 

初期設定では、ボタンとメインコマンドダイヤル/ 

サブコマンドダイヤルを組み合わせて設定を行ラ場 
合、ボタンを巧し続けている間のみ設定可能状態に 
なりますび、ボタンを押してから戻しても設定巧能 
状態び維持され、同じボタンを巧すか、シャッター 
ボタンの半押しで設定可能状態び終了するよ ラに 変 
要できます。対象となるボタンは、露出モードボタ 
ン^、露出補正ボタン IE 妻、オートブラケティングボタン巧を、シンクロ 
モードボタンを、感度ボタン ( ISO ). 画質モードボタン （ QUAD 、 ホワイトバ 
ランスボタン ( WB ) です。 



国 


メ 


ふ 


ド' 

ふ， 

ス 
夕> 
ム J 
メ 


カスタムメニュー画面 （08 P.237) の第2階層からけ巨ボタンによる設定方法」 f 
を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「ボタンによる各操作の設定ち法」 

の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


I 設定 

内容 1 

デフオルト 

(初期設定） 

ボタンを押し続けている間のみ設定可能状態になり、メインコマ 
ンドダイヤル/サブコマンドダイヤルにより設定び行えます。 

ホールド 

ボタンを押すと設定可能状態びホールド（維持）され、メインコ 
マンドダイヤル/サブコマンドダイヤルにより設定び行えます。 
再度ボタンを押すか、シャッターボタンを半押しすると、設定 
可能状態び解除されます。また、初期設定では約2日秒経過する 
と設定可能状態び自動的に解除されます。ただし、カスタムセッ 
ティング c 3 「半巧しタイマー」び「制限無し」に設定されている 
場合や AC アダプタ EH -6 (別売）接続時は、設定可能状態の自 
動解除は行われません。 
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カスタムセツテイング f 7 : CF 力ードホ挿入時のレリーズ禁止 

® 初期設定ではカメラに CF カードを入れていない場 
と 合はレ U —ズでさませんび、レ U —ズでさるように 
a 変更でさます。 

ガカスタムメニュー画面 （0 B P .237) の第2階層から 
^ け7 力ード無時レリーズ 禁止」を選択して、マルチ 
I セレクターの►を押すと、 「 CF カード未挿入時のレ 
巧 IJ ーズ禁止」の設定画面び表示されます。 

一％ マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 

メ • 、 


ミ凡み 

欧疋 


ON 

(初期設定） 

カメラに CF カードを入れていない場合、レ U —ズはでさません。 

OFF 

カメラに CF カードを入れていない場合でを、レ IJ ーズ可能とな 
ります。 


• ニコンキヤプチヤー4カメラコント□ールと接続した場合は、記録先びパソ 
コンになるため 、 「CF 力ード未挿入時のレリーズ 禁止」を rONJ に設定しても 
シャッターをさることびでさます。 
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セツトアップメニューには次のメニュー項目びあります： 


[blll "- の 1 川 -—"/ 


AC アダプタ EH -6 (別売）使用時のみ選択でさます。 
《2別売のワイヤレストランスミッター WT -2 または WT -1 
装着時のみ選択でさます。 


0マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フオーカスエ U ア□ックレバーの設定位置に関係なく、 
マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 

28 已 



I セットアツブ乂ニュー 




四 



力ードフォーマット 

P .286 

液晶モニタの明るさ 

P .287 

クリーニングミラーアップ※1 

P .287 

ビデオ出力 

P .288 ’ 

ワールドタイム 

P .22 〜2己 

言言吾 （ Language ) 

P .289 

画像コメント 

P . 290〜 29] 

縦横位置情報の記録 

P .292 1 

撮影モード時の録音 

P .201 

撮影モード時の上書録音 

P .202 

音声ボタンの録音時の操作 

P .202 

音声の出力 

P .204 

USB 

P .294 

イメージダストオフデータ取得 

P .29 己〜296 

電池チ王ック 

P .297 

無線 LAN 》 2 

P .298 〜309 

ファームウ王アバージョン 

P .310 


撮影モイ時の上書録音 
音声がンの錄音時の摄作 
音声の出力 
USB 

巧 が-タタストがデ-夕取得 

電池チ I ，ック 
無線 LAN 


撮影トド時の上書録音 
音声^1のの録音時の操作 
音声の出力 
^ USB 

が-》タス M 巧-夕取得 
電池チ:!:ツク 
無線 LAN 


液晶モニタの明るさ 
クリ-つクミう-アッブ 
ビデオ出力 
^ ワ-ルドタイム 

言語 (Language) 
画像コ乂ント 
溢お位置情報の記録 


メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 








































力ードフオ ー7 ツト 

CF カードは、使用前にフォーマットを行う必要び 
あります。セットアップメニュー画面（田 P . 28 己） 
から 「カードフォーマット」 を選択して、マルチセ 
レクターの►を巧すと、「カードフオーマット」の設 
定画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作して 
「はい」を選択します。 



セットアップ乂ニユー 


む 

/> 

A ド巧の；-クは 

W 豈て產さります 

1 

うし' し巧す巧？ 


广 いいぇ r 丽 B ‘码1 


はい mmmmm 


2 



な 

固 


セットアツフ乂ニュ- 


実行ボタン®を押すとフォーマットが開始 
され、「フォーマット中」といラメッセージが 
表示されます。 

• フォーマットが終了すると、セットアップ 
メニュー画面に戻ります。 

• フオーマットを行わない場合は「いいえ」 
を選択して実行ボタン參を巧すと、セツ 
トアップメニュー画面に戻ります。 


[5 カードフォ—マット中のごを意 

「フォーマット中」のメッセージび液晶モニタに表示されている間は、カメラの電源スイッチ 
を日 FF にしたり、 CF 力ードを取り出したりしないでください。 

【りフォー マットずる前に 

CF カードをフオーマットずると、カード内のデータはずべて消去されまず。 フオーマットす 
る前に保存したい画像をパソコンに転送することをおすすめします。 


巧 FAT 32 について 

D 2 X は FAT 32 に対応しているため、 2 GB 1； (上の容量の CF 力ードを使用することびでき 
ます。ただし、すでに FAT 1 目でフォーマットされている CF カードをフォーマットすると、 
FAT 1 目でフォーマットされます。 

gs ボタン操作による フォー マット 

CF 力ードは、フォーマットボタン Fos (露出モードボタン 姻 sa +削除ボタン®)を操作し 
てフォーマットすることちでさます （SB P .29)。 
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お晶モニタの明るを 

液晶モニタの明るさを調整します。明るさは己段 
階で調整でさます。設定された液晶モニタの明るさ 
は、すべての液晶モニタ表示に適用されます。マル 
チセレクターの▲または▼を巧すと、連動して画面 
の明るさび変わります（▲で明るく、▼で暗くなり 
ます)。範囲は一2〜+2です。 

セッ ト アップメニユー画面（曲 P .28 己）から 「液晶 
モニタの明るさ」 を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、「液晶モニタの明るさ」の設定画面び表 
示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作して、一2〜+2から最適な明るさを選 
択します。マルチセレクターの►を巧すと設定び有効になり、セットアップメ 
ニュー画面に戻ります。 



四 

メ 

IL 

I 

ガ 

イ 

ド' 

I 

セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 



ク u — ニンクミラーアップ 

撮像素テに装着されている□ーパスフィルターの巧 
れを調べたり、ク U —ニングするために、ミラーを 
アップした状態に固定します。詳しくは「ク IJ 一二 
ングについて」 （田 P .345) をご覧ください。 

セットアップメニュー画面 （SB P .28 己）から 「ク 
リーニングミラーアップ」 を選択して、マルチセレ 
クターの►を巧すと、「ク U — ニン グミラーアップ」 
の設定画面び表示されます。このメニュー項目は、 
AC アダプタ EH -6 (別売）を装着しているときにの 
み設定び巧能です。 



さらにマルチセレクターの►を巧すと、ク U —ニングミラーアップの待機状態に 

なり、上面表示パネルに-—び表示されます。 

• シャッターボタンを下まで押し込むとミラーアップ状態になり、上面表示パネ 

ルの . び点滅します。ミラーをダウンするにはカメラの電源ス 

イッチを OFF にしてください。 

• ク U —ニングミラーアップの待機状態をキャンセルするには、カメラの電源ス 
イッチを OFF にしてください。 
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四 

メ 


I 

ガ 

イ 

ド' 

I 

セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 

メ 


ビデオ出力 

テレビやビデオなどに接続する場合のビデオ出力ち 
式を、 NTSC 方式または PAL 方式のいずれかに設 
定します。 

セッ ト アップメニュー画面 （0 B P.28 己）から 「ビデ 
才出力」を選択して、マルチセレクターの►を押す 
と、「ビデオ出力」の設定画面び表示されます。 


[T 

1セットアップに]- 1 


图ビテオ出力 

む 

ジ 


k NTSC WMM 

m 

PAL — 




マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


I 設定 

内容 ] 

NTSC 

(初期設定） 

NTSC 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通 
常、日本国内でご使用の場合はこちらを選択します。 

PAL 

PAL 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通常、 

曰本では使用されません。 


• ビデオ出力ち式にかかわらず、オーディオ•ビデオケーブル EG-D2 をカメラ 
に接続しているときは、液晶モニタは点好しません。 
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ワールドタイム 

現在地と日時、年月日の表示順を設定します。セッ 
トアップメニュー画面（曲 P.28 己）から「ワールド 
タイム」を選択して、マルチセレクターの►を巧す 
と、「ワールドタイム」の設定画面び表示され、次 


ク 

1 


セツトアップ乂ニュ ー 


現をせの設モ 


曰齡騰 

日付の表示順 
夏時間 


:OFF 



ワ—ルドタイム 


の設定項目び選択でさます。各設定項目についての 
詳しい説明は、「ご使用になる前に一撮影前の準備」 
(0 B P.22) をご覧ください。日時は定期的に設定す 
ることをおすすめします。 


Tokyo. Seoul 
UTC+9 

2005/01/01 00:00:00 


設定項目 

内容 

現在地の設定 

現在地のタイムゾーンを選択します。現在地のタイムゾーンを変更 
すると、「日時の設定」で設定された日時び、時差に合わせて自動 
的に更新されます。 

曰時の設定 

「現在地の設定」で選択されているタイムゾーンの時刻を設定し 

On ^ 〇 

日付の表示順 

液晶モニタに表示される、日付の年、月、曰の表示順を、「年/月 
/曰」、「月/曰/年」、「曰/月/年」から選択します。 

夏時間 

現在地の時刻び夏時間の場合は roN 」 に、そラでない場合は 
「 OFF 」 に設定します。夏時間を使用しない場合は 「 OFF 」 に設定 
します。初期設定は 「 OFF 」 です。 


言語 (Language) 

メニュー画面やメッセージの表示言語を、中文備体） 

(中国語 ）、 Deutsch ( ドイツ語 ）、 English (英 
語 ）、 Espanol (スペイン語）、 Fran が is (フランス 
語）、を吾（韓国語 ）、 Italiano (イタ U ア語）、日 
本語 、 Nederlands (オランダ語 ）、 Svenska (ス 
ウエーデン語）のいずれかに切り換えることびで 
きます。セットアップメニュー画面（田 P.28 已） 

から「言語 （Lan 呂 ua 呂 e )」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「言語 
(Language)J の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作して、表示言語を選択します。マルチセレ 
クターの►を押すと設定び有効になり、セットアップメニュー画面に戻ります。 


]|セットアッブ乂ニユ- 1 

1 ’W 言語 (Lan が a が） 

「 

Es 

▲ 

Espanol 

>1 

Fr 

Fran 村 is 


を 

を音 

1 

It 

Italiano 

，一日 

円末語 nosi 

1 

IT 

Nederlands 

1 

Sv 

Svenska 





0 メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 
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メ 


I 

ガ 

イ 


セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 
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画像コメント 


あらかじめ入力したコメントを新規に撮影する画 
像に添付することびできます。添付されたコメント 
は、 D 2 X で画像再生を行った際の撮影情報ページに 
あるコメント欄や、 PictureProject または別売の 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.21；( 降）の撮影情報に表 
示されます。 

セツトアップメニュー画面（田 P .28 已）から「画像 


居 

1セットアップ X こ：!- 1 


画像つ乂ント 

む 


ク 

m 

設定ぉ了 

コ乂ント入力 

s 

□ つ乂ント添付 


コメント」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「画像コメント」の設定 


画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 ] 

設定終了 

「画像コメント」メニューを終了し、セットアップメニュー画面 
に戻ります。 

コメント入力 

コメントを入力します。 

コメント添付 

コメントを撮影画像に添付します。 


コメントの入力 


r コメント入力」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、下の画面び表示さ 
れます。36文字まで入力でさます。 


キーボードエリア 
マルチセレクターを使って 
文字を選択します。マルチ 
セレクターの中央部を巧す 
と、文字が決定します。 



コメントエ U ア 
入力した文字び表示されます。 
カーソルを上下左ちに移動さ 
せる場合はサムネイルボタン 
を巧しなびらマルチセレク 
ターを操作します。 


• コメントエ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合は、マル 
チセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上にカーソルを移動さ 
せ、マルチセレクターの中央部を巧します。 

• コメントエ U アのカーソルを上下左ちに移動する場合は、サムネイルボタン 
© を押しなびらマルチセレクターを操作します。 
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• 文字はカーソル位置に挿入されます。 

• 37文字上入力すると、コメントエ U ア （36 文き）からあふれた文字び削除® 

されます。 メ 

• コメントを]文字削除する場合は、サムネイルボタン®とマルチセレクター： 

を使って削除する文字の上にカーソルを移動させ、削除ボタン®を押しま I , 

す。その文字び削除され、それより後方の文字全体び繰り上びります。 ^ 

• コメントの内容を確定し、コメント入力を終了する場合は、実行ボタン®をド 
押します。画面は画像コメント画面に戻ります。 4 

• コメントを確定せずにセットアップメニュー画面に戻る場合はメニューボタンッ 
參を押します。 y 

ツー 

コメントの添付 ミ 

コメントの入力び終了したら、画像に入力したコメントを添付するかどうかを選 -™ 

択します。 

• 次に撮影する画像からコメントを添付する場合 
は、マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより「コメント添付」を選択して、マルチセ 
レクターの►を巧します。「コメント添付」の□に 
/び入ります。 

• 「コメント添付」の□に/び入っていることを確 
認して、マルチセレクターの▲または▼を操作す 

ることにより r 設定終了」を選択し、マルチセレクターの►を押すとセットアッ 
プメニュー画面に戻ります。 

• 「コメント添付」の□に/び入っていると、それ！;(降撮影された画像にはすべ 
てコメントび;添付されます。 

• 画像へのコメントの添付を中止する場合は、「コメント添付」を選択してマル 
チセレクターの►を押し、□の/をはずしてください 。 r 設定終了」を選択して 
マルチセレクターの►を巧すとセツトアップメニュー画面に戻ります。じ(降の 
撮影画像にコメントは添付されなくなります。 


尼 

1セットアップ乂二]- 1 


画像コ乂ント 

步 

m 

設定終了 

コ乂ント入力 1 

f 

1囚つ乂ン s 添付 



E 撮影情報（ぺージ 4) 

入力された画像コメントは、撮影情報（ページ 4) の画像コメントに最初の12文字のみ表示 
されます（田 P .186)。 
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縦横位置情 ffi の記録 

^撮影時のカメラの縦橫位置情報を画像に記録するか 
と どうかを選択します。 D 2 X に内蔵された縦横位置セ 
-ンヴーから得られる縦横位置情報を画像に記録して 
!。おくと、縦位置で撮影された画像を PictureProject 
イまたは別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.21；^ 降）で 
開いた場合に、自動的に縦ち向に回転して表示され 
セます。 

セッ ト アップメニユー画面（田 P .28 已）から 「縦横 
ア位置情報の記録」 を選択して、マルチセレクターの 
4 ►を巧すと、「縦位置•横位置情報の記録」の設定画 
メ面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


記録ずる 

(初期設定） 


撮影時のカメラの縦横位置情報として、「横位置」、「縦位置（時 
計回りに9ぴ回転)」、「縦位置（反時計回りに9ぴ回転)」のい 
ずれかを画像に記録します。 



横位置 




縦位置 
時計回りに 
9日。回転 


縦位置 

反時計回りに 
9日。回転 


記録しない 


撮影時のカメラの縦横位置にかかわらず、縦横位置情報を画像 
に記録しません。この設定で撮影された画像を PictureProject 
または別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 i ^ ソ降）で開く場合は、 
横位置で表示されます。 X ’2 


《1連続撮影時 （SB P.53) の構図の縦位置-横位置に関する情報は、連続撮影開始時の情 
報び記録されます。連続撮影中に構図を変えてち、反映されませんのでごミち意ください。 
《2カメラを上向さ•下向さで撮影する場合、誤った縦横位置情報び記録されることびあり 
ます。その際は「記録しない」を選択してください。 

H 縦位置自動回転 （0 B P .221) 


再生メニユーの 「縦位置自動回鼠 では、 「縦横位置情報の記録」 を 「記録ずる」 に設定して縦 
位置で撮影した画像を、液晶モニタでち縦位置で再生するよラに変更でさます。 
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撮影モード時の録音 

液晶モニタで画像を表示しなくても撮影モードのま 
ま、最後に撮影された画像に、音声メモび自動また 
は手動で録音できるよう設定します。内容について 
は「音声メモ機能の詳細一音声メモの録音」をご覽 
ください（曲 P.201)o 



撮影モード時の上書録音 

撮影モード時に最後に撮影された画像に音声メモ 
び録音されていても、手動で音声メモを上書さ録音 
する場合に設定します。内容については「音声メモ 
機能の詳細一音声メモの録音」をご覧ください （as 
P . 202 )。 



音声ボタンの録音時の操作 

音声メモ録音時の音声ボタン§の操作ち法について 
設定します。内容については惜声メモ機能の詳細 一 
音声メモの録音」をご覽ください（阻 P .2 日2)。 


む 

I 

r 


セツ ト アツ ブ乂 ニユ- 


回音声ボタンの録音時の摸作 


ゾみム巧し結けでいる 圆^巧3 


4公巧しで開始/巧了 


音声の出力 

音声メモの再生ち法を設定します。内容については 
「音声メモ機能の詳細一音声メモの再生」をご覧くだ 
さい（阻 P.2 日 4 )。 


I 


セットアツブ乂ニュー 


も3スビーカー 


‘ AIV 抓’ビテオ節子 
义出力しない 
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囚 

も 

圖 


セットアップ乂ニュ ー9 


K/I Mass Storage 


US 己 

専用 US 目ケーブル UC - E 4 を使用してカメラとパソ 
コンを接続する前に、 US 巨通信ち式を選択します。 

ご使用のパソコンの日 S (オペレーションシステム） 

に合わせて正しい通信ち式びカメラにセットされて 
いないと、撮影した画像をパソコンに転送すること 
びでさません。 

セットアップメニュー画面（田 P .28 己）から 
rUSB 」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 「 US 巨」の設定画面び表示 
されます。 


ッ 

っ マルチセレクターの▲または▼を操作することにより 、 「Mass Storage 」、 
^ rPTPJ の選択び可能です。初期設定は 「Mass Storage 」 に設定されています。 
f USB 通信ち式は、ご使用のパソコンの日 S と使用するソフトウェアの組み合わせ 
により、次のように対応しています。マルチセレクターの►を巧すと設定び有効 
になり、セットアップメニュー画面に戻ります。 


0S 

USB 通信方式 1 

PictureProject 
Transfer*^ ^ 

ニコンキヤプチヤー 4 
カメラコント□—ル※2 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storage 

PTP 

Mac OS X 

PTP または 
Mass Stora 呂白 

PTP 

Windows 2000 Professional 
Windows Millennium Edition ( Me ) 
Windows 98 Second Edition ( SE ) 

Mass Storage 

PTP 

Mac OS 9 

対応していません 

PTP 


円 ctureProject の機能の一つで、 CF 力ードに記録された撮影済み画像をパソコンに転 
送します。 

《2 D2X は別売の Nikon Capture 4 (Ver4.21；( 降）に対応しています。 
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イメージダストオフデータ取得 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 必降）のイメージ 
ダストオフ機能を使用するための、イメージダストオ 
フデータを取得します。「イメージダストオフデータ 
取得」は CPU レンズ装着時のみ選択できます 。 Nikon 
Capture 4のイメージダストオフ機能については、 

Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 

• イメージダストオフデータを取得するとさは、焦 

点距離び己日 mm (上の CPU レンズのご使用をおすすめします （as P .328)。 
• ズームレンズを使用する場合は、望遠側にセットしてください。 

• 取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更 
して撮影した画像にも適用でさます。 

セットアップメニュー画面 （0 B P .28 己）から「イメージダストオフデータ取得」 
を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「イメージダストオフデータ取得」 
の設定画面び表示されます。 

1「イメージダストオフデータ取得」の設定画面でマルチセレクターの►を巧す 
と、イメージダストオフデータ取得の待機状態になり、露出やホワイトバラ 
ンスなど各種設定び自動的に最適な状態に設定されます。 

•この状態では、液晶モニタに「レンズ先端か 
ら]日 cm 程度離れた明るく模様の無い白い 
紙などを撮影して下さいレンズは無限遠に 
制御されます」というメッセージび表示され、 

上面表示パネル、背面表示パネル、ファイン 
ダー内下表示に r f {こ び点打します。 


C 

多 

f 


セツトアップ乂ニュ- 


レンス先端力、ら lOcm 程度 
謎れた明る<模様の無い 
白い巧なごを撮影しで下さい 
しンスは無旧遠に制御されます 





••び 


r び 


上面表示パネル 背面表示パネル ファインダー内下表示 

• イメージダストオフデータ取得の待機状態をキャンセルするには、電源ス 
イッチを日 FF にするか、メニューボタン1#またはマルチセレクターのイ 
を押してセットアップメニュー画面に戻ってください。 

• 液晶モニタび消好すると、待機状態はキャンセルされます。 
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レンズ先端から]日 cm 程度離れた、明るく白い無地の被写体を画面いっぱい 

にとらえ、シャッターボタンを半巧しします。 

• 才ートフオーカスび自動的に無限遠に制御されます。 

• フ オー カスモードを M (マニュアル フ オー カス）にセットしている場合は、 
レンズを手動で無限遠にセットしてください。 

• 絞りを絞り U ングで設定するようにしている場合は、最ル絞りまで手動で 
絞り込んでください。 

シャッターボタンを巧し込んで撮影します。 

• 被写体び暗い場合はノイズ除去び自動的に実行されるため、 CF カードへの 
記録に時間びかかる場合びあります。 

• シャッターボタンを巧すと、液晶モニタび消灯します。 

•被写体び明るすざたり暗すざる場合、データ 
の取得び行われずに液晶モニタに「露出条件 
び不適切です」というメッセージび表示され、 

待機状態（手順1 ) に戻ります。被写体の明る 
さを変えて再度撮影を行ってください。 


I 戶 


S アップ乂ニュ ー 


I 


■ジブストオフテータ取得 


^症化を件ガ不適切です 


ill 


E 記録されたイメージタ’ストオフデータについて 

• イメージダストオフデータは画像処理ソフトウエアなど 
で開 < ことびでさません。 

• イメージダストオフデータをカメラで再生すると、格テ 
模様の画面び表示されます。 

• イメージダストオフデータに音声メモを録音することは 
でさません。 


巧 Nikon Capture 4のイメージダストオフ機能について 

別売の Nikon Capture 4 (Ver.4.21；( 降）のイメージダストオフ機能は、取得したイメージ 
ダストオフデータと撮影した RAW 画像を比較し、カメラの撮像部に付着したゴ三を画像か 
ら消去する処理を自動的に行います。イメージダストオフ機能は RAW 画像にのみ対応して 
います。 
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電池チェック 

カメラに装着中の、 Li-ion U チャージャブルバッテ 
U - EN - EL 4 についての情報を表示します。 

セットアップメニュー画面（田 P .28 己）から「電池 
チェック」を選択して、マルチセレクターの►を押す 
と、「電池チェック」の情報表示画面び表示されます。 


設定 

内容 I 

電池残容量 

現在のバッテ U —の残容量を1%単位で表示します。 

撮影回数 

バッテ U —び充電されてから、そのバッテ U —を使用して 
シャッターをさった回数を表示します。 

キヤ リブ レーシヨン 

キャ U ブレーシヨンの必要性の有無を表示します。キャ U ブ 
レーシヨンはバッテ U —容量をより正確に測定するための機 
能で、充放電をある程度繰り返すと「推奨」び表示されます。 

• 「推奨」び表示されている場合、次に装着バッテ U —の充電 
を行うときに、クイックチャージャ ー MH -2] で、 EN - EL 4 
のキャ U ブレーシヨンを行うことをおすすめします。 

• 「不要」び表示されている場合、キャ U ブレーシヨンの必要 
はありません。 

電池劣化度 

バッテ U —の劣化度合いを已段階のノ（ーグラフで表示します。 
•バーグラフび「日」を示している場合は、バッテ IJ - は劣化 
していません。 

•バーグラフび「4」を示している場合は、バッテ U - の寿命 
です。新しいバッテ U —と交換してください。 


@撮影回数について 

「撮影回数」 に表示される回数は、シャッターをきった回数です。プリセットホワイトバラン 
スのデータ取得など、実際に画像び CF カードに記録されない場合でも、シャッターをさるご 
とに1ずつ加算されます。 


セットアッブ乂ニユー 


電池残容量 

: 98% 

撮影回数 

:40 

わリフトがノ 

:不要 

電お'劣化度 


( ち化なし]ミ1 

2 3 4画油誦 
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無線 LAN 

別売のワイヤレストランスミッター WT -2、 WT -1 
を装着してパソコンやヴーノ（一と通信を行ラ場合の 
設定を行います。この項目はワイヤレストランスミッ 
ター WT -2 または WT -] を装着している場合のみ設定 
巧能です。 

セットアップメニュー画面（阻 P .28 己）から「無線 
LAN 」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 
r 無線 LAN の設赴の設定画面び表示されます。 

設定でさる項目は、ワイヤレストランスミッター 
WT -2 装着時と、 WT -] 装着時で異なります。詳しく 
はワイヤレストランスミッター WT -2 または WT -] の 
使用説明書をご覧ください。 


■ セットアップ乂ニュー 1 

I 巧信 ON 


ド 

四 

■ FTP モ — ドで動作1 

r [ 

1電巧が態 

丰 

〇コ7 

峨 


WT-2 装着時 


□ 


I セットパッつ乂ニュー 

I を信 ON 


通信状態 
巧彭を自動送信 
M を信を7 ? ィ I 脚]除 

tf RAW+JPEG を信設定 

フォ儿プを信 
をを信7—ク解除 
通信設定 


WT-1 装着時 


E WT -2 と WT -1 を付け替えて使用ずる場合について 

同じ D2X にワイヤレストランスミッター WT-2 と WT-1 を付け替えて装着する場合、 WT-2 
と WT-1 のそれぞれに「無線 LAN」 を設定する必要びあります。 WT-2 装着時と WT-1 装着 
時で同じ設定項目びある場合でも、設定内容は共通ではありません。 

gS WT -2、 WT -1 装着時の USB 通信方式について 

ワイヤレストランスミッター WT-2、WT-1 を装着するには、セットアップメニューの 「USB」 
(SB P.294) を [PTPJ に設定するぶ、要びあります。 
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ワイヤレストランスミッター WT -2 装着時 

データを FTP サーバーに送信する場合と、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 
じ(降）のカメラコント□ール機能を使用してパソコンからカメラを無線で遠隔操 
作する場合では、「無線 LAN 」 で設定または実行する必要びある項目び異なりま 
す。それぞれ次のようになります。 

• ♦印は設定または実行しないと通信を開始でさない項目です。 

• 〇印は設定内容び有効になる項目です。 


設定ずる必要びある 
r 無線 LAN 」 の項目 

データを FTP 
ヴーバへ送信 

Nikon Capture 4の 
カメラコント□-ル 
機能を使用 

通信 

ON 

参 

参 

ip —ピ 

FTP モード 

参 



PTP/IP モ ー F 


参 



無線 

参 

参 


通信設定 

TCP/IP 

参 

参 



FTP 

参 



ペアリング設定 


参 

ミ凡み 

玫疋 

撮影 後自動送信 

〇 



送信後ファイル削除 

〇 



RAW + JPEG 送信設定 

〇 



フオルタ’送信 

〇 



全送信マーク解除 

〇 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより「通信」、「モード」、「設定」 
から設定する項目を選択し、マルチセレクターの►を巧すとそれぞれの詳細画面 
び表示されます。 
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ワイヤレストランスミッター WT -2 の通信の日 N と 
日 FF を切り換えます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


因 

圖 


設定 

内容 

OFF 

(初期設定） 

ワイヤレストランスミッター WT -2 の通信を日 FF にします。通 
信を行いません。 

ON 

ワイヤレストランスミッター WT -2 の通信を日 N にします。 
通信を行います。 


モード 

□2 X に装着したワイヤレストランスミッター WT -2 
を介し、通信する内容を設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


己 

セットアッブ乂ニユー 


t 

换 

モ-ド 


k F 作モード wm ^ 



P 作 IP モード 

圖 



設定 

内容 

FTP モード 

(初期設定） 

ワイヤレストランスミッター WT -2 を介し、データを FTP サー 
バに送信する ことびでさます。 

PTP/IP モード 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 似降）のカメラコント □- 
ル機能を使用すると、パソコンからワイヤレストランスミッター 
WT -2 を介し、 D 2 X の遠隔操作を行うことびでさます。 


設定 

通信や、データの送信に関する設定を行います。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 

り、「通信設定」、「ペアリング設定」、「撮影後自動 
送信」、「送信後ファイル削除」、 「RAW + JPEG 送 
信設定」、「フォルダ送信」、「全送信マーク解除」を 

選択し、►を押すと、設定画面び表示されます。 
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通信設定 

無線、 TCP / IP、 FTP に関する設定を行います。 
マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、「通信設定切り換え」、「設定ファイル読み込み」、 
「無線」、「 TCP / IP 」、 「 FTP 」 を選択し、►を押しま 
す。さらに選択画面び表示されますので、マルチセレ 
クターの▲または▼を操作することにより、設定する 
内容を選び、►を押すと設定画面び表示されます。 



セットアップ乂ニュー 




通信設定 ： A 

ク 

i 

通信誤ホ切 U 粗ミ m 

設定ファイル読み込み 
お綜 

TCP/IP 

F 作 



内容 1 

通信設定 
切り換え 

「無線」、 「 TCP / IP 」、「 FTP 」 の設定状態を 「 A 」、 旧」、に」、「□」 
として記憶させておくことびでさ、通信環境に合わせてあらかじ 
め記憶させておいた設定を一括して簡単に呼び出すことびでさま 
す。 「 A 」、 旧」、に」、「□」にはそれぞれ名前（最大で2日文字） 
を付けることびでさます。名前の編集ち法は撮影メニューの場合 
と同様です（田 P .224)。 

設^ファイル 
読み込み 

パソコンで作成し、 CF 力ードに保をした「無線」、 「 TCP / IP 」、 
「 FTP 」 の各設定を読み込みます。設定を保存した CF カードを力 
メラに挿入して、「設定ファイル読み込み」を選択し、マルチセ 
レクターの►を押すと確認画面び表71^されます。 

• 「はい」を選択すると、 CF カードになをされた設定内容を読み 
込みます。「無線」、 「 TCP / IP 」、「 FTP 」 の各設定び、 CF 力一 
ドに記録された内容に変更されます。 

• 「いいえ」を選択すると、 CF カードに記録された設定内容を読 
み込みません。 

無線 

SSID (最大で32文字)、アドホックモード、暗号化、通信ち式 
の各項目び設定でさます。項目を選択してマルチセレクターの ► 
を押すと、設定画面び表示されます。 

TCP/IP 

IP アドレス、ゲートウェイ、 DNS 、 MAC アドレスの各項目び設 
定または確認できます。項目を選択してマルチセレクターの►を 
押すと、設定画面び表示されます。 

FTP 

サーバー、パッシブモード、□グイン、フオルダ名、プ□キシの 
各項目が設定でさます。項目を選択してマルチセレクターの►を巧 
すと、設定画面び表示されます。 
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ペアリング設定 

P ワイヤレストランスミッター WT -2 を介して通信を 
と 行う、パソコンとカメラの組み合わせ（ペア U ング） 

与を登録します。ペア U ングの登録を行ったパソコン 
!„ で別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.21；( 降）のカメ 
幸 ラコント□ール機能を起動すると、カメラとパソコ 
ンび自動的に通信を開始し、パソコンからカメラを 
-4 遠隔操作することびでさます。ただし、複数のカメ 
:ソラを同時に T 台のパソコンから操作したり、複数のパソコンから同時に T 台の力 
P メラを操作することはでさません。 

う • ペア IJ ングの登録を実行する前に、通信に必要な他の設定 （SB P .299) を行っ 
と て < ださい。 

t • カメラで登録しておくことのできるパソコンは、最大で1日台までです。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


内容 


カメラ名 

ペア U ングを行ラ場合に、通信先のパソコンに通知するカメラ名を設 
定します。ペア U ング完了後、カメラはこのカメラ名でパソコンに登 
録されます。 

接続許可 
リストを 
編集 

ペア U ングによりカメラ側に登録されたパソコンの U ストを編集しま 
す。 U ストから削除、または U ストに登録したまま無効にすることで、 
ペア U ングされたパソコンとの接続を無効にでさます。 U ストで無効に 
設定されているパソコンとの接続を、再度有効にすることわできます。 


囚 

セットアップ乂ニュー 


な 

ペアリンブ設定 

珍 

力乂ラち 

1 « 

11 

巧化巧リスト sm 
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撮影後自動送信 

撮影を行うごとに、画像を FTP サーバーへ自動送信 
するかどうかを設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 



1 設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

撮影を行ってを、画像は送信されません。 

ON 

撮影後、 CF カードに記録した画像の送信を自動的に開始します。 


送信後ファイル削除 

FTP サーバーへ送信した後、送信された CF カード 
内のファイルを CF カードから削除するかどうかを設 
定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 



OFF 

(初期設定） 


FTP サーノ（一へ送信した後、送信されたフアイルは削除されま 
せん。 


FTP サーノ（一へ送信した後、送信されたファイルは削除されま 
す。カスタムセッティング CI 4 「連番モード」の設定にかかわら 
ず、連番モード（西 P .266) び有効になります。 


四 メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 


303 




































RAW + JPEG 送信設定 

画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL 」、 
「RAW + BASIC 」 のいずれかに設定して撮影した場 
合に、 RAW 画像と JPEG 画像の両方を送信するか、 
RAW 画像を送信せずに J PEG 画像のみを送信するかを 
設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


フォルダ送信 

FTP サーバーに送信する画像を、フォルダ単位で指 
定することびでさます。指定されたフォルダに含まれ 
るすべての画像び送信されます。 

フォルダ名の一覧び表示されますので、マルチセレク 
ターの▲または▼を操作することによりフォルダを選 
択し、►を押すとフォルダに含まれるすべての画像の 
送信び設定されます。 


居 

セッ S アップ乂ニュー 

^^ 

な 

100 NCD 2 X 掘！ 


101 NC 02 X 

遲 




セットアップ乂ニュー 



む 

ク 

RAW + JPEG を信設定 

お 

RAW+JPEMJ お 

i 

- JPEG のみ ■■■ 

画 



I 設定 

内容 j 

RAW + JPEG 

(初期設定） 

RAW 画像と JPEG 画像の両方を FTP サーバーに送信します。 

JPEG のみ 

RAW 画像を送信せずに JPEG 画像のみを FTP サーバーに送信 
しよ9 〇 


0 メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 
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I 設定 

内容 ] 

OFF 

(初期設定） 

FTP サーバーへの送信を行いません。 

ON 

FTP サーバーへの送信を行います。 
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全送信マーク解除 

すべての画像の送信設定マーク、送信中マークおよ 
び送信済みマークを削除します。未送信画像の送信 
はキャンセルされます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


11 


セツトアップ乂ニュー 


をを信7-クお除 


はし、 


1 設定 

内容 1 

いいを 

(初期設定） 

送信設定マーク、送信中マークおよび送信済みマークは削除され' 
ません。 

はい 

すべての画像の送信設定マーク、送信中マークおよび送信済み 
マークを削除します。 


ワイヤレストランスミッター WT -1 装着時 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより「送信」、「通信状態」、「撮 
影後自動送信」、「送信後ファイル削除 」、 「RAW + JPEG 送信設定」、「フォルダ 

送信」、「全送信マーク解除」、 r 通信設定」から表示または設定する項目を選択し、 
マルチセレクターの►を押すとそれぞれの詳細画面び表示されます。 


FTP ヴーノ く一への送信を行うかどうかを設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


6 

藝 


OFF 


姑 



四 メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 





































mt 犬態 


ワイヤレストランスミッター WT - l と FTP サーバー 
の、現在の通信状態を次のよラに表示します。通 
信状態の表示中にマルチセレクターの►を押すと、 
セツトアップメニューに戻ります。 


1 設定 

内容 1 

通信状態 

FTP サーバーとの接続状態（未接続、接続中、接続失敗）を表示 
します。 

リンク品質 

通信の品質を已段階のバーグラフで表示します。 

電波強度 

通信電波の強弱を已段階のノ くーグラフで表示します。 

送信中 

現在送信中の画像ファイルびある場合、そのファイル名を表示し 
ます。 

残り 

送信予定の画像コマ数を表示します。 

1 終了予定 

残りの送信時間の目安を表示します。 


撮影後自動送信 

撮影を行うごとに、画像を FTP サーバーへ自動送信 
するかどうかを設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


設定 

内容 1 

OFF 

(初期設定） 

撮影を行ってを、画像は送信されません。 

ON 

撮影後、 CF カードに記録した画像の送信を自動的に開始します/ 
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E 

1セット 7 リブ X こ]- 1 

が巧綜 LAN 

む 

ク 

m 

撮影を自動を信 

k OFF wmm 

■ ON 




尼 

セットアップ乂ニュー 

^^ 

む 

通信状態 

を続中 

ク 

U ンク品質 


I 

電波強度 
送信中 

•■■■■ 


mj 

0 137 

r 

終了予定 

0お' 
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送信後ファイル削除 

FTP サーバーへ送信した後、送信された CF カード 
内のファイルを CF カードから削除するかどラかを 
設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


設定 

内容 1 

OFF 

FTP サーバーへ送信した後、送信されたファイルは削除されま 

(初期設定） 

せん。 


FTP サーバーへ送信した後、送信されたファイルは削除されます。1 

ON 

カスタムセッティング CI 4 「連番モード」の設定にかかわらず、 


連番モード（の P .266) び有効になります。 


尼 

セツ S アツブ乂ニユー 



を信を7?イ11削除 

ク 


i 

k 6 が一… wmm 

ON 




RAW+JPEG 送信設定 

画質モードを 「RAW + FINE」、「RAW + NORMAL 」、 
「RAW + BASIC 」 のいずれかに設定して撮影した場 
合に、 RAW 画像と」 PEG 画像の両方を送信するか、 
RAW 画像を送信せずに」 PEG 画像のみを送信するかを 
設定します。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


囚 

セットアッつ乂二:!一_ 


ク 

RAW + JPEG を信設定 

お 

k RAW + 

1 

JPE G のみ 




設定 

内容 1 

RAW + JPEG 

(初期設定） 

RAW 画像と JPEG 画像の両方を FTP サーバーに送信します。 

JPEG のみ 

RAW 画像を送信せずに JPEG 画像のみを FTP サーバーに送信 
します。 


四 メニユ I ガイド—セットアップメニユ 
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フォルダ送信 

P FTP サーバーに送信する画像を、フォルダ単位で指 
と 定することびでさます。指定されたフォルダに含まれ 
与るすべての画像び送信されます。 

h フォルダ名の一覧び表示されますので、マルチセレク 
^ ターの▲または▼を操作することによりフォルダを選 
I択し、►を押すとフォルダに含まれるすべての画像の 
ち送信び設定されます。 

卜 

ド 全送信マーク解除 

すべての画像の送信設定マーク、送信中マークおよ 
■ ^び送信済みマークを削除します。未送信画像の送信 
Iはキャンセルされます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


囚 


セツトアップ乂ニュー 



む 


100NCD2X 


り ■^H.101NCD2X BBS 

I 




尼 

セットアップ乂ニュー 


食 

が 

をを信マーク解除 

I し、いえ ■ぶ抽 

i 



はい 




I 設定 

内容 1 

いいを 

(初期設定） 

送信設定マーク、送信中マークおよび送信済みマークは削除され 
ません。 

はい 

すべての画像の送信設定マーク、送信中マークおよび送信済み1 
マークを削除します。 
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通信設定 

無線、 TCP / IP、 FTP に関する設定を行います。 
マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、 r 設定ファイル読み込み」、「無線」、 「 TCP / IP 」、 
「 FTP 」 を選択し、►を押します。さらに選択画面び 
表示されますので、マルチセレクターの▲または ▼ 
を操作することにより、設定する内容を選び、►を 
押すと設定画面び表示されます。 



内容 1 

設定ファイル 
読み込み 

パソコンで作成し、 CF 力ードに保存した「無線」、 「 TCP / IP 」、 
「 FTP 」 の各設定を読み込みます。設定を保存した CF カードを 
カメラに挿入して、「設定ファイル読み込み」を選択し、マル 
チセレクターの►を巧すと確認画面び表 TJX されます。 

• 「はい」を選択すると、 CF カードに保存された設定内容を読 
み込みます。「無線」、 「 TCP / IP 」、「 FTP 」 の各設定び、 CF 力一 
ドに記録された内容に変更されます。 

• 「いいえ」を選択すると、 CF カードに記録された設定内容を 
読み込みません。 

無線 

通信モード、 SSID 、 暗号化、チャンネル設定の各項目び設定 
でさます。項目を選択してマルチセレクターの►を押すと、設 
定画面び表示されます。 

TCP/IP 

IP アドレス、ゲートウエイ、 DNS 、 MAC アドレスの各項目 
び設定でさます。項目を選択してマルチセレクターの►を押す 
と、設定画面び表示されます。 

FTP 

FTP サーバー、ユーヴ ー、 プ□キシ、拡張の各項目び設定でさ 
ます。項目を選択してマルチセレクターの►を巧すと、設定画 
面び表示されます。 



セットアップ乂ニュー 


〇 

通信設定 

1 

~~設定ファイル読み込みつ 

r 無お… ni 

TCP/IP 日 

つ 

FTP 6 



0 メニユ I ガイド—セットアップメニユ I 
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ファー ムウ ェアバー ジョン 

H カメラのファームウェアバージョンを表示します。 

と セットアップメニュー画面 （の P . 28 己）から! "ファー 
a ムウェアバージ ョン」を選択して、マルチセレクター 
!。の►を押すと、「ファームウェアバージョン」の情報 
^表示画面び表示されます。 

ド' 

I 情報表示画面の表示中にマルチセレクターの◄を押 
ちすとセットアップメニューに戻ります。 

卜 

ア 

ツ 

プ 

メ 



セットアップ乂ニユー 


む 


砂 

H - がま号 A 1.00 

B 1.00 

i 




IL 

I 
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カメラをテレビやビデオデッキに接続して、液晶モ 
二夕の内容をテレビ画面に表示したり、ビデオデッキ 
で録画することびできます。また 、 PictureProject 
をパソコンにインストールすると、カメラとパソコ 
ンを接続して、撮影した画像をパソコンに転送する 
ことびできます。このカメラは Piet 目 rid 旨 e に対応し 
ており、円な目 ridge 対応のプ IJ ンタと接続すること 
により、パソコンを介さずに画像をプ IJ ントするこ 
とをでさます。 


テレビ.ビデオに接続ずる（田 P .312〜313) 

カメラをテレビやビデオデッキに接続するち法につい 
て説明します。 

パソコンに接続する（田 P .314 〜 318) 

カメラとパソコンの接続ち法について説明します。 

プリンタに接続ずる（阻 P .319 〜32巨） 

Piet 目 ridge 対応のプ U ンタと接続するち法について 
説明します。 







テレビ-ビデオに接続する 


カメラをテレビやビデオなどに接続して、液晶モニタの内容をテレビ画面に表示し 
@たり、ビデオデッキで録画することびでさます。接続には付属の専用オーディオ • 

接ビデオケーブル EG - D 2 (じ(下、 AV ケーブル）をご使用ください。 

続 

丄1 カメラの電源スイッチを日 FF にします。 

レ 
ビ 

t:' 

デ 
才 ， 

に 

I 2端テカバーを矢印の方向に開けてください。 

'普し 


オーディオビデオ 
出力端子 
DC 入力端子 
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5 カメラの電源スイッチを日 N にします。 

• 液晶モニタび消灯し、撮影した画像びテレビで再生されます。 

• テレビ画面では、画像の周辺部び一部ケラレて表示されます。 

• AV ケーブル接続時にも、ボタン入力などのカメラの操作は接続前と同様 
に行えます。 

• AC アダプタ EH -6 (別売）接続中は、液晶モニタのパワーオフ設定は 
] 日分に固定されます。また、半押しタイマーはオフにはなりません（田 
P .262)。 


[5 端子巧き差し時のごま意 

ビデオ出力端子を抜さ差しするとさは、必ずカメラの電源スイッチび日 FF になっていること 
を確認してください。 

gS AC アダプタのご使用をおずずめしまず 

テレビでの再生などカメラを長時間ご使用になる場合は、 AC アダプタ EH- 目（別売）のご使 
用をおすすめします。 

g ビデオ出力 （SB P .288) 

ビデオ出力の初期値は 「 NTSC 」 です。ご使用の機器び PAL 方式の場合は、 「 PAL 」 にセット 
してください。 PAL 方式の機器に出力した場合は、間引さび行われるため多少解像度び低下 
します。 

H 音声の出力（阻 P .204) 

セットアップメニューの 「音声の出力」 を 「ビデオ端子」 に設定すると、音声メモをテレビの 
スピーカーで再生したり、ビデオデッキで録音することびでさます。 


4 


テレビの入力をビデオ入力に切り換えます。 


I 回 


接続—テレビ•ビデオに接続する 
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パソコンに接続する 


このカメラは US 目インターフェイスを装備しており、付属の USB ケーブル 
Q UC - E 4 を介してパソコンと通信することびできます。円 ctureProject を使用す 
接ると、 D 2 X で撮影した画像をパソコンに転送したり、転送した画像のサムネイル 
^一覽表示や簡単な画像調整および印刷びできます。また、別売の Nikon Capture 
パ4 ( Ver . 4.21；(降）では、円 ctureProject の機能に加えて、より高度な画像調整 
^やバッチ処理などをパソコン上で行ったり、パソコンからカメラをコント□ール 
ン_ することびでさます。 

接 • 最初に各ソフトウェアの使用説明書をよくお読みになり、必要なソフトウェア 
^ をインス!-ールしてください。 

な • 動作環境はご使用のパソコンの機種によって異なります。ソフトウェアの使用 
説明書をご覽ください。 

• カメラの電源スイッチを OFF にして、バッテ U -、 または AC アダプタ EH -6 
(別売）び装着されていることを確認してください。 

• バッテ U —の消耗を防ぐため、 AC アダプタ EH -6 (別売）のご使用をおすすめ 
します。 



カメラをパソコンに接続する前に 

ご使用のパソコンの 0 S (オペレーティングシステ 
ム）に合わせて、正しい通信ち式びカメラにセット 
されていないと、撮影した画像をパソコンに転送 
することびでさません。通信ち式は！;(下の表を参 
考にして、セットアップメニューの rusB 」 で設 
定してください（曲 P .294)。 初期設定は 「Mass 
Storage ] に設定されています。 



0S 

USB 通信方式 j 

PictureProject 
Transfer 《 1 

ニコンキヤプチヤー 4 
カメラコント □— ル ※2 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storage 

PTP 

Mac OS X 

'PTP または 1 

Mass Storage 

PTP 
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1 

US 己通信方式 

0 S 

PictureProj 百 ct 
Transfer 《 1 

ニコンキヤプチヤー 4 
カメラコント □— ル ※ 2 1 

Windows 2000 Professional 



Windows M 川 ennium Edition ( Me ; 
Windows 98 Second Edition ( SE ) 

Mass Storage 

PTP 

Mac OS 9 

■ - ^ 

対応していません 

PTP 


円 ctureProject の機能の一つで、 CF カードに記録された撮影済み画像をパソコンに転 
送します。 


因 


パ 

ソ 

□ 

ン 

に 


I 


《2 D 2 X は別売の Nikon Capture 4の Ver .4.2 じ(降に対応しています。 


Windows 2000 Professional、Windows Millennium Edition (Me )、 
Windows 98 Second Edition (SE ) をご使用の場含のご注意 

上記の日 S で円 ctureProject の転送機能をご使用の場合は、セットアップメニューの 
「 USB 」 を rPTPJ に設定しないでください。 

「 USB 」 を 「 PTP 」 に設定して、上記日 S のパソコンと接続した場合には、下記の要領でパ 
ソコンとの接続を外してください。 

再度パソコンと接続する場合は、必ず 「 USB 」 を 「Mass Storage 」 に変更した後、パソ 
コンと接続してください。 

Windows 2000 Professional の場合： 

「新しい八ードウエアの検索ウイヴードの開始」と表示されますので、「キャンセル（中 
止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 

Windows Millennium Edition (Me) の場合： 

「八ードウ I ア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウてアの追加ウイヴー 
ド」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接 
続を外してください。 

Windows 98 Second Edition (SE) の場合： 

「新しい八ードウエアの追加ウイヴード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を 
選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 
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USB ケーブルで接続する 

セッ トアップ乂ニューの 「 USB 」 （阻 P .294) で US 目通信方式を設定し 
ます。 

専用 USB ケーブルを使ってカメラとパソコンを接続する前に、使用するソ 
フトウエア、および接続するパソコンの 0S に合わせて USB 通信ち式を選 
択します。 


P 7パソコンを起動します。 

す__ 

る - 

3カメラの電源スイッチを日 FF にします。 





0使用ずる 電源に ついて 

カメラからパソコンにデータを転送するとさは、確実に電源を供給でさる AC アダプタ EH- 目 
(別売）のご使用をおすすめします （SH P.332 )。 カメラをバッテリーで動作させるときは、 
バッテ U —び充分に充電されていることをご確認ください（予備バッテ U —のご用意をおすす 
めします）。 

口 USB ハスこついて 

USB ノ V ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 
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カメラの電源スイッチを日 N にします。 


セットアップメニューの 「 USB 」 （曲 P .294) 
を 「Mass Storage ] に設定した場合、パソ〕 
ンとの通信び正常に行われると、上面表示パ 
ネルの絞り値表示部、背面表示パネルの撮像 
感度表示部、ファインダー内下表示の撮影コ 
マ数表示部分に rp ご」 といラ文宇び表示され 
ます。また、上面表示パネルでは PC モードイ 
ンジケータび点滅します (rPTPJ に設定した 
場合、表示は変化しません）。この状態では、 
PictureProject を使用して CF カード内にある 
撮影済み画像の転送び巧能になります。 

パソコンと正しく接続され、別売の Nikon Cap ¬ 
ture 4 ( Ver .4.21；^ 降）のニコンキヤプチャー 
4カメラコント□ールを起動している場合、上 



Pi 


の巧ぶ 


ご 


F て[•イ引 


といラ文字び表示され、撮影された画像は CF 
カードではなく、パソコンに保をされます。 

PictureProject の詳しい説明については、 PictureProject のソフトウエア 
使用説明書 （ PDF ) を 、 Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.21；( 降）の詳しい説明に 
ついては 、 Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 


[5 パソコン接続時のごま意 

カメラとパソコンの通信中は、電源スイッチを日 FF にしないでください。 


■ 


E 接続—パソコンに接続する 
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6 パソコンとカメラの通信を終了します。 
n ♦us 目通信ち式を rPTPj に設定した場ち： 

擾 カメラの電源を OFF にして、 US 巨ケーブルを抜いてください。 

I ♦ USB 通信方式を 「Mass Stora 呂 e」 にした場を： 

V USB ケーブルをはずしたり、カメラの電源を OFF にする前に必ず！;(下の 

^ 操作を行ってください。 

• Windows XP Home Edition / Professional の 

+B ム ■ 

访 n ■ 

パソコン画面ち下の「八ードウエアの安全な取り外 
し」アイコンをク U ックして rusB 大容量記憶装置 
デバイスードライブ （ E :) ^を安全に取り外します。」 
を選択してください。 



* トドウ I アの巧りかしまたは巧り化し] 

15:01 I 


Windows 2000 Professional の場を： 

パソコン画面ち下の「八ードウエアの取り外しまた 
は取り出し」アイコンをク U ックして 「 USB 大容量 
記憶装置デバイスードライブ （ E :) ^を停止します」 
を選択してください。 




Windows Millennium Edition の場合： 

パソコン画面ち下の「八ードウ I アの取り外し」ア 
イコンをク U ックして 「 US 目ディスクードライブ 
( E :) ^の停止」を選択してください。 




Windows 98SE の場を： 

マイコンピュータの中の「1」ムーバブルディスク」 
上でマウスをちク U ックして「取り出し」を選択し 
て < ださい。 

Mac OS Xの場を： 

デスクトップ上の 「NIKON D 2 X 」 のアイコンをゴ 
ミ箱に捨ててください。 


※「ドライブ ( E :)」 はご使用のパソコンによって異なります。 
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このカメラは、円 ct 目 rid 呂目によるダイレクトプ U ント機能に対応しています。 
カメラと PictBrid 呂目対応プ U ンタを付属の USB ケーブル UC-E4 で接続するこ 
とで、 CF カードに記録した画像を、パソコンを介さずにカメラからの操作で直接 
プ U ントすることびでさます。 

• ご使用のプ U ンタび PictBrid 呂 e に対応しているか、あらかじめご確認くださ 
し、。対応していないプ U ンタとは通信を行うことはできません。 

• カメラの電源スイッチを日 FF にして、バッテ IJ 一、 または AC アダプタ EH-6 
(別売）び装着されていることを確認してください。 

• プ U ント途中でバッテ U —の残量びなくなるのを防ぐため、 AC アダプタ 
EH-6 调 j 売）のご使用をおすすめします。 

• PictBridge によるダイレクトプリントでは」 PEG 画像のみプリント可能です。 

1 セットアップメニューの 「 USB 」 （田 P .294) 
で USB 通信ち式を 「 PTP 」 に設定します。 

• US 目通信ち式び 「Mass Storage ] 湖期設 
定）に設定されている場合は、プ U ンタとの 
通信を行えません。 


2プ U ンタの電源を日 N にします。 


3カメラの電源スイッチを OFF にします。 


^ USB ハスこついて 

USB ノ \ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 




プリンタに接続する 


@接続—プリンタに接続する 


■ 
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カメラの電源スイッチを ON にします。 

•プ U ンタとの通信び正常に行われると、液晶 
モニタに PictBrid 呂目画面び表示された後、 
円 ctBridge メニュー画面び表示されます。 



r ( X ニュ- 

( フリント ル 

DP 0 F プリント 
ブ U ント設定 


r ( xzn- 

g マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 

^とにより、 「プリント設定」を選択し、►を押 

( ブリント- 

します。 

'( DP0F プリント 


L ブ|」ント設定 )► 


. - ぶ 


@使用ずる電源について 

ダイレクトプリントを行うときは、確実に電源を供給できる AC アダプタ EH- 目（別売）のご 
使用をおすすめします （SB P.332 )。 カメラをバッテ U —で操作するとさは、バッテリーが 
充分に充電されていることをご確認ください（予備バッテ U —のご用意をおすすめします)。 
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PictBridqe 


4 

@接続—プリンタに接続する 














































が 

ブリント設定 


て 

設定巧了 




7 「プ u ント設定」画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、項目を選択し、►を押します。各項 
目の内容は次のとおりです。 


囚フチなし巧刷 



内容 1 

設定終了 

設定び有効になり、 PictBrid 旨 e メニュー画面に戻ります。 

用紙 サイズ 選択 

プ U ント用紙のサイズを選択しま [ 
す。「用紙サイズ選択」画面び表示 
されますので、▲または▼を操作 
することにより、プ U ント用紙の 
サイズを選択して►を押します。 

•プ U ンタ側で選択、または標準 
設定されている用紙サイズに設 
定する場合は、「呂」を選択し 
ます。 

•「呂」1^ソがに「し|、「21_」、「はびき_ 
r 4" x 6"」、 「203 mmx 2 己 4 mm 」 

のラち、プ U ンタ側でサポートさ f 
さます。 

ベ 用紙サイス選択 

い a )J 

L 

2 L 

はヴき 

▼ 

」、 n 00 mm X 1 己 0 mm 」 、 

、 「 Letter 」、「 A 3」、「 A 4」 

L ている用紙サイズび選択で 

日付印刷 

画像に撮影日を印字します。「日付印刷」の前の□に/び入ります。^ 

フチなし印刷 

画像をフチなしでプ U ントします。「フチなし印刷」の前の□に/ 
び入ります。 X’ 


回 

接 

続 

I 

プ 

IJ 

ン 

夕 

に 

接 

続 

す 

る 


《「日付」、「フチなし印刷」から/をはずすときは、その項目を選んで►を押します。 

， J) 


P フチなし印刷について 

接続しているプ U ンタによっては 「フチなし印刷」 の設定びでさない場合びあります。この場 
合、プ U ンタの標準設定に合わせてプ U ントされるため、フチあり、フチなしのどちらでプ 
U ントされるかはプ U ンタの種類によって異なります。 


P マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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r プ u ント設定」画面の設定終了後、マルチセ 

レクターの▲または▼を操作することにより、 

「プリント」または 「DPOF プリント」を選択し 

ます。 

•プ U ントする画像を直接選択する場合や、画 
像を縮ルして一覧でプ U ント（インデックス 
印刷）する場合は、「プリント」を選択します 
(田 P .323)。 

• 再生メニューの「プリント指定」（田 P .21 已） 
で選択した画像および枚数でプ U ントする場 
合は 、 「DPOF プリント」を選択します（の 
P .326)。 


0直接プリントずる場をの注意点 

ダイレクトプリントでプリントする画像は、撮影メニューの「色空間」を 「 sRGB 」 に設定し 
て撮影してください （SB P.94 )。 

E プリントにかかる時間について 

プ U ントする画像の画像サイズによってはプ U ントに時間びかかる場合びあります。 
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r( 


プリント 


> 


{ DPOF プリント 
I ブ U ント設定 


8 


@接続—プリンタに接続する 














画像を選択してプ IJ ントする 

Piet 目 ridge メニュー画面で 「プリント」 
と、「プ U ント」画面び表示されます。 




マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、「フォルダ設定」を選択します。 


を選択し、マルチセレクターの►を押す 


回 



I 

プ 

IJ 

ン 

夕 

に 


ベ フィルダ設定 

い NCD2X 

をてのフィルブ 
現を記録中のフィルブ 
(100 NCD 2 X 


マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、画像をプリントするフオルタ’ 
を選択します。 

•「全てのフオルタ’」を選択した場合は 、 CF 
カードに記録されているすべての画像 
( RAW 画像、 TIFF 画像および非表示設定 
された画像を除く）が、プリントの対象に 
なります。 

• 特定のフオルダに限定して画像をプリン 
卜したい場合は、そのフオルタ'名を選択 
します。 






マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、「プリント画像選択」を選択し 
ます。 

• 「フォルダ設定」で選択したフォルダに 
含まれる、全ての JPEG 画像を縮小し 
て、一覽でプリントする場合は「インデッ 
クスプリント」を選択してください（田 
P .32 己)。 
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回 


プ 

IJ 

ン 


ミ 


I 



マルチセレクターの►を巧すと、「プリン 
卜画像選択」の設定画面が表示されます。 

. 画面の上側に画像の縮ル表示が、下側に 
選択されている画像が表示されます。 

• 「フォルダ設定」で選択されているフォル 
ダの画像のみが表示されます。 

• 非表示設定されている画像は表示されま 


せん。 


ぶ 





マルチセレクターの◄または►を操作して、 
画面上側の縮ル表示からプ U ントしたい画 
像を選択します。 





マルチセレクターの中央部を巧したり、プ 
□テクトボタン®を押しながらマルチセレ 
クターの ▲または▼を操作することにより、 
選択画像のプリント設定を行います。プリ 
ントされる画像には®が表示されます。 

• マルチセレクターの中央部を巧すと、プ 
リントの設定 （1 枚）と解除が行えます。 

• プ□テクトボタン®を巧しながらマル 
チセレクターの▲を巧すとプリント枚数 
は増加し（最高99枚)、▼を巧すと減少 
します。 

• 7と8の手順を繰り返してプリントする 
画像をすべて設定します。 

• JPEG 画像のみ設定が巧能です。 

• メニューボタン哪を巧すと PictBridge 
メニュー画面に戻ります。 


9 


m 



画像のプリントを設定した状態で実行ボタ 
ン喔 I を巧すとプリント画像の設定び完了 
し、プリントを開始します。 

• 実行中のプリントをキャンセルする場合 
は、実行ボタン®を押すと、プリント 
を中止して PictBrid 旨 e メニュー画面に 
戻ります。 

• プリントが完了したら、カメラの電源を 
OFF にして、 USB ケーブルを抜いてくだ 
さい。 
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0 エラーメッセージび表示された場台について 

プ U ント中にエラーメッセージび表示された場合は、プリン 
夕を確認してください。エラーの原因を取り除いた後、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することにより、「細 j 続」を 
選択し、►を押すと、プ U ントを再開します。 「キャンセル」 
を選択し、►を押すと、その時点でプ U ントを中止します。 

• エラー内容によっては、「継続」を選択でさない場合びあり 
ます。 


インデックス印刷について 

インデックス印刷は、 「フォルダ設定」 で選択したフォルダに 
含まれる、全ての JPEG 画像を縮小して、一覧でプリントし 
ます。前ページの手順日で 「インデックスプリント」 を選択し 
てマルチセレクターの►を押すと、印刷する画像の一覧び表 
示されます。 

• 印刷される画像には、 fli び一緒に表示されています。 

• 実行ボタン®を押すとインデックス印刷び開始されます。 
実行中のプ U ントをキャンセルする場合は、再度実行ボタ 
ン®を押すと、プリントを中止して円 ctBrid 呂 e メニュ ー 
画面に戻ります。 



• インデックス印刷を行う場合、 「プリント設定」 の 「用紙 サイスを「な」！；(外に設定して 


<ださい。 


gs 画像のトリミングについて 

画像ごとにトリミング（印刷範囲の指定）を行うことびでさま 
す。「プ U ント画像選択」画面で画像を選択し、サムネイルボ 
タン©を押すと、選択画像の卜 U ミング画面になります。卜 
U 三ング画面では実際にプ U ントされる範囲び表示されます 
ので、画像確認しなびら次の操作を行ってください。 

• メインコマンドダイヤルを回すと、画像の拡大率び変化し 
ます。 

• マルチセレクターを操作すると、拡大部分び上下左ちに移 
動します。 

• 実行ボタン®を押すと、画面に表示されている部分び印刷範囲として設定され、「プリン 
卜画像選択」画面に戻ります。 

なお、画像の拡大率び大さくなるほど、プ U ント画像びあらくなる場合びあります。 

《プ U ンタび卜 U ミング機能をサポートしていない場合、画像の卜 U ミングは行えません。 
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プリント指定に合わせてプリントする 

@ Piet 巨 rid 旨目メニュー画面で 「 DPOF プリント」を選択し、マルチセレクターの►を 


プ 

IJ 

ン 


ミ 


I 


押すと、 「 DPOF プ U ント」画面び表示されます。ただし、再生メニューの「プリン 
卜指定」で設定した画像び CF カードにを在しない場合は、この操作は行えません。 


ベ DP 0 F ブリント 

©+ な設: 

1 歴 

1 圓 

陋 

を @)巧刷 

an ドく 

IFTiTO LtL DIES ] 




ここでは、再生メニューの「プリント指定」 

(の P .215) で設定された内容が表示され 

ます。 

• RAW 画像、 TIFF 画像および非表示設定 
されている画像は表示されません。 

•プリント指定の内容を変更する場合は、 
再生メこューの「プリント指定」で「設定」 
を選択した場合と同様の操作で、プリ 
ントする画像と枚数を設定でさます（曲 
P .21 己）。 

• DPOF プリントをキャンセルする場合 
は、メニューボタン繼を巧すと、 Pict - 
目 rid 邑 e メニュー画面に戻ります。 

• 再生メニューの「プリント指定」で設定 
した r 撮影情報」および「日付」の設定は 
無効になります。日付のプリントの設定 
は PietBridge メニュー画面の「プリント 
設定」（曲 P .321) で行ってください。 


2 

々印刚中 

1 IB キサンセル ^ 

麵 


画像のプリント指定を行った状態で実行ボ 
タン®を巧すと、プリントを開始します。 
• 実行中のプリントをキャンセルする場合 
は、実行ボタン®を押すと、プリント 
を中止して円 ct 目 rid 呂 e メニユー画面に 
戻ります。 

• プリントが完了したら、カメラの電源を 
OFF にして、 US 目ケーブルを抜いてく 
ださい。 


P エラーメッセージび表示された場合について 

プリント中にエラーメッセージび表示された場合は、プリン 
夕を確認してください。エラーの原因を取り除いた後、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することにより、「継続」を 
選択し、►を押すと、プ U ントを再開します。 「キャンセル」 

を選択し、►を押すと、その時点でプ U ントを中止します。 

• エラー内容によっては、「継続」を選択できない場合びあり 
ます。 

圓プリント指定 ( 田 P .215) 

再生メニューの 「プリント指定」 では、 DPOF プリントを行う画像の選択や枚数び指定できます。 
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この章は次の己部で構成されています。 

別売アクセサリー （ ffiP .328 〜 339) 

使用でさるレンズやスピードライトなどの別売アクセ 
ヴ U —を説明しています。 

カメラのお手入れについて（阻 P . 340〜 348) 

カメラのお手入れや時計用電池の交換ち法について説 
明しています。 

カメラとバッテリーの取り扱い上のごま意 
(曲 P .349 〜3己 0) 

カメラやバッテ IJ 一の取り扱いに関して説明してい 
ます。 

故障かな？と思った5 ( 阻 P .3 己1〜3己 4) 

警告表示の内容と、対処法について説明しています。 

主な仕様（因0 P .3 曰己〜3己 9) 

主な仕様について説明しています。 







別売アクセヴリー 


フォーカスエ1」アの選択によりスポット測光エI」アの移動び可能（田 P.1] 已)。 

IXレンズは装着でさません。 

このカメラは VR レンズの VR (手ブレ補正）機能に対応しています。 

カメラの測光モード、および調光制御機能は、あおり操作（シフトまたはティルト）を行っ 
ているとき、または開放絞りけ外に絞りびセットされているときには、正しく機能しません。 
あおり操作を行っていない場合のみ可能。 

露出モードはマニュアル （/"!) で使用可能。 

AF-S レンズ、 AF-I レンズ専用（ただし AF-S DX ED] 2〜 24mm f/4G、AF-S EDI 7〜 
3 已 mm f/2.8D、AF-S DX ED] 7 〜已已 mm f/2.8G、AF-S ED24 〜 85mm f/3 .己〜 
4 .已 G、AF-S VR ED24-120mm f/3 .已〜已.日白、 AF-S ED28 〜 70mm f/2.8D は使用 
不可)。 

合成絞りび f/ 已.目上明るい場合に使用可能。 


D 2 X には、 CPU レンズ（ IX ニッコールを除く）のご使用をおすすめします。特 
H に G または D タイプレンズを装着すれば、カメラの機能び最大限に使用できます。 


装着巧能なレンズおよび使用可能な機能 



ヴ 

U 

I 



フオーカスモード 


才ート 

フオー 

フオー 

カス 

カス 

エイド 


国 BQI 


マルチパターン測光 中央部 

I I ■ I 重点測光 

RRD /スポット 
測光 


G タイプレンズ※ 3 、 
□タイプレンズ※ 3 、 

AF - I レンズ、 AF - S レンズ 


参 


PC マイクロ 8己 mm 
F2.8D*4 


AF - S / AF-I 
テレコンバーター※7 




G タイプ•□タイプじ(がの 
AF レンズ 
( F 3 AF 用を除く） 


参 


•※日 

参 

参 




Ai-P ニッコール 


Ai - S 、 Ai 、 
シリーズ E レンズ、 
改造 Ai レンズ 


メディカル120 mm f /4 


レフレックスレンズ 




JL^L 


口 r- r 


PC ニッコール 


Ai - S 、 

Ai テレコンバーター※1 


11 •叫「 


AF テレコンバーター 
TC -16 AS 


ベ□-ズ PB -6 S 


1「•叫 f 


If - ir 


叫「 一 If 


才ート接写リング （ PK - 
1 1 A .12.13. PN -11) 


1234 已 67 日 PI 

※※※※ ※※※ 《3 



非 CPU レンズなど※り 






























































《9 AF 80 〜200 mm f /2.8 S 、 AF 3 已〜 70 mm f /2 .日 S 、 AF 28 〜 8 己 mm f /3 .已〜 4 .已 S 
( New )、 AF 28 〜 8 已 mm f /3 .己〜 4 .己 S レンズを使用し、ズームの望遠側かつ至近距離で 
撮影した場合、ファインダースク U —ンのマット面の像とオートフォーカスの合焦表示び合^ 
致しない場合びあります。このような場合は、マニュアルフォーカスによりファインダース付 
ク U —ンのマット面を利用してピントを合わせて撮影してください。 録 

《]0開放絞りび f / 己61；^上明るいレンズのみ使用可能。 I 

《 ]] -部装着不可能なレンズ（の P .330) びあります。 1 

《]2 Ai ED 80 〜200 mm f /2.8 S の兰脚座を回転するとカメラと干渉するため、回転ち向に制苗 
限びあります 。 Ai ED 200〜400 mm f /4 S をカメラに装着したままでのフィルター交換は^ 
でさません。 ゎ 

《]3レンズ情報手動設定（の P .174) でレンズの開放絞り値を設定することにより上面表示パネサ 
ル、ファインダー内下表示に絞り値び表示されます。 IJ 

《 ] 4レンズ情報手動設定（田 P . 1 74) でレンズの焦点距離、開放絞り値を設定することにより可I 
能です。一部のレンズでは焦点距離と開放絞り値を設定してわ充分な精度び得られない場合 
びあります。この場合は中央部重点測光またはスポット測光を選択して撮影してください。 

※巧レンズ情報手動設定 （ SEP . 174) で焦点距離、開放絞り値を設定することにより、測光の精 
度び向上します。 

目露出モードはマニュアル（/1)でシャッタースピードは]/12已秒じ(下で使用できます。レン 
ズ情報手動設定 （西 P .174) でレンズの開放絞り値を設定することにより上面表示パネル、 

ファインダー内下表示に絞り値び表示されます。 

《 ] 7絞り込み測光で使用します。露出モードび絞り優先オート（月）の場合はレンズ側で絞りプ U 
セットを行い、 AE □ック後アオ U を行ってください。露出モードびマニュアル （/"!) の場合 
はレンズ側で絞りプ U セットを行い、アオる前に測光して露出を決定してください。 

《]8 Ai 28〜 85 mm f /3 .己〜4.己 S、Ai 3己〜] 〇已 mm f /3 .己〜4.己 S、Ai 3己〜] 3已 mm 
f /3 .已〜4.己 S 、 AF-S 80〜200 mm f /2.8 D レンズの組み合わせによっては、露出補正を 
行う必要びあります。詳細はテレコンバーターの使用説明書をご覧ください。 

《]9オート接写 U ング PK -12 または PK -13 を併用すると装着できます。カメラの姿勢、位圏こ 
より P 目-日 D び必要です。 

《20絞り込み測光で使用可能、露出モードび絞り優先オート（巧）の場合はベ□ーズ側で絞り込み 
を行い、測光後撮影して<ださい。 

• 複写装置 PF -4 へはカメラアダプタ PA -4 を併用すると装備でさます。 


0非 CPU レンズを使用ずる場台は 

非 CPU レンズを使用する場合は、撮影メニューの 「レンズ情報手動設定」 （SB P .174) でレ 
ンズの焦点距離と開放絞り値を設定することによって、絞り値表示、 RG 目マルチパターン測 
光など CPU レンズをカメラに装着した場合の機能の一部び使用可能になります。レンズの焦 
点距離と開放絞り値を設定しない場合、 RG 巨マルチパターン測光び使用でさなくなり、 RGB 
マルチパターン測光にセットした場合は、自動的に中央部重点測光で測光されます。 

また、非 CPU レンズを使用する場合は、露出モードび(絞り優先才ート )、/"I (マニュアル）で 
のみ使用可能になります。絞りのセットは、レンズの絞りリングでのみ行えます。 「レンズ情報 
手動設定」 でレンズの開放絞り値を設定しない場合、上面表示パネルとファインダー内下表示の 
絞り値表示び開放からの絞り込み段数表示となりますので、絞りの確認は、レンズの絞り U ン 
グで行ってください。露出モードを P (プ□グラムオート）または 5 (シャッター優先才ート） 
にセットした場合は、露出モードを自動的に/](絞り優先オート）に切り換えて制御します。こ 
の場合、上面表示パネルの P び点滅して警告し、ファインダー内下表示に A び点灯します。 
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CPU レンズには CPU 信号接点びあります。その中で G タイプレンズには、レン 
M ズに 「 G 」 マークび、 D タイプレンズには、レンズに 「 D 」 マークびあります。 



する場合、従来の絞り U ングびあるレンズのように、絞り U ングを最ル絞り 
(最ち数値の大さい絞り）にセツトする必要びありません。 


【。使用できないレンズ 

下記の非 CPU レンズは使用でさません。無理に装着しようとすると、カメラやレンズを破損 
しますのでごミち意ください。 

• Ai 改造をしていないレンズ （ Ai 方式じ(前の連動 m を使用するタイプ） 

• フォーカシングユニット AU -1 を必要とするレンズ （4 日 0 mm f /4 .己、目00 mm f / 日.目、 
800 mmf /8、 1200 mmf /11) 

• フィッシュアイ（目 mm f / 日.目、 8 mm f /8、 日 PI 0 mm f / 己. 6) 

• IB 21 mm f /4 

• K 2 IJ ング 

• ED 180 〜600 mm f / 吕（製品 No .1 7404 1 〜 174180) 

• ED 360 〜1200 mmf /11 (製品 No .1 7403 1 〜 174127) 

• 200〜目〇 0 mm f /9 .己（製品 No . 28000 1 〜30049 0) 

• F 3 AF 用 （80 mm f /2.8、 200 mm f /3.5、 テレコンパーター TC -1 目 S ) 

• PC 28 mm f /4 (製品 No .1 809001；(前の製品） 

• PC 3 己 mmf /2.8 (製品 No .8 己1001〜90620 0) 

• 旧 PC 3 己 mmf /3 .己 

• 旧レフレックス1000 mm f /目.3 

• レフレックス1000 mmf /1 1(製品 No . 1423目！〜14300 0) 

• レフレックス2日00 mm f /1 1(製品 No .2 日0111〜20031日） 
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レンズの画ちと焦点距謎について 

D2X ではさまざまなニコン 3 己ミ IJ フイルムー眼レフカメラ用レンズび使用 
できます。ただし、 3 己 mm 判カメラの撮影画面サイズは 36x24 mm です 
び、 D2X では約 23.7X ] 己 7mm (ク□ップ高速び ON のときは約] 7.7 x 
]].7mm) となっており、 3 己 mm 判カメラと D2X では、画面サイズび異なり 
ます。したびって、同じ焦点距離のレンズを使用して同じ距離から撮影した場合 
でち、画角（フィルム面に移し込む被写体の大きさや写り込む範囲）び 3 已 mm 判 
カメラに対して変化します。 

35mm 判撮影画面サイズ 


(3 日 X24mm) 





画面対角線 

資 

. D 2 X の撮影画面サイズ（ク□ップ高速 OFF ) 

(23.7X1 5.7mm) 

、 npx の搞霞丽吊 i サイブ （ ^ 々 n " ノプ富 ; ま nN) 


V 

(17.7X1 1.7mm) 

3 已 mm 判の画角 

1 D 2 X の画角（ク□ップ高速 OFF ) 

D 2 X の画角（ク□ップ高速 ON ) 


3 己 mm 判カメラの撮影画面サイズは、対角線の長さで D2X の撮影画面サイズ 
の約].已倍（ク□ップ高速び日 N のとさは約 2 倍）です。したびって、 D2X に 
3 己 mm 判カメラ用レンズを装着した場合、その焦点距離はレンズに表記された数 
値に1.己（ク□ップ高速び日 N のときは 2) を掛けた値に相当します。 


3 カメラ 

3 己ミリ判カメラ換算のおおよその焦点距離 （ mm) 1 

1 3 己ミリ判カメラ 

17 

20 

24 

28 

3 己 

已〇 

60 

8 已 

1 

ク□ップ高速び 
OFF のとさ 

2 己己 

30 

36 

42 

已 2 .己 

7 已 

90 

127 .已 


34 

40 

48 

己 6 

70 

100 

120 

170 


10 己 

]3 己 

180 

200 

300 

400 

己 00 

600 ' 

i D 

ク□ップ高速び 
OFF のとさ 

] 已 7 万 

202 .已 

270 

300 

4 已〇 

600 

7 已〇 

900 

! d 
i X 

ク□ップ高速び 
ON のとさ 

210 

270 

360 

400 

600 

800 

1000 

1200 


□付録—別売「ノタセサリ- 
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その他の別売アクセサリー 

0 D 2 X には撮影領域を拡げるさまざまなアクセヴ U —び用意されています。詳しく 
it は販売店にお問い合わせください。 


電源 

• Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 

デジタルカメラ D 2 X 用電源として、 Li-ion U チャージャブル 
バッテ U - EN - EL 4 び用意されています。 EN - EL 4 は、クイック 
チャージャ ー MH -21 を使用して充電、キャ U ブレーシヨンび行 
えます。 

• クイックチャージャー MH -21 

Li-ion IJ チャージャブルバッテ IJ - EN - EL 4 専用のチャージャー 
で、残量のない EN - EL 4 を約]日日分でフル充電します。キャ IJ 
ブレーシヨン機能を装備しています。 

• AC アダプタ EH -6 

D 2 X で使用でさる AC アダプタです。 

無線 LAN 
アダプタ 

• ワイヤレストランスミッター WT -2、 ワイヤレストランスミッ 
夕一 WT -1 

カメラ本体の底部に取り付け、 US 目ケーブルをカメラの US 目端 
テに接続することにより、別売の Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 
じ(降）のカメラコント□ール機能を使用してパソコンからカメ 
ラを遠隔操作したり （ WT -2 のみ)、 CF カードに記録された画像 
を、自動または手動でサーバーへワイヤレス転送することびでさ 
ます。電源はカメラ本体から供給されます。ワイヤレストランス 
ミッター WT -2 は通信規格 IEEE 802.1 lb / 旨に対応し、より高 
速の通信び可能です ( WT -1 は通信規格 IEEE 8 日 2.1] b のみに対 
応)。ご使用になる場合は、無線 LAN の知識および環境び必要で 
す。詳細については、「メニューガイドーセットアップメニュー」 
(田 P .298) をご覧ください。 

• 通信距離延伸アンテナ WA - E 1 

ワイヤレストランスミッター WT -2、 WT -1 の通信距離（見通し） 
を、約1已日 m (通信速度 1 Mbps 時、屋外）まで延伸するアンテ 
ナです。 


アクセサリーの購入について 

D 2 X には、ニコン製のアクセヴ U —を使用してください。仕様び異なる他社製品を使用する 
と、カメラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製のアクセヴ U —を使用した 
場合の不具合については、補償の対象となりません。ご了承ください。 
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• ファインダースク iJ — ン 

D 2 X ファインダースク IJ - ンとして、 V 型ク U アマットスク 
U - ン in ( D 2 X 専用）、 D 2 X / D 2 H 用目型ク U アマットスク 
U - ン皿、 D 2 X / D 2 H 用 E 型方眼マットスク U — ンのび使用で 
をます。 


標準装備されているスク U —ンで 
す。ク□ップ高速参照エ U ア全体を 
囲む梓び入っており、ク□ップ高速 
を設定して撮影する場合に、撮影範 
囲び一目でわかります。 


付属しているスク U —ンです。 


己型マツトスク U —ンに方眼を入 
れたをので、撮影の際の構図ミ夫定 
などに役立ちます。特に PC ニツ 
コールを使用する場合に、このス 
ク U —ンを用いると便利です。 


• マグニフアイヤ ー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。接写や複写、超望遠レン 
ズ使用時など、より厳密なピント合わせび必要なとさに使用しま 
す。別売のアイピースアダプター DK -7 を装着することにより使 
用可能。 

• アンテイフォグフアインダーアイピース DK -14、 DK -17 A 
(脱落防止機能付を） 

寒いとさや湿度び高い場合など、ファインダーのくをりの発生を 
防止し、ク IJ アなファインダー像を提供します。 

• 接お目当て DK -19 

接眼部に取り付けて使用する、ゴム製の目当てです。ファイン 
ダー視野びよりはっさり確認でさ、目の疲れを軽減します。 

• 接お補助レンズ、接お補助レンズ DK -17 C (脱落防止機能付を） 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部にねじ込むだけで 
簡単に取り換えびできます。一3、一2、日、+1、 +2 m -] の 
己種類び用意されていますび、いずれを D 2 X の視度調節ノブび 
調節範囲の中央（一 ] m - りの場合の値です。視度補正は個人差 
び大さいので店頭で実際に取り付けてお選びください。 D 2 X で 
は、視度調節機能び内蔵されています（一3〜+]171-リので、 
この範囲外の視度補正び必要なとさにご使用ください。 



ファインター用 
アクセヴ IJ 一 


□付録—別売ミセサリ- 


















• 巧倍アングルファインダー DR -5 

変倍アングルファインダー DR - 己をカメラの接眼部に取り付ける 
と、撮影レンズと直角の方向（水平ち向に向けたカメラの真上な 
ど）からファインダー内の画像を確認でさます。全視野び見える 
1倍と、より精密なピント確認作業び可能な2倍 X ’の2種類の倍 
率を選択でさます。また、視度調節を可能です。 

《2倍では周辺部にケラレび生じます。 

• アングルファインダー DR -4 /アイ ピース アダプター DK -7 

アングルファインダー DR -4 をカメラの接眼部に取り付けると、 
撮影レンズと直角の方向（水平ち向に向けたカメラの真上など) 
からファインダー内の画像を確認でさます。アイピースアダプ 
夕一 DK -7 は D 2 X にアングルファインダー DR -3 やマグニファ 
イヤー DG -2 を取り付けるためのアダプターです。 


• ニコンフィルターは、ねじ込み式、平枠式、および後部交換式の 
3方式に大別されます。また、他社製の特殊フィルターなどを使 
用する場合は、オートフ オーカ スやフ オー カスエイドび行えない 
ことびありますのでご注意ください。 

• カメラ測光系の特性上、従来の儒光フィルター ( Polar ) は使用 
できません。円儒光フィルター ( C - PL ) をご使用ください。 

• フィルターをレンズイ呆護のために常用する場合は、 L 37 C 、 また 
は NC フィルターのご使用をおすすめします。 

• 逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、 
フィ ルターに よつ て画像上にゴーストび発生する恐れびありま 
す。このよラな場合は、 フィ ルターを外して撮影することをおす 
すめします。 

• 露出倍数のかわ、るフイ J レター （ Y 44、 Y 48、 Y 己2、0己6、 R 60、 
X 0、 X ]、 C-PL (円儒光フィルター)、 ND 2 S 、 ND 4 S 、 ND 4、 
ND 8 S 、 ND 8、 ND 400、 A 2、 A 12、 巨2、巨8、巨] 2) を使用す 
る場合、 RGB マルチノ（ターン測光、または 3 D - RGB マルチノ（ター 
ン測光の効果び得られない場合びありますので、測光モードを中 
央部重点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。詳し 
くは、各フィルターの使用説明書をご覧ください。 


ィルター 


ファインター用 
アクセヴ U — 
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ニコンスピードライト SB - 800 

• ニコンスピードライト S 目-8日日はガイドナンバー38 (照射角 
3已 mm 時、 IS 日1日〇 - m 、 2ぴご）の多機能、高性能スピードラ 
イトです。 

• i - TTL 調光、 TTL 調光、絞り連動自動調光 （ AA )、 外部調光 （ A )、 
距離優先マニュアル調光、マニュアル発光、 U ピーティングフ 
ラッシュの発光モードを装備しています。 

• D 2 X との組み合わせで、スピードライト同調シャッタースピード 
び]/2己0秒を超えると、自動的にオート FP 八イスピードシンク 
□を行うように設定できます （ U ピーティングフラッシュを除く）。 

• オートズーム機能に4〜] 〇已 mm ) を装備しています。 

• 内蔵ワイドパネルを併用すると、照射角び] 4 mm 、17 mm にな 
ります。 

• 付属のバウンスアダプター SW -1 日 H を併用すると、ソフトなラ 
イティングを行うことびでさます。 

• D 2 X のフオーカスェ U ア （1 1力所）に対応したマルチェ U アア 
クティブ補助光を内蔵しています。 

• D 2 X に装着すると、発光色温度情報をちとに、発光量に応じた 
最適なホワイトバランスで撮影されます。 

• D 2 X のスピードライト撮影時に、同じ露出で構図を変えて撮影 
できる FV □ック機能に対応しています。 

• D 2 X との組み合わせでワイヤレス増灯撮影（アドバンストワイヤ 
レスライティング）び可能です。 i - TTL 調光、絞り連動自動調光、 
マニュアル発光、 U ピーティングフラッシュの各発光モードに対 
応しています。 

• フラッシュヘッドび上ち向9ぴ、下方向7°、左ち向18ぴ、ち 
方向9ぴの範囲で回転し、バウンス撮影や近接撮影び可能です。 

. 電源は単3形乾電池4本（同捆の増設電池パック SD -8 日日使用時 
は己本）を使用します。 

• 外部電源として SD -6、 SD -7、 SD -8 A 、 SK - 目び併用できます。 
これらの外部電源を使用する場合でを、本体内の単3形電池は必 
要です 

• 周囲び暗いとさでを操作しやすいよラに、 LCD と各操作スイッチ 
にイルミネータを装備しています。 

• SB -8 日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 

• カメラ側で設定可能なス□ーシンク□、 IJ アシンク□などを操作 

でさます。 


スピード 
ライト 



0 S — 別売アクセサリ- 
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スピード 


ニコンスピードライト SB - 600 

• ニコンスピードライト S 目-6日日はガイドナンバー3日（照射角 
3己 mm 時、 IS 日]日日 • m 、 2びじ）の高性能スピードライトです。 

• i - TTL 調光、 TTL 調光、マニュアル発光の発光モードを装備して 
います。 

• D 2 X との組み合わせで、スピードライト同調シャッタースピー 
ドび]/2己日秒を超えると、自動的にオート FP 八イスピードシ 
ンク□を行うように設定できます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートズーム機能 
に4〜8已 mm ) を備えています。また、内蔵ワイドパネルを使 
用すると、1 4 mm の照射角度になります。 

• D 2 X のフオーカスェ U ア （1 1力所）に対応したマルチェ U アア 
クティブ補助光を内蔵しています。 

• D 2 X に装着すると、発光色温度情報ををとに、発光量に応じた 
最適なホワイトバランスで撮影されます。 

• D 2 X のスピードライト撮影時に、同じ露出で構図を変えて撮影 
できる FV □ック機能に対応しています。 

• D 2 X 、 S 目-8日日（マスタースピードライト）との組み合わせで、 
ワイヤレス増な撮影（アドバンストワイヤレスライティング）時 
の U モートスピードライトとして使用可能です。 i - TTL 調光、マ 
ニュアル発光の各発光モードに対応しています。 

• フラッシュヘッドび上方向9日°、左方向]80°からち方向 
90°の範囲で回転し、バウンス撮影や近接撮影びできます。 

• 電源は単3形電池辯しくは S 目-6日日の使用説明書をご覽くださ 
し^)を4本使用します。 

• 周囲び暗い場合でを操作しやすいよラに、表示パネルおよび操作 
スイッチにイルミネーターを備えています。 

• SB -6 日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 

• カメラ側で設定可能なス□ーシンク□、 IJ アシンク□などを操作 

でさます。 

詳細はご使用になるスピードライトの使用説明書をご覧ください。ス 

ピードライト S 目-800 • SB - 600の使用説明書のカメラ分類表は、 

CLS (ク U ェイティブライティングシステム）対応カメラに該当する 

箇所をお読みください。 


□ S — 別売ミセサリ— 
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PC 力ード 
アダプタ 


PC 力ードアダプタ EC-ADl 

CF 力ード（タイプ 1) と組み合わせて 、 PC Card Standard - 
ATA に準拠した PC 力ードとして使用できます。 CF 力ードの画 
像を、 PCMCIA カードス□ットを装備したパソコンに直接読み 
込めます。 



Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 な時） 

RAW 画像をより詳細に編集でさるソフトウエアです 。 Nikon 
Capture 4を使うと、パソコンを操作して直接写真を撮影した 
り、撮影した画像を加工したり、八ードディスクなどへ保存した 
りできます。 D 2 X は Ve 「.4.2 似降に対応しています。 


10ピン 
ターミナルに 
接続ずる 
アクセヴ U — 


1日ピンターミナルに下記のアクセサ U —を接続することにより、 
遠隔撮影や無人撮影、パソコンとの接続などを行えます。 

• 使用しない場合は、必ず1日ピンター 
ミナルにキャップをしてください。ゴ 
ミ等び入ると、誤作動の原因となるこ 
とびあります。 

• 1日ピンターミナルへの接続は、図の 
よラに指標を合わせて接続します。 



I アクセヴ u — 

用途 

長さ 1 

延長コード 
MC -21 

MC -2 日、 MC -22、 MC -23、 MC -2 己、 MC -3 日に 
併用可能な延長コードです。 

約 3 m 

U モー トコード 

MC -22 

コード先端にある端テ（青、黄、黒）に特殊装置を 
接続すると、音や信号による遠隔操作び可能です。 

約 ] m 

接続コード 
MC -23 

10ピンターミナルを装備するカメラを2台同時に 
作動させるための接続コードです。 

約40 cm 

変換コード 
MC -2 己 

2ピンターミナル用のラジオコント□ールセット 
MW -2 や、インターバ□メーター MT -2、 ルミコ 
ント□ールセット ML -2 などを、 ] 日ピンターミナ 
ルに接続するための変換コードです。 

約20 cm 

U モー トコード 

MC -30 

カメラブレを避けたい場合や、カメラから離れてレ 
U —ズ操作をしたい場合に便利です。また、長時間 
露出（バルブ）撮影用に、シャッターボタンを□ッ 
クする機能を備えています。 

約80 cm 


□付録—別売ミセサリ- 
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1アクセヴ u — 

用途 1 

.尉 

GPS 変換コード 
MC -3 己 

D 2 X と GPS 機器で通信を行うための接続コード 
です。対応する GPS 機器と通信を行うことによ 
り、撮影時の緯度、経度、標高、標準時 （ UTC ) び 
画像データに記録されます （西 P .179)。 MC -3 己 
と GPS 機器との接続には、各 GPS メーカーより 
提供される PC 接続ケーブルび必要です。 

約3己 cm 

ルミコント□ール 
セット 

ML -3 

最大で約 8 m 離れたところから、信号（赤外パルス 
光）による遠隔操作び行えます。また、あらかじめ 
セツトした撮影位置（送信機と受信機の間）に被写 
体び入ると自動的に撮影び行われるオートト U ガー 
撮影を行なえます。 

— 



0 SI 別売アクセサリ- 
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使用可能な CF 力ードとマイク □ ドライブ 

次の CF カードとマイク □ ドライブび使用可能です。 
• SanDisk 社製 CF 力ード： 

SDCFB シ U - ズ 


因 

付 


SDCF 目シ U — ズ (Type II ) 
SDCF 2 目シ ij _ ズ (Type II ) 
SDCFH シ U — ズ ( Ultra ) 


SDCFH シ U -ズ（ Ult 「 a ^) 

SDCFX シ U —ズ （Extreme の） ] G 己、 2 G 己 

LEXAR MEDIA 社製 CF カード： 


1 28 MB 、] 60 MB 、] 92 MB 、 2已 6 MB 、384 MB 、 平 
己] 2 M 己、 1 GB 月 1|| 

3日日 MB 舅 

2已 6 M 目 ア 

]28 M 目、 192 M 目、2已 6 M 目、 384 M 巳、 ク 

己] 2 M 目 : g 

2已 6 M 目、己] 2 M 目 、] GB ち 

I 


4 X USB シ U - ズ 

128 M 目、 

2己 6 M 己、 

512 MB 


10 X USB シ U - ズ 

160 MB 




12 X USB シ U - ズ 

128 M 目、 

]92 MB 、 

2 已 6 MB 、 

己] 2 M 目 

16 X US 巳シ U - ズ 

2已 6 MB 、 

320 MB 、 

己] 2 M 目、 

64 日 MB 、 

16 X WA US 目シ U - ズ 

128 M 目、 

2己 6 MB 、 

己 12 M 目 


24 X USB シ U - ズ 

2已 6 M 目 




40 X WA USB シ U - ズ 

2已 6 MB 、 

已 12 MB 、 

1 GB 、2 GB 、4 GB 

8日 X WA シ U —ズ 

己 12 MB 、 

1 GB . 2 GB 、4 GB 


マイク□ドライブ： 





DSCM -1 1000 

1 GB 




3 K 4-2 

2 GB 




3 K 4-4 

4 GB 





※上記 CF カードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、 CF カードメーカー 
にご相談ください。その他のメーカー製の CF カードにつさましては、動作のイ呆証 
はいたしかねます。 


n CF 力ード使用上のま意 

• カメラの使用直後には CF カードび熱くなっている場合びありますので、ごミち意ください。 

• 未使用の CF カードや、パソコンなどでカメラじ(外のデータを保存•削除した CF カード 
は、必ずカメラでフオーマット（初期化）してからご使用ください。 

• CF カードのフオーマット中は、絶対にカメラからカードを取り出さないでください。カー 
ドび使用でさなくなることびあります。 

• CF カードへ記録•削除び行われているとさや、パソコンとの通信時には、じ(下のことは行 
わないでください。記録されているデータの破損やカードの故障の原因となります。 

-カードの着脱をする -カメラの電源を日 FF にする 

-バッテ U —を取り出す - AC アダプタを抜く 

• 端子部に手や金属を触れないでください。 

• CF カードに無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 

• 曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 
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カメラのお手入れについて 


保管について 

0長期間カメラを使用しないとさは、必ずバッテ U — を取り出しておいてくださ 
P し、バッテ U - を取り出す前には、カメラの電源スイッチび日 FF になっているこ 
I とを確認してください。 

力 

カメラを保管するとさは、下記のような場所は避けてください。 

る • 換気の悪い場所や湿度び6日％をこえる場所 
お • テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
X • 温度び己び CIU 上、または一]ぴ CIU 下の場所 

n 

£クリーニングについて 


ナ 1 ソう太イホ 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏い、柔らかい乾いた布で軽く拭さ’ 
ます。海辺でカメラを使用した後は、砂や塩を真水で湿らせた布 
で軽く拭さ取り、よく乾かします。 

レンズ- 

ミラー. 

フアイン ダー 

ご注意：カメラ内部にゴ三、ホコ U や砂などび入りこむと故障の原因 
となります。この場合、当社の保証の対象外となりますのでごを意< 
ださい。 

ガラスは傷つさやすいので、ほこりや糸くずをブ□アーで仏いま’ 

す。スプレー吿式のブ□アーの場合は、宙を傾けずにご使用くだ 
さい（中の液体び気化されずに吹き出し、レンズ-ミラー-フ アイ！ 
ンダーを傷つけることびあります)。指紋や油脂などの汚れは、柔1 
らかい布にレンズク U —ナーを少量付けて、ガラスを傷つけない 
ようにを意して拭さます。 

液晶モニタ 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏います。指紋や油脂などのミちれは、 
表面を柔らかい布かセーム革で軽く拭さ取ります。強く拭くと、 
破損や故障の原因となることびありますのでご注意ください。 

環境光 
センサー 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏い、表面を柔らかい乾いた布で軽 t 
く拭さます。アルコールやレンズク U —ナーなどは使用しないで1 
ください。 1 


n 液晶モニタが破損した場台 

液晶モニタび破損した場合は、ガラスの破片でケガをしないよラに、また、中の液晶を皮膚 
に付けたり口や目に入れたりしないようにごを意ください。 

@表示パネルの明るさの変動について 

■ まれに、ブ□アーや巧から起さた静電気で、表示パネルび明るくなったり暗くなったりする 
ことびありますび、故障ではありません。すぐに通常の状態に戻ります。 
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ファインダースク IJ — ンの交換について 

ニコンデジタルカメラ D 2 X は標準で V 型ク U アマットスク1」ーンのの 2 X 専用） 
を装備しており、ク□ップ高速を ON にして撮影する場合の撮影範囲（ク□ップ 
高速参照エ U ア）をひと目で確認することびできます。ク□ップ高速参照エ U ア 
枠び必要ない場合には、付属の B 型ク U アマットスク U —ン皿こ交換することも 
でさます。また、建築写真の構図設定などには、別売の D 2 X / D 2 H 用 E 型ち眼 
マットスク U —ンのを使用すると便利です（田 P .333)。 

ファインダースク U —ンの交換ミ去 

1 カメラの電源スイッチを日 FF にして、レンズ f 
を取り外します。スク U —ン交換レバーを専 
用ピンセットで手前に引きます。ファインダー 
スク U —ンび枠ごと下びります。 



因 

付 


力 

と 

の 

お 

手 

入 

れ 

に 

い 

て 




2ファインダースク U - ンの突起部を専用ピン 
セットではさんで取り出します（スク U —ン周 
辺に傷を付けないようにご注意ください)。新 
たに装着するファインダースク U —ンの突起 
部を専用ピンセットではさんで枠の上に載せ 
ます。カチッと音びするまで枠を巧し上げ、 
ファインダースク U —ンを固定します。 
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[5 ファインダースクリーン交換時のごを意 

E1 ミラーやファインダースク U —ンの表面に手を触れないでください。 

8 [5 装着ずるファインタ—スクリ—ンについて 

I D2X/D2H 用のファインダースク U- ンをご使用ください。 

力 

当 P ファインダースクリーンの装着について 

の V型クリアマットスク U- ンの （D2X 専用）、 E 型方眼マットスクリーンのの装着状態によつ 
をては、ファインダー内に見える枠線の位置びずれることびありますのでごミち意ください。 


に 

二) 

い 

て 


342 


時計用電池の交換について 

カメラ内蔵の時計は、 Li - ion リチャージャブルバッテ U — EN - EL 4 とは別の0 
CR ] 6] 6型 U チウム電池で作動しています。この電池の寿命は約4年です。半 g 
押しタイマー作動時間中に上面表示パネルに時計用バッテ U —チてックマー I 
ク （面 EH 3) び点灯した場合は、電池残量び残りわずかですので、市販の新しい ろ 
CR 1 616型 U チウム電池に交換してください。更に残量び減って、時計用バッ$ 
テ U —チェックマーク （面 EH 3) び点滅した場合は、撮影は可能ですび曰付時刻は S 

正しく記録されず、インターノりレタイマーび正常に機能しません。 手 

入 

時計用電池の交換法 た 

I し 

1 カメラの電源スイッチを OFF にして、バッテご 

I IJ 一を 取り外します。 て 



つ バッテ IJ 一室内の上部にある時計用電池カバー 
ム を外備こ弓怯出します。 


3ちい時計用電池を取り出します。 



A 新しい CR 1 61目型 U チウム電池を、+側（型 
■ 番び印宇されている側）び見えるように向け、 
くぼみにはめ込みます。 



時計用電池カバーをスライドして、奥まで差 
し込みます。 

• カチッと音びするまで差し込んでください。 
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Ci Li - ion リチヤージヤブルバツテ U - EN - EL 4 
U をカメラに装着します。 


場所と日時を設定してくださし、（田 P .22)。 
電池交換後は場所と曰時の設定をするまで 
上面表示ノ（ネルの時計用ノ（ッテ U —チェック 
マーク（面 EHa ) び点滅します。 


P 時計用電池の向をについて 

時計用電池は正しい向さで入れてください。内蔵時計び機能しないばかりでなく、故障の原 
因となります。 
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尽 C ~~ 0 . 

□付録ふメラ Q 擊をについて 













□—/ スフィルターのお手入れ 

撮像素テの表面には、モアレを防ぐ□ーパスフィルターび装着されています。 
□ーパスフィルターは、直接撮像素テにゴミび付くのを防ぎますび、□ーパス 
フィルター自体にゴミやほこりび付いていると、撮影条件により、画像に影び映 
ることびあります。その場合は、□ーパスフイルターのク U —ニングび必要にな 
ります。 


口ーパスフィルターの点検方法 （ AC アダプタ EH -6 (別売）び必要) 

1 カメラの電源スイッチを OFF にしてレンズを 
取り外し、 AC アダプタ（別売）を接続します。 
• ク U —ニング中のバッテ U —切れによりミ 
ラーダウンしたり、シャッターび閉じてカメ 
ラを破損したりしないように、 AC アダプタ 
を接続しないとミラーアップしません。 


因 

付 


力 

と 

の 

お 

手 

入 

れ 

に 

二) 

い 

て 


2カメラの電源スイッチを日 N にし、メニューボ f 
タンを巧してメニュー画面を表示します。 

, J 


区 

C 

食 


セツ S アップ乂ニュ- 


wmrn 


つ マルチセレクターを操作してセットアップメ 
J ニュー画面 （の P .28 已）から 「クリーニング 
ミラー アップ」を選択し、マルチセレクターの 
►を巧します。 

. 「ク U —ニングミラーアップ」の設定画面び 
表示されます。 


ぶ 
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再度マルチセレクターの►を押すと、ク U — 

ニングミラーアップの待機状態になります。 

• この状態では、液晶モニタに「シャッターボ 
タンを押すと、ミラーび上びりシャッター 
び開さます。終了するには、カメラの電源 
スイッチを OFF にします。」と表示されるほ 
か、上面表示パネルとファインダー内下表示 

に . び表示され、背面表示パ 

ネルび消灯します。 

. ク U —ニングミラーアップの待機状態をキャ 
ンセルするには、カメラの電源スイッチを 
日 FF にしてください。 


シャッターボタンを押し込みます。 

• ミラーび上びり、シャッターび開いた状態に 
なります。 

このとさ、上面表示パネルは ------ 

の点滅となります。背面表示パネル、ファイ 
ンダー内の表示は消灯します。 




4 


5 



0付録—カメラのお手入れについて 
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g □-パスフイルターに光び当たるようにカメ 
^ラを持ち、ゴミやほこりび付いていないかど 



うかを点検します。 


• □ーパスフイルターにゴミやほこりび付いてい 

V 

る場合は、次ページの「□ーパスフイルターの 

ク U —ニング方法」をご覧ください。 
_ J} 


7 カメラの電源スイッチを日 FF にし、ボディ 
キャップ（付属）をつけて AC アダプタ EH -6 
(別売）を外します。 

•カメラの電源スイッチを日 FF にすると、ミ 
ラーび下びりシャッター幕び閉じます。 


口ーパスフィ)夕一のク U— ニンヴ方ミ去 

□ーパスフィルターのク U —ニングをする場合は、必ず下の手順で行ってくだ 
さい（□ーパスフィルターはとても傷つさやすい部品です。でさる限りニコンヴー 
ビスセンターにク U —ニングをお申し付けください)。 

1函 34己ぺージ「□-パスフィルターの点検ち！ ■ 
法」]〜4の手順で、ミラーを上げます。 

• この手順を行うには、 AC アダプタ EH -6 ( 別 
売）び必要です。 AC アダプタびない場合は、 
ニコンサービスセンターにク U —ニングをお 
申し付けください。 

• ク U —ニング中に AC アダプタを絶対に抜か 
ないでください。シャッターなどの破損の原 
因となります。 



0付録—カメラの擊入れについて 
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2 □-パスフイルターに付いたコミやほこりを 

ブ□アーで仏います。 

• ブラシの付いていないブ□アーをご使用くだ 
さい。ブラシで□ーパスフイルターの表面に 
傷び付くことびあります。 

• ブ□アーで取り除けない巧れびある場合は、 
ニコンサービスセンターにク U —ニングを 
お申し付けください。絶対に、手でこすった 
り、布で}式き取ったりしないでください。 


3カメラの電源スイッチを日 FF にし、ボディ 
キャップ（付属）をつけて最後に AC アダプタ 
を外します。 

•カメラの電源スイッチを日 FF にすると、ミ 
ラーび下びりシヤッター幕び開じます。 


【りカメラなどの,卓、検サービスについて 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜日年に1度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• 点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのレンズや 
スピードライトなども併せて点検依頼されることをおすすめします。 
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□ S ふメラ G 擊人れについて 












♦ミラーやレンズの手入れち法について 

ミラーやレンズにゴ S やホコ1」び付いているとさ 
は、キズび付さやすいので、ブ□アーでゴ S やホ 
コリを軽く吹き払う程度にしてください。なお、 
スプレー宙ち式のブ□アーの場合、スプレー宙を 
傾けずにご使用ください（中の液体び気化されず 
に吹き出し、ミラーやレンズを傷つける場合びあ 
ります)。レンズに万一指紋などび付いてしまった 
場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズクリー 
ナーを少量湿らせて、軽くなさ取ってください。 

参□ーパスフィルターの手入れち法に 
ついて 

□ーパスフィルターのク1」一ニングのち法につ 
いてはの34己ページをご覧ください。 

參シャッター幕に触れないでください 


因 

付 

録 

I 

力 

と 

バ 

ッ 

U 

I 

の 

取 

D 

扱 

し、 


シャッター幕は非常に薄い幕でできていますのの 
で、巧さえたり、突いたり、ブ□アーなどで強く ご 
吹 < などは、絶対にしないで < ださい。キズ、変星 
形、破損などの原因となります。 S 、 

♦風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防止するために、風通しのよ 
い乾燥した場所を選んでカメラを保管してくださ 
い。ナフタ U ンや棒脳の入ったタンスの中、磁気 
を発生する器具のそば、極度に高温となる夏期の 
車内、使用しているス I ブの前などにカメラを 
置かないでください。故障の原因になります。 

♦長期間使用しないとさは、バッテ 
リーを取り出し、乾燥剤といっしょ 
に保管してください 

カメラを長期間使用しないときは、バッテ U —の液漏 
れなどからカメラを保護するために、カメラからバッ 
テ U —を必ず取り出しておいてください。保管する際 
は、カメラをポ U エチレン袋などに乾燥剤といっしょ 
に入れておくとよりま全です。ただし、皮ケースをビ 
ニール袋に入れておくと、変質することびありますの 
で避けてください。バッテ U —は高温、多湿となる場 
所を避けて保管してください。乾燥剤（シリカゲル） 

は湿気を吸って効力びなくなりますので、とをどを交 
換してください。カメラを長期間使用しないまま放置 
しておくと、カビや故障の原因となることびあります 
ので、 ] 力月に一度を目まにバッテ U - を入れカメラ I 

を操作することをおすすめします。 I 


カメラの取り扱い上のご注意 

参強いシヨックを与えないでください 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたり 
しないよラにを意して<ださい。強い衝撃や振 
動を加えますと、破損したり精密に調整された 
部分に悪影響を及ぼします。 

參水にめらさないでください 

カメラは水にめらさないようにを意してくださ 
い。カメラ内部に水滴び入ったりすると部品び 
サビついてしまい、修理費用び高額になるだけ 
でなく、修理不能になることびあります。 

參急激な温度変化を与えないで<ださい 

極端に温度差のある場所傷いところから急激に 
暖かいところや、その逆になるところ）にカメラ 
を持ち込むと、カメラ内外に水滴を生じ、故障 
の原因となります。カメラをバッグやビニール 
袋などに入れて、周囲の温度になじませてから 
使用して < ださい。 



リーの取り扱い上のご注意 
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♦バッテリーや AC アダプタを取り外す 
n とさは必ずカメラの電源スイッチが 
W OFF のが態で行ってください 

録カメラの電源スイッチび ON の状態で、バッテ 
I U —の取り出し、 AC アダプタの取り外しを行 
カラと、故障の原因となります。特に撮影動作中、 
と または記録データの削除中に前記の操作は行わ 
クないでください。 

と 

ツ♦液晶モニタについて 

子.液晶モニタの特性上、一部の画素に常時点な 
IJ あるいは、常時点打しない画素び存在するこ 
I とびありますび故障ではありません。予めご 
の 了承ください。また、記録される画像には影 
取 響はありません。 

0 • 屋外では曰差しの加減で液晶モニタび見えに 
扱 くい場合びあります。 

y • 液晶モニタ表面を強くこすったり、強く巧し 
よ たりしないで<ださい。液晶モニタの故障や 
苗 トラブルの原因になります。わしホコ U やゴ 
三等び付着した場合は、ブ□アーで吹さ仏っ 
室 てください。汚れびひどいとさは、柔らかい 
布やセーム革等で軽く拭き取ってください。 
万一、液晶モニタび破損した場合、ガラスの 
破片などでケガをするおそれびありますので 
充分ごま意ください。中の液晶び皮膚や目に 
付着したり、□に入ったりしないよう、充分 
ごを意ください。 

• カメラをご使用にならない場合や持ち運ぶ場 
合は、巧れ、傷を防ぐため液晶モニタに付属 
のモニタカノ く一を取り付けて < ださい。 


バッテリーの取り扱いについて 

•パ' ッテリーに関する使用上のご注意 

バッテ I 」一の使用ち法を誤ると液漏れにより製品 
び腐食したり、バッテ U —び破裂したりするおそれ 
びあります。次の使用上のを意をお守りください。 
•バッテ U —を入れるとさは、カメラの電源ス 
イッチを OFF にしてから入れてください。 

• バッテ U - を電源として長時間使用した樹ま、 
バッテ U —び発熱していることびありますの 
でを意してください。 

• 必ず指定されたバッテ U —をご使用ください。 
•バッテ U —を火の中に投入したり、ショート 
させたり、分解したりしないでください。 
•バッテ U - をカメラから取り外した場合は、必 
ず端テカバーを付けてください。 
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•撮影の前にバッテリーをあ5かじめ 
充電してください 

撮影の際は、バッテ U —の充電を行ってくださ 
い。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充電 
されておりませんのでごを意< ださい。 

•予備バッテリーを用意してください 

撮影の際は、充電された予備のバッテ U —をご用 
意ください。特に、海外の地域によってはバッテ 
U —の入手び困難な場合びありますので、ごを意 
<ださい。 

♦低温時には充分に充電されたバッテ 
リーを使用し、予備のバッテリーを 
用意して<ださい 

低温時に消耗したバッテ U —を使用すると、カメ 
ラび作動しない場合びあります。低温時に撮影す 
る場合は充分に充電されたバッテ U —を使用し、 
保温した予備のバッテ U —を用意して暖めなびら 
交互に使用してください。低温のために一時的に 
性能び低下して使えなかったバッテ U —でち、常 
温に戻ると使える場合びあります。 

•バッテリーの残量について 

電池残量びなくなったバッテ U —をカメラに入 
れたまま、何度も電源スイッチの ON / OFF を 
繰り返すと、バッテ U —の寿命に影響をおよぼ 
すおそれびあります。電池残量びなくなったバッ 
テ1」一は、充電してご使用ください。 

• Li - ion リチャージャブルバッテリー 
EN - EL 4 のリサイクルについて 

充電を繰り返して劣化し使用でさなく 於 

なったバッテリーは、再利用しますの 
で廃棄しないで U サイクルにご協力く 
ださい。端テにテープなどを貼り付け Li-ion 
て絶縁させてから、ニコンサービスセ 
ンターや U サイクル協力店へご持参ください。 


表示パネル、ファインダー内に警告表示び点灯または点滅したり、液晶パネルに 
警告メッセージび表示された場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認 
<ださい。 


こんなとさ 




上面 

表术 

ノはル 

フ アイン 

夕’一内 
下表示 

原因 

対処方法 


fee 

(£m) 

巧!二 

(赢 ji ) 

レンズの絞り U ングび最 
ル絞りになっていません。 

レンズの絞り U ングを最小絞りに 
して < ださい。 

P .27 



バッテ U —残量は残りわ 
ずかです。 

バッテ U —交換の準備をしてくだ 
さい。 

P .33 

(点滅） 

EEI 

(点滅） 

バッテ U —び消耗してい 
ます。 

バッテ U —を交換してください。 

P .33 

■CZI 

(点滅） 

(点滅） 

バッテ U —との情報通信 
びでさません。 

このバッテ U —は使用でさません。 
ニコンヴービスセンターにご相談 
<ださい。 

P .33 

JF 


開放絞りからの絞り段数 
び表示されています。非 
CPU レンズび装着され 
ているか、またはレンズ 
び装着されていない状態 
で、レンズの開放絞り値 
び設定されていません。 

レンズの開放絞り値を設定すると、 
レンズの絞り値び表示されます。 

P .174 


► ◄ 

(点滅） 

オー トフ ォー カスでピン 
卜合わせびでさません。 

マニュアル（手動）でピント合わせ 
を行ってください。 

P .1 13 

hi 1 

hi 1 

被写体び明るすざてカメ 
ラの制御範囲を超えてい 
ます。 

• IS 日100よりも高感度の場合、撮像 
感度をほ感度に設定してください。 

• P モード時は ND (光量調節用 
フィルター）を使用してください 
(5、 A モード時に下記の操作を 
行ってち警告表示び消えない場合 
も同様に対応してください)。 

• 5 モード時はシャッタースピードを 
より高速側にセットしてください。 

•円 モード時はより大さい数値の絞 
りにしてください。 

P .67 

P .334 

P .120 

P .122 

a 

(点滅） 

ち 

D - TTL 対応していないス 
ピードライトを TTL モー 
ドにセットしています。 

TTL モードし:!外のモードにセット 
して < ださい。 

P .147 
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故障かな？と思ったら（修理を依頼される前に) 


E 付録—故障かな？と思つたら 






















1 こんなとさ 

原因 

対処方法 

み 1 

上面 
表 7 J ^ 
ノはル 

フアイン 

夕’一巧 
下表示 

i Cl 

しつ 

被写体び暗すざて、カメ 
ラの制御範囲を超えてい 
ます。 

• IS 日800未満であれば、撮像感度 
を高感度に設定し直してください。 

• P モード時はスピードライトを使 
用してください （5 、 月 モード時 
に下記の操作を行ってち警告表示 
び消えない場合ち同様に対応して 
<ださい)。 

• 5 モード時はシャッタースピードを 
より低速側にセットしてください。 

•月 モード時はより小さい数値の絞 
りにしてください。 

P .67 

P .144 

P .120 

P .122 

bu i b 

(点滅） 

bu i b 

(点滅） 

5 モード時にシャツター 
スピードび とぃ_, L と, に 
セツトされています。 

buLt , しソがのシャッタースピード 
にセットするか、 け モードにセット 
して < ださい。 

P .120 


ち 

(点滅） 

発光直後の約3秒間の点 
滅は、フル発光して露出 
不足の恐れびあります。 

撮影距離、絞り、調光範囲、撮像 
感度などを再度確認して、撮影し 
直して < ださい。 

P .156 

Er r 

(点滅） 

E r r 

(点滅） 

撮影中に何らかの異常を 
検出しました。 

再度シャッターボタンを押してく 
ださい。この操作で警告表示び解 
除されなかったり、頻繁に警告び 
表示される場合は、ニコンヴービ 
スセンターにご相談ください。 

P .366 

<§> 

(点滅） 


赤目軽減モードまたは 
赤目軽減ス□ーシンク 
□モードび設定され、ホ 
目軽減機能び不可能なス 
ピードライトび装着され 
ています。 

赤目軽減機能び可能な専用スピー 
ドライトをご使用ください。 

P .149 

□ 

(点滅） 

t：cl 

(点滅） 

•画像を記録する空さ容 
量びありません。 
•カメラび扱えるフアイ 
ル数を才ーバーしてい 
ます。 

• カードに記録されている画像を削 
除して、カードに画像ファイルび 
イ呆存可能な状態にしてください。 
必要な画像はパソコンなどに転送 
してバックアップしてください。 

• 新しい力ードに交換してください。 

P .206' 

P .28 


0 付録—故障かな？と思つたら 
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液晶モニタ 

王面 
表示 
ノはル 

原因 

対処方法 


カードび 
入つていません 

卜り 

CF カードび入っていな 
いか、正しくセットさ 
れていません。 

CF カードを正しくセットして 
<ださい。 

P .2 吕 

このカードは 
使用できません 

う[如 (- 

(点滅） 

• CF 力ードへのアクセ 
ス異常です。 

• 力ードのフォーマット 
び異なります。 

•新規フォルダび作成で 
さません。 

• D 2 X 用の CF カードであるか 
どラかを確認してください。 

• CF カードびこわれている可 
能性びあります。ニコンヴー 
ビスセンターまでご連絡願 
います。 

• CF 力ードのフォーマットび 
異なる可能性びあります。再 
フォーマットして<ださい。 

•力ードに記録されている画 
像を削除して、カードに画像 
ファイルび保存可能な状態 
にしてください。必要な画像 
はパソコンなどに転送して 
バックアップしてください。 

•新しいカードに交換してく 
ださい。 

P .339 

P .366 

P .29 

P .206 

P .28 

カードび 
フオー マット 
されていません 

( For ) 

CF カードび正しく 
フォーマットされてし、 
ません。 

• CF 力ードのフォーマットを 
行ってください。 

•正しくフォーマットされた CF 
カードに交換してください。 

P .29 

P .2 吕 



•撮影画像びありませ 

•画像び記録されている CF 

P .28 



ん。 

カードを入れてください。 


撮影画像び 


•再生するフォルダの指 

•再生メニューの 「再生フォル 

P .209 

ありません 


定に問題びあります。 

ダ設定」で、表示可能な画像 





びあるフォルダを選択して 





<ださい。 




記録されている画像び 

再生メニュー画面の「非表示 


全て非表示でず 


非表示設定されている 

設定」で、画像の非表示設定 

P .213 



ために表示されません。 

を解除してください。 



因 


付 

録 

I 

故 

障 

か 

な 

9 

と 

思 

二） 


套 
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液晶モニタ 

王面 
表示 
ノはル 

原因 

対処方法 


1 

このファイルは 
表示でさません 

1 


•アプ U ケーシヨンソ 
フトで編集された画像 
や DCF 規格外の画像 
ファイルのため再生で 
さません。 

•画像ファイルに異常びあ 
るため再生でさません。 

アプ U ケーシヨンソフトで編 
集された画像を上書さ保存し 
ないで < ださい。 

— 


^ 電子制御カメラの特性について 

さわめて希なケースとして、液晶モニタに異常な表示び点灯したまま、カメラび作動しなく 
なることびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことび考え 
られます。万一このよラな状態になった場合は、電源スイッチを日 FF にしてバッテ U —を入 
れ直し、電源スイッチを日 N にしてカメラを作動させてみてください。その際、カメラを長 
時間使用していますとバッテ U —び熱くなっていることびありますので、取り扱いには充分 
にごミち意ください。 AC アダプタのご使用時は、いったんカメラから取り外して再度カメラに 
取り付け、電源スイッチを日 N にしてカメラを作動させてみてください。また、この操作を 
行ラことでカメラび作動しなくなった状態のとさのデータは、失われるおそれびありますび、 
すでに CF カードに記録されているデータは失われることはありません。この操作を行っても 
カメラに不具合び続く場合は、ニコンサービスセンターにお問い合わせください。 
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B 付録—故障かな？と思つたら 
















主な仕様 


型式 

レンズ交換式一眼レフレックスタイプデジタルカメラ 1 1 

画素数 

有効画素； 12.4 メガピクセル |1 

撮像素子 

23.7 X 1 己 7 mm サイズ 
総画素数： 1 2.84 メガピクセル 

記録画素数 

m 

ク□ップ高速び日 FF の場合： 4288 X 2848ピクセル （ L )、 
3216 x 2136 ピクセル （ M )、 2144 X 1424ピクセル （ S ) 

ク□ップ高速び日 N の場合； 3216 x 2136 ピクセル （ L )、 
2400 X 1600ピクセル （ M )、 1600 X 1064ピクセル （ S ) 

レンズマウント 

1ニコン F マウント （ AF カップリング、 AF 接点付） 

交換レンズ 

1 

G または D タイプレンズ 

フル機能使用可（ IX ニッコールを除く） 

PC マイク□ニッコール 
85mm F2.8D 

オートフオーカスおよび露出モードの一部を除く機能使用可 

G または D タイプ外の 
AF レンズ 

3 D - RG 目マルチパターン測光、 D -3 D マルチ BL 調光を除く 
機能使用可 （ F 3 AF 用を除く） 

AI-P ニッコール 

3 D - RG 目マルチパターン測光、 D -3 D マルチ目 L 調光および 
オートフオーカスを除く機能使用可 

非 CPU レンズ 

匯 

露出モード. q 、1 け で可、開放 F 値び f / 己.目より明るい場合 
フオーカスエイド可、レンス障報手動設定により RG 巨マルチ 
パターン測光、 D - マルチ巨 L 調光、絞り値表示など使用可（非 
Ai レンズは使用不可） 

実撮影画角 

レンズ表記の約1 .5 倍（ク□ップ高速び日 N の場合は約2倍） 
の焦点距離レンズに相当 

ファインダー 

アイレべ J レ式ペンタプ U ズム使用一眼レフレックス式フアインダー 

視度調節機構 

-3 〜■h 1 m _] 

アイポイント 

19.9 mm (-1.0 m —] のとさ） 

ファインダースクリーン 

V 型ク U アマットスク U —ン III 標準装備 

ファインタ’一視野率 

上下左ちとち約100% (対実画面） 

ファインダー倍率 

約0.8目倍 （50 mm F 1.4 レンズ使用時 • 〇〇 •—1.0 m —] 
のとさ） 

ミラ- 

クイックリターン式 1 

レンズ絞り 

1瞬間復元式、電子制御式、プレビューボタン付 
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フオーカスエリア 

11箇所（ク□ップ高速び日 N の場合は9箇所）のフォーカス 
エ U アから！箇所または複数箇所を選択可能 

レンズ ヴーボ 

シングル AF ヴーボ （ S )、 コンティニュアス AF ヴーボ （ C ) お 
よびマニュアルフォーカス （ M ) : ( S )、（ C ) では被写体条件 
により自動的に予測駆動フォーカスに移行 

才ートフオーカス 

TTL 位相差検出方式、マルチ CAM 2000オートフォーカス 
モジュールにより検出 

検出範囲 

EV -] 〜+19 (も端、左端のフォーカスエリアは EV 日〜 +]9) 
( IS 日100換算、常温にぴ〇) 

AF エリァモード 

シングルエリア AF モード、ダイナミック AF モード、グルー 
プダイナ三ック AF モード、至近優先ダイナ三ック AF モード 

フオーカス□ツク 

AE / AF □ックボタン、またはシングルエ U ア AF ( S ) 時に 
シャッターボタン半巧しにて可能 

露出 


測光方式 

TTL 開放測光方式 

マルチパターン測光 

G または D タイプレンズ使用時は1 日日 5分割 RGB センサーによる 
3 D-RGB マル チノ（夕ーン測光び可能、 G または D タイプ1 が4のレン 
ズ使用時は1 日日 5分割 RG 巨センサーによる RG 日 マル チパターン測 
光び可能（非 CPU レンズ使用時はレンズ情報の手動設定び必要） 

中央部重点測光 

0 8mm 相当を測光（中央部重点度約7己％)、 0 目 mm、 0 
10 mm 、 0 13 mm . 画面全体の平均のいずれかに変更可能 

スポット測光 

約 0 3 mm 相当を測光（全画面の約2%)、フオーカスエリアに 
連動して測光位置可動（非 CPU レンズ装着時は中央に固定） 

測光範囲 

EV 0 〜20 (マルチパターン測光、中央部重点測光） 

EV 2 〜20 (スポット測光） 

( ISOIOO 換算、常温20で、 F 1. 4レンズ使用時） 

露出計連動 

CPU 連動方式、 AI 方式併用 

露出モード 

P :プ□グラムオート（プ□グラムシフト可能)、 

5 :シャッター優先オート、 月 ：絞り優先オート、 

け： マニュアル 

露出補正 

+己段の範囲で1/3、1/2、1段ステップで補正可能 

オートブラケティング 

AE 、 S 日の場合、撮影コマ数： 2〜9コマ、補正ステップ： 
]/3、1/2、2/3、 ] 段ステップで可能 W 巨の場合、撮影 
コマ数：2〜9コマ、補正ステップ：]〜3段ステップで可能 

AE □ック 

AE/AF □ックボタンによる輝度値□ック方式 


□ SI 轰仕様 





















電子制御上下走行式フォーカルプレーンシャッター 
•1/8 日日日 秒 （1/3、1/2、1 段 ステップ )、 bulb 


撮像感度 

IS 日100〜800相当（1/3、1/2、1段ステップ)、 

IS 日8日0に対し約1段または約2段増感可能 

ホワイトバランス 

オート （1 日日已分割 RG 巨センサー、撮像素子、環境光セン 
ヴー併用によるホワイトバランス）、マニュアル目種（それぞ 
れ補正び可能)、色温度設定可能、プ U セット可能、ホワイト 
バランスブラケテイング可能 

調光 

1 

シンク□同調 

X 接点（半導体方式)、1/250秒し^下の低速シャッタースピー 
ドでスピードライトと同調 

調光方式 

TTL 自動調光日分割センサ——体型におよび1005分割 
RGB センサー併用による!;(下の TTL 調光制御； 

- S 目-800と、 S 目-600の組み合わせにより i - TTL - 目 L 調光、 
スタンダード i - TTL 調光可能 

- S 巨- 80 DX 、 S 巨- 28 DX または S 巨-己 0 DX と G または D 夕 
イプレンズとの組み合わせにより D -3 D - マルチ目 L 調光可能 
- S 巨- 80 DX 、 S 巨- 28 DX または S 巨-己 0 DX と G または D 夕 
イプじ(外の CPU レンズおよび非 CPU レンズとの組み合わ 
せにより D - マルチ巨 L 調光可能 
■測光モードをスポット測光にした場合、 S 巨- 80 DX 、 S 巨- 
28 DX または S 目-己 0 DX との組み合わせによりスタンダー 
ド D - TTL 調光可能 

絞0連動自動調光； S 巨-800、 S 巨- 80 DX 、 S 巨- 28 DX と 
CPU レンズとの組み合わせ時 

外部調光； S 巨-800、 S 巨-28、 S 巨-27、 S 巨- 22 S などとの 
組み合わせ時 

距離優先マニュアル調光： SB - 800との組み合わせ時 

シンク□モード 

先幕シンク□、ス□-シンク□、後幕シンク□、ホ目軽減、 
赤目軽減ス□ーシンク□の各モードび設定可能 

レディライト 

S 巨-800、 S 巨-600、 SB -80 DX 、 S 巨- 28 DX 、 S 巨-己 0 DX 、 

S 巨-28、 SB -27、 SB -22 S など使用時に充電完了で点灯、 
フル発光による露出警告時は点滅 

アクセサリーシュー 

ホットシュー装備：シンク□接点、レディ信号接点、モニタ 
信号接点、 TTL 調光ストップ信号接庶 GND 付、セーフティ 
□ック機構（□ック穴）付 

クリエイティプライティング 
システム 

SB -800. SB -600 との組み合わせによりアドノじ/ストワイヤレスラ 
イティング （ SB -60 日は U モートのみ)、才ート FP 八イスピードシン 
クロ、発光色温度情報伝達、モデリング発光、 FV □ックに対応 
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仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、すべて常温に日で）フル充電 
バッテ U —使用時のをのです。 

仕様•性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説 
明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 


記録 


記録媒体 

コンパクトフラッシュ™力-ド (Type I / ll 対応)、 

マイク□ドライブ TM ( IGB ) 対応 

言己録画像ファイルお式 

DCF 2.0 (Design Rule for Camera File Systems ) 準拠、 
DPOF (Digital Print Order Format ) 準拠 

圧縮 

1 J 

•12 ビット RAW 圧縮（約己0%〜目0%圧縮） 

•JPEG baseline 準拠（サイズ優先-画質優先選択可能） 


セルフタイマー 



王脚ネジ巧 


ファームウエア 
バージョンアップ 


寸法 (W X H X D ) 


質量 


子制御式、作動時間2、己、10、20秒に設定可能 

プレビューボタンによる絞り込み可能、 A • けでは設定絞り値1 

まで絞り込み可能 、 P • S モードでは制御絞り値まで絞り込み 

可能 I 

2.5 型低温ポ U シ U コン TFT 液晶、約 23.2 万画素、 1 

明るさ調整可能 


\ nJSCs pal から選択可能 


USB 2.0 


1/4 (ISO 1222規格） 



I ユーヴーによるファームウェアバージョンアップ可能 I 

pi 体字中国語、ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、韓国語、1 

I イタ U ア語、日本語、オランダ語、スウェーデン語から選択可能 I 

' Li - ioniJ チャージャブルバッテリ ー EN - EL 4 :電圧1 1.1 V | 
DC [クイックチャージャ ー MH -21] 使用 
’ AC アダプタ EH - 目側売） 


勺1 57.5 X 1 49.5 X 8 己.己 mm 



因 SI 主容様 
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0 連続撮影コマ数（電池寿命）について 

参考値： Li-ion IJ チャージャスいくッテリ ー EN - EL 4 (1900 mAh ) による連続撮影コマ数!! 
(電池寿命）の目安 付 

※充電状態、使用環境によつて電池寿命び異なります。 

• 測定条件は当社条件（常温<20む>)によります。 主 

• 記載されている数値は下記の当社試験条件によるちのです。撮影状況により数値は前後し g 

ます。 S 

1) 約2目00コマ 


装着レンズ AF-S VR ズームニッコール ED 70〜200 mm F 2.8 G ( IF ) 手ブレ補正機能オフ、 
動作モード Ch 、 ク□ップ高速日 FF 、 フオーカスモード AF - C 、 画質モード NORMAL 、 画像 
サイズしシャッタースピード1/2己0秒でシャッターの半押しを3秒間持続させた後、無限 
遠から至近間を3往復し、目回連続レ U —ズした後、液晶モニタを日秒間点灯。消灯後、半 
押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 


2) 約8己0コマ 


装着レンズ AF-S VR ズームニッコール ED 24 〜 120 mm F 3.5~5.6 G ( IF ) 手ブレ補 
正機能オフ、動作モード S 、 ク□ップ高速日 FF 、 フォーカスモード AF - C 、 画質モード 
NORMAL 画像サイズしシャッタースピード1/2己0秒でシャッターの半押しを目秒間持 
続させた後、無限遠から至近間を1往復し、1回 レ U —ズした後、液晶モニタを2秒間点灯。 
消灯後、半押しタイマーびオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

次の場合はバッテ U —の消耗び早くなります。 

• 液晶モニタを使用した場合 
• シャッターボタンの半押しを続けた場合 
• オートフォーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合 
• 画質モードを RAW 、 TIFF ( RGB ) に設定して撮影した場合 
• 低速シャッタースピードで撮影した場合 

• ワイヤレストランスミッター WT -2 または WT -1 を使用した場合 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 4 の性能を最大限に発揮させるため、次のことに 
ミち意して < ださい。 

• バッテ U —の端テをミちさないでください。端テびミちれていると、充分な性能び発揮でさま 
せん。 

• 充電び完了したバッテリーは、なるべく早いうちにご使用ください。使用しないまま放置 
していると、自己放電によって、バッテ U —残量び減ってしまいます。 

• 定期的にセットアップメニューの「電池 チェック」 （ SBP .297) で、バッテリーの状態を 
ご確認いただくことをおすすめします。「キャリブレーション：推奨」と表示された場合は、 
クイックチヤージヤ ー MH -21 (別売）で、 EN - EL 4 のキヤリブレーシヨンを行ってくだ 
さい。 
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索引 


因 

索 


メニュー項目 

再生メニュー 206 


削除206 

再生フォルダ設定209 

スライドシヨー210 

非表示設定213 
プ U ント指定21己 
再生画面設定218 
撮影直後の画像確認219 
削除後の次再生画像220 
縦位置自動回転221 

む撮穀メニュー 222 

撮影メニュー切り換え223 
リセット22己 
記録フォルダ227 
ファイル名設定229 
画質モード已目 
画像サイズ目1 
ク□ップ高速己0 
JPEG 圧縮己9 
RAW 圧縮目0 
ホワイトバランス70 
長秒時ノイズ除去232 
高感度ノイズ除去233 
IS 日設定目7 
輪郭強調92 
階調補正93 
色空間94 
カラー設定9目 
色合い調整97 
画像合成1日7 
多重露出1目0 
インターバルタイマー1目己 
レンズ情報手動設定174 


您カスタム乂ニュー 237 


C : カスタム切り換え240 
R :リセット241 
al : AF - C モード時の優先243 
a 2 : AF - S モード時の優先244 
a 3 :グループダイナミック AF 244 
a 4 :AF □ックオン248 
a 己：半押し AF レンズ駆動248 
a 目；フオーカスフレー ム表示249 
a 7 ; フオーカスエ U ア循環選択251 
a 8 :縦位置 AF -0 N ボタン機能252 
bl :感度自動制御253 
b 2 : IS 日設定ステップ幅254 
b 3; 露出設定ステップ幅2日日 
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b 4: 露出補正ステップ幅2己已 

b 己：露出補正簡易設定256 

b 目：中央部重点測光範囲257 

b 7 :基準露出レベルの調節258 

cl : 半押し AE □ック260 

c 2 : AE - L / AF - L ボタンの機能2目1 

c 3: 半押しタイマー262 

c 4 :セルフタイマー 262 

c 5 :液晶モニタのパワーオフ263 

dl :低速連続撮影速度263 

CI 2: 連続撮影コマ数264 

d 3; 露出ディレイモード265 

d 4 :連番モード266 

d 己：表示情報の切り換え267 

d 目；イルミネーター点灯268 

el : SB 撮影時の同調速度269 

e 2 : SB 時シャッタースピード制限270 

e 3 : SB 外部調光絞値連動270 

e 4; モデ U ング発光271 

e 日；オートブラケティングのセット272 

e 目： BKT 変化要素 （ M モード）273 

e 7: BKT 補正順序274 

e 8: 目 KT 設定ち法274 

fl :中央ボタンの機能100、27日 

f 2 :マルチセレクターでの起動277 

f 3 :上下左ち機能入れ換え278 

f 4 :フアンクシヨンボタンの機能278 

f 己：コマンドダイヤル設定280 

f 目；ボタンによる設定方法283 

f 7 :力ード無時レ U - ズ禁止284 

、セットアップ メ ニュー 285 


カードフオー マット 286 
液晶モニタの明るさ287 
ク U —ニング三ラーアップ287 
ビデオ出力288 
ワールドタイム22 
言語 （ Language ) 289 
画像コメント290 
縦横位置情報の記録292 
撮影モード時の録音201 
撮影モード時の上書録音202 
音声ボタンの録音時の操作202 
音声の出力204 
USB 294 

イメージダストオフデータ取得29己 
電池チェック297 

無線 LAN (ワイヤレストランスミッター WT -2 使用時） 299 
無線 LAN (ワイヤレストランスミッター WT -1 使用時） 30己 
ファームウェアバージヨン 310 


因 

索 
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英数 

AE ブラケティング132、133 
* AE □ック128 
^ AF エリァモード102 
ち I BASIC 56 

Bulb 126 

B 型ク U アマットスク U - ンの12、333、341 

CF (コンパクトフラッシュ）力ード28、339 

CPU レンズ26、328 

DCF Version 2.0 viii 

DPOF (Digital Print Order Format ) 21 己 

D - TTL 調光 14 目 

D タイプレンズ2目、328 

D -3 D - マルチ BL 調光14目 

D - マルチ BL 調光14目 

Exif Version 2.21 viii 、 21已 

E 型ク U アマットスク U - ン m 12、333、341 

FINE 56 

FV □ック154 

GPS 179 

GPS データ 187 

G タイプレンズ2目、328 

ISO 67 

i - TTL-BL 調光14己 
i - TTL 調光14已 
L (画像サイズ）目1 
M (画像サイズ）目1 

Mass Storage (マスストレージ： USB 通信方式）294、314 
Nikon Capture 4 314 
NORMAL 56 

円 ct 目 ridge (ピクトブリッジ）319 

PictureProject (ピクチャープロジエクト）294、314 

PRE (プ U セット）70、79 

PTP ( US 巨通信ち式）294、314、319 

RAW 56 

RGB ( TIFF ( RGB )) 56 
RGB ヒストグラム表示189 
RGB マルチパターン測光11己 
S (画像サイズ）目1 
S 目ブラケティング132、133 
TIFF 己6 

USB 294、314、319 
V 型ク U アマットスク U - ンの12、333、341 
WB ブラケティング132、140 
100己分害り RGB センサー7日、11己、14己 
1コマ再生184 
1コマ撮影己3 

3 D - RGB マルチパターン測光 II 115 

お 

赤目軽減ス□ーシンク□モード1日0 
赤目軽減モード1己0 
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アクティブ補助光148、153 
後幕シンク □モー ド1已〇 
イメージダストオフ29曰 
イル三 ネーター 4 
色合い調整97 

インターバルタイマー撮影1目己 
インターバル設定（スライドシヨー) 210 
色温度70、71 

色温度設定（ホワイトバランス）70、77 
色]を間 〇4 

オート FP ノ V イスピードシンク □ 147 
オートモード（ホワイトバランス） 70 
オートフ ォー カス1日2 
オートブラケティング132 

か 

階調補正93 
開放絞り122、124 
開放絞り値の設定174、177 
画質モード已目 
カスタムセッティング237 
カスタムメニュー237 
カスタム A 〜 D 240 
画像合成1己7 
画像サイズ 目 1 
画像ファイル己7 
画面の明るさ287 
カラー 設定9 目 
環境光センサー70 
ガンマカーブ 93 
距離情報14日、146 
記録フォルダ227 

クリーニングミラーアップ287、34己 
ク IJ エイティブライティングシステム144 
グループダイナ三ック AF 102 
ク□ップ高速己0 

堂光灯モード（ホワイトバランス）70、7目 

言語 ( Language ) 289 

高感度ノイズ除去233 

高速連続撮影己3 

コマ送り42 

コマンド□ック 127 

コンテイニユアス AF ヴーボ ( AF - C ) 98 

コントラスト93 


最近設定した項目49 
最ル絞り27 
サイズ目1 
再生42、183 
再生フォルダ209 
再生メニュー206 
先幕シンク□モード1日0 


因 

索 
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因 

索 


肖 IJ 除19己、206 

撮影可能コマ数33、目3 

撮影画面サイズ331 

撮影コマ数8、13 

撮影メニュー222 

撮像感度目7 

サムネイル190 

至近優先ダイナ三ック AF 102 

視度調節機能38 

絞り優先オート122 

シャッター優先オート120 

焦点距離の設定174 

シングル AF ヴーボ ( AF - S ) 98 

シングルエ U ア AF モード102 

シンク□モード1日0 

スタンダード D - TTL 調光14目 

スタンダード i - TTL 調光14己 

スピードライト144 

スピー ドライト（使用可能な スピー ドライト) 

スピードライトモード（ホワイトバランス） 

スポット測光11已 

スライドショー210 

ス□-シンク□モード1己0 

晴天モード（ホワイトバランス）70 

晴天日陰モード（ホワイトバランス）70 

セットアップメニュー28己 

セルフタイマー撮影172 

全画面削除20目、208 

選択画面削除206、207 

増感モード目7 

測光モード115 


た 

ダイナミック AF モード102 

多重露出1日7、1目0 

中央部重点測光11己 

調光範囲1己2 

長時間露出（バルブ）12目 

長秒時ノイズ除去232 

ツーボタンリセット181 

低速連続撮影己3 

電球モード（ホワイトバランス）70 

動作モード己3 

同調シャッタースピード1己3、269 
時計用電池343 

曇天モード（ホワイトバランス）70 


な 

夏時間2日 


は 

八イライト表示188 
場所-曰付-時刻22 


147 

70 
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パソコンモード （ PC ) 317 

パワーオフ時間 263 

半押しタイマー 33、262 

非 CPU レンズ 174、 328 

被写巧深度 117 

ヒストグラム表示 187 

ビデオ出力 288、312 

非表示設定 213 

フ オーカ スエ イド 114 

フオー カ スフレーム（エ U ア） 100 

フオーカスモード 98 

フオーカス□ック （AF □ック）110 

フオーマット（力ードフオーマット） 29、286 

プ U セットホワイトバランス 70、79 

プ U ント指定21己 

プ□グラムオート 117 

プ□グラムシフト 118 

プ□グラム線図 119 

プ□テクト 194 

ホワイトバランス 70 

ホワイトバランスブラケティング 132、144 

ま 

マイク□ドライブ 339 
マニュアル（ピント合わせ） 113 
マニュアル（露出） 124 
マルチパターン測光11己 
ミラーアップ撮影己 4 
mm LAN 298 

モデ U ング発光 117、144、271 
モニタ カバー19 
モニター発光 14 己、 146、1 己己 

や 

予測駆動フォーカス 99 

ら 

U セット（撮景ミメニュー） 22己 

輪郭強調 92 

レディライト1己目 

レンズ（装着可能なレンズ） 328 

レンズ情報手動設定 174 

連続撮影己 3 

連番モード 266 

露出インジケータ12己 

露出ディレイモード 265 

露出補正 131 

露出モード 117 

ね 


因 

索 


ワイヤレストランスミッター 298、332 
ワールドタイム22 
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■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作ち法や修理について、さらにご質問びございましたらニコンカスタ 

マーサポートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーヴポートセンターにつさましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

♦お願い 

•お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認 
の上お問い合わせください。 

•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でち次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ承 
り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■修理を依頼される場合は 

この製品の修理を依頼される場合は、ご購入店、またはニコンサービスセンターに 

ご依頼ください。 

•ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご覧くだ 
さい。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は最寄りの販売 
店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

• カメラを修理に出される場合は、 CF カードをカメラから取り出してください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切り後7年を目安としています。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後ち、 
修理可能な場合をありますので、ご購入店、またはニコンサービスセンターへお問い合 
わせください。水没、乂災、落下等による故障または破損で全損と認められる場合は、 
修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービス 
センターにお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

•ソフトウエアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次 
の当社 Web サイトでご覧いただくことびでさます。 

http://www.nikon-ima 宮 e.com/jpn/support/index.htm 

•製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 


フターヴービスについて 


アフタ I ヴ I ビスについて 
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ニコンカスタマーヴポートセンター行 

TELO 已70 -02 - 8000 FAX :03 - 5977 - 7499 


【お問い合わせ承り書】太枠内のみご記入くださし、 


お問い合わせ年月曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シ U アル番号： 


フ1」ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL: 

— FAX: _ 

ご使用のパソコンの機種名： 

メモ U 容量： 八ードディスクの空さ容量： 

0 S のバージョン： ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプリケーションソフト名： 

ご使用の当社ソフトウェアのバージョン名： 

問題び発生したとさの症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度 
(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


《このページはコピーしてお使いください。 
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[ 製品の使い方と修理に関ずるお問い合わせ 

く ニコン カスタ マーヴポートセンター> 


を固巧通 営業時間： 9:30 〜 18:00件末年始、夏期側段等を除く毎日） 

〇 0570 - 02-8000 携帯電話、ドが等をご使用®場合は、 03-5977-7033 

納通話料金で d 刑用いただけますかけくださし、 


巿巧通話料で OK 

ナビタイトル d 


FAX でのご相談は、 03-5977-7499 におかけください。 


音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


ニコン宅配修理ヴービスのご案内 

修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 

くニコン宅配 f 鼓里ヴービスお申し込み専用窓 □> 

_ 携帯電話や PHS 等からのご利用はでさません。 

關 a 01 20-868-545 営業時間： 9:30〜17:30吐•日 • 祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合びあります。 

なお、上記フ U —ダイヤルでは宅配修理サービス関連け外のご案内は斤っておりません。 


株式会社^ 3 ^ 

ニコ >力が販売株式会社 


Printed in Japan 
SB5F00 300301 (10) 
6MBA2110- 






